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『……またも『ヴァンダル』が現れました！　今回はオランダ、アムステルダムの旧市街にある廃ビルの壁へき面めんです。描かれたのは、ファン・ゴッホ美術館所蔵の『ひまわり』……』

　渋谷の駅前広場に腰こしかけたまま、青年は街がい頭とうテレビから流れる映像と字幕を見つめていた。膝ひざに乗せたクロッキー帳には立ち並ぶビルの風景が描かれていたが、青年の手は先程から動いていない。人ひと混ごみに埋もれながら、潰つぶれた鉛筆を弄もてあそんでいるだけだ。

『〈プロパガンダ撤てつ廃ぱい令〉規制対象の絵画であるため映像をお見せすることはできませんが、一日でこれだけの壁画を作成することが可能なのか、専門家を含めて調べを進めており……』

　スクリーンには現場の映像と思おぼしき外国のビルが映っていたが、その壁面に描かれた絵にはモザイク処理がかけられていた。目を細めたところで、全ぜん貌ぼうが窺うかがえるわけではない。青年がクロッキー帳に視線を戻した、その時だった。

「絵とは一体、何なのでしょうね」

　唐とう突とつな言葉に、思わず振り向く。いつの間にか背後には、人の波から取り残されたような老人が立っていた。温厚そうな顔つきだったが、こめかみから頰ほおにかけて残った裂れつ傷しようが悪わる目め立だちしている。おそらくは、退役軍人なのだろう。

「世界政府は、名画すら戦争広告であるというのでしょうか。だとしたら、大戦を見て育った若者が描いた絵も、すべて〈プロパガンダ撤廃令〉により、抹まつ消しようされてしまうのでしょうか」

　青年は独白のようなその言葉を無視したが、老人はこちらの傍そばを離はなれる気はない様子だった。クロッキー帳を閉じ、残ざん痕こんの刻まれた老人の顔を睨ねめ上げる。

「今、絵を描くことには意味がないとでも言うのか」

「いいえ。ただ私は、知りたいだけなのです。『ヴァンダル』と呼ばれる者たちが、なぜ禁じられた名画を世界の街まち中なかに描き続けるのかを。そして」

　老人の目は、青年とは別の方に向けられていた。先程まで青年が見上げていた、ビルに埋め込まれたスクリーンだ。アート・テロリスト『ヴァンダル』の所しよ業ぎようを伝えるニュース画面を眺ながめ、歌うように呟つぶやく。

「君のような若者たちが自由に絵を描ける世界が、いつ訪れるのかを」

　青年は、無言で立ち上がった。クロッキー帳を小こ脇わきに抱かかえ、振り向かずに歩き始める。街頭テレビの映像も、老人の言葉も、すべてが喧けん騒そうに消えていく。駅前の電光掲けい示じ板ばんやスクリーンの瞬またたきを避さけながら道どう玄げん坂ざかを登り、闇やみのわだかまる裏路地にクロッキー帳を投げ捨てる。

　描きたいから描く、そんな理屈ですべての表現が許されていた時代があった。だからこそ、人々は自らの思想を掲かかげて対立し、闘とう争そうが起きた。それならば、いっそすべてを規制せよ。国境も言語も学問も思想も統一し、闘争の世紀に表されたあらゆるものを抹まつ消しようせよ……

　大戦後に結成された世界政府の下もとに始まった、世界統一体制の構築。自分はその反抗心から筆をとったわけではない。これは、単なる疑問なのだ。果たしてそれで、本当に平和は訪れるのか、と。だが、その疑問を口にすることはできない。描くことによって伝えられるとも思えない。

　青年は歩き始めた。投げ捨てたクロッキー帳のことなど、すでにどうでもよくなっていた。勾こう配ばいのきつい坂を歩き始め、ふと顔を上げた。

　その時、青年は確かに見たのだ。

　坂の向こうにそびえる古いビルの屋上に、月の逆光を浴びて見え隠かくれする二つの影かげを。

　それは奇妙なことに、巨大な男と、小柄な子供に見えた。無論のこと、幻に違いない。だが次の瞬しゆん間かん、彼はそんな些さ細さいな幻げん影えいなど消し飛ぶ光景に直面した。

　わずかな月明かりと、地上から照射される人工的な光に照らされたビルの壁へき面めん。くすんだ色をした壁かべの上部に、一筋の色彩がぼんやりと現れる。仄ほの明るいその色は闇やみに一いつ閃せんの光を残し、青年を立ち止まらせた。彼が屋上に見えた人影をもう一度確認しようとした、刹せつ那なだった。

　壁面に、巨大な絵が描かれた。

　ほとんど一瞬だった。先程まで単なるビルの壁にすぎなかった場所が、音もなく禁きん忌きのカンバスとなった。何の変へん哲てつもない渋谷の雑ざつ踏とうに突とつ如じよとして現れたのは、互いに距きよ離りを置き、向かい合う二に対ついの神の姿だった。その威容はここまで遠く離はなれても堂々とした存在を放ち、脈動する神の呼こ気きまでが都市の喧騒を切り裂さくようだった。

　青年は間抜けに口を開けた。左右より暗雲を操あやつり降り立った神々は、まるで遥はるか昔からその場に存在していたかのように悠ゆう然ぜんと座ざしていた。地上のくだらない規制など嘲あざ笑わらうその睥へい睨げいに、身動きができなかった。大戦後、発禁処分とされた名画の存在など知るはずもない。だが、確信はあった。この奇跡を起こした者たちの名を。

「……『ヴァンダル』」

　その呟つぶやきに応こたえるように、絵の下部に文字が浮かび上がった。絵の重厚さにはそぐわぬ、子供じみた走り書き。それは、画家が作品に刻むサインに似ていた。ドイツ語だろうか、もちろん読めなかったが、何度もニュースで見ているその一文が、どんな意味を持つ言葉なのかは分かっていた。知っていたからこそ、そのサインから目をはなせなかった。

　強い風に煽あおられ、路上に捨てられたクロッキー帳のページがめくれていく。目の前を、白い花か弁べんに似た粒子が舞まい踊おどっている。青年は壮そう麗れいに転写された二に対ついの神々の姿を呆ぼう然ぜんと見上げ、ただその言葉を繰り返し呟いていた。




『Der Kunst Ihre Freiheit!』──芸術に、その自由を！
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　かつては『ヨーロッパの宝石箱』と称されていた芸術の都、オーストリアのウィーン。

〈プロパガンダ撤てつ廃ぱい令〉によって大だい打だ撃げきを受けた都市のひとつであるこの街の住人は、自じ嘲ちようを込めてこう呟つぶやく……一体、空からになった宝石箱に何の価値がある？

　旧市街に点在する美術館の類たぐいにはすべて規制線が張られ、戦争を背景とした音楽は鼻歌をうたうことすら禁じられているのだ。歴史的建造物はかろうじて解放されているが、光速輸ゆ送そうポッドによる大深度地下交こう通つう網もうの発展にもかかわらず、観光客の姿は激減している。

　エリック・スペンサーは、戦前のウィーンを知らない。

　物心ついた時には、すでに世界統一体制が敷しかれていた。祖父が事あるごとに口にする、宝石箱だった頃ころのウィーンなど想像もつかないし、たとえ宝石を奪うばわれていても、エリックはこの街が好きだった。小こ脇わきに抱かかえたヴァイオリンケースを跳はね開あけ、弦げんの調子を確かめる。

　繁はん華か街がいに囲まれたシュテファン大聖堂前の広場は、大道芸人や路上演奏家たちの姿でごったがえしていた。黒々とした尖せん塔とうが山のようにそびえるゴシック様式の教会が、向かいに建てられた近代的なビルのガラス壁かべに映りこんでいる。いつものことながら実にアンバランスな光景だと思っていると、深緑のマントをはおった顔見知りの青年が声をかけてきた。

「よう、エリック。今日も学校はサボりか？」

「うん。爺じいちゃんには絶対言わないでよ」

　青年は、慣れたように肩をすくめた。観光客向けにコンサートのチラシを配布している、楽隊のコントラバス奏者だ。青年を羨せん望ぼうの眼まな差ざしで見つめながら、エリックは弓を振り回した。

「いいよな、ちゃんとしたホールで演奏できるなんてさ。僕も早いところ、楽隊に入れてよ」

「ああ。いつかお前が、パウルさんレベルのヴァイオリン奏者になったらな」

「それじゃあ、何十年もかかっちゃうよ。爺じいちゃんの凄すごさを知らないからそう言えるんだ」

「何十年後でいいだろ。それまでは路上で小こ遣づかい稼かせぐのもいいが、きちんと学校に行くんだな」

　そう笑って、青年は雑ざつ踏とうに消えていった。他の路上演奏家とは距きよ離りを置いた露ろ店てんの横で、エリックは弦げんに弓を当てる。祖父と同レベルの演奏家……その言葉を反はん芻すうし、不ふ思し議ぎとおかしくなる。そう言う青年も、何より自分自身も、祖父の演奏を聞いたことはないというのに。

　祖父がヴァイオリンを弾かなくなったのは、いつからなのだろう。

　かつてウィーン・フィルハーモニーのヴァイオリン奏者だったパウル・スペンサーの名は、少々音楽に詳しい者なら誰だれもが知っている。だが、今となってはヴァイオリンに触れようともしない。エリックが楽器を弾くことすら、快く思っていない様子だ。

　祖父が、世界政府の提唱する世界統一体制に憤いきどおりを覚えていることぐらいは知っている。その体制そのものというよりも、過去の文化を撤てつ廃ぱいすることによって、恒こう久きゆう的てきな平和が実現できるという思想に対してだ。だからといって、音楽のすべてが規制されているわけではない。弾こうと思えばオペラ座やホール、路上演奏だって可能なのだ。

　唯一の肉親である祖父の姿を思い、ゆっくりと弓を引く。喧けん騒そうを切きり裂さくのではなく、溶かすような弦の音が響ひびき渡わたる。まだ粗あら削けずりだが、未完成ゆえの深みを伴った音は、広場に集まる人々の足を止める。子供の演奏者は珍しいらしく、開いたヴァイオリンケースには次々と小銭が投げこまれていく。もうエリックは十三歳だが、悔しいことに大だい分ぶ幼く見えるらしい。一曲目が終わり、ぱらぱらとした拍手が上がった。すぐに次の曲に入る。

　今度の曲は、いつか昔に聞いた旋せん律りつだった。エリックは楽がく譜ふが読めない。だが、一度耳にした曲ならば、正確にではないが奏かなでることができる。頭の中の旋律をなぞりながら弦を押さえつけたその時、目の前に黒い影かげが立たち塞ふさがった。

「おい、君」

　不意に低い声をかけられ、驚おどろいて演奏を止める。ぶつ切れになった音楽は実に後味悪い上、目の前に立つ男の姿も相まって、エリックは体をすくめた。黒一色の地味なスーツ。右みぎ腕うでにはめられたのは、文化制定局の腕わん章しようだ。鉄てつ面めん皮ぴの男は鷹おう揚ように腕を組んだまま、頭ず上じよう高くからエリックを見下ろす格好だ。少なくとも友好的な雰ふん囲い気きではない。

「ベートーヴェンの『ヴァイオリンソナタ第六番』？　規制対象の曲だ。君のような子供が、その曲をどこで知った？」

　口元だけを動かす物言いに、エリックは息を詰めた。音楽に関しても、やはり戦争を背景とした戦前の楽曲は禁じられている。目の前の男は〈プロパガンダ撤廃令〉の施し行こうに伴って政府に教育された、文化制定局の局員だ。首を横に振り、掠かすれた声で答える。

「違います。そんな曲、知りません」

「そうはいかない。君の家に、規制対象となっている楽曲のディスクや音源データが残っている疑いがある。調べさせてもらうことは？」

　エリックは唾つばを飲みこんだ。家に後ろめたいものはないが、祖父や隣りん家かのタバサに迷めい惑わくをかけるのは嫌いやだった。不ふ穏おんな空気を感じ、先程まで演奏を聞いていた人々も足あし早ばやに去っていく。

　ヴァイオリンを抱え、エリックは早はや鐘がねを打つ心しん臓ぞうをたしなめた。逃げ切れるか分からないが、走るしかない。覚悟を決めた、その時だった。

「まあまあ、おっさん。こんな少年が、禁曲を知ってるわけないじゃねえか。単なる聞き間違いだ、聞き間違い」

　小山じみた影かげが、自分と局員の間に入りこんできた。エリックは目の前の人物を見上げて、思わず絶句した。

　その奇妙な闖ちん入にゆう者しやは、針金じみた銀ぎん髪ぱつと褐かつ色しよくの肌を持つ、二十代半なかばほどの青年だった。しかし、それは右半分だけの話だ。左顔面は磨みがき上あげられた鋼こう鉄てつの強化装甲で隙すき間まなく覆おおわれており、眼めの代わりなのであろうレンズが一定のリズムで明めい滅めつしている。更さらに装甲は左半身にまで及び、ライダースジャケットから覗のぞく首筋や左ひだり腕うでも、隆りゆう起きした幾いく本ほんもの銀管と繫つながっていた。体の半分を取り巻く金属管が真昼の陽光を眩しく反射させ、精せい悍かんな右顔とはまったく対照的な人工の色を放っている。

　おそらくは、半サイボーグなのだろう。戦時中、重症を負った兵士がこういった処置を施ほどこされたという話を聞いたことがある。エリックと同じようにあっけに取られていた局員は、ようやく正気を取り戻し、咳せき払ばらいと共にうめいた。

「何だ……君は何者だ？」

「おいおい。文化制定局の人間は、噂うわさどおりのアホだな。見りゃ分かるだろ」

　見ての通りと言われても、分かるはずがない。呆ぼう然ぜんとする周囲を尻しり目めに、彼は左腕の装甲を開けた。現れたのは、白黒の配列が眩まぶしい鍵けん盤ばんだ。意味もなく胸を張り、言い放ってくる。

「パイプオルガン奏者だ」

　まさか左半身の管は、パイプオルガンの一部だとでもいうのか。こんな平和的なサイボーグなど、見たこともない。局員はもちろんのこと、野や次じ馬うまもあっけに取られて沈ちん黙もくするだけだ。

「信じられないなら、演奏してやるよ。そうだな、少年。『月の花』は弾けるか？」

　いきなり話を振られ、目を丸くする。青年は風体こそ厳つかったもの、鳶色の隻眼は穏やかだった。『月の花』は、戦後の作品にもかかわらず、フィルハーモニーの演目にもなっている名曲だ。反射的に頷うなずくと、青年はおもむろに右手を鍵盤に当てた。

　そこから奏でられたのは確かに、パイプオルガンの音ね色いろだった。聖堂に据えられた巨大オルガンにも劣らぬ、荘そう厳ごんな音色。増幅器を用いているのだろう。これだけの短管で、ここまでの音が出せるとも思えない。先程まで威い張ばり散らしていた局員が面めん食くらっている姿を見て、エリックの緊きん張ちようは不ふ思し議ぎと解けた。いつもと同じ静かな心持ちで、下ろしていた弓をあてがう。青年の奏でる伸びやかな音色に寄り添うように、音階を拾う。

『月の花』はハ長調の明るい楽曲だ。テンポも速くパイプオルガンの音おん調ちようとはそぐわないと思っていたのだが、青年の奏でる音楽はヴァイオリンの高音と不思議な調和を生み出した。

　いつしか、周囲には再び聴ちよう衆しゆうが集まっていた。自分の奏かなでる音が久方ぶりに弾はずむさまを他人ひと事ごとのように感じながら、エリックは弓を引いた。

　瞬しゆん間かん、あまりにも強い視線を感じて顔を上げる。

　ふと目が合ったのは、イーゼルとカンバスを装そう飾しよく品ひんのように背負った、可愛かわいらしい少女だった。東洋人の血が混ざっているのだろうか。癖くせのある黒くろ髪かみに、黄味のかかった肌の色だったが、双そう眸ぼうは鮮やかな青だった。そのアーモンド形の大きな両目が、大勢の聴衆に紛まぎれても尚なお、強い力を持ってこちらを射抜いていたのだ。
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　弦の強い振しん幅ぷくが指先にかかる。エリックは我に返り、少女から視線を外はずして演奏に集中した。曲は最終楽章に入り、青年の一音が一ひと際きわ高く鳴なり響ひびいた。エリックの旋せん律りつも、余よ韻いんを残して収束する。

　一瞬の沈ちん黙もくの後、人ひと混ごみから拍手が沸わき起おこった。あの局員すらも、端の方でつられたように手を叩たたいている。まだ音楽の残ざん響きようから抜け出せずに呆ぼう然ぜんとするエリックの背を、隣となりの青年は乱暴に叩いてきた。気の良さそうな笑い声を上げ、聴衆にへらへらと手を振っている。

「筋がいいじゃねえか、少年。さすがは芸術の都に来た甲斐かいがあったなあ、エナ」

　青年が声をかけた方向を見やり、どきりとする。そこにいたのは、あの小柄な少女だった。彼女は何度か頷うなずいた後、背中のイーゼルを揺らしながらこちらに歩み寄ってくる。思わず緊きん張ちようするエリックに、少女は一枚の紙を差し出してきた。

「素敵な音楽を、ありがとう」

　反射的に、その紙を受け取る。近くで見ると、ガラス球だまに似た青い双そう眸ぼうに引きこまれそうだった。鼻や口の作りが小ぶりであるため、尚なお更さら大きな瞳ひとみが目立っている。何を言っていいか分からず口を開けたままの自分を尻しり目めに、少女は軽く手を振って踵きびすを返してしまった。局員と話をつけたらしいパイプオルガンの青年と共に、通りの向こうへ歩きだす。

「じゃあな、少年。ヨーロッパの宝石箱に、幸多からんことを！」

　青年が素すっ頓とん狂きような調子でそう叫さけび、大きな手を振ってくる。礼を言うことも忘れ、エリックはしばしその場に立ちつくしていた。人々の流れが元に戻ってきた頃ころにようやく我に返り、手渡された紙をひっくり返した。

　啞あ然ぜんとした。それは、鉛筆で描かれたクロッキー画だったが、ほとんど写真に等しかった。

　小さな顎あごにヴァイオリンを当て、弓を引く自分の姿……この短時間で描いたとは思えない完成度だ。まじまじと見るにつけ、感心を通り越して戦せん慄りつすらした。エリックの眉み間けんに刻まれた薄うすい皺しわ、これは自分が高音を奏でる際の癖くせだ。そして描かれたその指は、確かに高音の弦げんを押さえていたのだ。先程の演奏中、どこかしらの一いつ瞬しゆんを切り取った写真にしか見えなかった。

　これが、自分とそう年の変わらない少女が描いた絵なのだろうか？　エリックは画用紙を胸に、人ひと混ごみを搔かき分わけて走った。だが奇妙な二人組の姿は通りの向こうに消え去り、後にはパイプオルガンの残ざん響きようが幻のごとく耳を揺らしただけだった。







「不服そうだねえ、ミス・シュミット」

　茶ちや化かすような言葉に沈ちん黙もくすることで、カッツェ・シュミット警けい部ぶ補ほは肯定の意を示した。目の前の大机に座る男は、背もたれから半なかばずり落ちた体勢のまま、不敵な笑みを浮かべている。

　フランスのローヌ地方、リヨン市。戦前より、国際刑事警察機構インターポールの拠点が置かれている都市だ。世界統一体制以後、インターポールの存在が世界政府直ちよつ轄かつの組織として再編成された後も、本部はこの街に存在を留とどめている。

　その建物の片隅。ほとんど倉庫に近い一室に、彼はいた。今日付けで自分の上司となる男と顔を合わせて数秒後、すでにカッツェは上層部に対して激しい怒いかりを覚えていた。発令された時点で薄うす々うす気づいていたが、これは異動ではない。左さ遷せんだ。

「とりあえず、コーヒー入れてくれない？　タールと見み紛まがわんばかりに濃こいやつをね」

「ゲティスバーグ警視。私は貴方あなたの雑用係として、ここに異動させられたのですか？」

　大机の前で、姿勢を崩くずさずにそう返す。男は、その言葉を予期していたように肩をすくめた。

「まあいいや。コーヒーはいつもどおりに自分で入れるとするよ。他人が入れたコーヒーは、どうにも薄うすくてしょうがない。あれじゃあ、単なる泥どろ水みずだね」

　そう言って立ち上がり、棚からインスタントコーヒーを取り出す。姿勢は悪いが、かなりの長身だ。カップにがばがばとコーヒーを入れながら、こちらを見もせずに話を続けてくる。

「さて……君の噂うわさは聞いているよ、良いものも悪いものもね。イェール法学科大学院を首席で卒業後、様々な事件解決に尽じん力りよくし、功績をあげている才さい媛えんだってね。まさにキャリア街道まっしぐらだ、実にうらやましいよ。僕なんか、ハイスクールもまともに出てないのにさ」

「私の経歴など、どうでもいいことです。それから、私のことはシュミットと呼んでください」

「それも噂で聞いたとおりだね。女扱いされると烈れつ火かのごとく怒る、面倒くさい部下だってさ。だからわざと呼んでみたんだけどね……ミス・シュミット」

　この男は、人の神経を逆さか撫なでするのが唯一の特技だとでもいうのだろうか。ぎりぎりと奥歯を嚙かみ締しめ、カッツェは男の丸まった背中を睨にらみつけた。

　サムソン・ゲティスバーグ警けい視し。昆虫のような瘦やせぎすの体たい軀くに、だらしなく着こなした制服。胡う散さん臭くさい顎あご鬚ひげが、実年齢を曖あい昧まいにしている。薄い眼鏡めがねの向こうに見える細い目は常に笑みを湛たたえていたが、決して好意的な類たぐいの表情ではない。そんな彼は、本部の中で密ひそかにこう称されていた……「インターポールで最も陰険な男」と。

　更さらに厄やつ介かいなのは、本人がそれを十二分に自覚していることだ。旧式のポットから湯を注ぎ、カップを片手に机に戻る男は、カッツェの敵意に満ちた視線を意にも介せずに問うてきた。

「それで、君はこの人事異動をどう思う？」

「申し訳ありませんが、左さ遷せんに近いと考えております」

「つれないことを言うねえ。実質、僕と君しかいない班なんだ。一緒に頑張ろうじゃないか」

　ゲティスバーグが椅い子すに座ると同時、左右に詰まれた書類がばさりと崩れた。それを直そうともせずに、彼は弛し緩かんした体勢のままカッツェを見据えた。

「ここの役割は、すでに聞いているね。僕たちが追わなきゃならないのは、たった一つの組織だ。組織というほど大おお袈げ裟さなものじゃないけどね。所しよ詮せんは、頭の弱い愉快犯だよ」

　愉快犯。その言葉に、カッツェは再度額ひたいを押さえた。先日まで、自分は国際指名手配をかけられている凶悪犯の取とり締しまり班はんに所属していた。いわば、インターポールの花形だ。確かに自分は上司にとって扱いやすい部下ではなかっただろうが、それでも相応の実績は残してきた。仕事に対して大きな誇ほこりも持っていた。

　それが唐とう突とつに、愉快犯の対策専門班に異動である。おまけに所属はたったの二人。インターポール随ずい一いちの問題児と名高いゲティスバーグ警視と自分だけで、しかも対策本部は建物の中で最も端に位置し、窓すらない旧倉庫の一室である。プライドが傷つけられない方がおかしい。

「特級反政府組織、通称『ヴァンダル』……〈プロパガンダ撤てつ廃ぱい令〉によって規制対象となった戦前の絵画を、街中の壁かべに拡大複写するという行為を三年前から繰り返している輩やからさ」

「文字通りの、落書取締班ヴアンダル・スクワツドですか」

「そう馬ば鹿かにしたもんじゃないよ。天下の文化制定局が誇る精せい鋭えいたちが持て余した挙あげ句く、僕に丸投げしてきた話だもの。あそこの局長とは、旧知の仲でね」

　その言葉に、カッツェはようやく納なつ得とくした。先日まで『ヴァンダル』の対策は、〈プロパガンダ撤てつ廃ぱい令〉に基もとづいて新たに発足された、文化制定局の管かん轄かつだった。だが、『ヴァンダル』に対するマスコミの取り上げ方があまりに大きくなったからだろう。世界政府のポーズとして、対策専門班を設置せざるを得なくなったという背景か。思わず嘆たん息そくする。

「要は、対外的なアピール集団であると」

「ミス・シュミット。君がこの異動に対して乗り気じゃないことはよく分かったよ」

「勘違いをなさらないでください、与えられた任務は確実にこなします。つまり〈プロパガンダ撤廃令〉に関する法令違反および、贋がん作さくによる詐さ欺ぎ容疑が適用される組織の対策専門班ということですね？」

「それが、贋作とも違うんだよ。有名な贋作家といえば、千点近くの名画を偽造したエルミア・デ・ホーリーや、フェルメールの偽物ばかりを描いたハン・フォン・メーヘレンがいるけど、彼らはそれらの作品を本物と偽いつわり、売却していた。でも『ヴァンダル』は、自分たちの作品をあくまでも模写だと主張している。それに、その作品によって金銭的な利益を得ているわけでもないからね」

「しかし、規制対象の絵画が掲けい載さいされている本や映像の類たぐいは、文化制定局によって厳げん重じゆうに回収されていると聞きます。『ヴァンダル』は、それら発禁処分のメディアを所有しているということですか？」

「君はこの事件に対して、まったく興味がなかったみたいだねえ」

　呆あきれたように言われ、カッツェは黙だまりこんだ。それはそうだ、今まで〈プロパガンダ撤廃令〉とは別の事件の管かん轄かつだったのだから。口にしかけた反論を吞み込んで頷うなずくと、ゲティスバーグは口の端を持ち上げた。

「……『ヴァンダル』は絵画の現物を模写する、実に稀け有うな組織なんだ」

　そう断言する男に、カッツェは眉まゆ根ねを寄せた。ゲティスバーグは満足そうに目を細め、真っ黒なコーヒーをすすりながら続けた。

「彼らは絵画が所蔵されている美術館に侵入して、その現物を何らかの形で記録し、模写しているんだよ。ターゲットとなった絵画を所有している美術館の監視システムには、街中に複製画が現れる一ヶ月から一週間前に、何者かが侵入した形跡が残っている」

「なぜ、わざわざ危険を冒おかしてまで現物の画像記録を？　単に模写を行うだけならば、画像データを入手するだけで事足りるではないですか」

〈プロパガンダ撤廃令〉はあくまでも情報規制であり、美術品の処分に関する法令は協議中の段階である。規制対象の作品を所蔵する各国の美術館には、情報漏ろう洩えいや盗難に備えた厳げん重じゆうなセキュリティが施ほどこされているはずだ。一枚の画像データを得るためだけであれば、あまりにも大きなリスクではないか。思わず身を乗り出すカッツェに、ゲティスバーグは肩をすくめた。

「その理由は、それこそ彼らに聞いてみなければ分からないね。どちらにしても、彼らの罪には、詐さ欺ぎ罪というよりは侵入罪の方が含まれるということだよ」

「だとすれば、かなり大規模な組織だと考えられませんでしょうか。各国美術館のセキュリティを解除する技術者も存在するということでしょう。大体、あれだけの大きな壁へき画がです。今まで誰だれにも目もく撃げきされずに実行できたのですから、街規模で関かかわっている可能性すら……」

「僕はね。『ヴァンダル』の人数は、少なくとも三人と踏ふんでる」

　カッツェの言葉を遮さえぎって放はなたれた断言に、今度こそ絶句する。ゲティスバーグは眼鏡めがねの奥の目を更さらに細めたまま、どうということもなく返してきただけだったが。

「文化制定局は、大規模組織の線を当たっていたみたいだけどね。僕は、あくまでも少人数組織の可能性を洗うつもりだよ」

「その仮定は、荒こう唐とう無む稽けいすぎませんか？」

「いいかい、ミス・シュミット。目撃者の話によると、問題の絵画は一晩とか数時間とか、そんな時間をかけて描かれるものではないらしいんだ。複製画が現れるのは、一いつ瞬しゆんなんだよ」

「まさか……そんなことが有り得るのですか？」

「僕は、魔ま法ほうや奇跡の存在は信じていないよ。つまり、そこには何かしらのタネがあるってことさ。そのカラクリ如何いかんでは、一人でも壁画を描くことが可能かもしれない。実行者、技術者、そして画家……『ヴァンダル』の行為は、三名でも十分に可能だ」

　極論だ。そう言いかけ、口をつぐむ。ここでこの男に反論しても、何の得にもなるまい。

「だからこそ僕はこの班の統括を任まかされた時、一人だけ部下を付けてもらえるように要請した。無能な人間が大挙したところで意味がない。そこでやって来たのが、君だったってわけさ」

　カッツェは、もう一度周囲を見回した。倉庫のような本部、書類に埋もれた陰険な上司、そして唯一の部下である自分。上層部の目もく論ろみは分からないが、どうやら単なる窓際班ではなさそうだ。そのすべてを知っているだろう男は、やはりふざけたような調子で椅い子すを回しながら笑っただけだったが。

「まあ、『ヴァンダル』が正体不明の組織であることに変わりはない。三年前に日本の廃ビルに描かれた、葛かつ飾しか北ほく斎さい『冨ふ嶽がく三さん十じゆう六ろつ景けい　神か奈な川がわ沖おき浪なみ裏うら』の模写が、彼らが描いた最初の複製画だ。そのため、活動拠点はアジアではないかと言われている。分かっているのは、それだけだよ」

　会話の終わりを示すように椅子を止め、コーヒーを飲み干す。カッツェは男から目をそらしたかったが、窓すらない殺さつ風ぷう景けいな一室に、気を紛まぎらわせてくれるものはなかった。

「ところで君は、この建物の礎そ石せきに刻まれている言葉を知っているかい？」

　唐とう突とつに男が問うてきた。まったく読めない人間だ。反抗するのも馬ば鹿からしく、素直に答える。

「……『この建造物に生ける者は、世界の平和と安あん寧ねいに貢献する者である』」

「その通りだよ。確かに世界統一体制前のインターポールなら、そういう文句も違和感がなかったかもしれない。けど、今となっては実に滑こつ稽けいだね。そもそも、この建造物の中にいる僕の夢は、インターポールを自分の私兵部隊にすることだもの」

「その点については、異論がありません」

「君も僕の私兵になるってこと？」

「いいえ。あの文句が、滑稽だという点です」

　男が笑った。口元だけを歪ゆがめる、お世辞にも魅力的とは言い難い笑みだ。カッツェは制服の襟えり元もとを正した。ここですべてを投げやりにしてしまったら、今まで行ってきたことが水の泡あわとなってしまう。あらゆるものを捨てて得た地位だ。陰険な上司、馬ば鹿かな上層部に、それらを奪うばわれてたまるものか。

「ご安心ください。貴方あなたの助けを借りなくとも、一ヶ月以内には『ヴァンダル』を必ず捕ほ獲かくいたしましょう」

　そうとだけ言って、一礼する。ゲティスバーグはやはり内心の読み取れない笑みを浮かべたまま、どこか遠くを見つめた。独白のように呟つぶやく。

「次の標的は、オーストリア辺あたりかな」

「……なぜ、そう思うのですか？」

「『芸術に、その自由を！Der Kunst Ihre Freiheit!』……彼らが絵を模写した際に、必ず描くサインだよ。これは、ウィーンの分離派展示館ゼツエツシオーンに刻まれている言葉でね。それなのに彼らはまだ、オーストリアには現れていない。そろそろなんじゃないかと思ってね。まあ、勘だよ」

　前言を撤てつ回かいする調子で、へらへらと手を振る。インターポールで最も陰険な男。なるほど、そうかもしれない。おそらく彼は、カッツェに語った以上のことを、十分に知っている。

「慌あわてる必要はない。彼らは、人を傷つけるテロリストとは違うからね。とはいえ、特級政治犯であることは確かだ。君はまず、『ヴァンダル』について勉強することだね」

　言って、男は分ぶ厚あつい資料を手渡してきた。開いてみると、『ヴァンダル』に関する膨ぼう大だいな資料が挟はさまれている。今まで再現された絵画の所蔵美術館名と現物の写真、そして複製された壁へき画が、目もく撃げき証言、専門のプロファイラーが弾はじき出だした資料……

「あげるよ。僕は女性に、手作りのプレゼントを贈おくるのが大好きなんだ」

　すべて、この男が独自にまとめたとでもいうのか？　カッツェは苛いら立だちを押おし隠かくすために、口をつぐんだまま踵きびすを返す。その背を追いかけるように、笑みを含んだ声が届いてきた。

「期待しているよ、ミス・シュミット」







　光速輸ゆ送そうポッドで長ちよう距きよ離りの移動手段は格段の進歩を遂とげたものの、近距離の移動は戦前と変わらない。故ゆえに、ウィーンの地下鉄ウーバーンは以前と同じ様よう相そうを保っている。

　広場に近い、シュテファンスプラッツ駅から数駅。エリックの家は、市内最大の市いち場ばナッシュマルクトを抜けた場所にある。通りの入口には魚介類やデリカテッセンなどの高級品を扱う店が多いが、奥へ行くほど安価な露ろ店てんが立ち並ぶ界かい隈わいだ。夕刻になっても賑にぎわいを見せる市場を歩きながら、ヴァイオリンケースを抱かかえなおす。

　この場所で毎週土曜に開催される蚤のみの市いちが、エリックは好きだった。くすんだコインや切手、埃ほこりをかぶったアンティークのランプ、中ちゆう欧おうから運ばれてきた毛皮、アジア製の真しん鍮ちゆうの置物……いくら国境が希き薄はくになったとはいえ、まだエリックは国外に出たことはない。若い頃ころは海外演奏旅行に出かけていたという祖父も、昔のこととなると口をつぐんでしまう。

　市場の終点辺あたりにある顔見知りの果物屋から、売れ残りの商品を貰もらって帰るのがエリックの日課だ。恰かつ幅ぷくのいい女将おかみさんは、今日もすぐに自分の姿を見つけてくれた。

「お帰り、エリック。最近、パウルさんの顔を見ないねえ。具合でも悪いのかい？」

「爺じいちゃんは……あまり外に出たくないみたい」

「そうかい。まあ、あの足だからねえ。昔はよく中央墓地にあるモーツァルトの墓前で、お祈りしている姿を見かけたもんだけどさ。まさに音楽家の鑑かがみだったね、あの人は」

　エリックも見習いなさいよ、などと言って、果物の詰まった袋を渡してくれる。過去形になってしまった祖父の「音楽家」という肩書きを悲しい気持ちで聞きながら、エリックは頷うなずいた。緩かん慢まんな足取りで帰路をたどる。

　古いテラスハウスの自宅に戻ると、隣りん家かに住むタバサが夕食を作っていた。パプリカ・シチューが放つスパイスの芳ほう香こうが、玄関にまで漂ただよっている。

「お帰りなさい、エリック。今日はちゃんと学校に行ったの？」

「学校は大丈夫だってば。タバサさん、後は僕がやるから、帰ってもいいよ」

　決して「行った」とは言わないエリックを、タバサは咎とがめなかった。彼女は大戦で夫を亡なくし、今は自主的にエリックと祖父の面倒を見てくれている。ヴァイオリンケースを置いてテレビスクリーンをつけると、ちょうどニュースを放送しているところだった。

『……東京の繁はん華か街がい、渋谷のビル壁へき面めんに現れたのは、京都国立博物館寄託の『風ふう神じん雷らい神じん図ず』である模様です。目もく撃げき者しやによると、絵は一いつ瞬しゆんのうちに現れたということで……』

「また、『ヴァンダル』のニュースやってるよ」

　いくぶん興こう奮ふんした口く調ちようで呟つぶやく。三年ほど前から世界中に現れ始めたアート・テロリスト『ヴァンダル』は、エリックにとっては痛快なヒーローだった。

　祖父いわく、世界政府が制定した悪法……〈プロパガンダ撤てつ廃ぱい令〉に真正面から反抗する彼らの所しよ業ぎようは、犯罪行為というよりも一種の芸術なのではないかと思う。もちろん、それを口に出すことはできないが。

『インターポールはこの事態を重く受け止め、特級政治犯として国際指名手配する方針を固めたことを発表いたしました……』

「タバサさん。『ヴァンダル』って、どういう意味だっけ？」

「『破壊者ヴアンダル』」

　何なに気げない質問に答えたのは、台所のタバサではなかった。身を硬くし、振り返る。

　車くるま椅い子すを進めながら居間に入ってきたのは、祖父だった。膝ひざ掛かけで覆おおわれた両足は、もう二度と動くことはない。刻まれた皺しわを更さらに深く歪ゆがめ、吐き捨てるように言う。

「ヴァンダリズム……芸術や文化の破は壊かい行為のことだ。実にくだらん冗談だな、それらを破壊しているのは、他ほかならない政府の方だというのに」

　エリックは、黙だまってテレビを消した。タバサが夕食を準備する音だけが響ひびく中で、ふと呟く。

「ウィーンにも来ないのかな、『ヴァンダル』」

「あら、私はいずれ来てくれると思っているわよ。彼らがサイン代わりに書いている言葉は、この街の分離派展示館ゼツエツシオーンに掲かかげられているスローガン、『時代にはDer Zeitその芸術を、ihre Kunst, 芸術にはder Kunstその自由をihre Freiheit』から取ったものだって言われているもの」

「じゃあいつか、爺じいちゃんの好きだった絵を描いてくれるかもしれないね」

　極力明るい口調で言ったつもりだったが、祖父は鼻を鳴らしただけだった。彫ちよう像ぞうのように動きを止めたまま、口元を引きつらせる。

「タバサ、用事が済んだら出て行ってくれ。エリックもくだらんことを考えていないで、勉強に力を入れろ。早いところ、ヴァイオリンもやめることだ」

　言って、目を伏せる。その表情は、エリックが反論できるほど軽いものではないように思えた。だからこそエリックは口をつぐんだまま、台所に立つタバサの元に向かった。背後から、低く虚うつろな声が届いてくる。

「もう、この街は死んだ……芸術も音楽も、すべて死んだのだ」

　その言葉を聞いていたのだろう。タバサは料理に視線を落としたまま、静かに口を開いた。

「エリック、お爺さんは疲れていらっしゃるのよ。自分は足を失って、息子さん夫婦まで事故で亡なくされて……」

「そこで口元に手を当て、今の自分の言葉を取り消すように首を振る。」

「ああ……ご両親を亡くされたのは、あなたも同じだったわね。ごめんなさい、エリック」

「いいんだよ、タバサさん。僕は平気だから。ただ、爺ちゃんにはもう一度ヴァイオリンを弾いてほしいと思ってるだけなんだ」

　エリックが生まれる前に行われた大戦とは、何だったのだろう。祖父の足や、タバサの夫を奪うばい、ようやく終わったと思えば、この街と世界から宝石を根こそぎ奪っていった。過去を消し、すべてを統一化するという世界政府の目もく論ろみは、ある意味で平和をもたらしたのかもしれない……管理されることによって訪れた、仮かり初そめの平和を。

　芸術に、その自由を。今となっては悪い冗談となってしまった言葉を、エリックは反はん芻すうした。温かい夕ゆう餉げの匂においにそぐわない寂しさがふと胸を襲おそい、思わず祖父に向かって問いかける。

「ねえ……爺じいちゃんは、この街から宝石がなくなったから、ヴァイオリンを捨てたの？」

　タバサの手が止まった。祖父の小さな目は色を変えることもなく、エリックを見返すばかりだった。しばしの沈ちん黙もくは重たく、時間が止まってしまった錯さつ覚かくを覚える。だが、先に響ひびいたのは祖父の深いため息だった。ゆっくりと、玄関に置かれたヴァイオリンケースを示す。

「エリック。そのヴァイオリンを、今すぐに売ってきなさい」

　掠かすれた声で放たれた言葉に、エリックは息を止めた。聞き間違いではないかと祖父の顔を見返すが、彼は諦あきらめたような表情で首を横に振るだけだった。

　角の汚れたケースにしまわれた、カール・ヘフナー社の使い古したヴァイオリン……これは、祖父のお下がりだ。オペラ座のオーケストラピットで、楽友協会のホールで、奇跡の音色を生み出し続けていた楽器なのだ。

「まだそのくだらん楽器にしがみついているから、そんなことを考えるのだ。いいか、エリック。これからこの街で必要なのは、音楽ではない。私は、お前のためを思って言っているのだ」

「駄だ目めだよ！」

　自分がヴァイオリン演奏を許してもらっている限り、まだ祖父が弓を引く可能性は残されているのだと思っていた。だが、それも淡い期待にすぎなかったのだろうか？　車くるま椅い子すを進める祖父から、ヴァイオリンケースをかばうように抱かかえこむ。

「このヴァイオリンがなくなったら、この街は本当に死んじゃうじゃないか！　僕は爺ちゃんがもう一度演奏してくれるまで、絶対にこれを放さないって決めたんだ！」

「何度も言うが、私はもう二度とこの街でヴァイオリンを弾く気はない。いつかはお前も分かってくれると思っていたのだが……さあ、そのヴァイオリンを渡しなさい」

　祖父の皺しわ組ぐんだ掌てのひらが、こちらに向けられた。傷つきながらも、演奏に必要な指だけは失わなかった手。それを見た瞬しゆん間かん、エリックはヴァイオリンケースを抱えて玄関を飛びだした。

「エリック！」

　背はい後ごからタバサの声が聞こえたが、エリックは振り返らなかった。初夏の風に乗って、リュートの音ね色いろが響いてくる。露ろ店てんをたたむ市場を駆け抜け、胸中で繰り返す。祖父は間違っている。まだ、この街は死んでいないのだ。




　ウィーンに陽ひが落ちる。

　蛍けい光こう色の雲が放射状に伸びる空を見上げ、エリックは目を細めた。飛び去っていく鳥たちの群れが、黒々としたシルエットとなって赤い空を滑すべっていく。

　光速輸ゆ送そうポッド交こう通つう網もうが整備される前、人々は飛行機で何十時間もかけて各国を行き来していたのだという。ウィーン国際ポッドターミナルも、昔は世界各国に向かって旅客機を飛ばす空港だったのだ。

　当時の人々の夢とは裏うら腹はらに、世界は空ではなく地下で繫つながった。大深度地下の掘くつ削さく技術と、光に近い速度を可能とした小型輸ゆ送そう機きの発展は、人々から空への興味を失わせた。かつて大空の玄関口と呼ばれた各国の空港は、狭苦しい地底交こう通つう網もうへの入口と化してしまった。

　エリックは光速輸送ポッドにも、飛行機にも乗ったことがない。両者を比べることはできないが、飛ぶことを諦あきらめるのは、自由を諦めることに似ている気がする。鳥の群れが去っていった東の空を仰あおぎながら、ゆっくりと歩きだす。

　ベルヴェデーレ宮殿の庭園は、夕刻になって人々の姿もまばらになっていた。戦前は上宮、下宮共に美術館として使用されていたらしいが、現在は両方とも閉へい鎖さされている。しかし、二つの建物を繫ぐ広大なフランス式庭園は市民に無料で開放されていた。美術館があった戦前は観光地として賑にぎわっていたらしいが、今となっては単なる広い公園にすぎない。家から歩いて数十分の場所にあるため、休みの日にはタバサが祖父の車くるま椅い子すを押して散歩に来るそうだ。

　階段に座りこみ、ヴァイオリンケースを開けてみる。祖父は本当に、この楽器を捨てろというのだろうか？　両親が死んでからも、常にエリックと共にいたヴァイオリン……

　不意に、空が揺れた気がした。再び顔を上げると、夕日を遮さえぎるようにして一羽の鳥が低空飛行しているところだった。

　……鷲わしかな。

　随ずい分ぶんと大きな鳥だ。低い位置を飛んでいるから、尚なお更さらそう見えるのかもしれない。エリックはケースを閉め、ふらふらと歩き始めた。鷲は上宮に向かって滑かつ空くうし、更さらにそのシルエットは大きく闇やみに浮かび上がる。

　いつしか日は落ち、辺りは完全な暗くら闇やみに覆おおわれ始めていた。広大な庭園は見通しがきく分、照明設備も少ない。上宮の前には池が広がり、鏡かがみと化した水面にシンメトリーの宮殿が映りこんでいる。エリックが顔を上向かせると、大鷲はゆったりとホバリングし、上宮の内部に消えていくところだった。池をぐるりと回りこみ、正門の前にまでたどり着く。

　オーストリア絵画館となっている上宮の前には規制線が張られ、一いつ対ついのスフィンクス像だけが戦前と変わらぬ面おも持もちで宮殿を守しゆ護ごしていた。規制線越しにガラス扉の入口を見つめながら、以前にタバサが呟つぶやいていた言葉を思い出す。

「パウルさんはね、ベルヴェデーレ宮殿に散歩に行くたびに、いつも上宮の前で止めてくれって言うのよ。規制線ぎりぎりにまで近づいて、何十分でも入口を見つめているの。あのオーストリア絵画館には、きっとパウルさんにとっての思い出の絵があるんでしょうね……」

　祖父が焦こがれる絵の存在を、エリックは知っていた。一度だけ、聞いたことがあるのだ。あの場所には、恒こう久きゆう的てきな愛と平和を描いた作品があった。それは金きん箔ぱくに彩いろどられた、世にも美しい絵だったのだと。

　その絵が殺された時から、祖父の中でこの街も死んでしまったのだろうか？　目の前に広がる場所に、奪うばわれた宝石のひとつがある……黄色の規制線は街からだけではなく、祖父から、そして自分からも色々なものを奪っていったのだ。

　エリックは、内部に消えていった大おお鷲わしに羨せん望ぼうした。この一線を引いた世界政府も腹立たしかったが、それ以上に、黄色のテープ一本でこの場所に踏ふみこめない自分自身にも嫌いや気けがさした。

「なんだよ、こんなもの」

　ヴァイオリンケースを脇わきにしっかりと抱かかえ、柱に巻かれた規制線を下からくぐる。ほとんど衝しよう動どう的てきな行為だったが、それによって後悔が生まれてくることはなかった。左右を見回しても、周囲には闇やみがわだかまっているだけだ。

　アーチ状の入り口を覗のぞきこむ。閉へい鎖さされた建物は、しかし廃はい墟きよと化すことなく、長い歴史の持つ威い容ようを保っていた。ごくりと唾つばを飲む。耳の痛くなりそうな静寂の中で、一体自分は何をしようとしているのか。ヴァイオリンケースの持ち手を握りなおした、その時だった。

「誰だれだ！」

　横から、人工的な光が差した。一いつ瞬しゆんだけ目が眩くらみ、そして急激に汗が噴き出した。

　翼よく館の方向から姿を現したのは、紺こん青じようの制服を着た警けい備び員いんだ。エリックは踵きびすを返そうとした。だが、あまりに広すぎるが故ゆえに見通しのきく庭園を、果たして逃げ切ることができるだろうか？　ヴァイオリンの重みが手にかかる。半なかば規制線を引きちぎるように抜けたが、慌あわてたせいで足を取られた。無ぶ様ざまに転倒する自分の腕うでを、警備員がつかみあげた。

「……子供か？　こんな時間に何をしている、ここは立ち入り禁止区画だ！」

　片手を拘こう束そくされながらも、エリックは前方に投げ出されたヴァイオリンケースに手を伸ばした。それを尻しり目めに、鬚ひげ面づらの警備員は無む造ぞう作さにケースを取り上げる。その顔を睨にらみつけると、彼は不快そうに顔をしかめた。

「生意気な顔をしているな……親はどこだ？　とにかく、警察は呼ばせてもらうぞ」

　言って、警備員は片手で携帯端末を取り出した。ケースを投げ置く警備員に理不尽な怒りを覚え、涙が出そうになる。無闇にもがいてみせるが、悔しいことに丸太じみた腕は振り切れるものではない。

　だが、次の瞬しゆん間かんだった。鋭い風切り音と共に、上空から黒い塊かたまりが降ってきた。それはエリックの頭上を掠かすめ、警備員の右手を直ちよく撃げきした。

「……！」

　弾はじき飛とばされた携帯端末が、石いし畳だたみの床ゆかに転がる。エリックは顔を跳はね上あげた。曲線を描いて降下してきたのは、巨大な鷲のシルエットだ。翼つばさを広げた大鷲の姿を追うと、いつの間にか警備員の後方に、巨大な影かげが立っていた。

「これから本当の泥棒が入るって時に、応援を呼ばれちゃたまんねえっての」

　場違いなほど気の抜けた声が響ひびいた刹せつ那な、声も上げずに警備員が倒れこんだ。緩ゆるんだ手を振り切り、飛びつくようにしてヴァイオリンケースを取り戻す。そこで初めて、エリックは後方の人影に視線を合わせ、思わず声を上げる。

　月に照らされた幾いく本ほんもの銀管が、硬質の光を放っている。一度見たら、忘れられるはずがない。その青年は金属片で覆おおわれた左肩に大おお鷲わしを捕つかまらせ、呆あきれた調子でこちらを見やってきた。

「何だ。どっかで見たことがあると思ったら、あの時のヴァイオリン少年じゃねえか」

　そしてその横には、小柄な少女が大きな目をしばたたかせていた。さすがにイーゼルとカンバスは背負っていないが、全身黒ずくめの風ふう体ていで、少なくとも散歩の途中といった様子ではない。目を白黒させるエリックに、再び現れた奇妙な二人組は、飄ひよう々ひようと肩をすくめてきた。

「お前もよく、俺おれたちに助けられる奴やつだな。にしても、今回のはちょっとやりすぎだ」

　言って、青年は倒れた警けい備び員いんを示した。うつ伏せの首筋に、長い針が突き立っている。少女は指に挟はさんでいた同じ形状の長針を、ベルトに留とめたケースにしまった。

「軽い麻酔薬だよ。あんまりこういうことは、したくないんだけどなあ」

「そうそう。いつだって、芸術家には美学があるもんだ。しかしまあ、時には信念を折って人助けをすることだってある。感かん謝しやしろよ、侵入少年」

　この二人は、何者なのだ？　しゃがみこんだまま啞あ然ぜんとするエリックをよそに、青年は肩にとまる大鷲に向かって首を傾かしげる。

「が、少年のおかげで計画が狂っちまったことは確かだな。大丈夫なのか、ネーヴォ？」

『特に大きな問題はありません。赤外線センサーはすべて切断、監視カメラの映像も、数時間前の映像再生に切り替え済みです。問題は、他の警備員がこの警備員に連絡を取ろうとした場合でしょう。応答がなければ、当然怪あやしまれます。加えて、彼に打ちこんだ麻酔薬が切れるのが約二十分後となります』

　流りゆう暢ちように人の言葉を喋しやべる大鷲に、今度こそエリックは間ま抜ぬけに口を開けた。鷲は炯けい々けいとした金の双そう眸ぼうを、実に人間的に瞬またたかせた。

「それにしても、お前は実に反社会的な子供だな。昼間は禁曲を弾いて警官から呼び止められ、夜は封ふう鎖さの美術館に忍び込んで警備員から羽は交がいじめか？　まったく、将来有望だぜ」

「違うよ！　僕はただ……」

　エリックはようやく立ち上がった。しかし、その次の言葉が出てこない。うなだれるエリックに、青年はいくぶん静かな口く調ちようで問うてきた。

「昼間弾いてた、ベートーヴェンの『ヴァイオリンソナタ第六番』……どこで聴きいた？」

「お、覚えてないよ。ただ、僕は一回聴いた曲なら何となく弾けるから。その曲が規制対象になる前に、どこかで聞いたのかも。どうしてあの曲が禁じられてるのかも知らないしさ」

「『ヴァイオリンソナタ第六番』は、色々とドンパチやらかしたロシア皇帝、アレクサンドル一世に献けん呈ていされた曲ってだけで規制対象に挙がっちまってるのさ。同じヴァイオリンソナタでも、アレキサンダー・ソナタって呼ばれてる六番から八番以外の曲は、規制対象から外はずれてる」

　ただ、それだけのことなのか。その曲を聴いて、誰だれが平和的でないと言うのだろうか。湧わき上あがる疑問に、エリックは土に汚れたヴァイオリンケースを抱きしめた。

「……それで、世界は平和になるの？」

「さあな。世界政府はそう信じてるんだろ」

「そんなわけないよ。〈プロパガンダ撤てつ廃ぱい令〉で、ウィーンは宝石を全部奪うばわれたんだって、爺じいちゃんはいつも言ってる。爺ちゃんがヴァイオリンを弾かなくなったのも、きっと……」

　そこまで一気に言って、声を詰まらせる。見ず知らずの、しかも得え体たいの知れない彼らに言う話ではない。だがその時、今まで黙だまっていた少女がふと口を開いた。

「君が変えればいい」

　それは、滑こつ稽けいなほど力を帯びた断言だった。無理やり顔を上げさせられた心持ちで、少女を見返す。初めて会った時と同じく、少女の青い双そう眸ぼうは強すぎる光を放っていた。

「あたしたちだって、変えようとしてる」

「……何を？」

「世界を」

　その声は、真剣だった。強い風に揺れ、梢こずえがざわめく。宮殿のペディメントと、更さらにその向こう側にある月を背負った少女は、庭園を飾る彫ちよう像ぞうの一部にも見えた。突とつ拍ぴよう子しもない言葉に反論できずにいると、青年の肩から大おお鷲わしの声が飛んできた。

『先程も言いましたが、お喋しやべりをしている暇はありません。ここはそれほど厳げん重じゆうなセキュリティは敷しかれていませんが、警けい備び員いんに手を出してしまったことは事実です』

「そうだな。少年、俺おれたちは仕事をしなきゃならん。ここで見たことは忘れて、お家うちに帰れ」

　言って、規制線の向こうを示してくる。だが、エリックは踵きびすを返す気などなかった。青年と少女の顔を交互に見やり、恐る恐る問いかける。

「あなたたちは……泥棒なの？」

「ま、泥棒っちゃ泥棒だ」

「でも、物は盗とらないよ」

　我ながら身も蓋ふたもない疑問だと思ったが、あっけなくそう返される。頭の中で繫つながりそうな真実を確かめるより早く、二人はエリックから背を向けてしまった。目の前にそびえる、国立絵画館のガラス戸。その禁きん忌きに踏ふみ入れようとする二人の背に向かって、反射的に叫さけぶ。

「僕も行くよ！」

　なぜ、そんなことを言ってしまったのか分からなかった。いや、おぼろげに確信しかけていたのだ。少女が描いた、あの精巧な模写とも言える自分の肖しよう像ぞう画がを手渡された時から。エリックは二人に歩み寄り、たどたどしく言葉を続ける。

「だって、あなたたちは……」

「静かにしろ、少年」

　と、青年の大きな掌てのひらが口を塞ふさいでくる。今置かれている状況を再認識して頷うなずくと、青年はようやく手を離はなしてくれた。その胸に摑つかみかかるようにして、今度は声を潜ひそめて続ける。

「この中に、爺じいちゃんが好きだった絵があるんだ。それは金きん箔ぱくに彩いろどられた、愛と平和の絵なんだって。この街から奪うばわれたその絵をもう一度見れば、爺ちゃんはまたヴァイオリンを弾いてくれるかもしれない。だから！」

　そこで、一いつ旦たん口をつぐむ。上がる息を抑え、暗くら闇やみに浮かぶ青年と少女、そして大おお鷲わしの目を順番に見つめる。月明かりの下、白亜の壁に埋め込まれた等間隔の窓ガラスが少ない採光を反射させ、彼らの姿を仄ほの白じろく浮かび上がらせる。

「あなたたちは、描いてくれるんだよね……この場所にある絵を、この街のどこかに」

「描くよ。あたしたちの名を、知っているんでしょう？」

　少女が、悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべてそう言った。ゆっくりと扉に手をかける青年が、好きにしろと言わんばかりに肩をすくめる。エリックはヴァイオリンケースを抱かかえこみ、頷うなずいた。呪じゆ文もんのごとく、ひとつの名を呟つぶやきながら。

「──『ヴァンダル』」




　宮殿内部に入るなり、頭ず上じようが開けた。男像柱アトランテスに支えられた天てん井じようからは幾いくつものシャンデリアが下がり、はめこまれた天窓から月の光が帯状に差しこんできている。暗闇のせいでよく見えないが、天井画も描かれている様子だった。

　大鷲の目が一いつ瞬しゆんだけ光るなり、封ふう鎖さされているはずのガラス戸は難なく開いた。どうやって開けたのかは知る由よしもないが、まるで普通の観光客のように順路をたどろうとしている。かつてはチケット売場だったらしいブースや、ミュージアム・ショップもそのまま残されている。

「ちゃんとについて来いよ、少年。今度は俺おれも、容よう赦しやなくお前を見捨てるからな」

　少女はエナと名乗り、青年はハルク、大鷲はネーヴォというＡＩなのだと簡単に紹介してきた。本名なのかどうかは分からないが、とりあえずエリックはハルクの背後に隠かくれる体勢で後に続いた。なんとなく、この位置が一番安全な気がしたのだ。

　広い大理石の階段を上がると、バロック様式の部屋に出た。天井にはフレスコ画が描かれているようだったが、やはりこれも暗くら闇やみで隠かくされている。

「ここは、十九・二十世紀絵画館って呼ばれてんだ。世紀末芸術の作品が多く所蔵されてる」

「闘とう争そうの世紀……特に戦争画があるわけでもないのに、真っ先に閉鎖対象となった美術館の一つだね」

　そこから右手の部屋に入ると、画が廊ろうらしき部屋にたどり着いた。あまりにも静かな空間に、三人分の足音が大きく響ひびく。無論、エリックは今まで画廊に入ったことはない。歴史的な美術館はこの通り封鎖されているし、戦後に描かれた絵の展示会などに興味を持つことはなかった。真っ白な壁かべに、装そう飾しよくの施ほどこされた天井。窓のごとく切り取られた額がく縁ぶちと、そこにはめこまれた絵。異空間に迷いこんだ錯さつ覚かくに陥おちいる。思わず立ち止まりそうになったエリックに、ハルクが口の端を持ち上げる。

「圧倒されるだろ」

　エナの持つマグライトが、壁かべに掛けられた絵のひとつひとつを照らし出すさまを見ながら、反射的に頷うなずく。暗くら闇やみの中でよく見えないが、街中に貼はられているポスターとは違う力が、その額がく縁ぶちの中には存在した。前方を歩くエナが、こちらを振り向きもせずに口を開く。

「本当の絵にはさ、感情があるんだよ」

「感情？」

「そうじゃなきゃ、写真が発明された時点で絵画なんて文化はなくなってるでしょ。映像や科学が発達しても、こうして絵は残った」

　その言葉はよく理解できなかったが、小こ脇わきに抱かかえたヴァイオリンケースが不意に重く感じられた。どれだけ音源のデータ配信が主流となっても、生の演奏が廃すたれることはない。それと同じ理屈だろうか。

「……だから、政府は絵を恐れた」

　押し殺したエナの言葉は独白のようで、エリックは口をつぐんだ。二人は脇わき目めも振らずに足を進めている。何番目かの部屋に入り、ようやく彼らは足を止めた。エリックも思わずつんのめり、ハルクの背中から顔を出す。

　部屋の中央には、屈かがみこんだ女性の彫ちよう像ぞうがあった。背を丸めた女の顔は、どこか一点を見つめている。壁に掛けられた絵は、わだかまった闇に隠かくされて窺うかがうことができない。

「明かりを」

　エナが、押し殺した声で呟つぶやき、ハルクにマグライトを預ける。白色の光が直線を描き、室内を照らし出す。

　最初に浮かび上がったのは、中央の女性像だ。その視線の先、かつては通路だったのであろうアーチを塞ふさぐ形で、一枚の壁がそそり立っている。ハルクの持つライトが、その場所に向けられた。思わず息を吞のむ。

　巨大な正方形の枠にはまりこんだ、一枚の絵。ガラスケースに保ほ護ごされた額縁が、立体映像さながらに姿を現す。

　見たことなどなかった。だが、この一枚の絵が、祖父の焦こがれていた作品だということはすぐに分かった。金色をバックに抱き合う男女の姿。細かな装そう飾しよくの施ほどこされた、幾き何か学がく的てきな文もん様よう。マグライトを握り締めながら、ハルクが呟く。

「グスタフ・クリムトの『接せつ吻ぷん』……世紀末ウィーン美術、至し高こうの傑けつ作さくだ」

　ハルクの背よりも遥はるかに高い位置から、その絵はこちらを見下ろしていた。馬ば鹿かげた制約に縛しばられている自分たちを嘲あざ笑わらうように。不意に、エナがその額縁の前に立った。

『何分必要ですか？』

「ギリギリまで、時間をちょうだい」

　ネーヴォの言葉にそう答え、エナは彫像のごとく動かなくなった。映像や写真の類たぐいで、絵を記録する様子はない。ハルクもライトで絵を照らしたまま、他ほかに何をするでもない。目をしばたたかせるエリックに向かって、ハルクは静かに呟つぶやいた。

「あいつは今、間違いなく絵を盗んでいるのさ。自分の『眼め』でな」

「眼で？」

「エナは……一度その眼で見たものを、正確に記憶できる」

　その言葉に、エリックは手渡された画用紙を思い出した。

　あの、一いつ瞬しゆんを正確に切り取ったような絵だ。高音のビブラートを奏かなでる時のポジションと自分の癖くせまでを、写真と見み紛まがうほど正確に写し取ったクロッキー画。

「その再現率は、ほぼ十割。筆致、色み、絵具えのぐの重ね具合。すべてを記憶した上で出力する。エナは自分の目を、『転てん写しや眼がん』と呼んでいる」

「さっき、本当の絵には感情があるって言ってた。それも？」

「記憶している絵が、本物である限りはな」

　そんなことが、有り得るのか……しかも、目の前にあるのは風景ではない。細かな装そう飾しよくの施ほどこされた、絵画なのだ。エリックは少女の背を見つめた。きっと今、彼女の蒼そう眼がんは、初めて会った時と同じ強い力を持って、絵を射抜いているに違いない。

　巨大な金色の絵画の前に立つ小柄な少女は、それ自体が絵の一部に組みこまれているかのようだ。後方からのライトに照らされ、それは神こう々ごうしくすら見えた。真剣な声で、世界を変えると言い放った少女。その足が、更さらに額がく縁ぶちに近づこうと一歩を踏ふみ出した、その時だった。

　外から、微かすかな物音が聞こえた。時が止まっていたかに感じられた空間に、再び空気の流れが舞まい戻ってくる。ハルクは素早くライトを消し、エナは我に返ったように振り向いた。

「おっと、少々長居しすぎたか。行くぞ、エナ！」

　外から届いたのは、数人の男が行き来している気配だ。昏こん倒とうさせた警けい備び員いんは建物の影かげに寝かせておいたが、もう気がついたのかもしれない。慌あわてるエリックの体が、唐とう突とつに宙に浮く。ハルクの左ひだり腕うでに抱かかえこまれたのだ。その体勢で足をばたつかせるが、青年は意にも介さずエナに向かって叫さけんだだけだ。

「今日は、少年で手一杯だ。しくじるなよ！」

「分かってる！」

　言うが早いか、エナは黒塗りのコンバットブーツの踵かかとを叩たたいた。頑丈そうなインラインスケートの滑かつ車しやが飛び出し、タイル張りの床をこする。

「ネーヴォ、退路の確保！」

『了解しました』

　慣れたことのように、大おお鷲わしがハルクの肩から飛び立った。エリックが口を開け閉めしている間に、エナが前傾姿勢のままスケートを滑すべらせ、画が廊ろうの出口に向かう。そして、ハルクも飛んだ。両足で人じん外がい的てきな跳ちよう躍やくを見せる青年に必死にしがみつき、エリックは言葉も出なかった。極端なＧに、舌を嚙かみそうになる。

　画が廊ろうの部屋を出ると、ネーヴォが大窓の前にとまっていた。炯けい々けいとした両眼が機械的な光を放つや否いなや、外開きの窓が音を立てて開く。

　エナが窓枠に足をかけた瞬しゆん間かん、ネーヴォの姿が解体した。紐ひもがほどけるように大おお鷲わしの形が崩ほう壊かいし、文字どおりバラバラの配線と化したのだ。色とりどりのエナメル線は光の束となり、エナのブーツに絡からみつく。

「……！」

　声にならない叫さけび声を上げる。その刹せつ那な、流れ込む風に向かってエナは足を踏ふみ切り、窓外に身を躍おどらせたのだ。ハルクもエリックを抱かかえたまま、二階から身を乗り出した。

「目つぶってろ、少年。飛ぶぞ」

「だ、大丈夫なの！」

「エナならネーヴォが何とかしてるだろ。それよりも、自分のことを心配しやがれ」

　窓の下を示すエリックに、ハルクは慌あわてることもなく返してくる。と、後方から複数の足音がばらばらと届いた。顔を上げると、階段から数人の警けい備び員いんがこちらに向かってくるところだった。先程、昏こん倒とうさせた鬚ひげ面づらの男もいる。目を丸くしてこちらを見やる彼らに向かって、ハルクは大きく手を振った。

「じゃあな！　芸術の都に、素敵な夜が訪れんことを！」

　そして、夜の庭園に向かって自由落下する。

　今まで感じたことのない落下の恐怖に、エリックはきつく目を閉じることしかできなかった。ただ、ヴァイオリンケースだけは放すまいと抱えこむのは忘れていなかった。

　着地の衝しよう撃げきは、思っていたよりも少なかった。無論、ハルクの体があってこそだろう。恐る恐る目を開くと、エナも顔色一つ変えずに前方を滑すべっていた。その前を、大鷲の姿に戻った低空飛行のネーヴォが優雅に羽はばたいている。

　夜の庭園を、三つの影かげが風のごとく駆ける。噴ふん水すいをいくつも配置した整然たるバロック式庭園の、ゆるやかな下り斜面が退路を導いた。広々と開けた彫ちよう像ぞう群ぐんを抜け、手入れされた並木道が冗談じみた速度で後ろに流れていく。後方から響ひびいていた警備員たちの声は、もう聞こえない。巨体からは想像もつかない軽かろやかな跳ちよう躍やくのまま、ハルクが高笑いする。

「いいねえ、ウィーンは！　しち面倒くさい警官や警備員がいなきゃ、最高の街だ！」

「ザッハートルテもクグロフも、美お味いしいしね！」

「宝石がなくなってても？」

「宝石なんか、すぐに取り返せるよ！」

　闇やみはどこまでも続いていたが、軽快な声が高らかに夜を切きり裂さいていた。ハルクの腕うでに抱えこまれながら、エリックは久しぶりに大声で笑った。視界の端に流れていく景色も、精彩を取り戻すかのようだった。

　上宮は小高い丘の上にあり、ここからは夜の街がよく見渡せた。照明の灯ともる旧市街の方向を見つめる。ライトアップされたオペラ座ではソリストが歌い、劇場ではバレエダンサーが踊る。広場ではストリートミュージシャンがトロンボーンやアコーディオンを奏で、人々はワインを片手に騒さわぐのだ。そうだ……まだ、この街は死んでいない。

　正門を抜けて宮殿の外に出たところで、ようやくハルクの腕うでから解放される。おかしくなった平へい衡こう感覚にへたりこんだところで、少女の顔が不意に近づいてきた。指を口元に当て、悪戯いたずらっぽく囁ささやいてくる。

「ひとつ、おまじないを教えてあげる」

　暗がりの中でも、少女の青い双そう眸ぼうは強い力を持っていた。闇やみに瞬またたく星を映す玻は璃りの瞳ひとみは、それ自体がこの街から奪うばわれた宝石なのではないかと錯さつ覚かくさせた。

「世界を信じられなくなった時は、空を見るといいよ……世界やこの街は美しいんだって、思い出させてくれる魔ま法ほうだから」

　エリックは、少女の背後に広がる夜空を見上げた。立ち込めた雲の間かん隙げきから月光が放射状に突き抜け、控えめなサーチライトのごとく街を照らし出す。触れるほどに近づいた少女の黒くろ髪かみが翻ひるがえり、街を覆おおいつくす夜と同化する。

「今日のことは、秘密だからね」

　約束だよ……少女は、そう言った。闇の中で、青い瞳が一いつ閃せんの光を残す。微かすかな目め眩まいを無理に振り切り、エリックは目を見開いた。だが、うまいこと足が動かない。

「……待って！」

　大おお鷲わしの風切り音が、何かの合図のように夜の帳とばりを打った。黒ずくめの少女と、外がい灯とうの光を映しこむ銀管をまとった青年は、しかしその叫さけびを聞くことはなかった。現れた時と同じく颯さつ爽そうと、微かな風だけを残して消え去ろうとしている。

「約束だよ！」

　小さくなっていく二つの背と一つの影かげに向かって、エリックは声を張り上げた。ひと気のない、ベルヴェデーレ宮殿の正門。サヴォアの十字架を守る二に対ついの獅し子しの視線を背に感じ、その守しゆ護ご神しんすらも嘲あざ笑わらうかのように去って行った、彼らの名前を呼びながら。

「僕も『ヴァンダル』を見たなんて誰だれにも言わないから、絶対に、ウィーンの街にあの絵を描いてよ！　爺じいちゃんにもう一度、この街に生きた誇ほこりを取り戻させてよ！　約束だからね！」




　街の中心部から外はずれた夜よ更ふけのウィーン南駅は、まばらな人々がせわしなく行きかっている。

　観光客や、家路につく住人たちは足を速め、ベンチに座るエリックを気に留とめることもない。ようやく夢から覚めた心持ちで、傍かたわらに置いたヴァイオリンケースを撫なでる。

　随ずい分ぶんとぞんざいな扱いをしてしまったが、レンガ色のケースは文句も言わずに確かな感触を返してきた。ゆっくりと蓋ふたを開ける。簡素なケースに横たえられたヴァイオリンは外灯の光につやめき、先程までの時間が噓うそのように思えてくる。

　不意に、祖父の顔が思い浮かんだ。あの家に、帰ろうと思った。

　どこからか流れてきた音楽に、空を振ふり仰あおいだ。この街には、いつだって音楽が満ちている。たとえその旋せん律りつがどこかで聞いたパイプオルガンの音だったとしても、不ふ思し議ぎなことではない。

　エリックは、左肩にヴァイオリンを乗せた。慣れた重さが鎖さ骨こつにかかるのを確認し、開かい放ほう弦げんのポジションから一気に弓を引いた。弦の振動が、体を通して強く反はん響きようする。エリックは目を閉じたまま、必死で弾いた。途中から何の曲を奏かなでているのかも分からなくなってきたが、演奏は止まらなかった。

　初夏の空気を揺らす音楽に、いつしかエリックの周りには足を急がせていた人々が立ち止まり始めていた。更さらに弓を傾けるエリックの耳に、ひとつの呼び声が届いてきた。

「エリック」

　それは低くしわがれた声だった。なぜ、演奏中にその言葉だけが聞き取れたのか分からなかった。腕うでをつかまれたように手を止め、閉じていた目を開く。中途半端な箇か所しよで途切れた音階が霧む散さんしていく。

　暗くら闇やみの中、街の時間から取り残されたような一台の車くるま椅い子すが目に入った。そこに座る老人はいつもどおりに頑健な表情を崩くずさずにいたが、小さな目は心なしか潤うるんでいた。近くにタバサの姿はない。一人で、ここまで探しに来てくれたのだろうか。

　エリックは弓を下ろし、祖父の双そう眸ぼうを見つめた。そこからは何も読み取れなかったが、少なくとも怒りの感情は灯ともっていなかった。幻のように耳に残る、少女の言葉が不意に蘇よみがえった。

「爺じいちゃん。今の僕には何もできないけれど……世界は、きっと変えられると思うんだ」

　その呟つぶやきは、果たして耳の遠くなった祖父に届いただろうか。それでも、エリックは静かにかぶりを振って続ける。

「信じてくれなくてもいい。でも、僕からも音楽を奪うばわないでほしいんだ。そうしたら僕も、宝石を失ったこの街と同じになっちゃうよ……」

　消え入りそうな声に、導かれたというわけではないだろう。祖父は車椅子を進め、エリックと視線を合わせた。一いつ瞬しゆんだけその双眸が頷うなずいたような光を湛たたえ、そしてすぐにそらされる。

「帰るぞ、エリック」

　ぎこちなく車椅子を回転させる祖父を、エリックは無言で追いかけた。ヴァイオリンをケースにしまい、数人の聴ちよう衆しゆうに礼をしながら、車椅子のハンドルをつかむ。

　レンガ敷じきの歩道に揺られて居心地の悪そうな椅子の上で、しかし祖父は満まん足ぞく気げに目を閉じていた。こんな場所まで一人で来るなんて、疲れたことだろう。背もたれに寄りかかる祖父の後姿を見つめて小さな声で謝あやまろうとした、その時だった。

「お前がヴァイオリンを弾き始めた時、私は……嬉うれしかった。それだけは確かだ」

　真昼の喧けん騒そうが残る街道のざわめきに紛まぎれ、その言葉は朧おぼろだった。思わず覗のぞきこもうとした祖父の横顔は、冴さえた月明かりのせいか、歪ゆがんだ泣き顔に見えた。エリックはぐいと目め頭がしらを拭ぬぐい、言いそびれたごめんなさいの一言を、胸中で何度も繰り返した。

　等間隔に配置された街灯の下をくぐり、無言のまま帰路をたどる。と、ズボンのポケットに何かが挟はさまっていることに気づいた。引き抜いてみると、画用紙の切れ端だった。折りたたまれた紙を片手で開いてみる。いつの間に書いたのか……そこには鉛筆の文字で、こうあった。

　──一週間後、シュテファン大聖堂前。

　ゆっくりと夜空を見上げる。ウィーンの街にいればどこからでも振ふり仰あおぐことのできる大聖堂の尖せん塔とうは、しかし闇やみの中では窺うかがうことができない。不意に遅くなった足取りに、祖父が心配そうに振り向いてくる。エリックは星の浮かぶ空を見つめたまま、強く頷うなずいた。

「爺じいちゃん。この街にも、すぐに奇跡が訪れるよ……約束する」







　文化制定局からその知らせを真っ先に受けたのは、無論のことサムソン・ゲティスバーグ警けい視しだった。

　明け方の光すら差しこまない倉庫じみたオフィスの一角で、彼は飛びこんできた報告を淡たん々たんと耳に入れていた。携けい帯たい端末から届く声に向かってというよりも、独白のように口を開く。

「それを犯罪と呼ぶか、悪戯いたずらと呼ぶか、それとも──奇跡と呼ぶか」

　眼鏡めがねの奥の双そう眸ぼうに笑みを浮かべたまま、真っ黒なコーヒーをかき回す。

「人それぞれだね。でも僕たちは、彼らを悪と呼ぶ。それが、この建物の中の正義だからね」

　その時だった。ノックもせずに、目の前の扉が押し開かれた。

　飛びこんできたのは制服を身につけた、長身の女だ。鋭い双眸を更さらに吊つり上あげ、大きく肩を上下させている。

「……知っていたのですか、ゲティスバーグ警けい視し」

「どうしたんだい、こんな明け方に血相変えて。睡眠不足は女性の大敵だよ？」

　端末からの報告は続いていたが、無視して通信を切る。カッツェは大おお股またで歩み寄ってくると、両手を机に叩たたきつけた。狭い室内に、苛いら立だちを隠かくそうともしていない声が反はん響きようする。

「上層部から連絡が入りました……ウィーンです」

「あ、そう。僕の勘も、なかなかのものじゃないか。見直した？」

　カッツェが、唇くちびるを嚙かみ締しめた。沈ちん黙もくする彼女を尻しり目めに、子供のように椅い子すを回しながら呟つぶやく。
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「『芸術に、その自由を！Der Kunst Ihre Freiheit!』……その言葉が掲かかげられた街に現れた絵。これは『ヴァンダル』捕ほ獲かく班として結成された僕らに対する、彼らなりの挑ちよう戦せん状じようにも見えるんだ。そう思わないかい？」

　無機質な天井を見上げる。このインターポールに、実質二名だけの落書取締班ヴアンダル・スクワツドが結成されてからちょうど一週間目の朝……ゲティスバーグは口元を笑みの形に持ち上げ、先程自分で口にした言葉を反はん芻すうした。

　それは犯罪か、悪戯か。

　それとも──







「爺じいちゃん、少し我が慢まんして！　急がないと、警官が立ち入り規制しちゃう！」

　地下鉄の扉を引き開けるなり、少年は祖父の車くるま椅い子すを勢いよく押し出した。

　旧市街随ずい一いちの大通りに面したシュテファンスプラッツ駅は、通勤客から観光客に至るまで、様々な人々でごった返している。しかし、今日の騒さわぎは普段の風景とはまったく質の違うものだ。端末で連絡を取り合う警官や、路上に停まるパトカーの群れ。その人混みを器用に搔かき分けて、聖堂前の広場に出る。

　いつもならば目的地に続く人の流れができている大通りが、今日は至る所で停てい滞たいしていた。ザイラー小路に向かう道には野や次じ馬うまが集まり、容易には進めない状態だ。少年はヴァイオリンケースを背負ったまま、車椅子に座る祖父と共に小路に入った。バーや土産物屋がひしめく界かい隈わいの一いつ角かく。ざわめく人々の喧けん騒そうを耳に、背を伸ばし、顔を上げた。

「──！」

　シュテファン大聖堂の北塔から、大鐘プンメリンが鳴った。

　一日の始まりを示す重厚な響ひびきは旧市街の隅すみ々ずみにまで行き渡り、カフェで食事を取る人々も、この街を初めて訪れた人々も、夜の演奏に疲れて眠りにつく人々も、その鐘音に耳を澄すませる。

　だが今日だけは、その大鐘すらも息を潜ひそめたように、静かに鳴り響いた気がした。

　少年は息を吞のみ、立ち止まった。そして、静かに確信した。

　……約束は、守られたのだ。

　旧市街の一角、バロック様式の建物をカンバスとして、その絵は描かれていた。

　金きん箔ぱくに彩いろどられた、まばゆいばかりの装そう飾しよく画が。黄金に溶けこむ男女の姿は、わずかに黒味を帯びた背景から浮かび上がり、朝の日を反射させ、鮮やかな燐りん光こうを放つ。

　恒こう久きゆう的てきな愛と平和が、そこには存在した。その巨大な壁へき画がは、エリックが一週間前に暗くら闇やみの中で見た原画と同様の色彩と筆致を持ち、街全体を抱ほう擁ようするような圧倒的な存在感を人々に向かって晒さらしている。この絵を初めて見る者も、かつて見た者も、金色に輝かがやきながら絶対的な愛を提示する絵画の復活に顎あごを上げ、取り戻された宝石を呆ぼう然ぜんと振ふり仰あおいでいた。

　この街で生まれ、この街で死んだ画家が残した絵。世界によって封じられた一枚の絵が、再び現出した瞬しゆん間かんだった。

「──『芸術に、その自由を！Der Kunst Ihre Freiheit!』」

　エリックの隣となりで顔を上げていた壮年の男が、不意にそう叫さけんだ。絵の下方、陽光を反射させる金色の背景に隠かくれていたが、画家が刻むサインのように、その一文は描かれていた。遠い昔から、ウィーンの街に掲かかげられた芸術家たちの言葉。それは待ち望んだ故郷にようやく帰き還かんしたように、朗々と響ひびき渡わたる。

　その叫びはまた一人、また一人と、人々に伝でん播ぱし、シュプレヒコールのように轟ごう々ごうと街を揺ゆらしていく。統一性のないざわめきが、ひとつの言葉に収束してゆく。

「まだ、生きていたのか……」

　人々の声に搔かき消けされそうになりながら、祖父が夢見るような口調で呟つぶやいた。膝ひざに乗せた両手を固く握り締めたまま、神に謁えつ見けんするように首を上げる。

「あの絵を見ていると、感じるのだ。過去を消し去ることなく手に入れられる本当の平和が、いつか訪れるのではないかと。エリック……お前も、そう信じられないか」

　囁ささやきほどの声量だったが、その声は不思議なほど明めい瞭りように響いた。少年は、黙だまって頷うなずいた。車椅子のハンドルをしっかりと握り締めたまま、強く、何度も頷いた。

　ようやく動き始めた警官隊が、群集を小路から追い出しては規制線を張っている。それでも、人々の歓かん声せいは容易に静まりそうもなかった。数時間後には、もうあの絵は跡あと形かたもなく消されてしまうのだろう。だが、それでも構わないのだ。そう自分に言い聞かせ、背負ったヴァイオリンケースを開く。

「爺じいちゃん、もう一度弾いてよ……この街はまだ死んでないって、みんなに伝えてあげてよ」

　そう言って、ヴァイオリンを差し出す。祖父はその楽器を、まるで初めて目にしたかのようにじっと見つめた。皺しわに陥かん没ぼつした小さな目で、少年に視線を合わせた。

　訪れた沈ちん黙もくが、長かったのか短かったのかは分からない。だが、動くことがないと思っていた祖父の手は、じれったいほど緩かん慢まんに、ヴァイオリンと弓を受け取った。震ふるえる指先が、優しく弦げんを押さえつけた。

　宝石はまだ、この街に戻ってはいない。あの夜の記憶は曖あい昧まいで、目の前の絵は幻のように消える運命だ。だが、ひとつだけ確かなことはあった。

　あの少女が教えてくれたように、空を見上げる。一枚の絵を取り囲む額がく縁ぶちのごとく、目が痛くなるほど透過した青空が広がっていた。風に流されるちぎれ雲は刻々と形を変え、地上に影かげを落とす。

「僕も信じるよ、爺ちゃん。世界にとっては小さなことかもしれないけど、この街に大きな奇跡を起こした人たちが言ってたんだ……世界は、変えられるって」

　鮮やかな青と金のコントラストが、ウィーンの上空に悠ゆう然ぜんと広がっていた。風にまで伝でん播ぱするその色彩は、限りなく美しかった。鳴なり止やまない歓かん声せいが響く中、自分はこの街で生きていくのだと、強く思った。

　祖父が、静かに弓を引いた。それが肯定の合図に思え、少年は大きく頷うなずいた。

　奏かなでられた一いち音おんの彼方かなたに、いつか見た少女の大きな蒼そう眼がんが瞬またたいた気がした。
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　──『世紀のアート・テロリスト、ヨーロッパの宝石箱に現る』

　そんなタブロイド誌の見出しに、ジゼル・カロッタは顔をしかめた。煙草たばこの灰が毛足の長い絨じゆう毯たんに落ちるのもそのままに、記事から目をそらす。オーナールームの分ぶ厚あつい壁かべ越ごしにすら届くスロットマシンの電子音が耳みみ障ざわりに響ひびき、更さらに不快な気分は増した。

「くだらないな」

　いつの間に背後に来ていたのか、セルバンテスがタブロイド誌を乱暴にひったくってきた。大振りの指輪がはめられた男の指は、カードとチップ、そして紙し幣へいぐらいしか似合わない。下世話なタブロイドすら不ふ釣つり合あいに感じられるのは滑こつ稽けいなことだと、漠ばく然ぜんと思う。

「世界政府もご苦労なことだ。たかだか絵の複写ごときで大おお騒さわぎか。このご時勢、もっと取り締まるべきものがあるだろうに」

「ノーライセンスのカジノとかね」

　その嫌いや味みに、セルバンテスはわずかに眉まゆを跳はね上あげただけだった。

「お前も言うようになったな。どちらにしても、ベガスでは関係のない話だ。たとえ『ヴァンダル』とやらが現れたとしても、ただの落書きとして無視されるのがオチだろう。それとも、お前は奴やつらに興味があるのか、ジゼル？」

「……別に」

　真昼間からマティーニをあおる男に答え、放り捨てられたタブロイドをたたみなおす。

　かの芸術の都、オーストリアのウィーンにすら現れた『ヴァンダル』の話題は、政治にも芸術にも関心のないラスベガスの住人たちの間でも広まっている。当然各国の有力紙は彼らを犯罪者として取り扱ったが、中には遠まわしに賞しよう賛さんする弱小タブロイド紙も存在する様子だ。この新聞社が世界政府から摘てき発はつされるのも、時間の問題だろう。

　窓の外から見える真昼のダウンタウンは、相変わらず統一性のないオモチャ箱じみていた。電でん飾しよくアーケード街に面したオーナールームからは、呼びこみのショーガールや、互いを主張しあうカラフルな看かん板ばん群がよく見える。壁かべ掛かけ時計を一いち瞥べつすると、休憩時間はそろそろ終わりだった。オーナールームで一服できるディーラーなど、自分ぐらいのものだろう。

　最後にもう一本煙草たばこを吸おうとした時だった。慌あわてたようなノックの音と共に、一人の男が室内に飛び込んできた。ジゼルと同じオリーブ色のベストを身につけた、ブラックジャックの責任者ピツトボスだ。彼はセルバンテスに歩み寄り、机に置かれたモニターを示した。

「オーナー。五番テーブルの件で、監視室から連絡が入りました。ご覧ください」

　言って、監視カメラのモニターをつける。画面に映ったのは、精せい悍かんな顔立ちをした銀ぎん髪ぱつの青年だった。だが、それは右半分だけの話である。左顔面から半身にかけては金属の強化装甲に覆おおわれており、七色に輝かがやくファンタジック・マシーンの照射を眩まぶしく反射させているのだ。セルバンテスが、画面を覗のぞきこんで呟つぶやく。

「確かに妙な客だが、どうした」

「勝ちすぎです。カウンティングの可能性が」

　セルバンテスが目を細めた。カウンティングは、使用されたカードを記憶して未使用の中にどのカードが残されているかを読む、ブラックジャックの高等戦術である。五番テーブルは、最低掛金ミニマムベツトが高額の上、六つものデッキを用いている。場慣れした高額賭博者ハイローラーのカードカウンターは、まごうかたなきカジノの敵てきだ。

「見たところ、生身の人間ではないな。ボディチェックはしているのか？」

「もちろんです。補助記憶装置はもちろん、通信や映像機器の類は一切装備されておりませんでした。もともとは武器が組みこまれていたようです。おそらく、退たい役えき軍人なのでしょう」

　サイボーグのカジノ入館に関しては、厳きびしく制限されている。アングラカジノとはいえ、この店のセキュリティシステムは万ばん全ぜんだ。更さらに、ディーラーの襟えり元もとには小型マイクが仕込まれており、怪あやしい動きを見せた客を発見したら、すぐに報告する義務がある。

「周囲のカメラをすべて、あの男に向けろ」

　セルバンテスがそう告げると、アイ・イン・ザ・スカイ……天井の至る所に設置されたカメラが、一斉に五番テーブルに向けられた。ジゼルは煙草たばこをもみ消しながらモニターを見やり、ふと眉まゆ根ねを寄せる。どこか見覚えのある人ひと影かげが、映りこんだ気がしたのだ。

　男の影に隠かくれてよく見えなかったが、それは十代半なかばほどの小柄な少女だった。正規のカジノホテルと違い、このアングラカジノは二十一歳未満のゲーミングを厳しく制限することはない。ジゼルの目を引いたのは、少女が背負った木き枠わくのようなものだった。

　あれは、イーゼルだ……年とし頃ごろの少女が身につけるには、実に滑こつ稽けいなアクセサリーではないか。

　更さらに、その双そう眸ぼうが気になった。偏へん光こう照明の目まぐるしい色彩にも染まらない、大きな青い目。その視線が、少女らしからぬ鋭さでテーブルを凝ぎよう視ししていたのだ。少なくとも、単にゲームを見学している様子ではない。思わず身を乗り出す。

「上がるようですね」

　モニターを見つめ、ピットボスが呟つぶやく。青年がディーラーにチップを弾はずみ、テーブルを離はなれるところだった。同時に、後ろに立っていた少女も画面から消えてしまう。セルバンテスは頭の中で、カジノが負けた分の勘かん定じようをしているようだった。嘆たん息そくと共に、吐き捨てる。

「まあいいだろう、どうせ大した損失ではない。ただ、もう一度来たら集中的にマークするようにしておけ」

「今の男、後ろに連れがいたわ」

　だが、ジゼルはセルバンテスの声を遮さえぎった。固定されたカメラの映像から目をそらさぬまま、消えてしまった二人組の残ざん影えいを追う。

「目立つ男の方に注意を向けておいて、あの少女がカードカウンターだったのかも。少女から男にサインのようなものは？」

　モニターを消すピットボスに、ジゼルは呟く。セルバンテスは怪け訝げんそうな顔をこちらに向けてきた。

「どうした。お前にしては、やけに食いつくな」

「あの少女の目が、気になったのよ。単にゲームを見物している様子じゃなかったわ」

「気になるなら、呼び止めればいいだけの話だ……ついでに、うちが負けた分も取り返してくればいい。休きゆう憩けい時間は終わりだろう？　ジゼル」

　いつものように平へい坦たんな言葉に、ジゼルは頷うなずいた。テーブルに置いた黒い名札を、ベストのポケットに挟はさむ。プレートには金色で書かれた自分の名。五年も使っているせいか、字がはげかけている。

　カジノフロアに続く扉を開けると、途と端たんに飛びこんでくる音の洪こう水ずい。コインやチップが打ち鳴らされ、デッキがカードシューから吐き出され、至る所で人々が狂きよう騰とうする。器用に人ひと混ごみをすり抜けるカクテルウエイトレスに勝るとも劣らない足あし捌さばきで、ジゼルはルーレットのピットに入った。ディーラーに交代を告げ、当たり数字を記録する電光掲けい示じ板ばんをリセットする。

　ディーラーが変われば戦略も変わるため、今までこのテーブルについていた客は席を立ってしまう。まっさらになったテーブルを撫なで、ジゼルはブラックジャックのエリアを一いち瞥べつした。

　その二人組の姿は、遠目からでもよく分かった。巨漢のサイボーグと、小柄な少女。大勝ちをした賭と博ばく者の足取りは軽いが、他のゲームに寄る様子はない。イカサマやカウンティングを行った者の典型的な行動だ。目的を果たせば、後は去るだけである。

「今日は随ずい分ぶんとツイているようね、お兄さんたち」

　二人がルーレットエリアを横切ろうとした瞬しゆん間かん、ジゼルは口を開いた。この喧けん騒そうの中だったが、青年は足を止めた。実際に見れば見るほど、奇妙な男だ。しかし、近くで見る鳶とび色いろの隻せき眼がんは気の良さそうな光を湛たたえている。

　そして、その横に立つ少女もまた、不ふ思し議ぎな存在感を持っていた。東洋人らしい黒くろ髪かみと、色素の薄うすい双そう眸ぼうが対照的だ。そのアンバランスさに加え、十代半なかば特有の幼さと成長途上の美しさが入り混じり、どこか境界上に存在しているような雰ふん囲い気きを放っている。

　こちらに向けられた少女の蒼そう眼がんが、天井で回転する照明を反射させた。その視線の強さに、一瞬だけ怯ひるみそうになる。だがジゼルは躊躇ためらいを振り切り、誘いの言葉をかけた。

「カジノの中で最もツキを生かせるゲームで、その勝ちを倍にしてみない？」

　ルーレットはブラックジャックのように、ゲームの途中でプレーヤーの判断が要求されることはない。オッズテーブルにチップを置いた後は、投げこまれたボールに運命を託すだけだ。

　上じよう機き嫌げんそうな青年に対して、少女はどことなく膨ふくれっ面つらだった。頭三つ分は上にある青年の顔を見上げ、口を尖とがらせる。

「ハルク、あたしはもう帰るよ」

「なんだよ、つれねえな」

「疲れたんだよ、あんなことさせられて。ただでさえ、最近ハードワークだったんだからね」

　言うが早いか、少女は足早に出口へ向かってしまう。肩に背負ったイーゼルが人の波に消えていくのを見ながら、現金をホイールチップに交換する青年に向かって首を傾かしげてみせる。

「お連れさんはいいの？」

「子供にはまだ、カジノは早すぎたってことだ。あとでアドベンチャードームのメリーゴーランドにでも乗せてやって、機嫌を直してもらうさ」

「あら。でも、彼女があなたの幸運の女神だったんじゃないかしら？」

　それとなく探さぐりを入れてみるが、青年は口の端を歪ゆがめただけだった。ジゼルは不正がないことを示すために両りよう掌てのひらを見せ、ホイールを回転させる。球を投げ入れると、回かい転てん盤ばんに当たる象ぞう牙げの澄すんだ音は、周囲の騒音にかき消された。青年はチップをテーブルに重ね、軽い調子で呟つぶやく。

「まあ、奴やつが幸運の女神じゃなかったことを祈るさ。運うん試だめしってことなら、ルーレットは最高のゲームだからな」

　装甲に覆おおわれた青年の指が、チップを弾はじいて乾いた音を立てた。ジゼルは緩ゆるやかに回転を止めようとしているホイールを眺ながめ、テーブルの上を撫なでる。この街に来て、この場所に立ち、何度も繰り返した言葉を、歌うように口にしながら。

「ノーモア・ベット」




　ラスベガス中心部を南北に貫く大通り、ラスベガスブルバード。ストリップと呼ばれるその道沿いにはフラミンゴやシーザースパレスといった巨大ホテルが立ち並び、あたかもメインストリートのような様よう相そうを呈ていしている。しかし、行政区としての中心部はストリップを更さらに北上した区画、ダウンタウンだ。

　ストリップ地区がテーマパークのごとく開発され、カジノホテルが乱立する過程で、必然的にダウンタウンにはアングラカジノが軒のきを連つらね始めた。先程ハルクと入った『マール・デル・ジラソール』という店も、そのうちのひとつだ。堂々と正規カジノに乗り込むのは気が引けるというのが、ハルクなりの考えだったのだろう。

　エナは、頭の隅すみに残った違和感を打ち消すように首を振った。真剣な表情で腕うでを組み、しばし逡しゆん巡じゆんした後、淀よどみのない口く調ちようではっきりと告げる。

「キャラメルとベリーとミントのトリプルをシュガーコーンで二つ。一つはチョコスプレー、もう一つはミックスナッツのトッピングで。あ、両方ともラージサイズでお願いします」

　毒々しいレインボーカラーのアイスクリームワゴンに立ったピエロは、ぶら下がったメモに注文を書き付ける手を止めた。汗で化粧のはげかけた顔をこちらに向け、星型の隈くま取どりが施ほどこされた目を細める。炎天下の商売に、愛想を振りまく元気も奪うばわれているのだろう。真ま面じ目めな声で、呆れたように聞いてきた。

「……お嬢じようちゃん、さっきも来なかった？」

「三回目。一気に頼むと溶けるから」

「いや、そうだけど……お腹なか壊こわすよ」

「大丈夫。甘いものの食べ過ぎで具合が悪くなったことは、一度もないもの」

　プロ意識も商売根性もないピエロを、エナはそう一いつ蹴しゆうした。釈然としない面持ちでアイスクリームを搭のように積み上げる彼を尻しり目めに、空を振ふり仰あおぐ。

　真昼のダウンタウンは夜ほどの喧けん騒そうはないが、それでも人の往来は多い。砂漠のど真ん中に開発された都市だ。日差しは半はん端ぱなく強かったが、カジノ内の冷房もまた、おそろしくきつい。気温の差に、額ひたいの汗を拭ぬぐう。

　巨大スクリーンに投とう影えいされる、カラフルな広告映像の群れ。ストリップ地区では見られなくなった旧式のネオンサインも、この界かい隈わいにはまだ残っている。スタンドショップの前では、大道芸人が子供に向かって風船を膨ふくらませていた。ピエロが積み上げたアイスを崩さないように、四苦八苦しながら差し出してくる。

「はい、お嬢ちゃん。もしお腹を下しても、このワゴンを訴えないようにね」

「ありがと。あたしの故郷はどっかの訴そ訟しよう大国じゃないから、心配しないでいいよ」

　小銭を払うと、ピエロはとりあえずの上客に手を振ってきた。郊外に広がる砂漠から流れてくる塵ちりに煙けむってはいるものの、ネバダ州の夏空は淀みなく美しい。そのまま顔を上げていると、不意に大おお鷲わしの影かげが降下してきた。

「ネーヴォ」

　小声でその名を呼ぶ。大おお鷲わしは翼つばさをたたみ、背負ったイーゼルに足を引っ掛けた。野生の鷲にしか見えないが、実際は高度なＡＩだ。浮力装置のおかげで、重みは一切ない。彼は少年とも成人とも取れない男声で、静かに呟つぶやいた。

『この街に、私たちは必要ないかもしれませんね。息抜き目的でちょうどいいのでしょう』

「そうだねえ。ラスベガスには名物のお菓子も、あんまりなさそうだし」

『……なんだか目的がずれているような気もしますが』

　ぼやきながらアイスクリームを食べるエナに、ネーヴォがうめく。すでにひとつ目のコーンを平らげたエナは、鞄かばんから縁ふちのよれたクロッキー帳を取り出した。
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「冗談だよ、ネーヴォ。でも、どんな街に住む人の心の中にも、きっと一枚の絵は存在するよ」

『エナがそう言うのでしたら、私はそれに従います。ところで、ハルクはどちらに？』

「まだ遊んでるよ。本当にどうしようもないんだから。あたしのおかげでブラックジャックを大勝ちした後、美人のディーラーに誘われて、今はルーレット」

　カードデッキ六組、三百十二枚をすべて記憶するという、常人には不可能なカウンティング……それを可能としたのは、無論のことエナの『転てん写しや眼がん』だ。後の面倒くさい確率計算はハルクの得意とするところで、それは二人の能力だ。決して不正は犯していない。

　だが、エナとてすべての映像を永遠に記憶し続けられるわけではない。頭に残る違和感はそのせいだ。驚きよう異い的てきな速さでもうひとつのアイスを胃に納め、クロッキー帳のページをめくる。一番新しい絵を見せつけるようにネーヴォに向け、肩をすくめる。

「これ。さっき、最後に記憶したディーラーのショット」

　簡かん潔けつな報告は、通りから飛んできた歓かん声せいにかき消された。大道芸人が見事なジャグラーでも披ひ露ろうしたのだろう。ネーヴォはその絵をまじまじと見つめ、呆あきれたように口を開いた。

『エナ。古来より、どうしようもない男を更さらにどうしようもなくさせる三つの物があります』

「何？」

『酒とギャンブルと女です』

「それが全部揃そろったりしたら？」

『最悪ですね』

　エナはクロッキー帳をたたみ、腕うで時計を見やった。あのカジノを出てから、それほどの時間は経たっていない。嫌いやな予感というよりは、諦あきらめに似た調子でため息をつく。ゴミ箱にアイスの紙くずを投げこみ、クリームだらけの口元をハンカチで拭ぬぐう。

「……やっぱり、様子見てこよっか」

『お気をつけて』

　無論、ＡＩのカジノ入館は許されない。再び上空へ舞まい上がる大おお鷲わしを見送り、エナは目を細めた。どこまでも澄すんだ空に、白絵具えのぐを滲にじませたような雲がのどかに浮いている。乾いた風に流される羽根雲の下を、黒いシルエットと化したネーヴォがゆっくりと滑すべっていった。







　……おかしい。

　次々と目の前から消えていくチップ越ごしに、ハルクは電光掲けい示じ板ばんを一いち瞥べつした。記録された当たり数字は、見事にバラバラだ。ディーラーやホイールの癖くせなどまったく見られず、故意に散らそうとした痕こん跡せきも見当たらない。

　女ディーラーがタブローを回し、優雅な所しよ作さでボールを投げ入れた。基本的にプレーヤーはディーラーが球を投げた後、「ノーモア・ベット」の声がかかるまではチップを置く位置を変えることができる。仮に当たり数字を狙ねらえるディーラーだったとしても、投げこんだ後にベットすれば、こちらにとって不利になる条件とはならないのだ。

　だが、ことごとく裏をかかれる。同じテーブルについている周囲の客にはそれなりの当たりが来ているのに、ハルクの数字は狙いすましたように外はずされるのだ。配当が二、三倍のアウトサイドベットすら掠かすりもしない。赤に賭かければ黒が来る。奇数に賭ければ偶数が来る。

「おかしいわね。さっきのブラックジャックで、運を使い果たしてしまったのかしら」

　女ディーラーが、乾いた調子で笑った。おそらく、先程のテーブルでカウンティングを行っていたことはバレているのだろう。後ろで見物人を装っていたエナの驚きよう異い的てきな記憶能力によるものだとまでは分かっていないだろうが、ここは腐っても玄人くろうと相手のアングラカジノなのだ。

　ホットパンツ姿のカクテルウエイトレスが、三杯目のダイキリを運んできた。カジノには時計がない。無料で提供される酒も、すべては客に長く金を落としてもらうためだ。

　そんなカラクリは分かっている。それでも、ハルクは更さらにチップを積み上げた。「カジノの女王」とも称される優美なルーレットホイールを操あやつるディーラーを、上目で見定める。

「それとも、幸運の女神がいなくなってしまったからかしらね」

　その視線に気づいたのだろう。唇くちびるの端を持ち上げ、挑いどむような声を返してくる。

　ジゼル・カロッタ。ベストに挟はさまれた名札を一いち瞥べつする。どこか陰はあったが、西欧系の美しい女だ。ファンデーションで隠かくされた薄うすいそばかすと赤い口紅が、危あやういバランスを保っている。口元は笑っているが、灰色の双そう眸ぼうは降り注ぐ照明を反射させることなく乾いていた。細い指が、再びホイールを回転させる。計算された動きは、見み惚とれてしまうほど完かん璧ぺきだった。

「ハルク」

　その時だった。背後から、聞き慣れた少女の声が聞こえた。肩かた越ごしに振り向くと、大きな双眸を半はん眼がんにしたエナが仁に王おう立だちになっていた。どうやら、幸運の女神は自分の身を案じてくれたらしい。思わず苦笑し、女ディーラーに軽く手を上げる。何かを言いかけた少女の口を塞ふさぐと、最もベットエリアに近い場所に小さな背を押しやった。

「ちょうどいいところに来た、エナ。やっぱり俺おれの幸運の女神はお前みたいだぜ」

　ふと、ディーラーの表情が変わった。エナの視線が、彼女と交こう錯さくした気配が伝わった。

　だが、それも一いつ瞬しゆんのことだ。女は先程と同じ、流りゆう麗れいな動作で球を投げ入れる。

「女神様。私が『ノーモア・ベット』の合図をするまで、お好きなところに賭かけてちょうだい」

　ディーラーが茶ちや化かすように、恭うやうやしく頭を下げた。エナは目をしばたたかせ、ホイールの回転を追う。何かを見定めているのではなく、純粋にルーレットが回る様子が面おも白しろいらしい。

　無論、彼女の『転てん写しや眼がん』はルーレットの勝敗には関係がない。それでもハルクは、ベットエリアに身を乗り出すエナの目を凝ぎよう視ししてしまった。何かひとつの対象を射抜く彼女の目は、時に人を恐怖させるほど強い力を放つ。ディーラーもそれに気づいたのか、微かすかに息を吞のむ気配が伝わってきた。

　そしてエナは、いとも無む造ぞう作さにチップの山を積んだ……赤の２。

　全チップの一目賭けストレート、配当は三十六倍。周囲の客がざわめく。

　ハルクは先程ブラックジャックで勝った分の金を、すべてホイールチップに替えている。当たれば途と轍てつもない額だが、ストレート勝ちなどそう訪れるものではない。

「お前……相変わらず妙なところに大胆だな」

　思わず呟つぶやくが、エナはその呟きすらも耳に入っていないようにディーラーを見つめたままだ。だが、ハルクは止めなかった。この女が作り出す回転スピンに勝てるのは、少女の眼めしかない気がしていたのだ。冷や冷やしながら、球の行く先を見守る。

「ノーモア・ベット」

　女がそう宣言し、テーブルを撫なでた。横目で窺うかがうエナの表情は、先程と全く同じだ。不ふ機き嫌げんそうな口元は変わらないが、ホイールの美しい軌跡を素直に楽しんでいるようでもある。

　不意に球がピンに当たり、ポケットに落ちた。数すう字じ盤ばんと周しゆう椀わん部ぶの回転幅が徐々に狭せばまり、ゆっくりと静止する。

「黒の14」

　女の涼しい目が、微かすかに笑んだ気がした。当たり数字を告げ、賭かけ枠わくにクリスタルのマーカーを置く。周囲の客が、ため息をついた。惜しい、という声が耳に届く。

　黒の14……赤の２の、隣となりに位置するポケットだった。

　女ディーラーが、エナが積んだチップを根こそぎ持っていった。肩を落としながら瞬しゆん時じに負けた額を計算するが、意味のない行為だと気づいて途中で諦あきらめる。崩くずれたチップが鳴る音と共に、ディーラーはハルクを見上げてきた。

「どうやらあなたの幸運の女神は、ルーレットが苦手だったようね」

「まあ、うちの女神が『カジノの女王ルーレツト』に負けただけのことさ」

　正当なイカサマは、正当なイカサマによって破られるのか。カラクリは分からないが、やはりアングラカジノを甘く見てはいけない。

　その中でエナの目は、ジゼルという女ディーラーをじっと見つめていた。その視線に臆おくしたわけではないだろうが。女はテーブルに両手をつけて身を乗り出した。

「いつでも取り返しに来なさい、お嬢じようさん」

　エナが、テーブルから身を離はなした。と、カジノという場所には不ふ釣つり合あいなクロッキー帳を一枚だけ破き、ピット内の女に差し出す。彼女は、それを反射的に受け取った。

「帰ろう、ハルク。ネーヴォが心配してる」

　大負けしたことなど意に介していない様子で、エナがハルクの腕うでを引っ張った。響ひびき続ける電子音とコインの金属音が薄うすい幕を引くように、女と自分たちとの距きよ離りを隔へだてる。

　最後にもう一度だけ振ふり向くと、視界の端に映った女の目が初めて色を持った気がした。もっともそれは、頭ず上じようで回るまばゆい照明の反射のせいだったのかもしれないが。







「あーあー、実に見事だねえ。見事すぎて、逆に腹立たしいよ。ところでカッツェ、記念写真撮とってくれない？　別れた女房が連れてっちゃった息子に見せて、自じ慢まんしたいんだ」

　壁かべの前でピースサインをしてくるゲティスバーグを、カッツェは徹てつ底てい的てきに無視した。

　規制線が張られた、ウィーン旧市街の路地裏。少し顔を上げれば、ゴシック様式の大聖堂がそびえ立ち、一本道を外はずれた大通りからは楽しげな音楽や喧けん騒そうが届いてくる。

　だが、観光している暇はない。警官とパトカーでごった返す界かい隈わいに描かれた巨大な壁へき画がを、忌いま々いましく凝ぎよう視しする。

　ウィーン分ぶん離り派はの巨匠、グスタフ・クリムトの代表作……と言われても、カッツェにはピンとこない。だが、資料として手渡された原画の写真と壁へき面めんに広がる絵は、ほとんど拡大コピーだった。バックに塗られた金きん箔ぱくの剝はげ具合まで一致しているのだ。ゲティスバーグは落ち着きのない子供のように体を揺ゆらして呟つぶやく。

「しかし今回は『ヴァンダル』にしては珍しく、致命的なミスをやらかしてるね。これも僕らに対する挑ちよう戦せんかな？　そう考えるのは、自じ意い識しき過か剰じようか」

「ミス、ですか？」

「この壁画が現れるちょうど一週間前、オーストリア絵画館の警けい備び員いんが、逃走する侵入者の姿を目もく撃げきしてるんだ。一いつ瞬しゆんね」

「それは……」

　とんでもない証しよう拠こではないのか。今までは『ヴァンダル』の尻しつ尾ぽすら摑つかめなかったのだ。

「一体どんな人物だったのですか？　人数は？」

「巨大な機械人間と、彼に抱かかえられた少年」

「……機械人間？」

「ロボットってことはないだろうね。サイボーグかな？　少年の方は侵入している現場を、警備員に抑えられている。身元を調べたところによると、ウィーン在住の学生らしいよ」

「重要参考人です。話を聞けないのですか？」

「現地の警察が手配してるってさ……あまり意味はないと思うけどね」

　ゲティスバーグの言葉が切れるタイミングを計ったかのように、現地警察の制服を着た男が歩み寄ってきた。その後ろには、楽器のケースを抱えた小柄な少年が立っている。

「ゲティスバーグ警視、参考人を連れてきました」

　敬礼する警官の陰から、少年はこちらを睨にらみつけてきた。金色の巻き毛が、騒そう々ぞうしい風に揺れている。ゲティスバーグは体を屈かがめて優しげに問いかけるが、目の奥は笑っていない。

「どうも、エリック・スペンサー君。早速聞くようだけど、君は『ヴァンダル』を見たのかな？」

「見てません。オーストリア絵画館の規制線を越こえてしまったことは認めますけど、それ以上のことは分かりません」

「じゃ、君はどうして絵画館に入ろうとしたの？」

「絵を見たかったんです。祖父が好きだった絵を」

　不意に、少年の双そう眸ぼうがゲティスバーグの後方に描かれた絵を見上げる。あれが少年の見たかった絵なのか……その視線を追いながら口を開きかけたカッツェを制するように、ゲティスバーグが少年の背を警官に押しやった。

「いいよ。この子、関係ないや」

「しかし、警視……」

「この事件の管かん轄かつは僕だよ。『ヴァンダル』関連の調査として、彼に事情を聞く必要はないね。侵入に関するお咎とがめは、君たち現地警察に任まかせるよ」

　言うが早いか、踵きびすを返して壁へき画がの方に歩いていってしまう。拍ひよう子し抜けした警官と少年に後うしろ髪がみを引かれる心持ちで、カッツェは上司の背を追った。目を吊つり上あげて声をかける。

「いいのですか、ゲティスバーグ警けい視し」

「だって彼、別れた女房が連れてっちゃった息子と同じくらいだったんだもん。可か哀わい想そうでさ」

　目め尻じりを下げるゲティスバーグを、カッツェは射殺さんばかりの勢いで睨にらみつけた。おそらく今、自分は途と轍てつもなく凶悪な顔をしているのだろう。そんなことなど意にも介さず、彼はひらひらと手を振っただけだったが。

「冗談だよ、カッツェ。大体、彼はウィーン在住の学生だ。『ヴァンダル』の一員でないことは明白だし、仮に『ヴァンダル』に出くわしていたとしても、そんな不確証な情報は当てにならないよ。今はもっと重要な証しよう拠こを調べるべきだろう？」

　と、路地に黒塗りのワゴン車が滑すべりこんできた。降りてきたのは現地警察ではなく、インターポールの腕わん章しようをつけた男たちだ。片手にアタッシェケースを下げ、こちらに向かって一礼してくる。問いかけの視線を投げると、ゲティスバーグは彼らを見つめたまま答えた。

「鑑かん識しき課だよ……魔ま法ほうの種明かしをしたくてね」

　そう言う男の横顔は、今まで窺うかがい知しれなかった聡そう明めいさを見せつつあった。薄うすい眼鏡めがねに隠かくれた目が鋭い光を放ち、カッツェは思わず黙だまりこむ。

「今までは壁画を一刻も早く消すことに躍やつ起きになっていて、絵自体の調査はなおざりになっていたんだよ。実におかしい話だ。僕らは『ヴァンダル』が残した、最も大きな証しよう拠こを自分たちの手で隠いん滅めつしていたんだからさ」

「だからこそ、今回は消さずに残していたのですか」

　ウィーンに壁画が現れてから、もう三日が過ぎている。前回の例まで『ヴァンダル』の絵は、〈プロパガンダ撤てつ廃ぱい令〉に基づき、早さつ急きゆうに消されていた。だが今回、ゲティスバーグは一時的な壁画保存の指示を出したのだ。上層部は反対したが、うまく丸めこんだらしい。

　規制線が敷しかれたことによる近辺住人のフォローすらも、的確に現地警察へ指示した男の手しゆ腕わんを、カッツェは嫌いや々いやながら認めざるを得なかった。喉のどの奥で呟つぶやく。

「警視……あなたは、次に『ヴァンダル』がどこに現れると踏ふんでいるのですか」

「なんで僕にそんなこと聞くの？」

「ウィーンという都市を、あなたは当てたでしょう」

「あれは偶然だってば」

　よれたコートのポケットに両手を突っこんで、へらへらと笑う。先程までの真剣な表情は消え、後にはつかみどころのない男の仮面が残っただけだ。

「でも、そうだねえ。すでに、ヨーロッパは離はなれているよ。彼らの行動範囲は計算したように世界各地に散らばっているから、日本に現れたばかりのアジア地域もないね。アフリカ地域は美術館という存在自体が稀け有うだ。と、なると」

　ゲティスバーグは空を振ふり仰あおいだ。通りの向こうから届いてくるストリートミュージシャンの音楽をバックに、眩まぶしそうに目を細める。

「まあ、アメリカ辺あたりじゃない？」







　めまぐるしく瞬またたくバーチャル・リールの回転に目め眩まいを覚えたのは、遠い昔の話だ。

　今となってはルーレットのタブローも、転がるダイスの目も、ラッシュアワーのフラミンゴ交差点も、自分の目を戸と惑まどわせることはない。慣れとは怖いものだ。たったの五年で、この街の速度にすら対応できるようになってしまったのだから。

　ストリップとダウンタウンの中間にそびえる、ラスベガスのランドマーク……ストラトスフィアタワーの上階から、砂漠に切り開かれた夜景を見下ろす。文字どおり、光の洪こう水ずいだ。決けつ壊かいしたダムから噴ふき出だす奔ほん流りゆうのごとく、大河と化した明かりが街を浸しん食しよくしている。

　展望台にあるレストラン『トップ・オブ・ザ・ワールド』……ここから街を見下ろして世界の頂点を目指す者はいないだろうが、多少の野望がある人間ならば、この都市を掌しよう中ちゆうにすることを夢見るのかもしれない。

　つまらない商談を終えた後、セルバンテスが訪れるのは必ずこの場所だった。カジノオーナーが食事をするような店ではないが、彼はくだらない体面をあまり気にしない。端末に向かって淡たん々たんと報告を行う男は、とかくビジネスのためだけに生きている気がする。

「マグリット社との業務提携が決まった。奴らはベラッジオとも繫つながりがあるそうだ、うまく使えばストリップ地区出店への足がかりになる。至急、裏を洗え」

　彼とは違い、ここの住人は体面が第一だ。つまらない商談ひとつにも女の一人は連れて行かねば、礼儀知らずと訳の分からない烙らく印いんを押されることになる。そういったことに一切興味のないセルバンテスが言い訳のように連れて歩くのはいつも自分で、それはそれで仕方がないことだと割り切っていた。意味の分からない用語が飛び交う場に同席することも、成なり金きん趣味の商談相手から不ぶ躾しつけな視線を投げかけられることも、もう慣れた。

　磨みがき上あげられたガラスに滲にじむ灯火の群生は、しかし安らぎを与えてくれる類たぐいのものではない。それがこの都市の摂理だった。地上に星はあるが、それは野望や欲望に染まった光だ。

　セルバンテスと出会って間もない頃ころ、彼はこの場所で語ったのだ。いずれはダウンタウンではなく、ストリップ地区にあるカジノホテルのオーナーになるのだと。もともとはスペインの商家生まれだということしか聞いていないが、この街に一いつ攫かく千せん金きんを夢見て飛んできたことは想像に難くない。彼が自分のことについて語ったのは、それが最初で最後だった。

　端末を切った男は神経質そうな黒こく瞳どうを伏せ、グラスを空けた。業務報告と同じように、起き伏ふくのない調子で口を開く。

「今回、提てい携けいがまとまりそうなマグリットの本社はパリにある。近いうちに本契約まで運ぶつもりだ。その時はお前も来い、ジゼル」

　半なかば聞き流していた男の声が自分に向けられ、ジゼルは我に返った。聞き取れたのは、一つの地名だ。その響ひびきは、反射的な拒否感をもたらした。食事の手を止め、ゆっくりと首を振る。

「フランスには、行きたくないわ」

　追及など、してこないと思った。この男は他人に対して、呆あきれるほど興味を持たないのだ。会話はそれで終わるはずだった。だが、端末をたたんだセルバンテスは静かに呟つぶやいた。

「妹のことか？」

　全身の血が冷えた錯さつ覚かくに陥おちいる。蘇よみがえり始めた記憶を消すために、再び窓外に視線を向ける。大丈夫だ。この街には、故郷を思い出させるものなど何ひとつとしてない。人工的で冷たい光の奔ほん流りゆうを無感情に見つめながら、平へい坦たんに答える。思いに反して、その声は微かすかに震ふるえていた。

「……アンジェは関係ないでしょう。もう、彼女は死んだのよ」

　この男に、妹の死を語ったことなどあっただろうか。漠ばく然ぜんと思い出し、それが遥はるか五年前のことだと気づいた。どうして今いま更さら、そんな話を蒸し返してくるのだろう。視線だけで抵抗しても、乾いた瞳ひとみは当たり前のように揺ゆるがなかった。

「フランスに戻れないということは、故郷に未練があるからだろう」

「そういうわけじゃ……」

「俺の下もとでルーレットを回すことを選んだのは、お前だ」

　アルコールも手伝って、急激な目め眩まいを覚えた。なぜ、今日に限って妹の話が出てくるのだ。

「何かを捨てなければ、何かを得ることはできない。お前はすべてを欲しがりすぎだ」

　昼間、カジノフロアで見た少女の姿が蘇った。その幻げん影えいを振り切るように立ち上がる。何かを言おうとしても、言葉が見つからなかった。先程から男の口にしていることは、すべて正しかったからだ。唇くちびるを嚙かみ締しめ、クラッチバッグをひったくる。

「……帰るわ」

「体調が悪いなら、無理をしないほうがいい。明日もお前は、ルーレットを回すんだろう？」

　彼は知っているのだ。自分がこの街と、そして男の傍そばを離はなれられるほど強くはないことを。

　クローク係からバッグを受け取り、大おお股またで店を出ても、気が晴れることはない。ただ呆ぼう然ぜんと、ガラス越ごしの夜景を見つめる。

　その時だった。鏡かがみと化したガラスに、一つの影かげが映りこんだ。肩かた越ごしに振り向く。観光客でごった返すフロアで、どうしてその小さな姿だけが目に留とまったのかが不ふ思し議ぎだった。

　……あの娘は。

　考えるよりも早く、体が動いていた。人の流れに見え隠かくれする、イーゼルの木き枠わく。肩口で奔放に揺れる、癖くせのある黒くろ髪かみ。

　間違いない。ルーレットのテーブル越しに、自分を見つめていた少女だった。

　無論のこと彼女はこちらに気づくことなく、物珍しげに周囲を見回しながら歩いていた。最上階の展望台に向かうエレベーターに乗りこむ背を追う。

　小柄な体、対象をじっと見つめる大きな瞳ひとみ。そして、肩に背負ったイーゼル。

　なぜ、あの娘に見覚えがあったのか。どうしても気になるのか。昼間は気づかぬふりを決めこんでいた事実を、ジゼルは今度こそ認めた。

　バッグの中に入れた、一枚の画用紙の存在を確かめる。ルーレットテーブル越ごしに渡されたその紙を見た瞬しゆん間かんには、気づいていたのだ……胸中で、苦々しく呟つぶやく。

　あの娘は……アンジェに似ているのだ。

　かつて、自分の半はん身しんであった少女。

　この世界に絶望し、一人で死んでいった妹に。







　アルル──南なん仏ふつのローヌ河沿いに広がる、慎ましい街。

　プロヴァンス地方特有の冷たい突風ミストラルが吹くその街で、ジゼルは生まれた。

　幼い時に亡なくした両親の記憶はない。物心ついた時には、すでに親しん戚せきの家に預けられていた。郊外に広がるクロー平原に面したその家からは、モンマジュール大修道院と、広大なひまわり畑がよく見えた。月げつ桂けい樹じゆが造る並木道の他ほかには、遥はるかな地平線が見えるだけの場所だった。

　西に進めば、城じよう壁へきに囲まれた旧市街に出ることができた。買い出しに向かう義父の車に乗って訪れる街は簡素だったが、それでも人々のざわめきや、円形闘とう技ぎ場じようで開催される闘牛の熱狂は新鮮だった。赤茶色のレンガ屋根がひしめく界かい隈わいを走り回った思い出は、今でも鮮明なままだ。

　強烈な太陽が射す街だった。街角に咲く夾きよう竹ちく桃とうの赤も、突風によって雲が吹き飛ばされたコバルトブルーの空も、地平を埋め尽くすひまわりの黄色も、すべてが原色だった。

　そして、幼い日の記憶には、必ず隣となりに妹の存在があった。

　二卵性双生児だった妹とは、外見も性格も正反対だった。よく動く大きな目を持っていた小柄な妹の部屋からは、常に絵具えのぐの匂においがした。

　アルルには昔、偉大な画家が住んでいたのだという。フィンセント・ファン・ゴッホ……アルルの色彩を愛し、それをカンバスに描いた画家。自分たちが生まれた頃には、もう彼の痕こん跡せきは街から強制的に消されていたが、妹はその幻げん影えいを追っていた。

　その行為はささやかながら、法に触れることに変わりはない。親戚は妹が画家を志こころざすことに関しては、口うるさく注意した。特に政府は、〈プロパガンダ撤てつ廃ぱい令〉規制対象に関かかわる都市の監視を強化していたのだ。著名な画家の記録が根強く残るアルルも、戦後から警けい官かんの数が目に見えて多くなっていた。

　それでも妹は、アルルの風景を描き続けた。カンバスとイーゼルを背負い、街まち外はずれの跳はね橋ばしを、どこまでも続く麦畑を、陽ひを照り返す古代劇場の威い容ようを留とどめようとしていた。

　一方で、ジゼルが南なん仏ふつの田舎いなか暮らしに飽あき飽あきしていたことは事実だ。親しん戚せきの家にも居づらくなっていたし、この街には豊かな自然以外に面おも白しろいものがないと思っていた自分は、妹の言葉など理解できなかった。もともとが、対照的な性格だったのだ。自分はいずれアルルを出て、パリに……いや、国境が撤てつ廃ぱいされつつある今ならば、もっと華やかな外国の都市に行ってみたい。そう言うジゼルに、妹は筆を止めもせずに答えてきた。

「それでもいいと思う。でも、いずれはお姉ちゃんもこの街に帰って来るよ」

　この場所には、引力があるから……ローヌ河に映りこむ朧おぼろ月づきと街の灯あかりが、紫と青の混色に変わる瞬しゆん間かん。その色を背景に呟つぶやく幼い外がい貌ぼうをした妹は、自分よりも遥はるかに大人に見えた。

　緩ゆるやかな故郷の日々は、単調なまま続くのだと思っていた。だがそれも、晩夏の夜に警けい官かん隊が家を訪ねてきた瞬間に脆もろくも崩れ去った。

　警官たちは、街で絵を描く妹を目にし、監査の対象としたのだろう。無論、絵を描くこと自体は罪ではない。むしろ戦前の絵画が撤廃されたことによって、新たな文化の興こう隆りゆうを担になう芸術家の育成は必要なことだった。

　問題は、彼らが〈プロパガンダ撤廃令〉によって規制された画家を手本とすることに他ならない。ましてアルルは、その画家によって有名だった土地なのだ。

　そして、やはり警官は馬ば鹿かではなかった。彼らの予測は最悪の意味で的中してしまった。

　妹は、規制対象であった絵画のレプリカを持っていたのだ。

　それは何度もコピーが繰り返された粗悪な画像にすぎなかったが、間違いなく発禁処分となった絵であり、撤廃令発令後より政府が厳げん重じゆうに回収していたものだった。

　妹は有う無むを言わせず連行されていったが、単なる見せしめの拘こう置ちは二日で終わった。特に酷ひどい扱いも受けなかったのだろう。帰ってきた妹はやつれた様子もなかったが、大きな双そう眸ぼうに灯ともっていた光だけが消えていた。

　プロヴァンスの夏が、終わろうとしていた時期だった。夕刻のクロー平原には、頭こうべを垂たれたひまわりの群れが夥おびただしい数の種を大地に落とし、赤あか茶ちやけた色を晒さらしていた。真夏に咲さき誇ほこっていた黄色の地平線は幻のように搔かき消きえ、訪れる秋の寂しげな気配を伝えていた。

　なぜ、発禁処分となった絵を所有していたのか。そう尋たずねた自分に、妹は途切れ途切れに答えてきた。

「ひまわりの絵だったんだよ。今の季節じゃなくて、真夏にこの平原を埋め尽くす、真黄色に渦うずを巻く色の。お姉ちゃん、あの絵が否定されてしまったなら、私が描けるものなんて、何ひとつない気がするんだ」

　その言葉が最後だった。

　翌日、妹は自室で首を括くくって死んでいた。

　部屋の中央には、まっさらな百号カンバスが、墓ぼ標ひようのように立っていた。







　アンジェ……いや、名前も知らない黒くろ髪かみの少女は、人工的で冷たい色彩ばかりが溢あふれる街を無言のまま見下ろしていた。カップルや家族連れで賑にぎわうタワー最上階の展望台で、その姿は一ひと際きわ目立っている。イーゼルは背負ったままで、クロッキー帳は広げてもいない。

　ジゼルは早はや鐘がねを打つ鼓こ動どうを鎮しずめながら、少女の背に近づいた。気配を感じたのだろう。肩かた越ごしに振り向いたその目は、ジゼルが来ることを予期していたように微動だにしなかった。

「こんばんは」

　微妙な距きよ離りを置いて呟つぶやくジゼルを上うわ目めで見やったまま、少女は一礼してきた。こちらにとっては印象的な出会いだったが、向こうにとって自分は記憶に留とめることもない通りすがりの人間なのかもしれない。だが、ジゼルは首を振った。そんなはずはない。少女も必ず、自分のことを覚えているに違いない。

「今日は、彼氏は一緒じゃないの？」

「彼氏？」

「一緒にカジノに来てた、変わった色男」

「あれは保ほ護ご者しやですよ。ああ見えて、六十過ぎてますから」

　やはりサイボーグだったか。六十代と言うのなら、おそらく大戦で傷しよう痍い軍人となった男なのだろう。ジゼルは、少女が立つ隣となりの手すりに寄りかかった。スケッチをしているわけではなく、単に風景を見下ろしているという様子だ。

　色も形も統一性がない夜景。インターステート・ハイウェイ十五号線を進む車のテールランプが、河のごとく滔とう々とうと流れている。数百年前までこの土地が砂漠の闇やみに覆おおわれていたなど、誰だれが想像するだろうか？

「この景色の絵は、描かないの？」

「人工的な光を描くのが、一番難しいんです。だからこの街は、世界で一番描きにくい場所」

「そうね。画家が好んで住む街じゃないわ……ラスベガスは」

　呟つぶやきは、ほとんど独白のように滑すべり出た。少女も特に反応を示すことなく、地上にばら撒まかれた星々を見つめているだけだ。その幼い横顔に向かって問いかける。

「あなたは、どこの出身なの？」

「生まれは日本です。その後、すぐにフランスに移住しちゃったんですけど。父がフランス人で、母が日本人だったから」

「偶然ね、私もフランスの出身なのよ。日本には、いつか行ってみたいわ。戦前の有名な画家が私の故郷を、日本に似た場所だと言っていた」

「アルルの生まれなんですか？」

　返された言葉に、思わず戸と惑まどった。突とつ如じよとして他人の口から放たれた故郷の名に、今まで忘れようとしてきた風景が蘇よみがえってきた。その幻想を振り切るために、かぶりを振る。

「ええ。さすがに、絵を描いている人は詳しいのね」

「実際は、似ても似つかない場所ですよ。結局その画家は、一度も日本に行ったことはなかったんです。あなたも、絵画には詳しいんですか？」

「妹がね……その画家が好きで、ずっと絵を描いていたから」

　少女の双そう眸ぼうが、こちらに興味を抱いだいたように向けられた。光の群生を映しこんだ青い瞳ひとみは、ピット内から見た時と同じ強さを持っていた。目をそらしたかったが、絡からめ取とられたかのごとく動けなかった。その唇くちびるが、静かに動く。

「空が綺き麗れいな町だって、聞いたことがあります」

「……アルルが？」

「はい。画家だった父が言ってたんです。あたしたちが育ったパリは、曇くもりの日が多かったから。たまに見える青空は、世界が限りなく美しいことを思い出させてくれる魔ま法ほうなんだって。アルルの青空はいつだって世界を鮮やかに見せてくれる、天国みたいな場所だって」

「いいえ……傍そばにありすぎると、いつだって一番大切なものには気づかない」

　ジゼルは、力なく首を振った。クラッチバッグから、折りたたんだ画用紙を取り出す。少ない採光の下で、その絵を示しながら。

「私、こんなにつまらなそうな顔をした女かしら」

「あたしは、見たままを描いただけです」

　ルーレットテーブルから去る間ま際ぎわ、少女から渡された画用紙。反射的に受け取ったそれに描かれていたのは、写真と見み紛まがうほど正確に転写されたジゼルの顔だった。ルーレット台に両手をつき、目の前を力なく見つめる女の肖しよう像ぞう……確かにそれは、自分の姿に他ほかならない。だが、画用紙に鉛筆の濃のう淡たんだけで表現された女の顔は、明らかに遠くを見つめていた。

　これが、本当の自分の姿なのだ。ずっと隠かくし続けてきたその表情を見破ったのが、妹の面おも影かげを持つ少女だっただけのことだ。しばしの沈ちん黙もくの後、その少女は静かに問うてきた。

「楽しくないんですか？　ディーラー」

「どうなのかしらね」

「でも、あなたは狙ねらったポケットに球を振りこめる」

　そう指摘する少女の声は、あくまでも透明だった。イカサマを見破られた賭と博ばく者のように、ジゼルは平静を装って肩をすくめる。

　この少女は聡さといのだ。賢そうな目といい、しっかりした話し方といい、きっと良い教育を受けて育った娘なのだろう。ジゼルは降参を示すために軽く両りよう腕うでを上げた。

「確かにね。私の目は、動くものが止まって見えるのよ」

　すべてのものが緩ゆるやかに動いていたアルルで、自分がその能力に気づくことはなかった。

「この街に来て、あの男に出会ってからだ。目まぐるしく回転するリールやカードデッキ、そしてタブローの閃ひらめきが、一いつ瞬しゆんだけ静止して見える風景が特殊な世界なのだと知ったのは。」

「それだけじゃないのよ。相手の呼吸で、何となく賭と博ばく者が賭かけようとする位置が分かってきた。そんな理由で、ルーレットを回す仕事をしているわけじゃないけどね」

「なら、どうしてこの街に？」

「アルルでね、画家を目指してた妹が死んだの。自殺だった」

　会話の流れに言葉を任まかせる感覚で吐いた台詞せりふだったが、やはりその声は掠かすれていた。その感情を気け取どられぬよう、少女から目をそらして続ける。

「もともと故郷を出ることは考えてたんだけど、それが大きなきっかけになったことは確かよ。なるべくなら、妹を思い出さない場所に行きたかった。南なん仏ふつから遠く離はなれた、人工的な光の集まる場所。ラスベガスを選んだのは、そんな単純な理由よ」

　隣となりから、強い視線を感じた。少女の両眼が、追憶する自分の横顔を真まっ直すぐに射抜いていた。眼下から照射される七色のサーチライトを映すその目に向かって、力なく笑んでみせる。

「この街からは、早く出た方がいいわ」

「心配してくれてるんですか、あたしを」

「そうかもしれない」

「あたしは、この世界に絶望したりはしません」
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　不意に、空気の流れが変わった気がした。思わず顔を上げる。今まで忘れかけていた風景が、堰せきを切って蘇よみがえろうとしている。

「……あなたは本当に、アルルを出たかったんですか？」

　心臓が跳はね上がった。なぜ、そんなことを聞くのか。少女に向かって、そう問おうとした瞬しゆん間かんだった。

「ジゼル」

　聞き慣れた男の低い声が、その言葉を遮さえぎった。肩かた越ごしに振り返ると、人ひと混ごみをかきわけてセルバンテスが向かってくるところだった。

「帰るぞ……何をしていた」

　ふと傍かたわらを見やると、少女の姿は魔ま法ほうのごとく消えていた。周囲を見回しても、小柄な姿は人々の流れに埋もれて窺うかがうことはできない。諦あきらめたように、静かに笑う。

「少し、昔のことを思い出していただけよ」

　それ以上、セルバンテスは何も聞いてはこなかった。この男は、他人に対して何も問おうとはしない。だからこそ、自分も彼に対して疑問を投げかけることはできないのだ。五年も傍そばにいるのに最も遠い男の腕うでに手を回すと、彼は顎あご先さきで展望台の向こう側を示してきた。

「そこで、例のカードカウンターを見た。妙に目立つ男だったからな」

「体半分が機械の男？」

「そうだ、注意するに越こしたことはない。ああいう賭と博ばく者は、必ず掛け金を取り返しに来る」

　エレベーターに乗り込み、セルバンテスは呟つぶやいた。いや、彼の言葉のほとんどは独ひとり言ごとなのかもしれない。ジゼルは閉まろうとする扉の隙すき間まから少女と青年の姿を探そうとしたが、奇妙な二人組が視界に入ることはなかった。

「嫌いやな予感がするな。何か……大きなものを持って行かれそうだ」

　その言葉を耳に入れながら、少女が最後に放った問いを反はん芻すうする。

　……私は本当に、アルルを出たかったのか？

　エレベーターのベルが鳴り、扉が開いた瞬間に飛びこんでくる風景が故郷の強い日差しだったとしても、今の自分は驚おどろかないかもしれない。ずっと殺してきた記憶があの少女によってまざまざと露ろ呈ていされたことを認め、ジゼルは胸中で願った。

　あの少女が、もう二度と自分の前に現れないように。

　これ以上、閉じ続けてきた記憶の箱が開かれないように。







　どうして、この街だったのだろう。その答えは自分でも分からない。何らかの巡り合わせなどという、陳ちん腐ぷな理由もつけられない。動くものが静止して見える目が、ラスベガスを選んでしまった。そんなくだらない偶然が、一番しっくりくる気もする。

　妹の巨大な墓ぼ標ひようを目まの当たりにした、五年前の出しゆつ奔ぽん。それは決して家出ではなく、故郷と妹から逃げてきたようなものだった。ただでさえ身の置き場がなかった親しん戚せきの家で、唯一の肉親が自殺したのだ。もう、これ以上アルルにはいられなかった。

　光速輸ゆ送そうポッドを使えば、パリからネバダ州までは数十分だ。とはいえ、路ろ銀ぎんもない田舎娘だ。どこかしらで仕事は見つけられると思っていたが、アルルとの速度感の違いに押し流されそうになっていた。だが、この速さならばすぐに故郷の風景も、妹のことも忘れられるだろうという、寂しい期待を抱いだいていたことも事実だった。

　金が必要だった……この街で生きていくための。それを可能とするひとつの手段が、ラスベガスには溢あふれていた。一いつ攫かく千せん金きんを夢見る流れ者が集まる場所だ。日々の糧かてをあぶく銭ぜにで得ようという不ふ遜そんな考えはなかったが、当面の費用ぐらいは捻ねん出しゆつしたかった。

「スピンだよ。この街で生きていくには、回転スピンを読む力が必要ってことさ」

　フリーモントストリート・エクスペリエンス。夜になればアーチ状の天井に光の映像が走り抜け、ダウンタウンで最も人が集まる界かい隈わいだ。スクリーンショー目当ての客で賑にぎわうアーケード街の中で、大道芸人がそんなことを言っていた。彼は器用に酒さか瓶びんをジャグリングしながら、通りにひしめき合うアングラカジノの派手な建物を視線で示していた。

「スロットマシン、ルーレット、そしてダイスの回転。それを読み取ることができれば、すぐに億万長者だ。試しにコインを投入して、バーチャル・リールを回してみればいい。君がこの場所で生きていけるかどうか、数秒で判断できるはずさ」

　マッカラン・ポッドターミナルの待合室にすら設置されていた、スロットマシンの回転を思い出す。あれぐらいなら、ルールが分からなくてもプレイできるかもしれない。アーケードを抜けると、一軒のアングラカジノが目に入った。周囲に比べると地味な装そう飾しよくだったが、掲かかげられた店名がジゼルの足を止めた。

『マール・デル・ジラソール』……悪くないと思った。この店ならば、悪くないと。

　どんなカジノでも、スロットマシンは入口付近のエリアに設置されている。一ドルマシンから始め、一台で小さな当たりを出し、また次の台へ。最初は目め眩まいを覚えた回転の軌道は、目が慣れてくると文字通り止まって見えた。リールのリズムは思っていたよりも単純で、コインは確実に増えていった。自分のゲームに狂きよう騰とうする人々の合間を縫ぬって、自分がそのマシンの前に座ったのは、偶然としか言いようがない。

　メガバックス……ネバダ州全域のカジノを、オンラインで結んだスロットマシン。数百台のマシンに投入された金額の累積によって、配当が増えていく台だ。正規カジノのメガバックスなら、数ドルが一いつ瞬しゆんで数十億に化ける可能性すらある。ダウンタウンのアングラカジノも、非正規店同士でのネットワークを利用してメガバックスを設置していたのだ。

　毛色の違うマシンだったが、深くは考えなかった。回転するリールの呼吸が見え始めたのは、三回目にコインを投入した後だっただろうか。その時の自分は、頭上に掲かかげられた電光掲けい示じ板ばんの数字が配当金を示していることも知らなかった。三度目のスピンは緩ゆるやかに始まったが、来ると思った瞬しゆん間かんにボタンを押した。自分の目は確かに、赤く塗られた７の数字を捉とらえていた。その絵柄を揃そろえてどうするのか、という所までは、まだ頭が追いついていなかった。

　──回転スピンを、読む。

　次の瞬間、大プログレ当ツシブ・たジヤツクりポツトを知らせる電子音が鼓こ膜まくを揺ゆらした。照明灯が回転し、吐き出されるコインの山が奏でる金属音が、集まってくる野や次じ馬うまの嬌きよう声せいが、別の世界で繰り広げられている映像のように展開された。オリーブ色のベストを着た係員がやってきて、おめでとうございます、と一礼してくる。手続きがあるなどと言われ、半なかば強制的に奥の部屋に連れて行かれた時は、犯罪者にでもなった気分だった。

　身分証の提示を求められてパスポートを差し出した瞬間、係員の表情が曇くもった。十八歳の娘が射止めたジャックポット。保ほ護ご者しやの名前を聞かれても、まさかアルルのぶどう農園に残してきた親しん戚せきを呼び出すわけにもいかない。二十一歳以下のゲーミングを咎とがめない、アングラカジノならではの混乱だった。

「オーナー、少々面倒な事態が」

　呆ぼう然ぜんとする自分をよそに、係員が携けい帯たい端末で誰だれかを呼び出した。その様子すらも幻のように見つめながら、自分は壁かべ越ごしに聞こえる電子音に耳を澄すませていた。今起きているすべての出来事が、あらゆる迷いを強制的に消し去ってくれる気がしていた。

　その時だった。静かに扉が開き、皺しわひとつないスーツ姿の男が室内に現れた。彫ほりの深いラテン系の顔立ちで、神経質そうな黒こく瞳どうが悪わる目め立だちしていた。その双そう眸ぼうに見下ろされる形になったが、別段嫌いやな気分ではなかった。どこか寂しそうな人だとだけ思い、自分に似ていると感じた。

「未成年の大当たりは、ダウンタウンではよくある話だ。どうして保護者を呼べない？」

　大机に座るなり、男が台詞せりふでも読み上げるように言った。それが自分に対する問いかけだと気づくのに数秒の間を要したが、正直に答える。

「そんなにお金は要りませんから」

「金が要らないなら、何が欲しいか言ってみろ」

　義務的な質問に対する答えは、漠ばく然ぜんと決まっていた。挑いどむように男を見返し、口を開く。

「この街に、いさせてください」

「これだけの配当金があれば、世界のどこでも暮らしていける」

　それでも、ジゼルは首を振った。どれだけの大金を自分が弾はじき出だしたかなど、理解できるはずもなかった。後で聞いたところによると、億は軽く超えていたらしい。だが、それを知ったところで後悔が生まれてくることはない。物が溢あふれたこの街でも、欲しいものは何もない。男が深く嘆たん息そくした。それでも尚なお、一切の色を持たない双眸が細められる。

「どうして、この街に来た」

　その時に思い浮かんだのは、粗末な部屋に立てかけられた、無地の巨大なカンバスだった。

「妹が、死んだからです」

　それが意味のない答えであることは、自分でも分かっていた。何か追及してくるものかと思ったが、男は沈ちん黙もくしただけだった。と、一人のディーラーが彼に向かって耳打ちした。男は無表情のままだったが、後方のモニターを一いち瞥べつした後、手元の端末を繫つないで淡たん々たんと指示する。

「ここ一時間の、この娘を映した監視カメラを再生しろ」

　監視室にでも繫がっていたのだろう。その言葉と共についたモニターに、ジゼルは顔をしかめた。そこには、自分が店に入ってから、メガバックスで大当たりを出すまでの鮮明な記録が映し出されていたのだ。天井に設置された監視カメラの存在など、気にも留とめていなかった。

　男は、ジゼルが回した数台の一ドルマシンの様子を見つめた。上下左右から、揃そろえたリールの柄や、ボタンを押すジゼルの手元までもがはっきりと記録されている。

「異常な勝率だ。偶然の大プログレ当ツシブ・たジヤツクりポツトとは思えないな」

「私は、イカサマなんかしてません」

「疑っているわけではない。なぜ、こんなことが可能だったのかを聞いているだけだ」

　男の口く調ちように、責め立てる色はなかった。冷房の効きすぎた室内は相変わらず凍るようだったが、先程よりは僅わずかに緩ゆるんだ空気に、ジゼルは深く息をついた。

「止まって見えるんです」

「リールが？」

「分かるんです、呼吸が」

　抽象的な言葉に、男は黙だまりこんだ。ジゼルとて、その感覚をどう説明していいか分からなかった。それにしても、この男は先程から問いを投げかけては来るが追及はしてこない。しばし思案するような間まを置き、おもむろに立ち上がる。

「職業柄、多くの賭と博ばく者を見てきたが……その中には、今のお前と同じことを嘯うそぶく人間もいた」

　こちらを促すようにして入った奥の部屋は、ＶＩＰルームなのだろう。ブラックジャック、バカラ、クラップス、あらゆるピットが用意されており、男はその中で最も大きいテーブルの前に立った。マホガニー製の巨大なルーレットが備えられた、オッズテーブルだった。男は指先でクリスタルのマーカーを弄もてあそび、試すようにこちらを見返してきた。

「俺おれは、どこに賭かけると思う」

　その言葉に、ジゼルは様々な賭け枠で仕切られた数字をじっと見つめた。そして、目の前の男に視線を移す。彼はジゼルの双そう眸ぼうにも怯ひるまなかった。間近で見るその顔は思っていたよりも若く、老練な口調と服装は、この街で生きていくための芝居なのかもしれないと、何の根拠もなく思った。自然と緊張が解けた。

「黒……」

　だとすれば、この男と自分はやはり似ているのだ。最初に感じた思いが間違いでないことを知り、ジゼルは更さらに男の黒こく瞳どうを覗のぞきこんだ。恐れも迷いもなかった。時間が止まった気がした。男の浅い呼吸が、耳元ではっきりと響ひびく。次の瞬しゆん間かん、ジゼルは反射的に賭かけ枠わくを示していた。

「……二列目の11……違う、黒の26」

　刹せつ那な、呼吸のリズムが聞こえなくなった。相手の意識が、賭かけ枠わくから外はずれたのだと悟った。男は嘆たん息そくし、マーカーを懐ふところにしまった。その表情は変わっていなかった。それが正解だったのかどうかも分からなかったが、次に放たれた言葉は、何かを決意したような色を持っていた。

「なぜ、うちのカジノに入った」

　あの時、自分の目に飛びこんできたカジノの名前が蘇よみがえったが、それを口にすることは躊躇ためらわれた。沈ちん黙もくを答えの代わりにすると、男は観念したような仕草で手を上げた。

「答えたくないのならいい。どちらにしても、俺おれに子供を囲う趣味はない」

　そして、傍かたわらのディーラーに何事かを告げる。ディーラーはその指示に眉まゆ根ねを寄せたようだったが、すぐに踵きびすを返して奥の部屋へと消えていった。程なくして戻ってきた彼の手には、小さなトレイに乗せられたプレートが、シャンデリアからの光を眩まぶしく反射させていた。ディーラーのベストに挟はさんでいる名札と、同じ物だった。

「だが、俺とお前でひとつの賭けをしよう……名前は？」

　その名札を手に、男は平へい坦たんな口く調ちようでそう聞いた。ジゼルが反射的に名を告げると、顔も上げずに何かを書きつける。

「ルーレットの一目賭けストレート、配当は三十六倍」

　そして、賭け枠のひとつにそのプレートを置いた……黒の26に。

「この街で生きたいのなら、俺を満足させてみせろ。ジゼル・カロッタ」

　黒地に金字の名札。それが、スロットマシンから吐き出された無数のコインよりも神こう々ごうしく光って見えたのは、単なる錯さつ覚かくだろう。扉の向こうから、電子音と人々の歓かん声せいが届いていた。それすらも単なる幻のような沈黙の中、ジゼルは再び男の黒こく瞳どうを見つめた。だが、もうそこからは何の呼吸も読み取ることはできなかった。

　ずるい男だと思った。それでもジゼルは、そのプレートを手に取った。黒の26、彼の呼吸が一いつ瞬しゆんだけ収束した場所に置かれた、一枚のチップを。

　それがあの男がくれた、唯一にして最高のものであったように思う。

　だからこそ、自分はこの場所にいるのだと信じていた……ずっと、長い間。







『マール・デル・ジラソール』……このカジノの名を口にする度たびに襲おそわれる胸むな騒さわぎに、自分は気づかないふりをしてきたのかもしれない。

　くつろぎ慣れたオーナールームの隅すみで、ジゼルは窓外を見つめていた。統一性のない色彩の群れが踊り、一枚壁かべを隔へだてたカジノエリアから聞こえる騒そう音おんが耳に届く。

　もう、夏が始まっているのか。一年中空調の効いた室内にいると、季節の移り変わりなど意識すらできなくなっている。故郷では、コバルトブルーのペンキをひっくり返したような空の下で、ひまわりが競い合うように咲く頃ころだ。無意識にそう思った時だった。

「来たぞ、ジゼル」

　静かな声が届き、我に返る。セルバンテスは黒こく瞳どうに乾いた光を反射させ、モニターを示した。

「あの男だ」

　入口付近に据えられたカメラの映像だった。どうあっても目立つ巨大なサイボーグが、入念なボディチェックを受けている。ジゼルは目を凝こらした。傍そばには、あの少女もいるはずなのだ。おかしい話だった。二度と会いたくないと思ったのに、自分はあの娘の影かげを探している。

　果たして少女は、いた。手持ち無ぶ沙さ汰たな様子で、周囲を見回している。その背中には、やはりイーゼルがトレードマークのように負われている。

　ボディチェックを終えた二人組を、カメラは追った。セルバンテスはもう一方のモニターをブラックジャックのピットに切り替える。携帯端末を取り出したその手を、ジゼルは止めた。

「違うわ。彼らの狙ねらいは、ブラックジャックじゃない」

　二人は、最奥に位置するブラックジャックのエリアに向かおうとはしていない。明めい滅めつするスロットマシンの大群を抜け、足を止めた場所を確認する。セルバンテスが口元を歪ゆがめた。

「取られたものは、取られたゲームで取り返すそうだ、ジゼル」

「ええ……私が出るわ」

　カジノの女王、ルーレット台が並ぶエリア。その中央で何かを探すように辺りを見回す二人組の映像を切り、ジゼルは煙草たばこをもみ消した。立ち上がりざま、名前の剝はげかけたプレートをベストに挟はさむ。

　なぜかは分からないが、戦場に向かう兵士とはこんな心持ちではないかと思った。何度も往復しているオーナールームに二度と戻れない気がして、後方を振り返る。

「結局あなたは、私との賭かけに勝ったのかしら」

「……どういうことだ」

「覚えていないなら、それでいいの」

　大机の前に座る男に、もう一度何かを言わねばならないと思った。だが、次の瞬しゆん間かんには何を言おうとしていたのかを忘れてしまった。

　怪け訝げんそうに眉まゆを寄せる男に首を振り、ルーレットピットに向かう。最も端に位置するテーブルのディーラーに交代を告げ、電光掲けい示じ板ばんをリセットする。と、見計らったかのように近寄ってきた二人組に、ジゼルは微ほほ笑えんだ。

「前回の負けを、取り返しに？」

「そんなところだ。まあ、お手柔らかにな」

　強化装甲に覆おおわれた男は、そう言って人のいい笑みを浮かべた。前に負けた分と同じ金額をホイールチップに替えてくる。ルーレットのチップはプレーヤーによって色を変えているが、あまりにも高額な最低掛金ミニマムベツトに、他ほかの客が参加する様子はなかった。好都合だと、見物するギャラリーの視線を感じながら口を開く。

「女神様を、アドベンチャードームのメリーゴーランドには乗せてあげたの？」

「いいや。ストラトスフィアタワーに連れてってやったが、お気に召さなかったらしい」

「アトラクションは面おも白しろくなかったけど、展望台は良かったよ」

　同意を求めるようにこちらに視線を向けられ、ジゼルは苦笑した。チップを少女の手元に押しやる。青年は一歩身を退ひき、他のギャラリーと同じく傍ぼう観かん者しやに徹てつする様子だった。

「今日は幸運の女神の機き嫌げんも直ったんでな。もう一度、相手してやってくれ」

　少女はカラフルなチップを物珍しそうに弄もてあそび、賭かけ枠わくを見つめている。高額賭博者ハイローラーとは思えない、純粋な瞳ひとみだ。今までこのピット内で、こんな双そう眸ぼうを見たことがあっただろうか。ジゼルはその思いを振り切り、少女の顔を覗のぞきこんだ。

「チップだけじゃ面白くないわね。もう一つ、別のものを賭けない？」

　秘密を告げるような囁ささやきに、少女はあっさりと頷うなずいてきた。もう、後には退けないのだ。妹の幻と対話している心持ちで、人差し指を立てる。

「私が勝ったら、あなたの一番大切なものをちょうだい」

「もし、あたしが勝ったら？」

「あなたの言うことを何でも聞くわよ。望みはなに？」

　少女の視線が、宙を泳いだ。クリスマスプレゼントに何が欲しいかを聞かれ、答えを迷っている子供のような表情で。だが、望むものは最初から決まっていたらしい。はっきりとした口調で告げてくる。

「ここの外がい壁へきに、絵を描かせてください」

　真まっ直すぐな視線と共に放たれた言葉に、ジゼルは息を止めた。

　少女から手渡された自分の絵が、脳のう裏りに蘇よみがえった。まさか、そんなはずはない。

　一度目を伏せ、隣となりに立つサイボークに視線を投げかける。彼は右顔だけの表情で、微かすかに頷うなずいた。少女に向き直って、ゆっくりと問い返す。

「何の絵を？」

「あなたの心の中にある、一枚の絵を」

　後方で、スロットマシンの当たりを知らせる電子音が鳴なり響ひびいた。その雑音にかき消され、周囲の人々に二人の会話は聞き取れなかっただろう。ジゼルは少女から視線をそらした。ルーレットを保ほ護ごするアクリル板に、歪ゆがんだ自分の顔が映りこんでいた。

「……もしかして私は、あなたたちが何者なのかを知っているかもしれない」

　視界の端に、こちらへ歩み寄ってくるセルバンテスの姿が映った。オーナーが直じき々じきにテーブルの様子を見に来るのは、珍しいことだ。背後から男の視線を感じながら、掠かすれ声ごえで呟つぶやく。

「でも、遅すぎたわ。もう少し早くあなたたちに出会えていれば、私の運命も変わっていた」

「遅すぎることはありません」

　そう言って……少女は、チップを置いた。

「あたしたちは、世界を変えようと思っています」

　球を投げ入れる前の一目賭けストレート。賭かけ枠わくは赤の２。

「それを、手遅れだと思ったことは一度もありません」

　ギャラリーがため息をつき、セルバンテスが肩をすくめた。こんな無む謀ぼうな賭け方をするなど、ルールを知らない子供に決まっている。だが少女は、周囲の野や次じなど意にも介せず口を開いた。

「信じてますから……世界を」

　ジゼルは、すべてを振り切るようにホイールを回した。淀よどみのない動きが、美しい回転を生み出す。指先で球を投げ入れると、二つの軌道が緩ゆる々ゆると溶け合う。瞬またたく色彩の交こう錯さくに、網もう膜まくに焼きついたリールの回転が重なった。目を伏せ、静せい謐ひつな心持ちで呼吸する。

　見える。視認できないはずの数字が、明めい瞭りような映像となって心底に自由落下してくる。

「それなら私も、あなたを信じてみることにするわ」

　最後まで少女は、賭けた場所を変更しなかった。ジゼルはテーブルを撫なでる仕し草ぐさを行い、歌を紡つむぐように宣言した。それはこのゲームではなく、自分の中で連れん綿めんと続いてきた何かを終わらせる言葉にも聞こえた。

「ノーモア・ベット」

　騒そう々ぞうしいカジノ内とは思えぬほど張り詰めた空気の中で、ジゼルは追う必要のない球の行方ゆくえを探した。当たり数字は分かっていた。自分は確かに、あのポケットに振りこんだのだから。

　それでもジゼルは、祈っていた。目の前に立つ少女の彼方かなたに見えた、妹の幻に向かって。

　ボールがタブローに翻ほん弄ろうされ、小さく跳はねる。

　次の瞬しゆん間かんには、一つのポケットに音もなく滑すべりこんでいた。

　──赤の２。

　しばらくは、誰だれもが言葉を失っていた。

　すべてを知っていたのは、少女とジゼルだけだった。詰まれたチップの横にクリスタルのマーカーを置いた時、ようやくギャラリーから歓かん声せいが上がった。義務的に、配当分のチップを少女に押しやる。無論のこと彼女は、特に喜ぶこともなくこちらを見返した。客の賞しよう賛さんと拍手が一枚壁かべを隔へだてて、どこか遠くから聞こえてきた。

「……どうして、振りこんだ」

「回転の軌道から、抜け出したかっただけよ」

　ピットから出る直前、すれ違いざまに呟つぶやいてきたセルバンテスに、そう答える。だが、彼は憤ふん慨がいすることもなく、諦あきらめたように踵きびすを返した。その間も少女の視線はチップを通り越こし、自分に対して向けられていた。

「最後に、教えてもらってもいいかしら」

　大負けを喫したディーラーには有り得ざる穏おだやかな口調で、ジゼルは小さな賭と博ばく者に問いかけた。胸中を吹き荒れていたミストラルが、静まった気がした。

「あなたの一番大切なものって、何だったの？」

　その言葉に、少女はわずかに笑んだ。指先を口元に当て、悪戯いたずらっぽく答えてくる。

「秘密です」

　そう言って、テーブルから身を離はなす。彼らのゲームは、この一回で終了だった。ホイールチップをカジノチップに交換し、青年に渡しながら呟つぶやく。

「約束通り、絵を描くといいわ。私は……あなたたちの名前を、聞かないから」

　少女は、なぜ自分が赤の２に振りこんだのかを問わなかった。

　いや、彼女は最初から、このゲームの行方ゆくえを知っていたのだ。仕事をやり遂とげた感覚で、ジゼルは天井を見上げた。吊つり下さげられたシャンデリアの光に目を細める。

「その配当金は、何に使うの？」

　去ろうとする二人組を、引きとめようとしたわけではない。自分の役目が終わったことは理解していた。それでも、もう一度だけ少女の大きな双そう眸ぼうを見たかった。雑ざつ踏とうと電子音が反はん響きようする中で、しかしその声だけは凛りんと響ひびいた。

「フィラデルフィアに、行こうと思ってます」

　その言葉の意味を知るのは、一週間後の暑い日だった。







　どこからか吹いてくる砂さ塵じんも、頭上から降ふり注そそぐ日差しも、砂漠都市特有のものだといってしまえばそれまでだ。コンクリートで塗り固められた路上の照り返しは強く、酷ひどい時には四十度を超える日もある。ダウンタウンを歩く娘たちは水着と見み紛まがう服装で肌を晒さらし、カラフルなアイスクリームのワゴンに子供が群がっている。

　初夏のラスベガスは、正まさにその最盛を迎えようとしていた。

　……五回目の夏が来たのだ。

　あの晩夏に故郷を飛び出してたどり着いたこの街に、人工的な熱波が際限なく続く季節が。

　ジゼルは、待っていた。オーナールームの窓からダウンタウンを見下ろしながら、礼拝堂で祈る聖者のように目を伏せていた。審判は下るのだろう。自分は自分の手で、運命の環ホイールに球を振りこんだのだ。閉じ続けてきた箱の蓋ふたを開けるために。

「暑くなってきたな」

「そうね。この街らしい季節だわ」

　大机に座ったまま呟つぶやく男も、分かっているのだ。自分も何かを待たねばならないことを。その正体は判然としないのだろうが、それでも彼は何かを問いかけることをしようとしない。

　沈ちん黙もくは、長く続かなかった。セルバンテスの携けい帯たい端末が鳴なり響ひびいた。電話に出た男は鷹おう揚ように頷うなずくだけだったが、通信の最後に薄うすく笑って呟つぶやいた。

「……落書きとして無視するわけには、いかないか」

　言って、立ち上がる。端末をたたむ瞬しゆん間かんに見せた双そう眸ぼうに色が灯ともり、初めて彼が持つ本当の目を見た気がした。無言のままエントランスに向かうその背を、やはり何も言わずに追いかける。

「何かを捨てることには、いつまで経たっても慣れないものだ」

　ふと、前を歩くセルバンテスがそんなことを吐と露ろし、ジゼルは息を吞んだ。彼らしからぬ言葉だった。胸中を襲おそう胸むな騒さわぎに、絞り出した声は震ふるえていた。

「どういう意味？」

「俺おれにも捨てられなかったものがある。それを、お前にも知っていて欲しかっただけだ」

　騒そう々ぞうしいカジノフロアが、海底のように静まり返っている錯さつ覚かくに捕とらわれた。フロアを横切る足を止めるべきかもしれなかったが、ジゼルは皺しわひとつないスーツの背に追いすがることしかできなかった。セルバンテスの姿を認め、ドアボーイが外への扉を開ける。人工の光がわだかまる室内に、一条の陽光が差しこむ。

　外へ出た瞬間、強い風が吹いた。

　ダウンタウンを彩いろどる原色の色彩と、目の前に立つ男の黒い背が搔かき消きえた。

　刹せつ那な、ジゼルの内部に、冷たい突風ミストラルが、夾きよう竹ちく桃とうの鮮やかな赤が、そして地平線を埋め尽くす黄金色の花々が、津波のように押し寄せてきた。

　後には、渦うずを巻く黄色の色彩が視界を埋め尽くすだけだった。

『マール・デル・ジラソール』の壁へき面めん。エントランスにほど近い場所に、その絵は音もなく出現していた。口元を押さえ、声にならない息をつく。

　それは、南なん仏ふつの鮮やかな色彩だった。人工的なネオンともテールランプとも違う、仄ほのかに温度を帯びた原色の乱舞。この街の一角に、突とつ如じよとして故郷の景色が広がったのだ。

　間違いなかった。これが、世界に殺され、妹を殺した絵だった。

　妹が最後まで持ち続けていたひまわりの絵……アルルで絵を描き続けた偉大な画家が、あの街に降ふり注そそぐ日差しと風を一身に受けて描いた油絵だ。

　花か瓶びんに刺さった数十本のひまわりは滾こん々こんとした生命力を沸わき立たたせ、絵具えのぐの厚塗りによる立体感すらも克明に再現されていた。その幾重にも筋を描く軌跡が、今まで見続けてきた回転の軌道と重なる。そして、絵の下方。サイン代わりに刻まれた言葉を、ジゼルは読み上げた。

「『──芸術に、その自由を！Der Kunst Ihre Freiheit!』」

　アート・テロリスト『ヴァンダル』……どうして彼女たちは、もう少し早く自分の元を訪れてくれなかったのだろう。そうすれば、妹は絶望せずに済んだのかもしれないのに。

　ジゼルは天を振ふり仰あおいだ。つややかな光こう沢たくを持つサテン生地を広げたような空が、そこには存在した。雲ひとつないコバルトブルーを見つめ、初めて気づいた。

　……空だけは、同じだった。

　世界を美しいと思わせる魔ま法ほうが、この街にもあった。いつだって大切なものは傍そばにありすぎて、気づくことができなかった。あの少女は自分の心に、あらゆる色彩を蘇よみがえらせたのだ。

　ジゼルは視線を壁へき画がに戻し、胸元に挟はさんだ名札を取った。横に立つ男にそれを手渡し、静かに頷うなずいた。

「……あなたは、私との賭かけに負けたわ」

　男はその意味を理解し、不意に目を細めた。どんな色にも染まらない黒い瞳ひとみが、目の前にそびえる強烈な黄色を映しこむ。

「ベガスを離はなれて、どこへ行くつもりだ」

「ここよりも、暖かい場所よ。アンジェが好きだった、南なん仏ふつの故郷に」

　アルルへ──あの街に帰ろう。たとえもう、そこに自分の半はん身しんだった少女がいなくても。

　どんな場所へ行っても、いつか自分はあの街に帰って来るのだと。アンジェはそう言った。

　それは真実だった。結局自分は、プロヴァンスの色から逃れられなかった。閉じ続けてきた箱の中身は、アルルへと戻る片道切符だったのだ。

「最後に教えてちょうだい。あなた、スペインの何ど処この生まれなの？」

「どうして、今いま更さらそんなことを聞く」

「アンダルシアでしょう」

　ずっと聞きたかったことに対する答えは、肯定の意味を含んだ沈ちん黙もくだった。視線を横に逸そらすと、カジノのエントランスが見える。派手な装そう飾しよくの陰かげに隠かくれて目立たなかったが、入口を縁ふち取どるアーチに彫ほりこまれたのは、他ほかならないひまわりの花だった。

「『ひまわりの海マール・デル・ジラソール』……その名前に誘われて、私はこの店に入った」

　スペインのアンダルシア地方にも、ひまわりが作り出す黄色い地平線が広がっている。

　すべてを捨てたように見えた男も、故郷の風景に捕とらわれていた。無機質なこの街に、自分が見続けてきた景色を少しでも留とどめようとしていた。

　彫り込まれた無彩色のひまわりと、横で太陽を一身に浴びる巨大なひまわりを交互に見つめ、ジゼルは首を振った。晩夏の夕刻に、この店で見たメガバックスの回転を思い出した。

「あの日、リールを揃そろえてしまったことを、間違いだったとは思わない。でも、あの時あなたが私の前に現れなければ、もっと早くアルルに帰れていたかもしれない」

「戻ろうと思えば、すぐに帰れたはずだ。どうしてお前は五年もこの街にいた？」

　プログレッシブ・ジャックポットを知らせる高らかな電子音が、鼓こ膜まくに蘇った。

　泣き笑いにも似た表情を浮かべながら、ジゼルはその音に耳を澄すませた。今の自分の表情すら、強い風が吹き飛ばしてくれることを願った。

「それでも私は……あなたのことを愛していたから」

　ジゼルは振り向きざま、片手でテーブルを撫なでる仕し草ぐさを見せた。

　そして、唇くちびるを開く。歌うように。

「もう、おしまいノーモア・ベツト」

　踵きびすを返し、風の吹く方向へ歩きだす。極ごく彩さい色しきが滲にじむ街の向こうで、強烈な太陽の光が幾いく本ほんもの束と化している。

　不意に、陽かげ炎ろうにけぶる視界の先に黄金色の地平線が広がっていく気がした。

　それは、この街で見た幾いく多たの光の中で、最も美しい色だった。







[image: ]







[image: ]







「やれやれ、今度はラスベガスか。トーキョーでスシを堪たん能のうした後にウィーンで音楽を聴きいて、次はベガスでゲーミング。楽しそうでいいねえ、『ヴァンダル』は」

　相変わらず煮詰めたタールのようなコーヒーを飲みながら、ゲティスバーグは極度の猫背を更さらに丸めた。立て続けに起きた『ヴァンダル』関連の資料に埋もれたデスクの隙すき間まからその姿を見やり、カッツェは淡たん々たんと問いかける。

「それにしても、今回の行動は少々おかしくありませんか？」

「何か引っかかる点があった？」

「ゴッホの『ひまわり』は、三ヶ月ほど前にオランダのアムステルダムに描かれたのでは？　同じ絵の模写を行うなんて、『ヴァンダル』らしくない気がします」

「そうでもないよ、カッツェ」

　無む造ぞう作さに資料を押しやって、デスク後方のディスプレイを立ち上げる。手元の端末と繫つながっているらしい。映し出されたのは、壁かべに描かれた二枚の複製画だった。

「これがアムステルダム市街に描かれた、三ヶ月前の『ひまわり』。そしてこちらが、今回ラスベガスのカジノ壁へき面めんに描かれたものだ」

　ラスベガスに描かれた絵はアムステルダムのものよりも色調が明るく、わずかながら構図も違う。ひまわりの本数も異なり、比較してみれば違いは明白だ。

「ゴッホが描いた『花か瓶びんに生けられたひまわりの油彩画』は、全部で七点あるんだよ。現存するのは六点なんだけどね。アムステルダムに現れた『十五本のひまわり』はオランダのゴッホ美術館にあって、ラスベガスに描かれた『十二本のひまわり』は、アメリカにあるフィラデルフィア美術館に所蔵されてる」

「この二枚の絵は別物で、『ヴァンダル』の行動パターンは今までと変わっていないと？」

「そういうこと。問題はこっちの方」

　言って、男は何かを差し出してきた。反射的に受け取ると、奇妙な手触りの透明なフィルムだった。材質的にはビニールよりも厚く、アクリルよりも柔らかい。

「何ですか、これは」

「魔ま法ほうの種明かし」

　ウィーンで調査を行っていた、鑑かん識しき課の結果が出たのか。思わず姿勢を正すカッツェとは反比例する形で、男はだらしなく椅い子すに沈みこんだ。眼鏡めがねの奥の双そう眸ぼうを細めたまま、口を開く。

「『ヴァンダル』が描いた絵の表面から、そのフィルムの残ざん骸がいが発見されたんだよ。これは広告塔や看板印刷に用いられる、転写シートなんだ。対象物に貼りつけるとフィルム自体は細かく剝はがれ、表面に描かれていた塗料だけが残る」

「つまり、彼らは特殊な巨大フィルムに前もって絵を描かいておき、それを壁へき面めんに貼はりつけていた……ということですか？」

「そうじゃないかな。あらゆる画像の転写用に開発された素材だから、油彩・水彩・アクリル・すべての画材が使用できる。加えて柔軟性もあるから、丸めて運ぶこともできる」

「ビルの屋上から垂たれ幕まくを下ろす要領で広げれば、一いつ瞬しゆんのうちに絵画が現れたという証言の裏づけにもなりますね」

「そう。彼らは魔法使いでも何でもないわけだよ。更さらに、画材になっている塗料にも時間が経たつにつれて剝はく離りする加工が成されている。今まで現れた絵は文化制定局によって早さつ急きゆうに消されていたけど、放ほうっておいても一週間程度で彼らの絵は消えてしまうようだね」

　この男は、一人で謎なぞのアート・テロリストの正体を着々と暴あばいているのだ。フィルムを机の上に置き、カッツェは胸中で歯は嚙がみした。まだ自分は何も動いていないというのに、彼はどこまで知っているのだろうか。その問いに答えるように、男は口の端を持ち上げた。

「さて、僕らは段々と彼らの真相に迫ってきたんじゃないかな。『ヴァンダル』の壁画作成には大量の絵具えのぐに加えて、最新鋭の素材が必要ということになる。しかし、彼らの行為はまったく利益を生むことはない。まず間違いなく、出資者……スポンサーは存在するね」

　画面がヨーロッパを中心とした世界地図に切り替わり、今まで『ヴァンダル』の壁画が現れた地域に点が打たれた。この三年間で十二ヶ所。北半球に集中して、明かりが点てん滅めつしている。

「警けい視し、私もそろそろ動こうと思います。指示を」

　大机に身を乗り出す。しかし、ゲティスバーグは更さらに遠い目をしただけだった。何かを思案するように、ゆっくりと顔を上向かせる。

「カッツェ……僕には『ヴァンダル』の行為が、何かのついでに思えてならないんだよね」

　その言葉に、そのままの体勢で固まる。ようやく慣れてきたこの男の唐とう突とつさに、まだついていくことができない。そんなことなど意に介さず、男は続けてきた。

「彼らの一員であろう技術者は、相当高度なハッキング能力を持っているようでね。まるでシステムと一体化した機械のように、美術館のセキュリティや所蔵作品情報のデータベースにアクセスし、情報を得ているらしいんだ。でも、一枚の絵を模写するためだけなら、別にそこまで詳細な情報はいらないはずだろう？」

　そこで、一いつ旦たん言葉を切る。独白というよりも、自問に近い呟つぶやきだった。

「彼らは、何かを探しているように見えるんだ。どこかの美術館にあるかもしれない、何かを」

「では、警けい視しは彼らの目的を何だとお考えで？」

　当然の質問に、ゲティスバーグは返事をしなかった。答えをごまかすように、緩かん慢まんな動作で椅い子すに座り直してくる。少々声の調子を強くしながら、カッツェは首を傾かしげた。

「貴方あなたには、大体の見当がついていると？」

「さあねえ……まあ、君が動くことには賛成だよ。カッツェ、君は早さつ急きゆうにパリへ行くんだね」

　次の指示に、カッツェは再び動きを止めた。

「パリ……ですか？」

「そうだよ。本日も曇どん天てんの都、パリ」

　あくまでもシラを切り通す男は、物もの臭ぐさな所しよ作さで画面を切り替えた。ディスプレイ上の地図に打たれた点が消え、代わりに大小様々な円が表示される。ヨーロッパに集中したその円は、ほとんどが青色で示されていた。

「所蔵品数が多い美術館ほど、大きな円になっている。今までに『ヴァンダル』が模写した作品が所蔵されている美術館……つまり、彼らが侵入した場所は赤色の円だ。実は、彼らがまだ足を踏ふみ入れていない場所に、世界三大美術館の一つがあるんだよ。今までの行動パターンから推測するに、近いうちこの美術館が狙ねらわれることは明白だね」

　と、大きな三点の円を残して、すべての表示が消える。ロシアのエルミタージュ美術館、アメリカのメトロポリタン美術館、そして、フランスに打たれた巨大な円の色は、青色だ。

「ここなんだけど、とにかく広さが半はん端ぱじゃないのさ。おそらく、調査に時間を要したってところだろうね……もしくは」

　そこで一旦言葉を切り、ゲティスバーグは肩をすくめた。

「この美術館がある街を、何らかの理由で訪れることができなかったのか」

　眼鏡めがねの奥に隠かくされた目を窺うかがおうとしたところで、それは無む駄だなことだ。カッツェは自分にそう言い聞かせ、唇くちびるを引き結んだ。

　ゲティスバーグの掌しよう中ちゆうで踊おどらされている事実は納得いかなかったが、ようやく動けとの命令が下くだったのだ。ウィーンもラスベガスも彼は的中させたのだから、従わない理由はない。

「ここは……」

「世界有数の美女たちが封印されている場所だね。ダ・ヴィンチの『モナ・リザ』、サモトラケのニケ、ミロのヴィーナス……僕も行ってみたいけど、少々調べることがあるんでね」

　ゲティスバーグは椅い子すを回転させ、デスクに足を乗せた。カッツェは制服の襟えり元もとを正しながら、喉のどの奥でうめいた。

「──ルーヴル美術館」







　どこまでも透過したモルディブの空と海は、その境界すら曖あい昧まいだった。ターコイズの波間は鱗りん状じように陽ひを反射させ、海底までも見通せるほどの透明度である。

　地球最後の楽園とはよく言ったものだ。実に所在ない心持ちで、ハルクはクルーザーの座席に寄りかかった。

　珊さん瑚ご礁しようの群生が、海面からも肉眼で確認できる。肌をなぶる向かい風は心ここ地ちよかった。しかし、陽の照り返しが左半身を覆おおう強化装甲を焼き、どうにも不愉快ではある。

　モルディブ共和国……インド洋に位置する、世界屈指のリゾート地帯。環かん境きよう保ほ護ごの観点から、首都であるマレ島と一部のリゾート以外は観光客の立ち入りが制限されている。点在する島のほとんどは資産家が買い上げたプライベートビーチであり、所有者が許可しなければ訪れることもできない。

　観光エリアから外はずれたラスドゥ環かん礁しようを横切りながら、ハルクは苦にが々にがしく自じ嘲ちようした。五十年前は同じ戦場で泥まみれになっていた仲だというのに、かたや立派になったものだ。今から訪れる島の所有者を思い出そうとするが、頭に浮かぶのは若い時の顔ばかりである。

　当たり前のように、人は老いる。その摂理から外はずれた自分は、それを見届けるしかないのだ。

　クルーザーの速度が緩ゆるまり、ひとつの島から突き出た桟さん橋ばしに横付けにされた。専属の運転手に申し訳程度のチップを渡し、小さな島の中央に建てられた豪邸に向かう。

　透き通ったラグーンを背景に、デッキチェアーに座っていた男がこちらを認めた。サングラスを外す彼を遠目に確認して、軽く手を上げる。中東系の浅黒い肌と大きな目をした、初老の男だ。年齢の割には若々しいが、むき出しの腕うでに残る傷きず痕あとは癒いえていない。

「ふん。久しぶりだな、クリス……いや、ハルクだったか。お前は理不尽なほど変わらないな」

「こんなになってまで若くいたかったか？　ロフマット」

「ごめんだね」

　微妙な距きよ離りを置いて立ち止まったハルクに、男は大おお股またで歩み寄ってきた。戦時中に傷を受けた右足を引きずる、独特の歩き方だ。差し出された手を握り返すと、肩をすくめてくる。

「有名な中国の皇帝がそうだったように、富と名声を手に入れた者が最後に行き着く欲望は、不老不死だそうだ。だが、俺おれはそんな夢は抱いだかない。お前を見てるからな、ハルク」

「逆もまたしかりだ。不老不死の人間が富と名声を追い求めるかって言ったら、そういうわけでもないらしいぜ。まあ、俺おれは不老なだけであって不死じゃねえけどな」

　男の顔には幾いく本ほんもの皺しわが寄り、かつて鋭かった眦まなじりも下がっていたが、笑い方だけは昔のままだった。ロフマット・カラフ・ベネディクトは、大戦中に同じ七三〇部隊で戦果を上げた友人である。戦後、父親の遺産を元手に始めた事業が軌道に乗り、今や全世界に顔の利きくベネディクト・ホテル・グループの頭とう取どりだ。

「お前もそろそろ隠いん居きよしたらどうだ？　もうひとつ島を買ったんだ。格安で売ってやるぞ」

「遠えん慮りよしとくぜ。潮しお風かぜでシャフトが錆さびる」

　男はもうひとつのデッキチェアーを勧めてきたが、ハルクは首を横に振った。別に骨休めに来たわけではないのだ。室内から飲み物を持ってきたメイドが、こちらの風ふう体ていを見て一いつ瞬しゆんだけ驚おどろいた顔を見せる。わざとらしい笑みを浮かべて礼をし、アルコールだけは遠慮なく頂く。

「で、今日は何だ。画材でも切れたか？　先日はラスベガスに行ったみたいだが、まさか俺の金をカジノですったとか言うなよ」

「とぼけるな。俺がここを直じき々じきに訪れる用事なんて、一つしかねえだろ」

　ハルクは、苛いら立だちを押し殺して言い捨てた。陽ひが眩まぶしかったのか、表情を気け取どられたくなかったのか、再びサングラスをかける男を見下ろす。

「頼んでた調査の件だ。何か進展はあったか？」

　急せかすような口く調ちように根負けした様子で、男は腕うでを組んだ。しばしの沈ちん黙もくの後、静かに呟つぶやく。

「……レナード・ウィンズベルの絵か」

　のどかなリゾート地には相応ふさわしくないほど神しん妙みような声と共に、男はゆっくりと首を振ってきた。

「何度も言っただろう。無む駄だだ、ハルク。レナードの絵は、世界のどこにも落書きひとつ残っちゃいないさ。奴やつの処刑と同時に、すべて処分されている」

「エナは知りたがってるんだ、自分の父親が、殺された理由となった一枚の絵を」

「余計な詮せん索さくはよせ。レナードが最後に描いた絵について知ることは、危険すぎる」

「とっくに、危険には両足突っ込んでるさ。てめえだって、それを知って『ヴァンダル』に出資してるんだろうが」

　利益を生むことのない『ヴァンダル』の行為は、この男の懐ふところなしでは成立しないのだ。それを知りながら、ハルクは強い口調で身を乗り出した。男が諦あきらめたように嘆たん息そくする。

「確かな情報筋によると、インターポールもお前らの捕ほ獲かくに向けて本格的に動き始めたようだぞ。『ヴァンダル』対策班が、本部で結成されたらしい」

「対策班？」

「ああ。大戦中に数々の武功を上げた元少年兵の成り上がりと、切れ者の女キャリアが抜ばつ擢てきされたんだとよ。気をつけろ、奴やつらは単なる世界政府の犬じゃないぞ」

「警けい官かんが怖くて、テロ行為なんざやってられるか」

　聞き分けのない子供に接するように、男は軽く頭を抱かかえて呟つぶやく。

「……ハルク。俺おれは戦友であるお前も、レナードの娘であるエナのことも大切に思っている。お前らの思想や行為を後押ししてやることはいくらでもできるが、俺にできるのはそこまでだ」

「『ヴァンダル』の行為は、レナードの絵を探すことも、ひとつの目的だ。今でもそれは変わっちゃいない。だからこそ俺たちはネーヴォの力を借りて、各美術館のデータベースを調査してきたわけだ」

「無む駄だな行為だな。手がかりすら見つからなかっただろう」

「ああ。先日、最有力候補だった美術館の調査がようやく終了してな。残念ながら、その場所にもレナードの絵はなかった」

「なるほどな。で、一体どの美術館に目星をつけてたんだ？」

「レナードが生前アトリエを構え……そして、死刑が執行された街にある、世界最大級の美術館だ。あまりに敷地が広い上、世界政府によるセキュリティシステムも最新鋭の物を導入している。ネーヴォによる調査にも、長い時間を要した」

　その言葉だけで、男は理解したらしい。弾はじかれたように顔を上げる。
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「……ルーヴル美術館！　まさか、あそこにも侵入する気か？」

「もちろんだ」

「無む茶ちやだ、あの建物は迷めい宮きゆうだぞ」

「迷めい宮きゆうには、必ず宝が潜ひそんでるもんだ。俺おれたちにとっての宝もな、ロフマット」

　言って、メイドから渡されたアルコールを一気にあおる。銘柄は分からないが、高級なものなのだろう。空けたグラスをテーブルに置き、老いた戦友の顔を覗のぞきこむ。サングラスに映る、醜みにくく若いままの自分を見つめながら。

「レナード・ウィンズベルが描き、処刑の理由となった一枚の絵……あの絵に最も近いのは、五年前にサンテ刑務所でレナードと最後に面会した、てめえなんだ」

「これは警けい告こくだ、ハルク。レナードの絵を探すことは止やめろ。俺は、お前たちへの出資を打ち切ることもできるんだぞ」

「いいや。そんなことはできないはずだ」

「……なぜ、そう言い切れる」

「そうだな。エナの言葉を借りるなら……てめえの心の中にも、一枚の絵があるからだ」

　何かを言いかけた男が、声を詰まらせる気配が伝わった。それを尻しり目めに、ハルクは踵きびすを返しした。振り向きもせずに、言葉を続ける。

「心配するな、ロフマット。エナの目で、あの女神を盗んできてやる」

　ブーツの裏で、白い砂が鳴る。熱い一陣の風が吹き、二人の距きよ離りを分かつ。

　ハルクは肩かた越ごしに振り向き、男に向かって目を細めた。サングラスを外はずしてこちらを見やる戦友の顔が、一いつ瞬しゆんだけ昔と変わらぬ青年に見えた。無論、そんなものは幻だ。内心で苦笑し、大声で叫さけぶ。

「礼は、分かってるな……レナード・ウィンズベルが描いた、遺作のありかだ！」







　光速輸ゆ送そうポッドによって恩恵を受けたのは、頻ひん繁ぱんに長ちよう距きよ離りの移動を行う一部の人間だけだ。近距離移動が主となる庶民の生活は、結局のところ以前と変わらない。

　つまりはインドネシアの首都・ジャカルタの慢まん性せい的てきな交通渋滞も解消されはしないわけだ。

　おまけに、迷路のごとく曲がりくねった裏路地カンポンは、ひらひらと舞う洗せん濯たく物ものや積み上げられたゴミの山で通行止めになっている。こうなったら、徒歩しか移動手段はない。

　エナは頑丈なインラインスケートを酷こく使しして、路地を駆け抜けていた。罠わなといわんばかりに飛び出してくる子供や老人を見事に避けながら、互いに寄り添うように建てられた家々の隙すき間まを縫ぬっていく。網あみ目め状の密集居住区を抜けると、少々開けた場所に出た。現れたのは、巨大な倉庫に隣りん接せつしたトレーラーハウスだ。

「ただいま、ネーヴォ！」

　踵かかとを落としてブレーキをかけ、錆さびたドアを跳はね開あける。生活の匂においが漂ただよう水回りを抜け、対照的なほど無機質な部屋に入る。無論のこと広さはないが、壁かべに張り巡らされた配線と銀色に光る巨体、数機のモニターが所狭しと据えられている。エナは部屋自体に話しかけるように顔を上げ、ポケットから一枚のチケットを取り出した。

「やっと、ポッドの予約が取れたよ。観光地行きはなかなか空あきがなくってさ」

『バケーションの時期ですからね。仕方のないことです』

　不意に、モニターの電源が入った。起動音が響ひびき、コンソールのランプがせわしなく点滅し始める。デスクの上を漁あさるエナに向かって、スピーカーからネーヴォの声が響いた。

『シャルル・ド・ゴール・ポッドターミナル行き……ついに、パリに入るのですね』

「そうだよ。で、資料は？」

『すべて私のメモリの中に保存してあります』

「実際に侵入するのはあたしだよ。地図ぐらい出しといてってば」

　その言葉に応こたえるように、プリンターから膨ぼう大だいな数の紙が吐き出された。コの字型に配された、美術館の見取り図だ。ここまでは戦前に一般人にも公開されていたので、手に入れるのは難しいことではない。だが、印刷された紙の中には、ほとんど洞どう窟くつの地図に近い地下通路までもが網もう羅らされている。ネーヴォの声が、館内の音声アナウンスのように響いた。

『ルーヴル美術館……総部屋数二千八百室。所蔵美術品三十五万点。うち、絵画は一万五千点。すべての美術品に目を通そうとすれば、優ゆうに一週間はかかります。内部は、ほとんど迷めい宮きゆうですね。地下に張り巡らされた通路だけで、十五キロにも及びます』

「もともと宮殿だったんだよね。増築の繰り返しで、そんな構造になったんだってさ」

『そうですね。しかし、絵画が展示されているのは二階と三階のみです。この場所以外に行く必要はないでしょう。侵入経路に関しても、私がルートを確保しておきます。正規入口からでも、大きな問題はありません』

「了解。準備ができたら、すぐに出発するよ！」

　資料をかき集めて踵きびすを返すエナの背後で、壁かべに張り巡らされた配線が蠢うごめいた。色とりどりの銅線やエナメル線の束は生き物のように絡まり、ひとつの塊かたまりと化す。とみるや巨大な翼つばさの部分が張り出し、一いつ瞬しゆんで大おお鷲わしの姿に変形した。同時に、室内の電気系統も一斉に落ちる。

　ネーヴォの本体は指先ほどの大きさしかないＩＣチップだが、あらゆる機械系統に干渉し、操作を行うことが可能だ。鷲の姿を模もしているのも、移動に便利だという理由にすぎない。彼に組み込まれたプログラムの中で、固く制限されているのは二つのことだけである。

　人の姿を模すことと、人に危害を加えること。

『ＮＥ－ＶＯ ＭＳ[image: １０１]』……そのシリアルナンバー以外は製作者の名前ぐらいしか記されていないＡＩの存在について、エナが疑問を抱くことはなかった。現代の科学技術にから考えれば明らかなオーバーテクノロジーの産物だということは分かっている。しかし、彼は生まれた時も、母親が失しつ踪そうし、そして父親が死んだ時も、常に自分と共にいた。

　親のようなものだ。彼が何者であろうと関係ない。その思いを知ってか知らずか、肩にとまったネーヴォも普段通りの口く調ちようで問うてくる。

『今回の狙ねらいは？』

「うーんとね。ロフマットおじさんが好きだった絵」

　外に出ると、湾岸都市特有の湿った空気が鼻をなでた。強い日差しを掌てのひらで遮さえぎる。木箱に腰こしかけて煙草たばこを吸っていた老人が、こちらの姿を認めて義手を上げた。

「よう、エナちゃん。帰ってたのか」

「こんにちは！　また、すぐ出かけちゃうけどね」

「なんだ、また旅行か？」

「うん。久しぶりに、故郷に帰ろうと思って」

　それ以上のことは追及せず、老人は紫し煙えんを吐き出した。もともと戦場だったこの地区には傷しよう痍い軍人の姿も多く、ハルクの姿も奇異なものとは見なされない。かつて形成されていた隣となり組ぐみも解体され、地元民以外の住人も不自由することはなくなっていた。

　そんなコミュニティの中では、互いの素す性じようを詮せん索さくすることもない。『ヴァンダル』にとっては、格好の隠かくれ家がである。

　エナはトレーラーハウスの横に建つ、巨大な倉庫の南なん京きん錠じようを開けた。戦時中は弾薬庫だったらしい。かなり頑丈な造りだが、窓や他の扉の類は一切なく、外から内部を窺うかがうことは不可能となっている。暗がりに足を踏ふみ入れると、慣れた絵具えのぐの匂においが鼻を掠かすめた。手探りで明かりをつけようとすると、ネーヴォの押し殺した声が響ひびく。

『エナ。本当に一人で行くんですか』

　エナが照明の電源を探さぐり当てるよりも早く、ネーヴォが電気系統に干渉した。梁はりがむき出しの天井に吊つられた蛍けい光こう灯とうが、一気に点灯する。エナは扉に閂かんぬきをかけ、ポケットから一枚だけのポッド・チケットを取り出した。

「一人じゃないよ、ネーヴォもついてきてくれるでしょ？」

『もちろんです。私は常にエナと共にいます』

　壁かべ際ぎわに作られたアルミ棚に並ぶ、色とりどりのラベルが貼はられたブリキの缶。プラスティックのカゴに放ほうりこまれた絵具のチューブ。モップのような刷は毛けから、極細の面めん相そう筆ふで、ペインティングナイフが武器のごとく輝かがやきを放つ。

　そして、コンクリートがむき出しの床ゆかには、奇妙なカンバスが広げられていた。

　白い紙の上にマスキングテープで固定された、半はん光こう沢たくのフィルムだ。数メートルはある巨大なフィルムの上には、まだ何も描かれていない。そのカンバスの周りを、エナはゆっくりとした足取りで歩き始めた。

「オーストリア絵画館から逃げる時、ハルクは警けい備び員いんに姿を見られてる」

　床には前ぜん衛えい的てきな絵画に似た、様々な色彩の絵具が飛び散っている。それらを踏ふみしめながら、エナはカンバスに屈かがみこんだ。

「左半身が装甲のサイボーグなんて、そうそういるもんじゃない。これだけ付き合わせたんだもの。もう、あいつには頼れないよ」

『ハルクが、そんな理屈で納得するとも思えません。私も当初は警戒していましたが、レナード様が彼を信用していたことも、彼がレナード様を慕っていたことも事実です』

「そうかもね……でも」

　エナの双そう眸ぼうが、照明を反射して鋭く青い光を放つ。レンズとも記憶装置とも似つかない目を閉じ、立ち上がる。

「もう一度、一人で戻らなきゃいけない気がするんだ」

　閂かんぬきを抜いて外へ出ると、透明な空が飛びこんできた。どこからか無秩序なざわめきと、温められた日向ひなた水みずの匂においが届いてくる。この場所から遠く離はなれた、灰色に染まる曇どん天てんの街を思い出し、エナは独白のように呟つぶやいた。

「すべての始まりだった街──パリへ」







　人が訪れなくなった場所は、いくら管理されていようが廃はい墟きよと化すのだ。

　その事実を嚙かみ締しめ、カッツェ・シュミットは無人の巨大美術館を歩いていた。自分を先導する背の曲がった老人は、まるで墓はか守もりのように鬱うつ屈くつとした足取りだ。二人分の足音だけが、流りゆう麗れいな宗教画の広がる天井に響ひびき渡わたる。

「昔は消防士から調理師に至るまで、たくさんの人々が駆け回っていたものですがね……従業員だけでも千名単位はおりました」

「現在、残っているのは？」

「それぞれのセクションに、修復師と管理部員は数名残っております。後は、清掃が週に一回入りますね。彼らも、いずれ美術品の処分が決定すれば解雇となるのでしょうが」

　かつてルーヴル美術館長の名を冠かんしていた老人の今の肩書きは、ルーヴル美術館管理長だ。世界政府により〈プロパガンダ撤てつ廃ぱい令〉が施し行こうされてからも、美術品の処分に関する法令は協議中の段階だ。すべての芸術作品は、処分されることなく保ほ護ごされている。

　そのため、所蔵品の膨ぼう大だいな巨大美術館には政府も手を焼いている。一般人には封ふう鎖さされているが、作品に関しては今までどおりの管理を行う必要があるからだ。

　結果、政府の厳げん重じゆうな査察の下もと、修復師や管理者は無人の美術館で、二度と日の目を見ることがないかもしれない作品を守り続けているのである。

　これでは、確かに墓守だ……カッツェは管理長の丸まった背中を見つめ、胸中で繰り返した。

「参考までに聞かせてください。ここの膨大な所蔵品の中で『ヴァンダル』が模写するとしたら、どの作品になると思いますか？」

「戦前、最も知名度と人気があったのは、ダ・ヴィンチの『モナ・リザ』でしょうね。いつだってあの絵の前には、人だかりができていましたよ」

「展示されている場所は？」

「ドゥノン翼よく館の二階……フランス絵画のエリアですよ。ご案内しましょう」

　パリの一区、セーヌ川のほとりに佇たたずむ巨大な美術館。かつての宮殿には窓が多く、様々な場所から市街が一望できる。今となっては多数の入口に黄色の規制線が張られているが、その威い容ようは失われていない。

　それでもやはり、この場所は廃はい墟きよとなったのだ。二階に続く階段を上がりながら、カッツェは周囲を見回した。誰だれも見る者がいなくなった絵画は以前と同様に飾られており、沈ちん黙もくを守っている。

　ルーヴル美術館に『ヴァンダル』侵入の可能性……インターポールから通達されたその事実に、しかしパリ市し警けいが驚きよう愕がくすることはなかった。大おお方かた想像していたことではあったのだろう。市警の計らいで数十名の警官隊を下に付けてもらい、こうして閉鎖された美術館内部を案内してもらうこともできた。

　しかし、カッツェは何かしらの違和感を拭ぬぐうことはできなかった。今までは机上だけで練りこんでいた決意が、現場に立つことによって揺ゆらいだ気がしたのだ。

　……真剣味がない。

　行き着いた結論は、それだった。パリ市警も、美術館も、住人すらも、『ヴァンダル』に対して脅おびえてなどいない。むしろ、彼らの出現を楽しみにしているようではないか。

　以前自分が関かかわっていた凶悪犯罪者の捕ほ獲かくに関しては、周囲のすべてが仕事の遂すい行こうを望んでいた。市民の生活を脅おびやかす犯罪を駆逐することに対する誇ほこりもあった。

　しかし、『ヴァンダル』に関してはどうだ。確かに彼らは、市民を傷つけることはしない。美術館に侵入したところで、所蔵品そのものを奪うばうわけではない。

　彼らは見返りを求めない。確かにそれが、愉快犯と呼ばれる所以ゆえんではあろう。つまるところ裏を返せば、『ヴァンダル』の捕獲は世界政府のエゴのみによるところなのではないか？

　いや、そうではない。カッツェは首を振り、制服に留められた階級章に手を当てた。死んだ絵画たちが並ぶ廊ろう下かを歩く、管理長の背中を見つめる。

「〈プロパガンダ撤てつ廃ぱい令〉を、どう思われますか」

　なぜ、そんな質問をしてしまったのか分からなかった。自然と口をついて出てしまったとしか言いようがない。管理長は歩調を変えることもなく、しばしの間沈黙した。

「かつて、この美術館の館長だった私にそのような質問をしますか。人々に芸術を公開することを生業なりわいとし、その仕事に喜びを感じていた私に」

「率そつ直ちよくな意見を聞かせていただきたいだけです。私にあなたを糾きゆう弾だんする権利はありません」

「いいえ。私は、戦争で娘を亡なくしました。政府がその法令を施し行こうすることにより、本当に闘とう争そうがなくなるのならば……歓かん迎げいします」

　届いた声に迷いはなく、噓うその色もなかった。おそらく、その答えは真実なのだろう。政府は単なる文化の虐ぎやく殺さつではなく、あくまでも平和のために〈プロパガンダ撤てつ廃ぱい令〉を提唱したのだ。

　しかし、市民はその法律を悪法だと呼ぶ。『ヴァンダル』を、まるで痛快な正義の味方のように吹ふい聴ちようするメディアもある。特に、かつて芸術都市といわれた場所はその傾向が強い。

　ウィーンだってそうだ。多くのタブロイド誌が『ヴァンダル』の所しよ業ぎようを取り上げ、その行為を遠まわしに讚たたえていたではないか。

「こちらです。絵画エリアの中でも、人気のあった場所ですよ」

　だとすれば、数々の美術館が点在するパリが『ヴァンダル』に脅おびえるのではなく、待ち望んでいたとしてもおかしくはない。いつの間にか目的地に着いていたらしい管理長と共に足を止め、カッツェは唇くちびるを嚙かみ締しめた。

　管理長が示した先にあったのは、防ぼう護ごガラスの奥に飾られた肖しよう像ぞう画がだった。神秘的な微笑を湛たたえた女性だ。辺りを見回す。窓も多く、侵入経路は多数ある。だが、この場所に警けい官かんを多く配置しておけば問題あるまい。彼らは絵画以外の彫ちよう刻こくや工芸品を狙ねらうことはないのだ。

「もう少し、この周囲を見ても？」

「構いません。『モナ・リザ』以外にも、戦前に有名だった作品が多数ありますから」

　そう言った管理長は、絵の前に据え付けられた手すりを撫なでた。もう誰だれも腰こしかけることのない中央の椅い子すを避け、カッツェは更さらにフロアの奥に進む。絵には興味がない。問題は『ヴァンダル』が、どのような経路を取るかだ。

　板張りの床と、ワイン色の壁かべ。フロアを繫つなぐ廊ろう下かには多数の窓があるが、展示室は閉へい鎖さ空間だ。まず、警官をフロアの継つぎ目めに配置する必要がある。腕うでを組みながら周囲を見回し、踵きびすを返しかけた、その時だった。

　一枚の絵が目に入った。累々と横たわる死体を踏ふみ越こえ、兵士を先導する女の姿が描かれたものだ。女はフランス国旗を高々と抱かかえ、光を放つような衣から乳房を晒さらし、兵士たちを鼓こ舞ぶするかのごとく後ろを向いている。

「ドラクロワの『民衆を導く自由の女神』ですね。七月革命を描いたものです」

　いつの間にか後方にいた管理長が呟つぶやいた。戦争画であるこの絵は、〈プロパガンダ撤てつ廃ぱい令〉規制対象の代表作とも取れるだろう。

　だが、この絵に凄せい惨さんさはなかった。むしろ、歪ゆがんだ形ではあったが、確かな希望が見えた。カッツェは再び階級章に爪つめを立てる。

　かつて、剣と天てん秤びんを持つ正義の女神ユステイテイアに憧あこがれた。父が裁判官だったシュミット家の玄関には、常にその女神の彫像が自分を迎えていた。

「だからといって、イェール大学で法学を学ぼうとしたわけではない。インターポールで世界政府に従事することによって、自分が正しさの指標になろうとも思わない。尊敬していた父とて、かつて誰かの冤えん罪ざいに関かかわったことがないなどと言い切れるだろうか？」

　それでも、カッツェは眼前の女神を見つめた。後方に立つ老人に向き直り、胸中で叫さけぶ。

　……迷うな。

「ありがとうございました……私たちは、必ず『ヴァンダル』を捕ほ獲かくします。彼らは、平和に向かわんとしている世界の秩序を乱す。放ほうってはおけない」

　何が正しいか分からず、迷い続けている人々がいるのなら。自分が信念の旗を掲かかげ、先導しなければならない。『ヴァンダル』が翻ひるがえす反旗に導かれる者をこれ以上増やさないことが、自分の役割だ。

　静かな光を灯ともす男の双そう眸ぼうから視線をそらし、カッツェは襟えり元もとを正した。自然と背筋が伸びた。そしてもう、目の前にかけられた女神の絵を見ることはなかった。

　その時だった。懐ふところに入れていた端末が鳴なり響ひびいた。陰険な上官かと思ったが、見覚えのない番号だ。老人に軽く断りを入れ、通信を繫つなぐ。

『シュミット警けい部ぶ補ほか。パリ市警のコーエンだ』

　パリ到着時に一度だけ言葉を交わした警官だった。堂々とした体たい軀くの男だったが、その声には焦あせりの色が窺うかがえる。眉まゆ根ねを寄せるカッツェが返事をするよりも早く、矢や継つぎ早ばやに報告が飛んできた。

『警視庁前で、暴動が起きている。力を貸してほしい』

「暴動？」

『ああ……『ＤＥＳＴ』の残党だ』

　その単語に、カッツェは顔をしかめた。『ＤＥＳＴ』……破壊デストラクシヨンの名を冠かんした、反世界政府組織。かつては世界政府を脅おびやかすほど大規模な集団だったが、六年前に指導者『ＵＭＡ』が暗殺されてからは衰すい退たいの一途をたどっていたはずだった。その時の記憶を掘り起こし、嫌いやな予感に襲おそわれる。

「警視庁前……ということは、シテ島ですか？」

「そのとおりだ。残党は、ノートルダム寺院前に集結している。事態は深刻かもしれん」

　反射的に窓の外を見やるが、リヴォリ通りに面したドゥノン翼館からは、セーヌ川の中州であるシテ島は窺えない。『ＤＥＳＴ』とノートルダム寺院の関係性は、子供だって知っている。

　パリの大聖堂、ノートルダム寺院……六年前の『ＤＥＳＴ』指導者の暗殺現場だ。

　あの寺院は『ＤＥＳＴ』にとって特別な場所だ。そこに決起したということは、単なる暴動ではないのかもしれない。なぜ、こんな時に……そう吐き捨てながらも、カッツェは強く頷うなずいた。

「了解しました。現在ルーヴル美術館ですので、すぐに向かいます」

　切った端末を懐ふところにねじこみ、管理長への礼を終えてから出口へと向かう。ダリュの階段踊おどり場ばに立つ勝利の女神ニケ像の横を駆け抜け、カッツェは先程の決意を再び嚙かみ締しめた。

　間違ってなどいるものか……世界政府に反抗する者は、平和に反抗する者と等しいのだ。

　首の欠落した有ゆう翼よくの女神から感じるはずのない、咎とがめるような視線を振り切って、カッツェは猛もう然ぜんと駆けだした。

　聖母マリアノートルダムの名を冠かんした、パリの巨大寺院へ。




　久しぶりの故郷パリはこちらの思おも惑わくなど知る由よしもなく、変わらずエナを迎え入れていた。

　アルシェヴェシェ橋の欄らん干かんからセーヌ川の流れを見つめ、アイシングがたっぷりかかったドーナツに齧かじりつく。

「やっぱり、育った街のご飯が一番だね！」

　実のところ、拠点としているジャカルタの食べ物は口に合わない。個性的な味の香こう辛しん料りようが効きすぎているし、なによりも甘い食べ物が少ないのが致命的だ。

「せっかくだから、あとで十六区のセルヴァンにチョコレート買いに行こう。サン・ピエールのキャンディーも瓶びんごと買かい溜だめして帰ろうか？」

『……エナ』

「冗談だよ。時間があればね、時間が」

　何か言いたげなネーヴォに向かって肩をすくめ、ドーナツの包み紙をゴミ箱に放ほうりこむ。見上げた空は相変わらずの曇どん天てんだったが、その灰色にすら懐なつかしさを覚える。人々のざわめきに紛まぎれながら、ネーヴォが耳元で呟つぶやいた。

『この街は、変わりありませんね』

「そうだね。まあ、出て行ってから五年しか経たってないけどさ」

『十二区には行かないのですか？』

「うーん……行かない」

　十二区には、父親のアトリエがあった。五歳の時に日本からパリに移住して、ずっとそのアパルトマンの一室で暮らしてきた。ここからリヴォリ通りを東に行けばすぐの場所だ。

　だが、その部屋にも新しい住人が越こしてきているだろう。それに、あの家にはあまりいい記憶がない。五歳の時に母は行方不明となり、従軍画家だった父は留守がちで、家にはネーヴォだけがいた。高度なＡＩは身の回りの世話も、勉強も教えてくれたし、話し相手にもなってくれた。それでも、やはり自分は一人きりだった。

　その内心を知っているのだろう。それ以上、ネーヴォは何も言ってこなかった。

　この橋の袂たもとからは、そびえ立つノートルダム寺院の全景を眺ながめることができる。ゴシック様式の壮そう麗れいな建物は、昔から変わらずこの街を見下ろしてきた。幼い頃ころは、父とこの場所をよく訪れた。砂糖の付いた指先を舐なめ、エナはふと呟く。

「父さんは……この街で、何を見ていたのかな」

　父は、自分の住んでいた街の風景を描くことはなかった。終戦の後も、世界政府に反旗を翻ひるがえす行為であることを熟知しながら、記憶し続けていた戦場を描いていた。そして最後に見た風景は、政治犯として投獄されたサンテ刑務所の壁かべだ。

　不意に、川かわ面もを滑すべる風が強くなった。ノートルダム広場に広げられた色とりどりのパラソルが揺ゆれる。寺院とは反対方向に視線を定め、エナは決意するように言った。

「ネーヴォ。あたし、父さんが死んだ場所に、絵を描こうと思ってる」

『……なぜです？』

「分からない。でも、そうしなきゃ前に進めない気がして」

　十四区に位置する、市内唯一の刑務所。今まで訪れたこともなかったその場所に、思いを馳はせるように目を細める。だが、ネーヴォは小さな首を振った。

『エナ、やはり一人でルーヴル入りは危険すぎます。私はもしもの時、あなたを守ることができない。私たちにとって始まりの街だからこそ、ここで危険を冒おかすことはできないのです』

　人に危害を加えてはならない……ネーヴォのプログラムに禁きん忌き事項として組みこまれた制限の一つだ。仮にエナに危険が迫ったとしても、できることは限られている。

　ネーヴォの言葉はいつだって合理的で正しいが、エナは返事をしなかった。彼が再度口を開きかける気配が伝わった、その時だった。

　身をすくませる、鋭いサイレン音が轟とどろいた。思わず顔を跳はね上あげる。橋の向こう側、ノートルダム寺院が位置する中なか州す、シテ島の方角からだ。

　シテ島には、パリ警けい視し庁ちようがある。パトカーが横行していても、別段おかしくはない。だが、その空気は明らかに普段とは違っていた。人々も足を止め、音の響ひびいた方向に顔を向けている。

　不ふ穏おんなざわめきに、風が逆さか巻まいていた。エナは橋の欄らん干かんから身を離はなし、ブーツの踵かかとを叩たたく。

『エナ！』

　耳元でネーヴォの声が飛んだが、それを理解するよりも早く体が動いていた。飛び出した滑かつ車しやを転がし、人ひと混ごみを搔かき分わけながら寺院へと向かう。制止は諦あきらめたのだろう。一いつ旦たん肩から飛び立ったネーヴォは、滑すべるような低空飛行でエナの後を追う。

「一般人は、シテ島から出るように！」

　ノートルダム美術館に差し掛かった場所から、警官の姿が目立ち始めた。無線で連絡を取り合う彼らの中には、機動隊の姿すら窺うかがえる。足早に島を出る住人や観光客と逆行する形で、エナは聖堂の正面にまでたどり着いた。小柄な少女の姿は、この騒さわぎの中で警官も見落としてくれたのだろう。降下してきたネーヴォが、珍しく慌あわてた声で叫ぶ。

『あなたはどうしてそう、わざわざ騒ぎに首を突っ込む……』

　その叱しつ責せきを聞き流し、エナは木こ立だちの陰かげから聖堂前を覗のぞきこんだ。西側正面フアサードには三つの門があるが、中央に位置する最後の審判の門に、十数人の男たちが集結している様子が見えた。

「あの旗……」

　彼らが火を点つけている空色の布は、世界政府の紋もん章しようが描かれた旗だろう。その代わりに高々と掲かかげられていたのは、赤地に白抜きで描かれた、七つの頭を持つ獣けもののシンボルだ。

「……『ＤＥＳＴ』だ」

　最も大規模な反世界政府組織を示す旗を見つめ、エナは呟つぶやいた。灰色の空に翻ひるがえる赤い旗は、張り詰めた空気に激しく棚たな引びいている。集結した男たちは武器を持つでもなく、広場に配備される警けい官かん隊と対たい峙じしている。その余裕が、かえって不気味だった。

『再び結成され始めたのか、単なる抗議行動か……しかし、場所が場所です』

　ネーヴォが、小声で囁ささやく。指導者『ＵＭＡ』がこの場所で狙そ撃げきされたことにより、『ＤＥＳＴ』の力は地に落ちたのだ。エナはまだ九歳だったが、鮮明に覚えている。結局、狙撃主として逮たい捕ほされたのは『ＤＥＳＴ』に所属している活動家だった。内部闘とう争そうの果てに衰すい退たいした『ＤＥＳＴ』の敗北は、世界政府の完全な勝利を決定づけたのだ。

「何をしている、早く島の外に出なさい！」

　不意に飛んできた後方からの声に、肩をすくませる。当たり前といえば当たり前だが、警官がこちらの姿を見つけたらしい。猫でも追い払うように邪じや険けんに手を振られ、エナは素直に踵きびすを返した。

　瞬しゆん間かん、視界の端に映った警官の姿に、もう一度振り向く。

　それは、一人の女性警官だった。長身の体を包む制服は、パリ市警のものと少々毛色が違う。陽ひを反射させる金きん髪ぱつと、鋭角的な鼻び梁りようが印象的だ。無論、女性警官自体は珍しいものではない。だが、彼女だけはこの騒さわぎを静かに傍ぼう観かんしている様子に見えたのだ。

　かといって、不ふ真面目まじめな表情ではない。どこか複雑な面おも持もちで腕うでを組み、どちらにも属さない立場の視線を向けている。それはさながら、戦場を見つめる女神だった。人々を鼓こ舞ぶするのではなく、ただ悠ゆう然ぜんと見守るかのような。

　その双そう眸ぼうが不意にこちらに向けられ、エナは慌あわてて目をそらした。爪つま先さきに力を入れ、ドゥブル橋の方向へ向かって駆けだす。流れていく景色の隅では、警官隊と『ＤＥＳＴ』の睨にらみ合あいが続いていた。

　橋にまでたどり着き、寺院の左側面から天に伸びる飛ひ梁りようを見上げる。ブーツの踵かかとを打って滑かつ車しやを引っこめ、吹きつける風に髪を押さえる。

「今夜あたり、好機かもしれないね」

　肩かた越ごしに、ルーヴル美術館の方向を見据える。これほどの騒ぎが起きたならば、パリ市警の警官はほとんどシテ島に配置されているだろう。もしも美術館の警備員に見つかっても、警官の到着が遅れれば危険は格段に減るはずだ。

　咎とがめられるかと思ったが、ネーヴォはそれ以上なにも言わずに両りよう翼よくを膨ふくらませただけだ。

　人々の喧けん騒そうは途切れることなく、張り詰めた空気の寺院を遠巻きに見つめている。翻ひるがえる赤の残ざん影えいが網もう膜まくに残り、エナは首を振った。あの日と同様にざわめく風を、巨大な聖堂は他人ひと事ごとのように見下ろしていた。







「……あの馬ば鹿か野や郎ろう！」

　照りつける太陽と砂すな埃ぼこりが、紗しや幕まくのごとく視界を遮さえぎっている。ハルクは無人の倉庫とトレーラーハウスを行き来しながら、握にぎり潰つぶさんばかりの勢いで端末に力をこめた。

『エナは、単身ルーヴル美術館に侵入するつもりです。至急、パリに来るように』

　端末に入っていたネーヴォからのメールは、いつもどおり簡かん潔けつなものだった。直接回線にアクセスしてきているので、返事をすることもできない。トレーラーハウスに残された筐きよう体たいから履歴を調べようにも、インターフェースであるネーヴォがいなければ起動すらできない。

「そもそも、こんなことになってるって分かってたら、マレ島のおネエちゃんたちと遊んでなんかいねえで真まっ直すぐ帰ってきたってのによ！　大体ネーヴォの野郎は、どうしてこう連絡が遅いんだ、未いまだに俺おれのこと信用してねえな、畜ちく生しよう！」

　意味もなく外に飛び出してもエナの姿があるわけではなく、義手の老人が平和に煙草たばこを吸っているだけだ。慌あわてた様子のこちらを面おも白しろそうに見つめ、小さな目を細めてくる。

「よう、ハルク。うちの婆ばあさんがナシチャンプルー作りすぎちまったんだけど、食うか？」

「今はそれどころじゃねえんだ、また今度な！」

　とりあえず、ここで試し行こう錯さく誤ごしていても仕方がない。気を取り直して再びトレーラーハウスに戻るハルクの背を追いかけるように、老人の声が届いてくる。

「そういえば、エナちゃんなら故郷に帰るってよ」

「知ってるわ！」

「置いてかれたのかい、兄ちゃん」

「ああ、そうだよ！」

　ここでは、自分とエナは兄妹ということになっている。孫と祖父ぐらいの年齢差があるとは誰だれも思わないだろう。投げやりにそう返し、ハルクは頭を抱かかえた。

　確かに自分は、ウィーンで警けい備び員いんに姿を目もく撃げきされている。エナならばともかく、特徴的な自分の姿が認識されてしまったことは、『ヴァンダル』結成以来、最悪の失態と言わざるを得ない。エナがその事態を重く見ていたことぐらいは知っている。

「変な気回しやがって……あいつはまだ、一人で戦ってるつもりか！」

　エナの傍そばにはネーヴォがいる。彼女が無む茶ちやをしようとすれば、彼が必ず止めるだろう。ルーヴル美術館の情報も、万ばん全ぜんといえるほどに整っている。いつもどおりに侵入すれば、確かに問題はあるまい。

　だが、ロフマットが話していた、インターポールで結成された曲くせ者もの班とやらが気になった。そろそろ世界政府も、こちらの行為を単なるアート・テロの領域として片づけられるものではないと勘づき始めた頃ころだ。急いでスカルノ・ハッタ・ポッドターミナルに端末を繫つなぐ。

『大変申し訳ございませんが、シャルル・ド・ゴール・ポッドターミナル行きのポッドは、只ただ今いまキャンセル待ちとなっております』

「中継地点まででいい、パリ行きポッドの空きがあるターミナルはないのか？」

　オペレーターの事務的な声を耳に入れ、ハルクはトレーラーハウスを飛び出した。大通りへ出る路地をくぐり抜ぬけ、舌打ちする。

　ジャカルタ特有の交通渋滞を、今日ほど憎たらしく思ったことはない。幸運にタクシーが捕まっても、ポッドターミナルまでどれくらいかかることか。絶望的な心持ちで算段し、ハルクは吐き捨てるように呟つぶやいた。

「早まるな、エナ……あの街は、まだ俺おれたちには危険だ！」







　闇やみの更さらに深い場所で立ちこめる雲海から、音もなく霧きり雨さめが降り続いていた。夜を切きり裂さく陽光は訪れず、今日もパリは曇どん天てんに覆おおわれることを予感させる。

　夜と朝の境目、午前四時。警けい備び員いんの目も手て薄うすになり、仮に警官が配置されていたとしても、最も油断する時間だ。煙えん幕まくのような霧雨も、姿を隠かくす助けとなる。

　吹きつける雨を拭ぬぐい、エナは広大なナポレオン広場を見下ろしていた。かつては美術館の正規入口だったガラスのピラミッドが輝かがやきを放っている。

　ドゥノン翼よく館の屋根の上で、ゆっくりと立ちあがる。こんな場所に人がいるとは、誰だれも想像しないだろう。エナはブーツの踵かかとを打ち、暁あかつきの湿った大気に向かって呟いた。

「どう、ネーヴォ。行けそう？」

『対象の窓のみ、ロックを外しました。監視カメラもオフ。現在最も近い位置にいる警備員は、シュリー翼館に向かって移動中です』

　聞き慣れた声は、足元から届いた。少女の華きや奢しやな足にはそぐわない無ぶ骨こつなブーツが、意思を持っているかのように銀色の光を放つ。

「時間の猶ゆう予よは？」

『長くて十分といったところです。ハルクがいない分、エナが絵を記憶している間の警戒も甘くなります。その点もお忘れなく』

「大丈夫。危険を感じたらすぐに逃げるよ。退路の確保はお願いね」

　言って、なだめるようにブーツを叩たたく。足元のネーヴォは、それ以上は何も言ってこなかった。腰こしに括くくりつけたフックロープを取り出し、肩から腕うでにかけてきつく巻きつける。

「──行くよ！」

　息を吸い、閑かん寂じやくな朝の空へと身を躍おどらせる。耳元で轟ごうと風が鳴る。屋根のヘリを嚙かんだフックが張り詰め、振り子の要領でエナの体が揺ゆれた。目指すは、ドゥノン翼館の二階だ。

　宮殿だったルーヴルには窓が多い。日の光を取り入れていたその窓は、今や恰かつ好こうの侵入経路となっていた。館内を守しゆ護ごするかのごとく立つ彫ちよう像ぞうが並ぶ桟さんに足を引っかけ、ロープをたぐる。濡ぬれた足元は滑すべりやすくなっていたが、ネーヴォのブーツはものともしない。

　埃ほこりの積もった窓枠に手をかけると、密閉された空間に風が流れこむ音が響ひびく。曇くもったガラスの隙すき間まから体を押しこみ、エナは口の端を持ち上げた。

「オーケー、ネーヴォ。フランス絵画のエリアだよ」

　口にマグライトを咥くわえ、半なかば転がりながら室内に体を投じる。かなり高い位置にあった窓だったが、エナは足音も立てず、板張りの床に着地した。

　瞬しゆん間かん、エナのブーツが蠢うごめいた。ブーツの存在自体が解ほどけるように色とりどりの配線が飛び出し、絡からまりながらひとつの塊かたまりと化していく。闇やみの中でまとまった配線は見慣れた大おお鷲わしの姿を形成し、両りよう翼よくを羽はばたかせた。

『さあ、早いところ済ませてしまいましょう。私は気が気ではありません』

「平気だってば。いつもどおりにやるだけだよ」

　言って、奥の展示室へ向かって歩きだす。館内は濃のう密みつな闇に満ち、マグライトがなければ数メートル先までは見通せない。

「凄すごい……本で見たことのある絵が、たくさんある」

　エナが物心ついたときには、すでに〈プロパガンダ撤てつ廃ぱい令〉による検けん閲えつと焚ふん書しよは始まっていた。それでも、画家だった父親はこっそりと様々な画集を所持していたのだ。

　作者共々、戦前からあまりにも有名だった『モナ・リザ』、ノートルダム寺院で行われた戴たい冠かん式しきを描いた『ナポレオンの戴冠』、ルーヴルで最も巨大な絵画『カナの婚礼』……それらをひとつひとつライトで照らし、思わずエナは息を詰めていた。

「この建物を廃はい墟きよにしたところで、一体何の意味があるんだろう？」

　その疑問に答えを返してきたのは、自分の足音だけだった。肩にとまって周囲を警けい戒かいするネーヴォは、沈ちん黙もくを守ったままだ。エナは答えのない問いを抱かかえたまま、歩みを進めていく。あまりにも高い天井に、存在自体が吸いこまれてしまいそうな感覚にとらわれる。

　その時だった。自分が手にした円形の明かりがひとつの絵を切り取り、エナは足を止めた。

　目的の絵に、たどり着いたのだ。

　マグライトの人工的な光を浴びて、その絵はカンバスの中心部から緩ゆるやかな燐りん光こうを放っていた。膨ぼう大だいな所蔵数を誇ほこるこの美術館の中から選んだ、一枚の絵。それはやはり、誰だれかの心の中に存在する絵だ。何百年経たった今でも堂々と躍やく動どうするその絵に取りこまれたように呟つぶやく。

「ハルクが言ってた。ロフマットおじさんが戦場で死にかけた時、この絵の幻を見たんだって」

『確かにロフマットは、私たちが探す絵のありかに最も近い男です。それを聞くために？』

「そういうわけじゃないよ。あたしたちは、誰かの心の中にある絵を描かくだけだから」

　そして、ゆっくりと目を閉じる。次にまぶたを開いた時、エナの双そう眸ぼうは透とう徹てつした青い光を爛らん々らんと湛たたえるレンズと化していた。頭の中に、あらゆる色彩と構図、絵そのものが焼きつけられる。ひとつの映像が、目を通して滔とう々とうと流れ込んでくる感覚。ネーヴォの気配も、耳が痛くなるほどの静寂も遮しや断だんされ、視覚だけが己おのれのすべてとなる……

『エナ！』

　刹せつ那な、不意に響ひびいた声に肩を震ふるわせる。といっても、それほど大きな声ではなかった。絵に集中していたことと、声の主が耳元にいたから余計に大きく聞こえたのだ。反論しようとした自分を遮さえぎり、ネーヴォは淡たん々たんと続けてきた。

『妙な気配を感じます。そろそろ撤てつ退たいした方が良いでしょう』

「警けい備び員いん？」

『分かりません。電気系統やセキュリティシステムに干渉しましたが、特に変わったところはありませんでした。ただ、確実に何かがいます』

　ネーヴォにしては珍しく不確定な言葉だったが、エナは呼吸を浅くした。神経を周囲に張り巡らせる。ネーヴォが管理できるのはシステム上のことだけだ。その周囲を左右する情報収集も彼の管かん轄かつだが、いかんせん不測の事態には対応できない。

　シテ島の暴動により、警官の増強は考えにくい。警備員の配置も、直前のデータを基もとにしている。エナはもう一度絵に目をやり、頷うなずいた。

「大丈夫。もう覚えた」

『了解。退路を確保します。セキュリティシステムには、これ以上干渉しないほうがいいでしょう。侵入時と同じ経路を取って……』

　不意に、エナは顔を跳はね上あげた。何があったというわけではない。空気の流れが変わったという表現が適切か。ライトの届かない闇やみの中で、微かすかな蠢うごめきが知覚できた。思わず身を硬くした、その次の瞬しゆん間かんだった。

「……！」

　息を吞のんだ。あまりにも唐とう突とつな相手の動きに、反応が遅れた。わだかまる闇の中から極端な前傾姿勢で間を詰めてくる影かげは、さながら狩りを行う獣けものの動きだった。

　飛びこんできたのは、窓からの少ない採光を爛らん々らんと反射させる鋭い瞳ひとみ。

　身をひねる。猛もう然ぜんと距きよ離りをつめてくる影は、自分よりも長身だ。小柄な体を駆使し、逆に懐ふところへと飛びこむ。が、この暗闇の中でも相手の動きは鋭敏だった。手首を摑つかまれ、そのまま床ゆかに押さえこまれた。

　バランスを崩し、顎あごをしたたかに打ちつける。身を捻ひねろうとしても、複雑に押さえられた両りよう腕うでにはまったく力が入らない。護ご身しん術じゆつか何かの技なのだろう。冷や汗が噴ふき出だす自分をよそに、頭上から響ひびいた声はあまりにも冷れい徹てつだった。

「来ると思っていたぞ、『ヴァンダル』……甘かったな、我々はパリ市し警けいとは別行動だ。シテ島の暴動など、こちらの与あずかり知るところではない」

　腹に響く低音の声。だが、それは確かに女の声だった。顔は窺うかがえなかったが、エナは胸中で確信していた。ノートルダム寺院の騒さわぎを見つめていた、市警とは毛色の違うあの女警官だ。

「女……まさか子供か？」

　彼女の声が、不意に驚きよう愕がくの色を帯びた。足元に意識を集中させる。自分が身につけているのは、インラインスケートの仕込まれた単なるブーツだ。視線だけで上を一いち瞥べつすると、天井に銀色の配線が伸びていくさまが見えた。頭の中で、ゆっくりと数字をカウントする。頭ず上じようから微かすかに聞こえる女の息いき遣づかいに合わせるように。三、二、一……

『目を瞑つむって！』

　瞬しゆん間かん、緊きん迫ぱくした空気を切きり裂さく声が轟とどろいた。ほとんど同時にきつく目を閉じると、まぶたをも射抜く閃せん光こうが館内を蹂じゆう躙りんした。ネーヴォの配線が電気系統に干渉し、発光したのだ。

　突とつ如じよとして放たれた目くらましに、女の手が反射的に緩ゆるむ。その隙すきをついて、エナは間かん髪はついれずに駆けだした。高い天井から光の束が落下し、鋭い風切り音と共に大おお鷲わしの姿が現れる。

「止まれ、『ヴァンダル』……！」

　鍵かぎの外はずされた窓までは、二つのフロアを抜ける必要がある。すでに視覚を取り戻したらしい女警けい官かんが、床を強く蹴ける気配が伝わった。間ま合あいは、まだ狭い。踵かかとを打ちつけ、インラインスケートの滑かつ車しやが飛び出す。だが、一瞬だけ歩調を緩めたのが命取りだった。女の足は、予想以上に速かった。胸中で舌打ちした、その時。

　爆発音と聞き間違えるほどの音が館内を揺ゆらした。外から雨粒を含んだ風が奔ほん流りゆうのごとく吹きこみ、空気をかき乱す。エナの横に位置していた窓が、何の前触れもなく跳はね開ひらいたのだ。

「よう、美人さん。お目にかかれて光栄だぜ！」

　響ひびき渡わたる、軽い男の声。それを認識するより早く、飛びこんできた巨大な影かげがエナをひったくるように抱かかえこんだ。逆さか巻まく風に制服の裾すそを押さえる女警官が、突然の闖ちん入にゆう者しやに目を見開く。

「──ハルク！」

　男の腕うでの中で、叫さけぶ。磨みがき上あげられた装甲を霧きり雨さめに濡ぬらし、ハルクは無理やりこじ開けた窓枠に手をかけた。女警官がこちらを見上げたまま、苦々しく呟つぶやく。

「巨大な機械人間……？　そうか、お前が『ヴァンダル』の首しゆ謀ぼう者しやか！」

「さあな。こちとらポッドターミナルを三回も経由して、真夜中にようやくパリ入りの身だ。いい加減疲れたんで、とっとと退散させてもらうぜ。また今度な！」

　言うが早いか、そのまま後方へと身を投げ出す。自由落下する視界の中で、窓から乗り出す女警官の顔が小さくなっていく。ハルクはエナを抱えたまま地面に降り立った。落下の衝しよう撃げきを左半身だけで吸収し、ホバリングする大おお鷲わしに向かって叫ぶ。

「ネーヴォ、退避だ！」

　大鷲の形体が、ぐにゃりと歪ゆがむ。両りよう翼よくから飛び出した配線が伸張してエナの足に絡からまり、銀色の鈍い光を放つ強きよう靱じんなブーツと化す。半ば放り出されるようにハルクの腕から放されたエナは、奇妙な予感に頭上を振ふり仰あおいだ。

　女警官が、窓の桟さんに嚙かませたロープで庭園に降り立とうとしている。あんなものを装備している時点で、単なる警官でないことは明確だ。おそらくは、特殊訓練を受けた人間に違いない。

「何者だ、あのネエちゃんは……まあいい、逃げるぞエナ！」

　ハルクが苦々しく呟つぶやく。エナはネーヴォによって強化されたブーツで地面を踏ふみしめ、カルーゼル橋の方向へと疾しつ駆くした。

　その時だった。後方で、未明の街を切きり裂さく鋭い音が轟とどろいた。

　銃声だった。振り向いた瞬しゆん間かん、横殴りの衝しよう撃げきに、ハルクの体がもんどりうった。

「──飛べ！」

　思わず立ち止まったエナに向かって、ハルクが叫んだ。エナの意思に反し、ネーヴォのブーツが爆発的な跳ちよう躍やくを見せた。地面に転がるハルクの体に、立て続けに銃弾が跳はねる。

「ハルク！」

　引きつれた声で叫び、倒れたハルクへと手を伸ばす。だが、ネーヴォによって固められた足は、とどまることを許してはくれなかった。霧きり雨さめにけぶる黎れい明めいの空に投げ出され、広大な美術館の姿がエナの視界から消えていった。




　前衛的なオブジェのように転がった男を呆ぼう然ぜんと見つめ、カッツェはゆっくりと地面に降り立った。建物の影かげから近づいてくる足音は、憎たらしいほどに悠ゆう然ぜんとした歩調だった。

「警けい視し……」

　硝しよう煙えんを棚たな引びかせるリボルバーを構え、相変わらずその男は飄ひよう々ひようとした表情のまま、口の端を持ち上げていた。六発すべてを撃うちつくしたリボルバーに新たな弾を装そう塡てんし、撃げき鉄てつを上げる。容よう赦しやない連射に戦せん慄りつし、カッツェは弾はじかれたように叫さけんだ。

「警視！　もう……」

　駆け寄ろうとした自分を片手で押し止とどめ、ゲティスバーグは身動きひとつしない男の前で立ち止まった。微妙な距離を置いたまま、いつもどおりにつかみどころのない口調で告げる。
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「立ちなさい、クリストファー・レイノルズ一等兵」

　その銃口を倒れ伏した男に再び向けながら、吹きつける雨風にコートを棚たな引びかせる。

「下へ手たな芝居はやめることだね。『マルドゥーク・コーポレーション』製の強きよう靱じんな体が、こんなオモチャごときに傷つくはずもないだろう？」

　男はまったく動かない。だが、着弾した装甲は弾だん痕こんを残すこともなく、一滴の血も流れていない。ゲティスバーグは照準を合わせたまま、一歩だけ男に近づく。

「しかし、今度は右半身を狙ねらわせてもらうよ。七三〇部隊の記録によれば、右半身の強度は生身の人間と同じだそうだからね」

　伏せたままの男が、微かすかに口元を歪ゆがめたのが見えた。やがて、張り詰めた空気を揺ゆらす声が響ひびく。哄こう笑しようし始めたのだ。左目の位置にはめこまれたレンズ部分が明めい滅めつし、緩ゆる々ゆると身を起こす。装甲で覆おおわれた頭を乱暴に叩たたき、男はゲティスバーグを睨ねめ上あげた。

「……てめえ、何者だ」

「僕は、単なるしがない公僕だよ。ただ、ちょっと人より情報収集がうまいだけのね」

「元少年兵だとか聞いてるぜ。昔、どこかの戦場で会ったか？」

「おやおや。君もずいぶんと耳が早いみたいじゃないか。でも、勘弁してほしいなあ。あんまり、大戦中のことは思い出したくないんだ。いい記憶ではないからね」

　ゲティスバーグは肩をすくめるが、リボルバーの銃口はまったくぶれていない。模範的な射しや撃げき体勢だ。常に猫背だったために分からなかったが、彼の上うわ背ぜいは巨大な機械人間の前でも威い圧あつ感かんを覚えさせないほどに高い。濡ぬれた眼鏡めがねの奥に隠かくされた表情は、いつも以上に不ふ明めい瞭りようだ。

「そういうことなんで、かつて君の体に組みこまれていた武器の類たぐいが、今はすべて取とり外はずされていることも知っているよ。おとなしくお縄なわにかかるのが、賢明な判断じゃないかな」

「ああ、それもいいかもな……ここまで長く生きてると、塀へいの中でも良いから平和な余生を過ごしたいと考える時もあるぜ」

　追い詰められた犯罪者と同じ表情で、男は両手を上げた。祈るように空に視線を投じる。

「が、それも無理みたいでな……俺おれは色々な奴やつと、たくさんの約束をしちまってよ」

　カッツェは、男の視線を追った。白しらみ始めた空に、両りよう翼よくを広げた巨大な鳥のシルエットが確認できた。

　その刹せつ那なだった。頭上から、紗しや幕まくを引くかのごとく霧きりが降りかかった。先程から降り続いている霧きり雨さめではない。催涙ガスの類たぐいではなく、純粋に視覚を遮しや断だんするだけの煙けむりだ。

　──煙えん幕まく！

　広大なナポレオン広場、しかも湿った雨の中だ。煙けむり自体はすぐに拡散する。が、その一いつ瞬しゆんが大きなロスだった。男が装甲に固められた左足を屈かがめ、一気にこちらとの距きよ離りを開く。

　ゲティスバーグが、素早くリボルバーを構え直した。だが、トリガーは引かず、男の跳ちよう躍やくした方向に視線を投じる。微かすかに明るくなった空の向こうで、灰色の雲うん堤ていが逆さか巻まいている。

　ドゥノン翼よく館の屋上……そこに、先程同じ方向に消えていった少女の姿があった。煙えん幕まくを放ったのは彼女なのだろう。ホバリングした大おお鷲わしが少女の肩にとまり、セーヌ川の方向へと三つの影かげが消えていく。霧きり雨さめが生んだ幕まく越ごしに展開される、現実離ばなれした映像のようだった。

『待ちなさい！』

　ゲティスバーグが咆ほう哮こうした。鋭い声だったが、聞きなれない言語だった。だが、少女は弾はじかれたように動きを止め、こちらを見下ろしてきた。小柄な体が黒く塗ぬり潰つぶされ、ひとつの作品と見み紛まがう影と化す。ゲティスバーグはリボルバーを下ろし、奇妙な言語で少女に呼びかける。

『君の探しているものは、何だ？』

『正しい平和への道みち標しるべ』

　そして少女は、その呼びかけに応こたえた。似た響ひびきの言葉だった。おそらくは、同じ言語なのだろう。ゲティスバーグは鋭く少女を見返し、それでも口く調ちようだけは穏おだやかなものに戻す。

『僕たちは、間違っているというのかな？』

『分からない。でも、もっと違う方法があるはずだから』

『君の父親が描いた絵の中に、その答えがあるのかい？』

　ゲティスバーグが何を言ったのは分からなかったが、少女が息を吞のむ気配は伝わった。何か言いたげに口を開け閉めさせたが、結局は口をつぐんだまま、美術館の向こうへと消えていく。

　後には、徐々に喧けん騒そうを帯び始める朝の空気が残されただけだった。呆ぼう然ぜんと、セーヌ川の方向に消えていった二人組を見送る。ゲティスバーグは彼らを追うのかと思ったが、彼も静かに立ち尽くしたまま、雨の空を仰あおいでいるだけだ。うめきにも似た声で問いかける。

「……今のは？」

「日本語だよ。これで、ようやく確証が取れたね」

　リボルバーをコートの中に隠かくされたホルスターに押しこみ、ゲティスバーグは目を細めた。自分にでも言い聞かせるように断言する。

「『ヴァンダル』首しゆ謀ぼう者しやの名は、エナ・ウィンズベル」

　その名を聞いたところで、覚えがあるわけではなかった。目をしばたたかせるカッツェを尻しり目めに、ゲティスバーグは腕うでを組んだまま続ける。

「五年前、政治犯としてパリで死刑が執行された従軍画家、レナード・ウィンズベル。そして、日本のシンクタンク『マルドゥーク・コーポレーション』に所属していた科学者、イソラ・カワスミの間に生まれた一人娘だ」

「あのサイボーグは？」

「彼とエナ・ウィンズベルの直接の関係は分からないね。ただ、彼らが狙ねらっているものは、おそらく国家機密レベルの情報だ。『ヴァンダル』が単なる愉快犯ではないという確証が取れたからには、上層部も腰を上げざるを得なくなるよ」

　そこまで言って、ゲティスバーグは眼鏡めがねを持ち上げた。今まで見た中で最も陰険な表情を隠かくそうともせず、口元を歪ゆがめる。

「……とはいえ。無論のこと、おいしいところは僕たちがいただくけどね」

　コートを翻ひるがえし、踵きびすを返す。カッツェの方を見もせずに、ゲティスバーグは肩かた越ごしにひらひらと手を振った。

「さーて、行こうか、カッツェ」

「今度はどちらへ？」

　この男にことごとく振り回されているという事実に辟へき易えきとしながら、それでもカッツェは彼の背を追った。いつの間にか東の空に広がっていた雲海は途切れ、頰ほおに当たる霧きり雨さめの冷たさも和やわらぎ始めている。カルーゼル凱がい旋せん門もんに向かって歩きだすゲティスバーグは、雨に濡ぬれた髪かみを拭ぬぐい、言い放った。

「日本の首都、トーキョーだよ」







　パリの十四区にある、サンテ通り四十二番地。城じよう壁へきのような塀へいと延び放題の蔦つた、そして手入れの行き届いていないマロニエ並木が、道に暗い影かげを落としている。

　鬱うつ蒼そうとした日陰を縫ぬい、二つの影かげがゆっくりと歩みを進めていた。左半身が装甲で覆おおわれた異い形ぎようの青年と、全身をブランド物で固めた壮年男性だ。誰だれもこの二人が、同年代の元軍人だとは思うまい。足を引きずるようにして歩く壮年男性の方が、嘆たん息そくを交えて呟つぶやく。

「どういうつもりだ、ハルク……今いま更さらこんな場所に連れてこられても、虚むなしいだけだぞ」

　その問いかけに、青年は答えなかった。ただでさえ曇どん天てんの多いパリで、この界かい隈わいは一層暗い影を漂ただよわせている。一人の若い女性が、高くそびえたつ壁かべの向こうをじっと見つめていた。

　この場所では、よくある光景だ……張り巡らされた壁の向こうには、パリで唯一の刑務所、サンテ刑務所がある。晴れた日にはモンパルナス・タワーとパリ天文台が見える場所だが、霧にけぶる空からその姿は窺うかがえない。まるで、この一帯だけが街中から取り残されているようだ。

「覚えているか、ロフマット。俺おれが左半身を失って、お前が死にかけたあの戦場で見た幻を」

　緩かん慢まんな足取りで歩きながら、ハルクは隣となりの男に問いかけた。壁かべの向こうに思いを馳はせる女性の横を通り過ぎ、更さらに壁の裏手に回る。

「累々と横たわる死体の中で、確かに自分たちを先導する女神を見たことを」

「そんなもの……死を前にした人間が見た、単なる幻覚だ」

「それでもその女神が現れたのは、俺たちの中に一枚の絵があったからだ。だからこそ、二人揃そろってあの地獄から生き残ったんだろう？」

　木立のざわめきが、静寂を破って揺ゆれた。突き当たりの角を曲がると、街路樹が二人を導くように開けた。ロフマットの足が、縫ぬいとめられたかのごとく止まる。

「お前が好きだった絵。俺に、何度も語った絵だ」

　サンテ刑務所を囲む壁の一角に、一筋の光明に似た色彩が出現していた。

　明めい度どを抑えた絵は、端に向かうにつれて壁と一体化し、中心部から淡い燐りん光こうを放つ。

　その中心にいるのは、民衆を先せん導どうする一人の女神だ。右手でフランス国旗を掲かかげ、左手には銃を持ち、横たわる遺体の山を裸足はだしのまま踏ふみしめ、縋すがりつく人々を凛りんと見つめている。

　それは、砂さ塵じんにけぶる戦場に現れた、ひとつの奇跡だった。かつて自分たちが見た場所と重なる風景に舞い降りた、自由の女神。言葉を失ったロフマットが、喉のどの奥から息を絞しぼり出だす。

　二人の目の前を、花か弁べんのような白い欠片かけらが舞まった。それは、壁から剝はく離りしていくフィルムの残ざん骸がいだ。ロフマットは、知っているのだ。この絵は今しがた、壁に下ろされたばかりなのだと。彼は辺りを見回すが、少女の姿は見えない。ただ、木こ立だちを抜ける風の音が響ひびくだけだ。

「なぜ、ここに描いた……エナは、この場所に来るのも辛つらかったはずだ」

「ああ、そうだ。それでもあいつは、この場所に絵を描いた。レナードの死の真相を知るためにな。お前は、エナの決意を見殺しにする気なのか？」

　サンテ刑務所。エナの父、レナード・ウィンズベルの死刑が執行された場所。ロフマットが、片足を引きずって一歩を踏み出した。躍やく動どう感かんに満ちた女神の姿は、今にも刑務所の壁を突き破ってこちらに祝福を与えてくれそうだった。

「お前が言ったインターポールの曲くせ者ものどもが、エナと俺おれの身元を割り出しやがった。奴やつらが、問題の絵にたどり着くのは時間の問題だ。もう、今までのように悠ゆう長ちようなことはしてられない。事は一刻一秒を争う」

「ハルク。守るものがあるのなら、なぜ危険を冒おかしてまで世界に挑いどもうとする？」

「エナがそれを望んでいる。あいつは信じているんだ、一枚の絵で、世界が変えられると」

　壁へき面めんに息づく女神の足元。折り重なる遺体の上に走り書きされた、ドイツ語の一文。『ヴァンダル』の作品であることを示す、唯一の証あかし。

　それは、エナの意志でもあった。煌こう々こうと光る女神の姿を前に、ハルクは断言した。戦友の横顔に刻まれた深い皺しわに漠ばく然ぜんとした羨せん望ぼうすら抱いだきながら、壁画を見つめる彼の双そう眸ぼうを覗のぞきこむ。

「教えてくれ、ロフマット……レナードと約束した。エナは、俺が守る。あいつが死ぬまで、俺は死なない」

　ロフマットが、深い息を吐き出した。高々とそびえる壁かべを夢見るような視線で振ふり仰あおぎ、ハルクに視線を戻す。引き結ばれたその唇くちびるが、微かすかに上下した。諦あきらめではなく、何かを決意した面おも持もちで口を開く。

「レナード・ウィンズベルが最後に描いた作品のタイトルは、『ノートルダムの凱がい旋せん』……獄中でレナードが俺おれに話したその絵の真相を、お前にすべて託そう」
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『ハルクＨＵＬＫ』という名が、「馬ば鹿かでかい人間」を示す言葉だということは理解していた。

　しかし、その単語には「廃船」という意味もあると知った時、無む性しように笑いたくなった。誰だれからも忘れ去られていく、巨大な廃棄物。唯一廃船と違うのは、自分は朽くちていかないことだ。

　人は死ぬ、易やす々やすと死ぬ。それを知った場所は少年の時から立ち続けていた戦場で、その摂理を捻ねじ曲まげられたのも、皮肉なことに大戦のせいだった。

　昔、ハルクには正式な名前があった。クリストファー・レイノルズというその名は、二十五歳で鬼き籍せきに入った。以来、三十五年間も引きずっているハルクと言う人間が一体何者であるのか……自分自身のことながら、未いまだによく分からない。

　クリストファーは、ロンドンでも有数の商家だったレイノルズ家の次男として生まれた。だが、徐々に悪化していく大戦の影えい響きようで父の事業は破は綻たん。一家心中を図った家族の中で唯一生き残ってしまった自分がイギリス軍に入隊したのは、まだ十六歳の時だ。増え続ける戦死者の影響で軍隊は入隊年齢を大幅に下げ、少年兵の存在も珍しいことではなくなっていた。

　……その時から、廃船ハルクみたいなもんだった。

　白はく兵へい戦せんが少なくなったとはいえ、結局は使い捨ての駒こまだった。所しよ詮せんはお坊ぼつちゃんからの成り下がりだという周囲の嘲ちよう笑しようをよそに、自分は着々と戦果を上げていった。無国籍の少数精鋭部隊、七三〇部隊の一員として抜ばつ擢てきされたのは、それから二年後のことだ。

　軍籍を移した特殊部隊で失ったのは、他ほかならない自分の半身。その代だい償しようとして得たのが、不老の肉体とハルクという名だった。

　あれから数十年。友人は老い、また死んでいった。兵器としての価値しかなくなった自分は、終戦を迎えても戦い続けるしかなかった。『ＤＥＳＴ』に所属したのは、世界政府への反抗心からではない。兵器は、戦場でしか生きられなかっただけの話だ。

　ハルクはトレーラーハウスから外に出て、顔をしかめた。折り重なって建てられたバラックから漏もれた電球の光が、星のように瞬またたいている。ジャカルタの夏は、真夜中でも暑い。港湾都市の湿った風は重たくまとわりつき、決して心ここ地ちよいものではない。それは熱帯に派遣された際に感じた、戦場の風に似ていた。

　倉庫の鍵かぎを開けようとしたところで、南なん京きん錠じようが外はずれていることに気づいた。訝いぶかしく思って内部に足を踏ふみ入れる。天井から吊つるされた照明はついていなかったが、倉庫の片かた隅すみにはスタンドライトの仄ほの白じろい光が灯ともっていた。

　電気をつけかけて、躊躇ためらった。スタンドライトの方向に歩みを進めていく。コンクリートの床に、ハルクの足音は大きく反はん響きようする。気づいていないということはないだろう。だが、ライトの横にしゃがみこんだエナは、こちらを向こうともせずに呟つぶやいた。

「……ごめん、ハルク」

「気にするな。けど、今後は一人で突っ走るなんざ無む茶ちやなことはするんじゃねえ」

　言って、ハルクはライトの向けられた倉庫の壁かべを見上げた。

　倉庫の隅、闇やみのわだかまる一角に描かれていたのは、白黒の巨大な絵だ。エナも何かに思いを馳はせるように、五年前に自分が描いた絵、初めて自分が描いた名画の模写を見つめている。

　崩れかけた人々と、のた打ち回る家畜、阿あ鼻び叫きよう喚かんの地獄絵え図ず、モノクロームの抽象画でありながら、圧倒的な大きさと筆致が持つ迫力が、漠ばくとした照明に浮かび上がっている。

　パブロ・ピカソの『ゲルニカ』……ゲルニカ空爆の悲劇を描いた作品だ。『民衆を導く自由の女神』同様、〈プロパガンダ撤てつ廃ぱい令〉が施し行こうされ、真っ先に規制対象となった作品のひとつである。倉庫の片隅に広がる煉れん獄ごくに視線を合わせ、ハルクは独白のように呟いた。

「俺おれがレナード・ウィンズベルに会ったのは、終戦の二年前だった」

　絵に塗りこめられたような、エナの背を見つめる。小柄な少女の姿は、出会った時から変わらないように思えた。それは、不変の自分が望む幻想にすぎないのかもしれなかったが。

「レナードと俺は、あらゆるものを共に見てきた。戦場も、終戦も、世界政府と『ＤＥＳＴ』の衝しよう突とつも。が、五年前にレナードがなぜ処刑されたのか……その真相は、未いまだに闇の中だ」

「……父さんが死んだ真相の中心には、一枚の絵があった」

　エナが、囁ささやきほどの声量でそう呟く。その真実は、レナード自身が語っていたものだ。自分は、自分が描いた絵によって死んだのだと。確かにそれは、ある意味で仕方のないことだ。世界政府がレナードを投獄したのは、彼が従軍画家という立場にあり、近い将来に施行される〈プロパガンダ撤廃令〉に触れる戦争画の制作を生業なりわいとしていたからだった。

「そうだ。それだけは確かだ。だからこそ俺おれたちは、ずっとその絵を探し続けてきたんだ。俺も、レナードが死んだ理由を知りたい」

　だが、果たしてそれだけで死刑判決が下されるものだろうか。世界政府がレナードを何かしらの形で恐れ、抹まつ消しようせんとしていたことは事実なのだ。

「ようやくロフマットが、その絵のことを語り始めた。奴はレナードが投獄されている時に面会して、その絵の存在を知ったらしい。お前に危険が及ぶことを恐れて、告げなかった真実だ。タイトルは『ノートルダムの凱がい旋せん』……その真実の話を、聞く覚悟はあるか？」

　ハルクの言葉に、エナが立ち上がった。ライトに照らされた横顔が微かすかに頷うなずいた。その表情は、五年前にこの場所で泣いていた少女とは似ても似つかない、凛りんとした決意を持っていた。

　やはり自分と違って、この娘は刻々と成長しているのだと、ハルクは確信した。それは喜ばしく、しかし自分にとってはあまりにも哀かなしい事実だった。

「教えてよ、ハルク……あたし、逃げないから」







　五年前。パリのサンテ刑務所で、とある政治犯の死刑が執行された。

　フランスに死刑制度が復活して初めての執行となった政治犯の処刑は、世界政府の力を示す見せしめの儀式だという意見もある。それが単なる仮説だったとしても、確かにそれ以降、世界政府に対抗するレジスタンス組織は目に見えて減っていった。そのわずか一年前に起きた、大規模反世界政府組織『ＤＥＳＴ』指導者暗殺の余波もあったのだろう。

　死刑囚番号二三〇。判決が下ってから、わずか三ヶ月後の出来事だった。

　二三〇号の本名は、レナード・ウィンズベル。

　死刑執行時、四十歳。戦中から戦争画家として従軍し、戦後も各地の内戦を渡り歩いていたという。政治犯として逮たい捕ほされたのは、三十九歳の時。異例のスピードで死刑判決が下された後、世界政府法務省は急ぐように死刑執行の書類に印を押した。

　執行後、世界政府の検閲を通された各地のメディアは、レナードの処刑をこう報道した。

　……戦争という忌いむべき行為を後世に残そうとする者が存在するのは、非常に遺い憾かんなことである。レナード・ウィンズベルは世界政府が下した再三の警けい告こくを無視し、人々に闘とう争そうの思想を植えつけようとした。よって、世界政府は平和の名の下もとに危険思想犯の死刑を速やかに執行した。これらを教訓に、世界政府は闘争の世紀と呼ぶべき二十一世紀以前の文化を廃止すべく制定した〈プロパガンダ撤てつ廃ぱい令〉の正式な施し行こうを宣言するのである……

　その報道こそが、プロパガンダではないのか。そう思った識しき者しやは少なからずいたことだろう。だが、すでに検けん閲えつの入り始めたメディアが彼らの声を届けることはなかった。

　そしてもちろん、レナード・ウィンズベルという人間は単なる「死刑囚番号二三〇」として報道された。彼の人生、描いた絵、そんな事柄は、メディアの中では無いに等しかった。

　彼に、十歳の幼い娘がいたことも。

　処刑される前に、娘に一枚の手紙を書いたことも。

　その手紙を託された、彼の戦友の存在も。

　決して、報道されることはなかったのだ。







「ハルク！　ハルクはどこだ！」

　常に怒ど鳴なっているようなカミル少佐の声は、薄うすい駐ちゆう屯とん地ちの壁かべを貫いて届く。

　簡易寝台から身を起こし、ハルクは顔をしかめた。右顔面の筋肉が痛む。どうせならば中途半端に人間の部分を残さず、すべてを兵器にしてくれればよかったのだと思う。

　返事もせずに廊ろう下かに出ると、予想通りにカミルが大声を上げていた。底意地の悪そうな口元を引きつらせ、こちらに視線を向ける。

「このボロ兵器が、こんなところにいたか。まったく、いいご身分だな。他ほかの奴やつらが訓練をしている間、君は気楽に昼寝ときたか」

「兵器は訓練なんかしなくても、銃口さえ磨みがいてりゃいいんだよ。大体、俺おれに階級は通用しねえと何回言ってる。でかい口叩たたくんじゃねえ、死にてえのか」

　平へい坦たんな口く調ちようでそう返すと、ようやくカミルは黙だまりこんだ。七三〇部隊は無国籍ということもあり、未いまだにこの男の国籍は分からない。浅黒い肌は中東系のものだが、一ひと重えの双そう眸ぼうはアジアの血も混ざっている気がする。どちらにしても、ハルクにとっては興味のないことだ。

　そこまで考えて、カミルの隣となりに見覚えのない男の姿を見つける。といっても、ハルクは自分が所属している部隊の人間の顔を正確に覚えているわけではない。軍人とは思えない貧弱な体に、おとなしそうな顔立ちの青年だ。士官学校を卒業したての新米だろうか。カミルはその青年を示すと、苦にが々にがしい口調で告げた。

「本日付で、うちで預かることになったお荷物だ。とはいえ、軍の上層部から預けられた荷物だからな。君に任まかせることになったから、丁てい重ちように扱えよ」

　カミル少佐は確かに嫌いや味みな人間だったが、新人にそこまで言うことはないだろう。漠ばく然ぜんとそう思い、青年に視線を向ける。彼は辛しん辣らつな言葉に動じることもなく、こちらをじっと見つめていた。青く澄すんだ、二ふた重えの双眸だった。

　一いつ瞬しゆんだけ目が合い、奇妙な焦しよう燥そうにとらわれた。なぜこの青年は、こんなにも対象を射抜く目を向けてくるのだ。思わず動どう揺ようし、その視線から逃げるようにカミルを詰問する。

「……新兵か？　なんで俺に任せるんだ。ちゃんとに教育係がいるだろうが」

「兵士ではない」

「兵士じゃなきゃ何者だ。軍医やコックなら、所定のセクションに連れて行けよ」

　その疑問にはっきりとした口く調ちようで答えてきたのは、他ほかならない青年本人だった。

「画家です」

「画家だあ？」

「はい。従軍画家です」

　予想外の答えに対して助けを求めるように、ハルクはカミルを睨にらみつける。彼は軽けい薄はくな調子で、肩をすくめただけだったが。

「マギウス大佐の命令だ。どうやらこの男、四年ほど前から勝手に各地の戦場で絵を描いているらしくてな。色々と問題になってはいたんだが、絵自体は評価されているらしい。それならば、正式にどこかの軍隊に従軍させて作品を描かせてやれということで、うちの七三〇部隊が抜ばつ擢てきされたというわけだ」

「あのタヌキ野郎……なんでもかんでも独断で決めやがって」

　実質七三〇部隊のトップである大佐の顔を思い浮かべ、そう吐き捨てる。大体、現在の報道はすべて映像か写真で事足りるだろう。従軍記者の扱いも面倒くさいというのに、絵など報道の手段ではなく、自己満足の芸術の域ではないか。日々命をかけて戦っているこちらが、どうしてそんなことに手を貸さねばならないのだ。

「……で、どうして俺おれがこいつの面倒を見なきゃなんねえんだ」

「君の後ろが一番安全だろう」

「階級のない俺に、命令系統は機能しねえと、何回言えば分かる」

「そうだな。しかし、覚えておけ。命令を聞かない兵器は、破棄されるということをな」

　ハルクは再び青年を見つめた。なるほど、部隊の中で特殊な位置づけと言う点では、確かにこの男と自分はまとめておいたほうが色々と好都合なのだろう。漠ばく然ぜんと理解するが、納得できるものでもない。こちらの内心を読み取ったのか、カミルがわざとらしい咳せき払ばらいをした。

「そういうことだ。我々がどう思っているにせよ、彼は期待の若手芸術家らしいからね。おまけに大佐命令だ。怪け我がでもさせたらどうなることか、君も分かるよな」

　肩を叩たたいてくるカミルに左手の銃口でも突きつけてやろうかと思ったが、やめた。踵きびすを返して廊ろう下かの向こうに去っていくその背を見送りながら、兵器にも休まる日はないのだと痛感する。

「……見み世せ物ものじゃねえぞ、クソガキ」

　青年と二人で廊下に取り残され、ハルクはうめいた。道理で、兵士には見えなかったわけだ。貧弱そうな青年を見下ろし、犬けん歯しをむき出す。奇異の視線を向けられることには慣れていたはずだが、観察するように見つめてくる真まっ直すぐな視線が不快だった。しかし、脅おびえるかと思っていた青年は、けろりとした表情のまま首を傾かしげただけだった。

「私と、歳としはあまり変わらないように見えるけどね」

「言っとくが、俺はこう見えて四十年近く生きてんだ。てめえと一緒にするな」

「ああ、それは失礼したよ。やっぱりサイボーグなんだね。初めて見たよ」

　見かけによらず肝きもが据わっていることは理解できたが、感心できるものでもない。胸むな倉ぐらをつかみ上げんばかりの距きよ離りまで顔を近づけ、左手の甲を向ける。

「黙だまれ……俺おれは単なるサイボーグじゃねえ、兵器だ。暴発させたらどうなるか分かってるんだろうな、お坊ちゃん」

「なるほど、ただの生体補強だけじゃなく、武器を組みこんだの？　実に合理的だね」

　手の甲のみならず、失われた左半身を覆おおう鉄装甲には、弾だん倉そうを含むあらゆる武器が仕込まれている。だが青年はそれすらも興味深げに、青い双そう眸ぼうで凝ぎよう視しするだけだ。すでに相手にする気も失うせ、ハルクは勝手に仮眠室へ戻ろうとする。

「ちょっと待ってくれよ。荷物を置きたいんだけど、どこを使えばいいかな」

「知るか。その辺あたりに勝手に置いておけ」

「じゃあ、そうするよ。寝床は？」

「廊ろう下かでも寝れるだろ。贅ぜい沢たく言うな」

「それもそうだね。で、次の戦せん闘とうはいつなのかな」

　今度こそ、ハルクは青年の胸むな倉ぐらをつかみ上げた。眠気の残った頭の隅すみで、冷静な部分が忌いま々いましく溶け出していく。こんな男の双眸に一いつ瞬しゆんでも恐怖してしまった自分が嫌いやで、苛いら立だたしげにその瞳ひとみを射抜いた。

「俺は戦場で、この左半身を失った。ここは、そういう場所だ。てめえが今までどんな戦場を見てきたかは知らねえが、それですべてを分かった気になるな。人は死ぬ、易やす々やすと死ぬぞ」

「……分かった、肝に銘じておくよ」

　青年は恐れることもなく、かといって馬ば鹿かにするでもなく、ハルクの言葉を素直にそう受け入れた。あまりに実直な反応に毒どつ気きを抜かれ、いきり立った自分が馬鹿らしくなる。青年から手を離はなすと、気味の悪いことに彼は笑った。

「カミル少佐は、君の後ろなら安全と言っていたね。何だか分かる気もするな」

「期待するな。俺はてめえを守る気なんざ、さらさらねえぞ」

「そうじゃないよ。君は、とても優しそうだからね」

　今度こそ、面食らった。今までの会話の中で、どうしてこの青年がそんな結論を導き出せたのか、まったく分からなかった。分からなかったが故ゆえに、ハルクは彼に微かすかな興味を抱いだいてしまった。こちらの内心も気にせず、青年は屈くつ託たくのない表情で手を差し伸べてきた。
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「私はレナード・ウィンズベルだ。君は？」

　その少しの興味が、すべての始まりであったのかもしれない。ハルクは未知の生物から逃げる心持ちで、返事もせずに廊下を歩きだした。その後ろから、青年の声は続いてきたが。

「そういえば、ハルクって呼ばれていたね。じゃあ私も、ハルクと呼ぶことにするよ」

　終戦の二年前。最も世界が混こん沌とんとしている時に、突とつ如じよとして戦場に現れた穏おだやかな青年。

　若き従軍画家レナード・ウィンズベルは、そんな男だった。







　この大戦は、いわゆる第二の冷戦なのだ。人々は口を揃そろえてそう言った。

　確かに中東や北アフリカから飛び火した小規模な内戦と、大国の積極的な軍事介入を引き金に、各国間が緊きん張ちよう状態に追いこまれていたことは否いなめない。だが、かつて世界が犯した過あやまちである大規模な戦争がこの時代に起きてしまえば、地球上の全生物を数十回絶ぜつ滅めつに追いこむことになる核兵器の雨が降る。世界はそんな選択を犯すほど、愚かではなかった。

　それでもやはり、世界が置かれているこの状況は紛まぎれもない大戦なのだ。無国籍の世界政府部隊の結束が、その始まりだった。国という括くくりを抜け、あらゆる識しき者しやと指導者が提唱した「世界統一体制」への歩み。彼らと各国の旧政府との対立は今日まで続いているが、現状からして世界政府が新体制を勝ち取る日はそう遠くないだろう。

　とはいえ、そんな面倒くさい背景はハルクの知ったことではない。当初はイギリス軍という旧政府側に所属していたが、あっさりと無国籍の七三〇部隊に転籍したことからも明らかだ。

　七三〇部隊が長期駐留しているマニラ駐ちゆん屯とん地ちは、不快な湿気に満ちていた。フィリピン政府は世界政府統一体制に最も懐かい疑ぎ的てきな勢力の一つで、アジア圏内で旧体制存続の同盟を締てい結けつし、世界政府との協議に応じている最中だ。それを背景にして国民の中にも反世界政府気質が強まり、都市部の治安もすこぶる悪い。レジスタンスの勢力も強く、街中での戦せん闘とうも日常茶さ飯はん事じとなっていた。

「見てくれよ、ハルク。私の恋人なんだ。来年には結婚しようと思ってるんだよ。本当は、終戦まで待ちたかったんだけどね」

　食堂で食べなれない米料理をかきこみつつ、ハルクは目の前に座って写真を見せてくる青年の言葉を聞き流していた。

　この従軍画家を預かって一週間。徹てつ底てい的てきに無視を決めこんだハルクの態度を徹底的に無視し、レナードは屈くつ託たくなく喋しやべり続けた。耳は閉じることができないので、必然的に彼のお喋りを聞かねばならない羽は目めになる。大体、脅おどしてもすごんでも、彼は自分の後ろについてくるのだ。カミルに言われたとおり、自分の後ろが最も安全だとでも思っているのだろうか。

「日本人の科学者なんだよ。非常に頭のいい娘でね、僕にはない、論理的な思考を持っている。芸術家と科学者は相反するようで、実は相性が良いんじゃないかと思うよ」

　レナードも、話を聞き流されることは慣れてきたらしい。気にもせずに言葉を続けてくる。

　訓練時間中の食堂は、閑散としていた。こんな時間を自由に使えるのは、兵士ではなく兵器と見なされている自分と、従軍画家くらいのものだろう。擦すり切きれた椅い子すにだらしなく座りながら、ハルクはようやく目の前の青年に視線を向けた。すでに背景の一部として塗りこめようとしていたその青年は、膝ひざに乗せたスケッチブックに何かを描いている様子だ。テーブルの下に隠かくされて、何を描いているかまでは分からなかったが。

　白はく兵へい戦せんが意味を成さなくなった近代戦争の中で、七三〇部隊は旧政府軍側のゲリラ行為やテロを制するための、極めて珍しい白兵戦のプロフェッショナル集団だった。それ故ゆえに危険度は一般の軍部よりも高いが、最も前線を把は握あくできる立場でもある。従軍記者が七三〇部隊の取材を希望することも多い。ほとんどの記者は過酷な現状に参ってすぐに離り脱だつしてしまうわけだが。

　この青年もそうなのだろう。彼はまだ二十五歳だといった。奇くしくも自分が社会的に死亡し、廃船の名で永遠に生き続けることになった年齢だ。

「……どうして、わざわざ危険に首を突っこむ。婚約相手がいるなら尚なお更さらだろうが」

　本気で答えを求めていたわけではない。正直、すぐにこの場所から離はなれていくであろう青年の存在が疎うとましくなったのかもしれない。ほとんど独白のような問いかけに、レナードは青い双そう眸ぼうだけを上向かせて答えた。

「私は、見たものをそのまま絵に描けるんだよ。それを生かそうとしただけさ」

　それはおそらく、何かの比ひ喩ゆだったのだろう。だが、ハルクは再びその目に気け圧おされていた。

「人は、すぐに真実を忘れてしまう。記憶はすぐに風化し、事実は消されてしまう。真実を記憶し続けられる僕は、それを永遠に描きとめておかねばならない。それが使命なんだ」

　言って、レナードは動かしていた手を止めた。膝の上でスケッチブックを破り、こちらに差し出してくる。それを受け取り、ハルクは顔をしかめた。画用紙の上に描かれていたのが、他ならないハルクの肖しよう像ぞう画がだったからだ。

　鉛筆一本で陰影を表現したその顔は、正確な模写に思えた。目の前で話す相手の言葉を完かん璧ぺきに無視して虚こ空くうに向けられた、レンズのはめこまれた左目も、薄うす明るい食堂の蛍けい光こう灯とうを反射させる装甲の輝かがやきも再現されている。先程から懲こりずにお喋しやべりをしながら何を器用に描いていたのかと思ったら、レナードは自分を観察し続けていたのだ。

　理不尽な苛いら立だちを覚えつつレナードを睨ねめ上あげると、彼は自分の描いた絵の存在など忘れてしまったかのように、唐とう突とつにもう一枚の紙を差し出してきた。それは四つに折りたたまれたコピー用紙で、所々が折れている。ポケットか何かに入れていたらしい。無言のまま広げると、そこには明らかにレナードの描いたものではない、白黒の抽象画が描かれていた。

「パブロ・ピカソの『ゲルニカ』だよ。僕が戦争画家になろうと思った原点だ」

「……まったく分からねえ」

　芸術に関心のないハルクからすれば、どう見ても落書きとしか思えない絵だった。それが戦争画だということすら理解できず、眉まゆ根ねを寄せたままレナードを見返す。彼はその反応を予期していたように、肩をすくめただけだったが。

「本当の絵は、奇跡にも似ている」

　それはいつもどおり穏おだやかな口調だったが、決意に似た色が含まれていた。その声の強さに、ハルクは顔を上げた。レナードの青い目が、一いつ瞬しゆんだけ鋭い光を放つ。

「写真や映像では決して残せない何かを残す唯一の手段として、一枚の絵が存在する。私はそれを、信じているんだ」

「お前の描く写実的な絵とは、まったく対照的な絵だと思うんだがな」

「だからこそだよ。私は見たものそのままを描くことに関しては長たけているけれど、それ故ゆえに抽象的な構成は不得手だ。けれど時には、フィルターのかけられた真実の方が人の心を摑つかむことがある。この絵はこの絵で真実なんだ」

　ハルクは渡された絵に、もう一度目を落とした。横長のカンバスに描かれているらしいその抽象画は、やはり自分にとっては落書きだった。しかし、レナードはこの一枚の絵に奇跡を見たのだろう。適当にその紙をたたみなおし、無言のまま付き返す。

　レナードはそれを受け取ると、先程までの真剣な顔が噓うそであったかのように表情を弛し緩かんさせ、飄ひよう々ひようと問うてきた。

「ところでハルクは、どうしてそんな体になったんだい？」

　思わず間ま抜ぬけに口を開けた数秒の後、ハルクは哄こう笑しようした。薄うす汚よごれた低い天井に、その声が反響する。自分の過去を知りたがる者は少なからずいたが、ここまでストレートに聞いてくる人間は初めてだった。なるほど、確かにレナードは、常に真実を追究しようとする男なのかもしれなかった。まだ込み上げてくる笑いを押し殺し、呟つぶやく。

「そんなことが聞きたいのか」

「君は僕に、戦場の絵を描く理由を聞いたじゃないか。それと同じだよ」

　どうということもなく肩をすくめてくる。頑かたくなに口をつぐむ自分が狭きよう量りような存在に思え、ハルクは嘆たん息そくした。

「この部隊に入って五年後、パナマの戦場で地雷原に突っ込んでな」

　そして、ハルクは口を開いた。語りだしてしまえば、それは単なる十五年前の思い出にすぎなかった。安っぽいスチールのテーブルに左ひだり腕うでの装甲を乗せ、レナードを見据える。

「軍医の手に負えず、そのまま現地の病院に運びこまれた。医者でも手の施ほどこしようがなくなった時、日本のシンクタンクが俺おれの引き取りを申し出た。献けん体たいみたいなもんさ。身よりもなかったし、その時の状態は死んでたも同然だったからな」

　どうせ、一度は家族と共に死にかけた命だった。凋ちよう落らくのレイノルズ家が行き着いた心中という選択の中で、自分一人だけが生き残ってしまったという罪悪感は常にまとわりついていた。だから戦場に身を投じた時も、死を恐れたことはなかった。

「七三〇部隊は、俺の引き渡しを承諾した。そのシンクタンクのラボで、とある研究者が俺の脳に、生きるか死ぬかを直接聞いたんだとよ。その時、俺の脳は生を望む強い反応を示したんだそうだ。目が覚めたら、このざまさ」

　だが皮肉なことに、自分は一度ならず二度までも死の淵ふちから蘇よみがえり、不死の肉体まで得てしまった。死を恐れないと思っていた自分も、結局は生に醜みにくくしがみついていた。

　その後、自分は七三〇部隊に戻った。鬼き籍せきを取り消そうとする部隊に、ハルクは首を振った。もう自分は、単なる兵士ではない。極論を言うなれば、人間ですらない。単なる兵器だ。兵器は兵器として生きるしかないのだ。部隊は、クリストファーの死もハルクの誕生も、すべてこちらの責任だと述べた上で、自分を特殊な立場で部隊に戻す判断を下したのだ。

「つまり、すべては俺の望んだことなんだよ」

　彼らのやり方は正しかった。献体した本人が生を望んでいたからこそ、どんな手を使ってでも命を存ながらえさせんとしたのだ。

　この体を施せ術じゆつした日本のシンクタンクの名は『マルドゥーク・コーポレーション』……今でも最新鋭の兵器や技術を発表し続けている巨大企業だ。

　黙だまって話を聞いていたレナードは同情も感心もせず、静かに頷うなずいていた。何かを思案するように間を置き、呟つぶやく。

「でも君は、意識があっても『生きたい』と言ったのではないかな」

　予想外の言葉に、ハルクは押し黙った。考えたこともなかった仮定の話に対する明確な答えは、容易には出てこなかった。そんな自分を責めるでもなく、レナードは言葉を続けた。

「それならば君が今、生きている意味はあるよ。そうだろう？」

　一回りも年下の青年が自分よりも老練な識しき者しやに見え、ハルクはまたも理不尽な苛いら立だちを感じた。そんな内心を気け取どられるのも癪しやくで、食堂を出ようと立ち上がろうとした、その時だった。入口の方向から、聞き覚えのある男の声が飛んだ。

「レナード・ウィンズベル。カミル少佐が呼んでいる、本部まで来い」

　いつの間にかその場に立っていたのは、ロフマットだった。レナードは簡単に返事をし、自分に一礼をしてから立ち上がる。その背に向かって何かを問おうとしたが、彼と入れ替わりに入っていたロフマットに訝いぶかしげな顔をされ、口をつぐむ。

「お守もりはどうだ」

「なかなか手て強ごわい奴やつだ。話さなくていいことまで話しちまった」

　自分と同じ地雷原に居合わせながらも一命を取り留めたロフマットは、大尉にまで昇格していた。年齢を考えれば遅い出世だが、右足に障害が残ったことを考えれば十分な立場だろう。先程までレナードが座っていた椅い子すに腰こしかける戦友の顔は自分と違い、着実に老いていた。

「奴の作品だ。各国の新聞社や美術館に寄き贈ぞうされている」

　言って、ロフマットは数枚の紙を取り出した。コピーなのであろう数枚の絵は、しかしそれでも圧倒的な迫力を持つ、戦場の絵だった。暴徒と化した人々と、それを制圧する軍の衝しよう突とつの瞬しゆん間かん、瓦が礫れきの街、残された住人たち、転がる戦死者を収容する衛生兵。

　見慣れた風景が、そこにはあるだけだった。だからこそ、この光景がこうして紙の上で繰り広げられていることが、奇妙にも思えた。苦にが々にがしく吐き捨てる。

「……ほとんど写真だな」

「各国の美術家と好こう事ず家かが、彼に注目している。作品の芸術性ではなく、その正確さにな」

　先程渡された自分の肖しよう像ぞう画がをロフマットにも見せようと思ったが、やめた。レナードによって紙に転写された自分の顔は、誰だれにも見られてはいけないものに思えた。

「昨日からバリケードを敷しいている西部地区の状況が悪化している。明日以降、本格的な戦せん闘とうに入る可能性があるだろう。カミル少佐の話も、その関連だ」

「あいつは何と言われようが、戦場に出るだろうよ」

　テーブルの上に散らばった絵を見つめ、そう確信する。訝いぶかしげな表情を見せるロフマットに向かって、ハルクは軽く手を振った。

「心配するな。どうにも腹の立つ男だが、奴が戦場画家である理由はなんとなく分かった。絵を描くためだっていうなら、俺おれはレナード・ウィンズベルを守ってやる」

　その言葉に、ロフマットは意表をつかれたように目を見開いた。

「珍しいな。お前が素直に上の命令を聞くとはね」

「俺は俺のやりたいようにやる。今までも、そしてこれからもな」

　椅い子すを蹴けりつけて立ち上がる。レナードから渡された肖像画を隠かくすように折りたたみ、外へ出る。薄うす汚よごれた廊ろう下かの向こうから、射しや撃げき訓練の銃声が届いていた。

　銃を持つ者と絵筆を持つ者、果たしてどちらが正しいのだろうか。くだらないことを考えてしまった自分に苦笑し、緩かん慢まんな足取りで歩きだす。

　手にした肖像画と、今しがた見た戦場の絵が、どうしても頭から離はなれなかった。単なる模写ではなく、自分の内面や、戦いの風までをも再現したような筆致。私は、見たものをそのまま絵に描けるんだよ。レナードの言葉が、いつまでも鼓こ膜まくに残っていた。




　その夜、なんの断りもなく部屋に上がりこんできたハルクを、レナードは涼しい顔で歓かん迎げいした。あてがわれていたのは狭苦しい個室だったが、共同部屋の兵士に比べれば格段に待遇はいいだろう。長期滞在するにもかかわらず、荷物は簡素なものだった。

「ハルクから訪ねてきてくれるなんて珍しいね。嬉うれしいよ」

　などと言いながら、備品のポットで茶を入れてくれる。それを尻しり目めに、ハルクはポケットに押し込んでいたトランプカードをテーブルの上にぶちまけた。携けい帯たい端末でテーブルの映像を保存すると、なんの統一性もなくカードの散乱した場所を顎あごで示した。

「描いてみろ」

「あまり興味をそそられるモチーフじゃないなあ」

「いいから黙だまって描け」

　ハルクが要求していることは理解できたのだろう。そう言いつつもレナードは腕うでを組み、テーブルの上を見つめ始めた。大きな蒼そう眼がんが精巧なレンズのごとく均等な光を映しこみ、無機物のように静止する。だが、それも一いつ瞬しゆんのことだった。レナードは顔を上げて二、三度目を開け閉めし、荷物の中からスケッチブックと鉛筆を取り出した。

　ハルクが散らばったカードを揃そろえた時には、すでにレナードは手を動かし始めていた。見たものをそのまま絵に描けるというのは、本当に単なる比ひ喩ゆなのか、それとも真実なのか。ハルクは寝台に腰こしかけ、機械じみた動きで鉛筆を走らせる手元を眺ながめやった。常にお喋しやべりをしている彼が黙りこくり、ひとつの作業に没頭しているさまは不思議な光景だった。

「こんなものかな」

　わずか十数分後、レナードは鉛筆を置いた。無む造ぞう作さにスケッチブックを渡してくる。

　描かれていたのは、散らばったカードの静物画だ。これだけの描写をこの短時間で仕上げたこと自体が驚きよう異い的てきだったが、端末に保存した画像を開き、ハルクは戦せん慄りつした。

　カードの配置はもちろんのこと、一枚一枚の重なり具合、テーブルの木目模様まで、完かん璧ぺきに再現されていた。先程の状態を保存した写真と、まったく違いがないのだ。おそらくこの画像と彼の絵を重ね合わせたらば、ずれることなく一致するだろう。

「私の父は、この眼めのことを『転てん写しや眼がん』と呼んだ」

　言葉を失うハルクに、レナードは普段と変わらぬ口調で呟つぶやき始めた。一瞬の風景を記憶として覚え、それを絵として出力する……まるでカメラとプリンターではないか。

「父も、この能力を持っていたらしい。けれど父は自分の眼を恐れ、決して『転写眼』のことを口外しなかったんだ。でも、私はこの力を何かに使いたかった。自分の目と手が真実を伝える手段になるなら、こんな生き方も悪くないだろう？」

「遺伝的なものなのか？」

「おそらくね。いつか私に子供が生まれたら、その子も『転てん写しや眼がん』を持つことになるかもしれない。もしそうなったとしても、私は父のようにそれを隠かくし通せとは言わない。誰だれかのために、何かのために、自分の眼めを使ってくれと。そう言おうと思うんだ」

　期せずして与えられた運命を持て余し、それでも受け入れようとする……もしかしたらこの青年は、自分に似ているのかもしれない。

「……だからお前は、戦場に立つのか」

「そうだね。君と同じだよ」

　うめきに似た問いかけにそう返され、ハルクは自分が抱いだいた思いが間違っていなかったことを悟った。後はただ、彼が描いた絵を黙って見つめることしかできなかった。

　ラジオからは、とある国が世界政府に加わったことを伝えるニュースが流れていた。

　長きにわたる大戦の終わりが、近づいていた。







　数日後、内乱鎮静のために部隊は戦場へ出た。フィリピン政府は世界政府加盟を検討することを発表し、反世界政府組織の過激派勢力は日増しに強くなっていた。

　防弾チョッキだけを身につけたレナードは、護ご身しん銃を持つことを頑かたくなに拒こばんだ。彼が持つのは、おそらく絵筆だけなのだろう。そしてハルクもまた、手ぶらで戦場へ出た。自分の場合は、この身ひとつが兵器であるだけのことだ。左半身に組みこまれた銃火器の類たぐいは、戦車一台分にも相当すると言われている。『七三〇部隊の怪物』は、異国の地でも顕在だった。

　制圧は時間の問題だった。七三〇部隊の勝利は、世界政府の力を示すことにもなった。そしてどちらにも属さない従軍画家レナードは、ハルクの後ろでその戦いを記憶した。駐ちゆう屯とん地ちに戻り、絵筆を走らせた。何かを吐き出すように、自分の眼で見た真実を出力し続けた。

　戦せん闘とうのない時、レナードはよく駐屯地の裏口に座り、空を見上げていた。何が楽しいのか分からなかったが、暇を持て余していたハルクも彼の趣味に付き合うことが多くなった。

「空を見るのが好きなんだ」

　熱帯の空は燦さん々さんと透過し、碧へき空くうは限りなくつやめいていた。鉛えん直ちよく方向に盛り上がった雲の峰みねは彼方かなたにまで広がり、日を一身に受けて光る純白の反射が、ただ眩まぶしかった。

「僕の生まれ育ったパリは、いつでも雲に覆おおわれた街でね。灰色の空も好きだったけど、絵を描くために外へ出て、青空がどれだけ美しいかを知ったんだよ。同じフランスでも、南なん仏ふつのアルルに広がるコバルトブルーの空は素晴らしかった。中東に広がる蒼そう穹きゆうは、地上が内戦の真まっ只ただ中なかでも平等に澄すんでいた。もちろん、このマニラの空もだ」

　空など、いつでも当たり前に広がっていた。改めて見ることもなければ、何の感情も喚かん起きされることはない。だが、ハルクは黙だまってレナードの視線を追った。

「ハルク。地上が戦争や混乱に満ちていたとしても、空は限りなく綺き麗れいだろう。これは、魔ま法ほうみたいなものじゃないかと思うんだ。どんな時でも、世界の美しさを思い出すための」

　時にレナードは、夕刻までその調子で天を振り仰いでいた。顔料を溶かし込んだような紅くれない色いろの光が雲を縁ふち取どり、金きん泥でいの膜まくに浮かび上がる黄昏たそがれの空は、刻々とその表情を変えていく。複雑な色しき相そうに染め上がる空を彼と眺ながめている時だけ、ハルクは自分が人間に戻れるような気がしていた。無論、そんな内心を口に出すことは決してなかったのだが。

「気のせいかな、ハルク。君が前よりも、随ずい分ぶんと穏おだやかになった気がするのは」

　週に一回、ハルクに残された肉体の部分を検診する東洋人の軍医、レイ・リーはそう言った。そう指摘されたところで、ハルクの何かが変わったわけではない。もともと自分は裕福な家庭で育てられた、温厚な性格の子供だった。その人間の部分が死んだことにより、ハルクという荒くれた兵器の人格が現れただけのことだ。自分を恐れることなく、兵器としてではなく人として接してくれるレナードと時間を共有することにより、心底に沈みこんでいた人間の部分が再び表に現れ始めたのかもしれなかった。

　しかし、ハルクはレナードがこの部隊で描いた絵を一度も見なかった。そこには他ほかならない、兵器としての自分が映っているのだ。それは特殊な眼めと手によって暴かれた、揺ゆるぎのない真実だった。それを直視するのが怖かったのだ。

「それでも俺おれは、兵器として生きる。そうすることが、お前の言った俺の生きる意味だからだ」

「止めないよ、ハルク。君は自分の信じたように、その体を使うといいさ。私が自分の信じたように、この眼を使っているのと同じだよ」

　真実から目をそらす自分を蔑さげすまれるかと思ったが、レナードはそれを咎とがめなかった。ただ、いつもと同じ穏おだやかな口く調ちようで、静かに頷うなずくだけだった。

　いつの間にか自分たちは、そうして互いを理解しあっていた。レナードが七三〇部隊に従事していたのは一年間だけだったが、去さり際ぎわにレナードは当然のように口を開いた。

「君は兵器として生き、私は従軍画家として生きていく。それならまた、私たちはどこかの戦場で会うだろうね。その時を楽しみにしているよ」

　別れてからも、レナードはハルクのインターフェースに直接連絡を入れてきた。くだらない日常の話ばかりだったが、数ヶ月後には従軍時に話していた日本人科学者との結婚報告が届いた。籍を入れただけらしかったが、それでもレナードは嬉うれしそうだった。

　もう自分には得ることのできない幸福を摑つかんだ友人を、ハルクは心から祝福した。同時に、自分はもう彼と関かかわらない方が良いだろうと考えた。返事をしなくなると、やがてレナードからの通信は途絶えた。これでいい。ただ、どこかで絵を描き続けてくれればいいとだけ思った。

　終戦と共に、七三〇部隊は世界政府軍保有の軍隊として再編成されることとなった。ハルクも今までの功績を称たたえられ、世界政府軍部の上層部に推すい薦せんされた。

　だが、当然のごとくその任官を蹴けり、ハルクは誰だれもが想像していなかった場所へと向かった。

　……その時、最も大規模な反世界政府であった『ＤＥＳＴ』の元へ。

　世界政府保有の無国籍部隊から、反世界政府組織に転籍したのだ。『裏切りの兵器』と称され、思わずハルクは笑いそうになった。自分は、その時に最も兵器を必要としている場所に行くだけだ。思想など微み塵じんもない。

「お前の行動を予想できたのは、俺とレナードぐらいなもんだろうな」

　軍を辞め、父親の遺産を元手に不動産経営を始めたロフマットは、呆あきれたように言った。

　だが、『ＤＥＳＴ』の反抗も長く続かなかった。指導者『ＵＭＡ』が、パリで暗殺されたのだ。

　それは、世界政府組織の勝利を確定する出来事だった。もう、この世界に兵器は必要なくなったのだ。それは喜ぶべきことなのかもしれない。

　だが、不要となった廃船ハルクはどこへ行けばいい？

　ロフマットからの連絡が入ったのは、そう途方に暮れていた矢先のことだった。

　──レナード・ウィンズベルが、特級政治犯として逮たい捕ほされた。

　終戦から十三年後の、暑い夏だった。







「ロフマット、どういうことだ！」

　パリの中心部に位置する、ホテル・ベネディクト・パリ。今やベネディクト・ホテル・グループの頭とう取どりとなったかつての戦友は、すっかり老いていた。薄うす汚ぎたないブーツが沈みこむほどの絨じゆう毯たんに居心地の悪さを感じながら、ハルクは目の前の男に詰め寄る。ロフマットは苦にがみばしった顔で首を振っただけだったが。

「俺おれも、人づてに聞いただけだ。彼がパリにアトリエを構えていたことも知らなかった」

「罪状は？　どうして投獄される必要がある？」

「四年前に世界政府が発令した〈プロパガンダ撤てつ廃ぱい令〉を知っているか？」

　世界統一体制以降の文化遺産……主に戦争に関する記録媒体の徹てつ底てい的てきな処分を、世界政府が提唱し始めていたことは知っていた。頷うなずくハルクに、ロフマットは続ける。

「レナードの描いていた戦争画が、その法令に引っかかったらしい」

「戦争画家なんざ、腐るほどいただろうが。どうしてレナードだけが投獄される？」

　確かにレナードの絵は、戦争画としての評価は高かった。しかし、かつては世界政府軍も彼の従軍を許可していた身ではないか。新たな法令が制定されたところで、なぜ今いま更さら彼を裁く必要がある？　ハルクは苛いら立だちを抑え、ホテル最上階の窓から市街を見下ろす。

「レナードはどこに？」

「サンテ刑務所だ。すでに公判も始まっているそうだが、どうやら茶ちや番ばんのようだな」

　諦あきらめにも似た調子に、無言で続きを促す。わずかに口ごもり、ロフマットは嘆たん息そくした。

「フランスでは一九八一年に廃止されていた死刑制度が、世界政府組織に加盟した時点で復活した。凶悪犯を裁くためではなく、世界政府の統一体制に対する政治犯の処刑のためだという噂うわさだ。特にフランスは『ＤＥＳＴ』の活動も活発だったからな」

「……何が言いたい」

「最悪の状況も考えられる、ということだよ」

　ロフマットは言葉を濁にごしたが、その沈ちん黙もくが意味することは理解できた。だが、一人の画家が見せしめのためだけに、法令によって命を奪うばわれることなどあるのだろうか。俄にわかには信じがたい事態に、ハルクは舌打ちした。

「面会は？」

「可能だが、厳げん重じゆうな身体検査がある。武器の組みこまれたお前には無理だ。俺おれが行く」

　ロフマットはそう言ってハルクに部屋を手配しようとしたが、どうもこの空間は落ち着かなかった。ハルクはしばらくパリ市内にある安モーテルに滞在し、報告を待つことにした。

　胸むな騒さわぎがした。世界は仮かり初そめの平和を手にしたかに見えたが、戦場に立っていた頃ころよりも恐ろしい陰いん謀ぼうめいたものが蠢うごめき始めている気がした。




　数日後、サンテ刑務所から一枚の封筒が届いた。

　差出人は、レナード・ウィンズベル。中を開けると、二通の手紙が同封されていた。両方とも封が切られ、刑務官の検けん閲えつを通った印いん鑑かんが押されている。宛あて名なに自分の名が書いてある便びん箋せんを開き、目を通す。





　ずっと連絡を取らずにいた私が、君にこんなことを頼む権利はないのかもしれない。

　だが、これは君にしか任まかせられないことなのだ。

　ハルク、私の代わりに娘を守ってくれ。

　そして私が死んだら、同封した手紙を娘に渡してほしい。

　私は君が強く、永遠に若く、何よりも誠実な人間だということを知っている。

　君になら、私の最も大切なものを任せられると信じている。




レナード・ウィンズベル






　検閲を通ることを予想してか、簡かん潔けつな文章だった。もう一通の手紙には、宛名に「エナ・ウィンズベル」とある。封の切られたその中身は確かめず、ハルクは胸中で歯は嚙がみした。

　娘がいたのか……幾いくつになるかは分からないが、レナードから結婚の報告を受けたのが十数年前だ。少なくとも成人ではない。

　母親がいれば、自分にこんなことは頼まないだろう。まったく事情が汲くみ取とれずに、ハルクは再びロフマットに連絡を取った。端末から届いた男の声は、徒いたずらに疲れて聞こえた。

「レナードとは面会できたか？」

『ああ、どうにかな……お前のことも心配していたよ』

　あの男は、人のことを心配している場合か。心の奥で頭を抱かかえる。歯切れの悪いロフマットの報告に業ごうを煮やし、簡潔に問う。

「……何を聞いた？」

　その詰きつ問もんに、しかしロフマットは答えなかった。彼がレナードとの面会で何かを知ったことは明確だったが、それを口にする気はなさそうだった。しばしの沈ちん黙もくの後、ハルクは追及を諦あきらめ、別の質問を投げかける。

「獄中のレナードから手紙が届いた。俺おれの滞在先を教えたのはお前だろう？」

　再びの沈黙が肯定を示していたが、ハルクは構わずに続けた。

「レナードには、娘がいるそうだな。奴やつは娘を、俺に任せると言ってきやがった。事情は分からないが、母親はどうしたんだ？」

『母親……イソラ・ウィンズベルは、五年前に失しつ踪そうして行方ゆくえが分からないそうだ。今、娘は親しん戚せきに預けられてると言っていたぞ。お前に娘を任せる理由はないはずだが』

　それならばなぜ、レナードは自分などに娘を託すような手紙を書いたのだ？　届いた手紙を、もう一度広げる。抽象的な言葉が並び、レナードの真意は読み取れない。

『ハルク。刑務所の面会室は、当たり前だが監視カメラと刑務官の耳がある。世界政府に気づかれることを恐れ、真実を言うことができない状況だったことは事実だ』

　ロフマットの言葉に、ハルクもようやく気づいた。この手紙にも、刑務官の検けん閲えつが入っているのだ。娘の状況や正確な場所を示すことは不可能だったのかもしれない。

　通信を切り、砂さ塵じんで汚れたモーテルの窓を開けた。流れこむ生なま暖あたたかい風が不快だった。しばらくトリガーを引いてすらいない左半身と肉体の接合部分が、微かすかに痛んだ。

　夕刻のパリ市外は仄ほのかに明るく、狭い裏路地にも赤あか々あかとした射光が差しこんでいた。煙草たばこのヤニで汚れたカーテンを引き、自分の体には小さすぎる寝台に座りこむ。バックパックには最低限の荷物しか詰めこまれておらず、後うしろ盾だてもない代わりに、何を背負っているでもない。この名前を担になってから、常に自分は孤独の代わりに自由を得ていた。

　もう一度、獄中からの手紙を読み返す。もしかしたら自分は初めて、何かを守らねばならないのだろうか。あの、若かった従軍画家……自分と同じように戦場でしか生きられなかった男の身に、何が起きているのだろうか。

　つらつらと考えながら、ハルクはいつしかまどろんでいた。耳の奥で、遠い戦地の風が鳴った。生温い初夏の風が感じさせた幻だったのかもしれない。だが、その風景は何かしらの記憶を呼び起こさせた。まだ自分がクリストファー・レイノルズだった時、持っていたはずの感情。それを思い出せそうになった、次の瞬しゆん間かんだった。

『ＳＯＳ・ＳＯＳ！』

　耳元で響ひびいた電子音に飛び起きた。陽ひの落ちた狭い一室は闇やみに包まれており、左右を見回しても変わったところはない。だが、非常ベルじみた音は全身を自じ壊かいさせるように響いていた。左半身に組みこまれた通信機器に、直接干渉してきているのだ。

『ＳＯＳ・ＳＯＳ・私の名は「ＮＥ－ＶＯ ＭＳ[image: １０１]」』

「……ネーヴォ？」

　意味もなく耳を押さえ、ノイズの混ざる声に聞き返す。その声はどこか機械的な、少年とも青年とも似つかないものだった。途切れ途切れの電波に耳を澄すませる。

『レナード・ウィンズベルの娘が危ない』

　そうとだけ言って、通信は切れた。慌あわてて発信記録をたどる。十二区画の三十二番地。ここからは。そう遠くない場所だ。

「畜ちく生しよう！」

　荷物を抱かかえ、モーテルを飛び出す。驚きよう異い的てきな脚力で市街を駆け抜ける異い形ぎようの大男に訝いぶかしげな視線が向けられるが、構わずに走った。通信機器からの声は、もう聞こえない。

　ただ、バックパックに入れた一枚の手紙だけが、自分を鼓こ舞ぶしている気がした。

　──ハルク、私の代わりに娘を守ってくれ。




　住宅地のひしめく十二区は、立ち並ぶアパルトマンやテラスハウスが、柔らかい光を落とす街灯に浮かび上がっている。パリの街はどんな小路にも名前があり、住所だけで場所を割り出すのはそう難しいことではない。

　それでも、闇やみに紛まぎれた界かい隈わいは見通しが悪く、入り組んだ路地が何度もハルクの足を止めた。先程の通信は依然として途切れたまま、それ以上の情報をもたらしてくることはない。

　時刻は午後の十時を回っている。まばらな人ひと影かげはあったが、特に騒さわぎが起きている様子もなく、閑かん寂じやくな住宅街はいつもどおりの夜を迎えていた。足を踏ふみ出す度たびに、左半身の鉄装甲が打ち鳴らされる音が反はん響きようする。目を凝こらしながら、三十番地通りに入る。古いアパルトマンが立ち並ぶ一角だ。

　と、赤レンガ壁かべの建物の前にスモークガラスの貼られた黒塗りのセダン車が横づけにされており、ハルクは舌打ちした。どうにも、庶民的な界隈には相応ふさわしくない光景だ。表示されている番地は、三十二番地。セダン車はアパルトマンのエントランスを遮さえぎるように止められている。

　と、頭上から大きな風切り音が響ひびき渡わたった。空を振ふり仰あおぐ。冴さえた満月の光を覆おおい隠かくし、巨大な鳥のシルエットが横切っていくところだった。

『ＳＯＳ・ＳＯＳ、ナンバープレート「178JM92」の車を追ってください！』

　瞬しゆん間かんだった、再び内部通信が繫つながった。今度は、はっきりとした音声だ。場所は明らかに近くなっている。その言葉と同時に、停車していたセダン車が発進した。反射的にナンバープレートを見やる。「178JM92」……

　極端な前傾姿勢のまま、左ひだり腕うでを突き出す。が、仕込まれた銃口のトリガーを引きかけ、すんでのところで押しとめる。ここは戦場ではない、銃声が響いたら、不利なのはこちらの方だ。

「……っそったれ！」

　左ひだり腕うでを地面に叩たたきつけ、咆ほう哮こうと共に跳とんだ。アスファルトの削れる轟ごう音おんが響き、鋼こう鉄てつの体が有り得ざる跳ちよう躍やくを見せる。走り去っていく車はまだスピードを上げてはいない。追い詰めるように距きよ離りを縮め、車の屋根に飛び乗る。

　突然の衝しよう撃げきに運転手も驚きよう愕がくしたのか、車体が揺ゆらいだ。構わず、運転席のドアを蹴けりつける。蛇だ行こうしながらもスピードを緩めない運転手に業ごうを煮やし、ボンネットに身を乗り出す。フロントガラスに大口径の銃口を押しつける。

「止まれ！」

　さしもの運転手も、視界を遮さえぎられて急ブレーキを踏んだ。広い道で、他に通行人も車もなかったことが幸いした。突然の停止にけたたましい音を上げ、車体がスピンする。

　ハルクは不安定な体勢のままボンネットから降り立ち、運転席の扉を左腕で引ひきはがした。ひしゃげたヒンジが弾はじけ飛とび、飴あめのように歪ゆがんだドアは易やす々やすと路上に放り捨てられた。そのまま、運転席に座る男を引きずり出す。

「──！」

　予想外の事態に呆ぼう然ぜんとしていたのは、黒服の男だった。単なる役人風の優やさ男おとこだ。車内を覗のぞきこむと、助手席と後部座席にもう一人ずつ、同じ風ふう体ていの男が乗っていた。

「な、何だ君は……我々はパリ市し警けい……」

「うるせえ！　黙だまれ！」

　懐ふところから警察手帳らしきものを出そうとする助手席の男を一いつ喝かつし、ハルクは銃口を向けた。半なかばトリガーを引きかける。

「撃うたないで！」

　が、突とつ如じよ響ひびいた叫さけびがその行為を遮さえぎった。声の方向に顔を跳はね上げる。一人の男しかいないと思っていた後部座席からの制止だった。

　小さすぎて見えなかったが、そこにはコートにくるまった少女が脅おびえた顔を向けていた。暗くら闇やみに遮さえぎられていたが、驚おどろくほど大きな青い双そう眸ぼうが光を反射させている。

　どこかで見たような目だった。その事実に気づいた瞬しゆん間かん、ハルクは右手で押さえつけていた運転席の男を放し、助手席の男から後部座席に照準を移した。

「その子供をこちらに渡せ！」

　それは忠告のつもりだったが、どちらにしても結果は同じだっただろう。返事を待つよりも早く、ハルクは乱暴に少女を抱かかえこんだ。身を硬くした少女は抵抗するでもなく、されるがままになっている。黒服が拳けん銃じゆうを抜いた。それを認識するより早く、ハルクは路上に躍おどり出でた。後方で数発の銃声が響くが、威い嚇かく射しや撃げきだったのだろう。

『左です！』

　すると、再び内部通信が繫つながった。あまりにも軽い少女を腕に抱えたまま、言われたとおりに左の路地へ駆けこむ。単なる人間が、こちらの脚力に追いつけるはずもない。通信向こうの声が誘導するままに、住宅街を抜ける。

　しばらく走り、たどり着いた裏路地で立ち止まる。無論のこと息など上がっていなかったが、気を落ち着けるために大きく嘆たん息そくする。そこでようやく、コートにくるまった少女を腕うでから下ろした。単なる荷物のように身動きしていなかった少女は、解放されても尚なお、動こうとはせずに座りこんだままだった。

　それはそうだ。先程からの出来事を反はん芻すうし、思わず苦笑する。事態はまったく把は握あくできていなかったが、どちらかといえば悪党は自分の方だ。とりあえず何を言ったらいいかも分からず、意味もなく天を仰あおぐ。

　その時だった。頭ず上じようから、大きな塊かたまりが降下してきた。闇やみに紛まぎれて単なる影かげにしか見えなかったが、それは茶ちや褐かつ色しよくの翼つばさと、炯けい々けいとした金色の目を持つ巨大な鷲わしだった。パリ市内で見られる生き物ではない。おまけに、廃ビルのテラスに足を引っかけて首を傾かしげるその仕し草ぐさは、妙に人間じみている。

『あなたが、ハルクですね』

　クチバシがわずかに動き、その鷲は人間の言葉を喋しやべった。青年でも少年でもない声は、先程から内部端末で聞いていたものと同じだ。発光するレンズにも似た目を、挑いどむように向ける。

「俺おれの内部端末にアクセスしてきたのは、お前か。どこで通信コードを知った？」

『コードはレナード様から伺うかがっておりました。アクセス自体は、私の内部端末から直接干渉を』

　その言葉に、顔をしかめる。確かにレナードには内部端末のコードを教えており、彼が七三〇部隊の従軍を外はずれてからも何度か連絡を貰もらっていた。

「ＡＩか……ずいぶんと高度な技術だな。一体何者だ？」

『私は「ＮＥ－ＶＯ ＭＳ[image: １０１]」であり、他の何者でもありません。製作者は「ＩＳＯＬＡ」』

「イソラ」

　その名を反芻し、遠い記憶を呼び起こす。川かわ澄すみ伊い空そら……レナードの、妻の名だ。

　ロフマットの話によると、彼女は五年前に失しつ踪そうしたということだった。この娘は母を失い、父をも奪うばわれたのだ。ハルクはしゃがみこんだままの少女に、ぎこちなく手を差し出す。だが、彼女は脅おびえたように自分を見返すだけだ。

　そこでようやく、少女の顔を真っ向から見据える。年の頃ころは十歳前後だろうか。アーモンド形の大きな青い瞳ひとみが、レナードの面おも影かげを残していた。癖くせのある黒くろ髪かみは、母親が東洋人だからなのだろう。小さな唇くちびるを引き結んだ、意志の強そうな娘だった。

　彼女に向けた手が武器の仕込まれた左腕だったことに気づき、ハルクは緩かん慢まんに右手を差し出し直す。が、少女はやはりこちらの手を取ることはなかった。逃げるように立ち上がり、大鷲のとまる場所に駆け寄ってしまう。ハルクは肩をすくめ、再び視線を大鷲に戻した。

「確かに昔、レナードの妻は日本の科学者だって話を聞いた。お前みたいに高度なＡＩの研究者だったとは知らなかったけどな」

『イソラ様が所属していたのは、日本の「マルドゥーク・コーポレーション」です。世界的なシンクタンクですから、一般人から見ればオーバーテクノロジーと思われる技術が実現していてもおかしくはありません』

　その言葉に、ハルクは声を詰まらせた。『マルドゥーク・コーポレーション』……死にかけた自分の体を引き取り、クリストファーを殺し、ハルクを生み出した根源。

　レナードの妻は、その企業の研究者であったのか。無論のこと、世界的な大企業だ。近くに関係者がいたところでおかしいことではない。だが、浅からぬ因いん縁ねんめいたものを感じ、左半身を抱かかえこむ。訝いぶかしげに羽を膨ふくらませる大おお鷲わしに気け取どられぬよう、平静を装って続ける。

「それよりも、今の男たちはパリ市し警けいの者だと言っていた。レナードの娘を保ほ護ごしに来たんじゃないのか？　大体、娘は親しん戚せきに預けられていると聞いていたんだ。どうしてお前は、俺おれに助けを求めた？」

『レナード様が投獄されてからは、私があのアトリエでエナの面倒をみていたのです。何かありましたらあなたに連絡を取るようにと、レナード様からは聞かされておりました』

「確かに獄中のレナードから、俺宛あての手紙も来た。が、どうにも解げせなかったんだ。世界政府の保ほ護ご下かよりも、俺に娘を任まかせようとしたことがな」

　レナードの娘……エナは、やはりこちらを警けい戒かいしたまま、大鷲のとまるテラスの下で青い双そう眸ぼうを瞬またたかせている。何かを観察するような、対象を射抜く瞳ひとみだ。大鷲はハルクの質問に、逡しゆん巡じゆんの間まを置いた。一いつ瞬しゆんだけエナを見下ろし、そして口を開く。

『世界政府は、レナード様を葬ほうむろうとする殺人者です』

　その言葉は、滑こつ稽けいなほどの確信と共に放たれた。胸中で大鷲の断言を反はん芻すうし、ハルクは頷うなずく。

「……やっぱりそう思うか」

『無論です。レナード様が投獄される理由などありません。私たちはその真相を知りたいだけなのです。易やす々やすと、世界政府の手に落ちるわけにはいきません』

　レナードが自分に娘を任せたのは、戸籍のない人間であれば、さしもの世界政府も足取りを追いにくいという理由があるからなのだろうか。それにしても最大の謎なぞは、レナード・ウィンズベルが政治犯として投獄された真の理由だ。単なる見せしめのためだけに、戦争画家一人を裁くとも思えない。

『おそらくレナード様は、描いてはならないものを描いてしまった……政府はレナード様を抹まつ消しようすることにより、その事実を隠いん蔽ぺいしようとしているようなのです。だとすれば、エナの身とて政府に狙ねらわれている可能性があるのです』

「描いてはならないもの？」

『はい。レナード様は投獄される以前より、そのようなことを仰おつしやっていました』

　それは単に、〈プロパガンダ撤てつ廃ぱい令〉で規制された戦争画を描いていたということではないのだろう。いずれにしても、確かに世界政府は何かを隠かくしているのだ。額ひたいを押さえるハルクに、大おお鷲わしは抑えた声で続けてくる。

『私は人の姿を模もすことと、人に危害を加えることだけは許されていないのです。ハルク……私たちは、あなたの力をお借りしたい』

　通りの向こうから、パトカーのサイレン音が近づいてきた。こういう時に、目立つ風ふう体ていの自分を恨む。フランス国外に出るとしたら、躊ちゆう躇ちよしている暇はない。

　ハルクは片手で端末を繫つないだ。常に多忙なホテル王は、こんな時間でも律儀に電話口に出た。

「ロフマットか。今、レナードの娘と一緒だ。詳しく説明していられる状況じゃないが、すぐにフランスを出たい。どこか身を潜ひそめられるところはないか？」

　簡かん潔けつな報告に、ロフマットが呆あきれたように嘆たん息そくする気配が伝わった。

『……この一日で、色々あったことは察するよ』

「世界政府は保護目的じゃなく、レナードの娘を狙ねらっている。とにかく俺おれは、独自にレナードが投獄された理由を調べることにする。世界政府が、何かを隠していることは事実だ」

『娘は俺が預かろうか？』

「ベネディクト・グループの総そう帥すいが急に身元不明の子供を引き取りでもしたら、それこそ怪あやしまれるだろうが。社会的に生きてるか死んでるか分からねえ俺と一緒にいた方が、まだ安全だ。不自由はさせるだろうがな……それに」

　一いつ旦たん言葉を切り、こちらを見上げる少女を一いち瞥べつする。ハルクは長い息をつき、静かに呟つぶやいた。

「レナードは、俺に娘を任まかせると言った」

『分かった。俺も、できる限りの援助をしよう』

　ロフマットが、ハルクの意志を汲くみ取とったようにそう返してくる。

『とにかく、ヨーロッパは離はなれたほうがいいだろう。インドネシアの首都ジャカルタに、廃車にしたトレーラーハウスがある。隣となりの倉庫も使って構わない。あの場所なら、多少流れの住人が増えたところで誰だれも気にしないはずだ。しばらくはそこに身を隠せ』

「悪いな、恩にきる」

『今後の連絡は控えた方がいい。倉庫とトレーラーハウスの鍵かぎは、ホテル・ベネディクト・ジャカルタのフロントに預けておく。ロフマットの遣つかいだと言えば渡してくれるだろう』

　通信が切れ、不意に強い視線を感じた。少女がいつの間にか大鷲の元を離れ、自分の前に立っていた。とはいっても、会話するには不便なほどの距きよ離りを保ったままだ。口こそ開かなかったが、しかし何かを訴えるかのように凛りんとした顔を見せていた。自分の腰こしほどしかない背丈の少女が、なぜか若かりし頃ころのレナードの顔と重なった。

　バックパックに入れた手紙の存在を思い出し、ハルクは少女に一歩だけ近付いた。今度こそ娘は逃げなかったが、しかし近づいてくることもなかった。

　目の前に立つ少女は、すべてを失いながらも懸けん命めいに生きていた。子供の扱いなど分からない。それでもハルクはわずかに屈かがみこみ、ゆっくりと右手を差し出す。まだ、人の温かさが残っている方の腕うでを。

　一度ならず、二度までも失いかけた命だ。何かのために捧ささげられるなら、それでいい。

「大丈夫だ……俺おれが、お前を守ってやる」

　掠かすれた声は、自分が発したものではないかのように響ひびいた。

　少女は唇くちびるを引き結んだまま、それでも微かすかに泣き顔に似た表情を見せた。一いつ瞬しゆんだけ大おお鷲わしの方を振り返り、小さな手でおずおずとハルクの指先を摑つかんだ。

　それは、兵器として生きることを決めた自分が、初めて何かを背負った瞬しゆん間かんだった。




　夜のうちに、フランスを出た。インドを経由してスカルノ・ハッタ・ポッドターミナルに着いた時には、すでに空は白しらみ始めていた。

　眠そうに目をこするエナの手を引き、明け方のシャラン・タムリン通りを歩く。グランド・ハイアットやインターコンチネンタル・ミッドプラザが立ち並ぶ高級街だ。左半身を隠かくすように黒いコートをはおった大男に連れられた少女の姿は、否いや応おうなしに目立つ。早さつ急きゆうに、ロフマットの用意してくれた隠かくれ家がに身を潜ひそめる必要があった。

　ネーヴォは大鷲の姿から、エナの足を守るブーツに姿を変えていた。このＡＩは筐きよう体たいを解体して再構築することにより、人間の姿以外のあらゆる形状に変化できるのだという。大鷲の姿は移動に便利だという点で気に入っているだけのことらしい。

　ホテル・ベネディクト・ジャカルタはすぐに見つかった。フロントの常駐ホテルマンにロフマットの名を告げると、彼は小さな封筒を渡してきた。中を改めると、古びた二つの鍵かぎと、簡単な手書きの地図が入っている。ロフマットのトレーラーは、ジャカルタ特別市の最南端にあるレンテン・アグン地区にあった。都市部からは、タクシーを使う必要がありそうだ。

　現地では、物資も調達できるか分からない。パサール・バルの商店街まで出ると、エナは物珍しそうに辺りを見回した。パリで育ってきた娘なら、雑多なアジアの街並みは新鮮に映っていることだろう。道路にひしめくタクシーと車の渋滞を抜け、保存の利きく食料を買いこむ。

「何か必要なものはあるか？　買ってやる」

　そう聞くと、エナは黙だまって一軒の雑貨屋に入った。雑然と積み上げられた商品の中から示したのは、質の悪い紙で作られたスケッチブックと、一本の鉛筆だった。

「なるほど。レナード・ウィンズベルの娘らしいな」

　思わず、そう呟つぶやく。彼女はずっと、アトリエで絵を描く父親の姿を見ていたのだろう。エナは買ってもらったスケッチブックを大事そうに抱かかえ、こちらをじっと見上げた。無言で礼を言われている気がした。

　昼前にはタクシーに乗り、レンテン・アグンを目指した。市内を南下していくと、やがて道路は道なき道となる。二時間ほど走ったところで、運転手に降ろされた。どうやらこれ以上は道が細くなり、車が通れないということだった。

　地図を頼りに、路地を歩きだす。湿気を含んだ重たい風に、無造作に干された洗せん濯たく物ものがはためいている。太った野の良ら猫ねこが我が物顔で道を横切る界かい隈わいには、黒人や白人の姿もあった。かつて大規模な白はく兵へい戦せんがあった地区だけあって、訳ありの住人も多そうだ。

　なるほど、身を隠かくすにはうってつけの場所なのかもしれない。妙に納得しながら更さらに歩みを進めていく。子供の足には酷こくな時間を歩いていることに気づき、エナを負おぶってやろうとしたが、彼女はけろりとした表情で首を振った。どうやらブーツに変化したネーヴォが、彼女の歩みを肩代わりしているようだった。

　どれくらい進んだだろうか。互いに寄り添うような形で建てられた住宅地が途切れ、多少なりとも広い場所に出る。砂さ塵じんがけぶる地面に打ち捨てられたトレーラーハウスを見つけ、ハルクは思わず肩をすくめた。

「……さすがは、世界のホテル王だ。所有物件の幅が広いにも程がある」

　どうやら、ここが目的地らしい。錆さびついた鍵かぎが開くかが不安だったが、軋きしんだ音を立て、トレーラーハウスの扉は開いた。内部は埃ほこりだらけだったが、どうにか生活はできそうだ。

　続いて、隣となりにある倉庫の鍵かぎを開ける。かつて燃料として使っていたらしい木炭や石炭が積まれているだけで、後は何もなかった。天井から吊つられた蛍けい光こう灯とうの明かりはかろうじてついたものの、こちらを使う必要はないだろう。

　だが、倉庫に入ったエナは壁かべの隅すみに座りこみ、その場所が気に入ったように動こうとしなかった。大おお鷲わしの姿に戻っていたネーヴォに、小声で問いかける。

「……おい。あの娘は、喋しやべれるよな？」

『もちろんです』

「まだ、警けい戒かいされてるな……当たり前か」

　出会ってから一度も、エナは喋ろうとしていなかった。銃を使おうとした時に放たれた、制止の声しか聞いていない。ネーヴォはハルクの左肩にとまり、言い含める調子で呟つぶやいた。

『エナは、非常に聡さとい子供です。自分が置かれている状況も理解しています。今は少し、そっとしておいてあげてください』

　ハルクは再び、壁かべ際ぎわにしゃがみこむエナを一いち瞥べつした。彼女は膝ひざの上に先程買ったスケッチブックを乗せ、鉛筆で何かを描いているところだった。

　瞬しゆん間かん、強烈な既き視し感かんが襲おそってきた。機械じみた動きで走る鉛筆、対象を射抜く青々とした眼めのレンズ。確かに自分は、この光景を見たことがあった。

　ネーヴォの言葉を無視し、ハルクはエナに近づいた。エナは不意に顔を上げ、こちらを見返した。一度だけ目を落とし、そしてスケッチブックをこちらに向けてくる。

　そして、ハルクは確信した。レナードの語ったことは真実だった。手を伸ばし、スケッチブックを受け取る。エナは拒こばまなかった。やはり無言のまま、自分を見つめているだけだ。

「そうか……お前も持っているのか、あの眼めを」

　うめくように呟つぶやく。レナードが戦場で語った『転てん写しや眼がん』……自分が見たものを、そのままに転写できる能力。それは、こんなにも幼い頃ころから開花するものなのか。スケッチブックに描かれた自分の顔を見つめ、そう驚きよう嘆たんする。

　それは明らかに、子供が描く絵ではなかった。出会ってすぐにレナードが自分に見せた肖しよう像ぞう画がと同じ正確さを持って、エナが複写した自分の顔がこちらを見返していた。

「……ネーヴォから聞いているかもしれないが、俺おれはレナードの戦友だった。お前を危険な目にあわせたりはしない。信用してくれ」

　ハルクは座りこみ、エナと視線を合わせた。蛍光灯の淡い光を反射させる青い目は、どこまでも透過していた。すべてを見み透すかしている双そう眸ぼうに気け圧おされそうになる。だが、エナはぶんぶんと首を振ってハルクの左ひだり腕うでを示してきた。ようやく聞きされるほどの声量で、呟く。

「武器は嫌い」

「なるほど……ったってな」

　胸中で納得しながらも、頭を抱かかえる。所構わず武器をぶら下げている人間は、子供に恐怖をもたらすには十分だろう。しかしハルクにとって体の欠損を埋める武器は、内臓や骨や血管の類たぐいと同じ存在なのだ。どうしたものかと首をひねる。

「確かにもう、俺には必要のない代しろ物ものだけどな……外はずすにしても、これは俺の体の一部なんだ。左腕を切れと言われてるのと同じなんだよ」

　言い訳がましいと思いつつも、そう告げる。すると、エナの横に降り立っていたネーヴォが、ハルクの左半身を見つめて口を開いた。

『もしかしたら……その技術は「マルドゥーク・コーポレーション」のものではないですか？』

「……分かるのか」

『はい。それならば、私が取り外せるかもしれません』

　予想外の言葉だったが、大おお鷲わしが自分の体を手術するという滑こつ稽けいな映像しか思い浮かばない。その内心を読み取ったか、ネーヴォは補足するように続けた。

『あなたの内部回路に直接干渉し、施せ術じゆつしましょう。「マルドゥーク・コーポレーション」の技術ならば、大体理解しておりますので。ネットワークにさえ繫つなげてもらえれば、必要なパーツは取り寄せることができます』

「なるほどな……で、武器を外した場所には何を補ほ塡てんするんだ？」

『パイプオルガンを組みこむというのはどうでしょう。実に平和的ではないですか？』

　それは半なかば冗談だったのだろうが、不意にハルクは遠い昔を思い出した。裕福な商家で育った幼少時代、自分はピアノを習っていたのだ。だからといってあの頃ころの自分を取り戻せるわけではないだろうが、思わず苦笑する。

「……いいかもな」

『おや。否定されると思ったのですが』

　拍ひよう子し抜ぬけした様子のネーヴォを再び見つめ、ハルクはわずかに口ごもってから問うた。

「ネーヴォ……この体を、普通に老いて死んでいく体に戻すことは、不可能なのか？」

『それは無理ですね。おそらくあなたの肉体は六十パーセント以上が欠損した状態でサイボーク化され、人間として残されているのは脳だけのようです。無事に見える右半身も、ほとんどが人工皮膚なのでしょう。機械を人間にすることは不可能です。私ができるのは、武器の箇か所しよを別の素材で補ほ塡てんすることだけです』

　答えはＡＩらしく、非常に納得のいくものだった。諦あきらめて手を振ると、傍かたわらからエナの視線を感じた。子供らしく首を傾かしげ、興味を持ったように聞いてくる。

「ハルクは、死なないの？」

「死なねえよ」

　自分は不老なだけであり、決して不死ではない。だが、ハルクはそう言った。エナの小さな頭に手を乗せる。廃船の名を持つ体が役に立つのならば、いくらでも生き続けることができる。

「とりあえず、お前が死ぬまでは絶対に死なねえから安心しろ……そう、レナードと約束した」

「父さんと？」

「そうだ。レナードが投獄されているのは、何かの間違いだ。どうにか真相を突きとめて、お前の父親を、必ず釈放する」

　自分にでも言い聞かせるように、そう口にする。今、自分にできることはそれしかないのだ。

「それまでは我が慢まんしてくれ。いずれ、フランスに戻ろう。レナードが待っている、パリに」

　しかし、エナは頑かたくなに倉庫から出てこようとはしなかった。食事の時はトレーラーハウスに来るのだが、後はずっと倉庫に閉じこもる生活が続いた。ハルクが踏ふみこむのも気に入らないらしく、様子を窺うかがうのはもっぱらネーヴォだった。

　エナが落ち着いたならば、彼女をネーヴォに任まかせてフランスに戻り、ロフマットと共にレナード投獄の真相を突きとめるつもりだった。相手は世界政府だ。そう簡単なことではない。だが、エナがこの状態ではトレーラーハウスを離はなれることもままならない。

　時間だけが過ぎていく中、ロフマットから耳を疑う知らせが届いたのは、ハルクたちがジャカルタ入りして三ヶ月後のことだった。

　──レナード・ウィンズベルの死刑が、サンテ刑務所で執行された。




「エナ、入るぞ！」

　蹴け破やぶるようにして、倉庫に足を踏み入れる。広すぎる内部は蛍けい光こう灯とうでも隅すみ々ずみまで照らし出すことはできず、隅には仄ほのかな影かげがわだかまっている。

　エナはその闇やみの向こうに位置する、倉庫の奥に立っていた。大おお股またで彼女に近寄り、ハルクはふと奇妙な違和感に襲おそわれた。

　砂で薄うす汚よごれた倉庫の壁かべに、大きな染しみができている。近づくにつれ、ハルクは言葉を失った。少女が顔を向けた倉庫の壁に広がる、信じがたい光景を目まの当たりにする。

「お前……これは」

　そこには、一枚の巨大な絵が広がっていた。

　モノクロームで描かれた抽象画……ハルクはその絵を知っていた。まだ〈プロパガンダ撤てつ廃ぱい令〉が制定される前、芸術が自由を謳おう歌かしていた頃ころ。それでも戦火が世界を覆おおいつくしていた時に、一人の戦場画家から見せられた一枚の絵。

　パブロ・ピカソの『ゲルニカ』……怒りに似た筆致は見る者を吞のみこみ、言い知れぬ恐怖を呼び起こさせる。

　画材は、倉庫の端に固められていた炭だった。食事や風呂の時にエナが顔を出す度たび、手が黒く汚れていたのは知っていた。エナはハルクに顔を向けもせず、静かに呟つぶやいた。子供とは思えないほど無感情な口調だった。

「父さんが言ってた。本当の絵は、奇跡にも似ている。それは、一人の人間を変えてしまうほどの奇跡なんだって」

　レナード・ウィンズベルが、自らの原点だと語った絵。その存在は、小さな娘にも引き継がれていた。エナはこの絵を、長いこと記憶していたのだ。異国の地で不安を打ち消すように、父親の出発点であったこの絵を黙もく々もくと描き続けていたのだ。

　この娘は、すべてを知っているのかもしれない。ハルクはその思いを振り切り、炭で黒く汚れた少女の手に、一枚の封筒を差し出した。

「……レナードからだ」

　レナード・ウィンズベルは自分が死んだ時、娘と共にいる人間が誰だれであるかを知っていた。

　本来ならば、渡さずに済みたかった。これほどまでに早く、この手紙が読まれる日が来たことに対する憤いきどおりが、ハルクの声を震ふるわせた。

「刑務官の検査を入れるため封は切られてるが、俺は読んでいない。これは正しよう真しん正しよう銘めい、レナードがお前だけに宛あてた手紙だ」

　エナは手紙を受け取り、小さな唇くちびるを嚙かみ締しめた。便びん箋せんを開き、ゆっくりと読み始めた。

　真昼の倉庫内に冷たい沈ちん黙もくが降りた。ただ、少女が再現した虐ぎやく殺さつの抽象画が、虚うつろに二人を見下ろしていた。エナの視線は、父の言葉を何度も反はん芻すうするように手紙をたどる。

　瞬しゆん間かん、エナは顔を上げ、振り向きもせずに外へ飛び出した。

「エナ！」

　少女の背中に向かって、ハルクも駆けだす。むっとした熱気が顔を覆おおった。外は快晴で、採光の落差に一瞬だけ視界を奪うばわれる。倉庫の前で立ち止まるエナの姿は、逆光で黒く塗ぬり潰つぶされていた。微かすかな嗚お咽えつが、風に乗って聞こえてきた。

「悪かった……間に合わなかったんだ」

　中途半端な約束をしてしまった自分を責めた。小さな背中を抱くが、エナはそれを振り払うこともなく手紙を握にぎり締しめ、虚こ空くうを見つめたまま静かに呟つぶやいた。

「……一枚の絵」

　エナは乱暴に目元を拭ぬぐい、ハルクの胸に縋すがりついた。こちらに向けられた少女の表情が、初めて色を持った気がした。それは怒りでも悲しみでもなかったことが不ふ思し議ぎだった。確かにその時、幼い少女の双そう眸ぼうに灯ともっていたのは、決意にも似た感情だった。

「ハルク、助けて……あたしと一緒に来て！」

　一枚の絵が、人を変え、人を殺し、そして人に奇跡を起こす。

　後に『破壊者ヴアンダル』と称されることとなる小さな画家の中にも、一枚の絵が生まれた瞬しゆん間かんだった。

　見たこともなければ、題名すらも分からない、それでも追い求めなければならない絵が。

「あたし、父さんを殺した絵を探す！　世界中を回ってでも、父さんが最後に描いて、父さんを殺した一枚の絵を、必ず探すから！」
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──私の娘へ





　君がこの手紙を読む時、私はもう生きてはいないだろう。

　だが娘よ。どうかそのことで、誰だれかを憎んだり、恨んだりしてはならない。

　怒りは何も生み出さない。まして復ふく讐しゆうなど、愚か者の抱いだく感情だ。

　私は、私の描かいた絵によって死んだ。すべては、私自身が望んだことなのだ。




　君もやがて、筆をとるだろう。

　だが、私のように何かを暴き、自分自身と共に消される絵を描いてはならない。

　万ばん人にんに愛されずとも構わない。誰か一人の人間に、小さな奇跡をもたらす絵を描きなさい。

　辛つらい時は空を見上げ、この世界は限りなく美しいのだと思い出しなさい。

　君はそれを知るための、素晴らしい眼めを持っているのだから。




　覚えておきなさい、愛する娘よ。

　人は誰もが、心の中に一枚の絵を持っている。







獄中より愛を込めて、レナード・ウィンズベル












　遠い記憶がある。

　青々とした光と共に思い出す、幼い日の光景だ。

　パリの夏だった。常に灰色の雲と霧きりに閉ざされていたあの街で、陽光が照らし出す空の記憶が鮮明に残っているのは、珍しいことだ。

　そう……あの日のパリは、残酷なまでに晴れていた。あたかも自分たちを嘲あざ笑わらうかのごとく透過した空は、その鮮やかな色のままどこか遠くへ飛び去り、二度とこの美しさを自分たちの前に見せてくれないのではないかと不安になるほど、危ういまでの透明さを晒さらしていた。

「今日は、晴れているね」

　逆光に隠かくれ、自分の手を引く父の顔は見えなかった。幼かった自分の背丈は父の膝ひざほどまでしかなく、頭ず上じようから降ふってくる温かい声だけがすべてだった。留守がちな父がこうして自分の手を握り、外に連れ出してくれたことが嬉うれしかった。何も知らずにはしゃぐ自分を傍かたわらに、父はずっと空を見上げていた。その横顔はやはり黒い影かげに塗ぬり潰つぶされていた。

　自分たちがいた場所がどこだったのかは覚えていない。おかしなことだ……自分の眼めをもってしても、曖あい昧まいな記憶があるのだから。ただ、空に近い場所だったことは確かだった。凱がい旋せん門もんの上か、エッフェル塔の展望台か。記憶の中で周囲の風景は搔かき消え、喧けん騒そうすらも遠く、世界には自分と父と、そして頭上に広がる青空だけがあった。彼方かなたに浮く雲は純白の光に縁ふち取どられ、筋状に漏もれる光こう芒ぼうが道みち標しるべのように天空を示していた。

「エナ。おまじないを教えてあげよう。辛つらい時や哀かなしい時には、今日みたいな青空を見るんだ。世界は美しいんだって、思い出させてくれる魔ま法ほうだよ」

　父の手は絵具えのぐで汚れていたが、自分が知るどんな神々よりも崇すう高こうだった。その言葉に自分は顔を上げたはずだが、やはり父の表情は記憶の最も大切な部分から欠落したままだった。

　もしかしたらあの時、父は泣いていたのかもしれない。それを知る手立てはなく、ただ自分の目には、父の背後に悠ゆう然ぜんと広がる遠大な天てん蓋がいだけが焼きついていた。

　……母からの連絡が途絶えたその日、パリの空は晴れていた。

　哀しいほど澄すんだ青空の下で聞いた父の言葉は、未いまだに胸中で渦うず巻まいたままだ。

　世界は美しい？　本当に？

　父から貰もらったこの眼は、それを知る助けとなる？

　自問は無意味だった。だから筆をとった。

　ただ、どんな街に行っても、あの日よりも美しい青空を見ることはなかった。

　いつしかあの日の空は、自分の中で神話と化していた。

　どこまで走ってもたどり着けない楽園に広がる、存在し得ない色彩が満ちた幻の空に。







　再びこの場所を訪れることになるなど、運命とは実に皮肉なものだ。自じ虐ぎやく的てきに肩をすくめ、ロフマットは高々とそびえる壁かべを見上げた。まるで要よう塞さいのような外観だ。そして実際、この場所は長いこと禁きん忌きの領域だった。無言のまま隣となりに立つ少女に向かって、静かに口を開く。

「本当に君も来るのか、エナ」

「あたしが行かないと、前に進めないから」

　少女は塀の向こうを見つめ、毅き然ぜんとした声でそう返してきた。この娘は、いつの間にこんなに大きくなったのだろう。場違いな感かん慨がいを抱きながら、ロフマットは歩行用の杖つえを握り締めた。二重扉の向こうからこちらを窺うかがう門もん衛えいは、不審な顔つきのままだ。訪問の予約はしているというのに、物ぶつ騒そうなことである。

　だが、場所柄から考えれば仕方のないことだ……かのアルセーヌ・ルパンも投獄されたという、パリのサンテ刑務所。放射状に広がる舎房棟は、あまりにも有名だ。

　過去に訪れたのは二回。一度目は、投獄された従軍画家に面会するため。二度目はつい最近、彼の娘であるこの少女が、刑務所の壁に描いた絵を見るため。いずれにせよ、この場所には必ずレナード・ウィンズベルの影かげがある。三度目の今日とて、例外ではない。そしておそらく、自分がこの刑務所の前に立つのはこれが最後となるだろう。

「この場所に来ることが、ずっと怖くて」

　隣のエナが、独白のように呟つぶやいた。自分の父が、言われなき罪で殺された場所。それでも今、少女はここに立っている。

「パリに戻ることを考えるだけでも、何だか辛つらくて。でも、今ならすべてを見ることができる気がする。この街に戻って、この場所に絵を描かくことができた、今なら」

　と、門もん扉ぴの向こうから白衣を着た壮年男性が現れた。つぶらな瞳ひとみと小柄な体。東洋人らしい平へい坦たんな顔立ちに、温厚そうな皺しわが刻みこまれている。それなりの年月を経ても昔の面影を残したかつての軍医に向かって、ロフマットは右手を差し出した。

「久しぶりだな、ドクター・レイ。まさか君が、サンテの刑務所医師になっているとはね」

「所属自体は、通りの向かいにあるコシャン病院だよ。先日、偶然こちらの担当になってね。君こそまあ、随ずい分ぶんと悪趣味になって」

　やんわりと手を握り返してくるレイは、呆あきれた調子でそう茶化した。特段派手な格好もしていないつもりだが、薄うす汚よごれた軍服とブランド物のスーツの隔たりは大きいのかもしれない。

「変わらないのはハルクだけか？」

「いいや。あいつが一番変わったよ……お前にも見せてやりたいね、すっかり温厚な目になっちまってさ。大体、あいつの情熱がなければ、俺おれはこんな場所には来なかったさ」

　そして、レイは傍かたわらに立つ少女に視線を向けた。世間話でも切り出すかのように、静かな口調で言葉を続ける。

「先日、うちにも『ヴァンダル』が来てね。囚人たちも、見せろ見せろと大おお騒さわぎだったよ。あれは、レナードの娘……君だったんだね」

　声を潜ひそめるレイに無言のまま頷うなずき、エナは頭を下げた。ロフマットは押し殺した声で呟つぶやく。

「知っていたのか」

「どんな状況でも、真実を暴くために絵を描かき続ける画家。そう聞いた時から、何となく気づいていたよ。そうか……生きていたんだな」

　そう言って、レイは踵きびすを返した。未いまだに鋭い目つきの門もん衛えいに一礼し、刑務所の敷しき地ちに足を踏ふみ入れる。いくつもの鉄てつ格ごう子しを開けながら奥へと進む。六本の廊ろう下かが伸びる舎房棟には中央監視所があり、暇そうな刑務官が欠伸あくびをかみ殺していた。

　自殺防止用のネットが張られた吹き抜けから、薄暗い独房の並ぶ廊下を見下ろす。腐った水の臭においが漂ただようこの通路が、レナードが最後に見た場所なのだ。そう思うと、胸が痛んだ。

　かつてフランスが死刑を廃止する前は、舎房棟の前にある庭でギロチン刑が執行されていたのだという。よもや、死刑制度が復活して執行された初めての囚人であるレナードも、斬ざん首しゆ刑などという非人道的な行いをされたのかと震ふるえたが、世界政府刑務当局の管かん轄かつ下で復活した死刑制度は、すべて薬物投与による執行に統一されたのだという。

　……だからと言って、救われるものではない。

　ロフマットは胸中で呟き、レイの背中を見つめた。レナードがこの場所に投獄された当時は死刑制度が再制定された直後だったために死刑囚房はなく、特別囚やＶＩＰの専用区域がある上階居住区の最も端の独房に投獄されていたらしい。かつて彼が刻々と訪れる死を待っていた場所に向かい、レイは重々しく口を開く。

「君の父、レナード・ウィンズベルがこの場所に投獄されていたことは、私も聞いていた。しかし、彼が死の直前まで何をしていたかは知る由よしもなかったし、もちろんそれが保存されていることを聞かされたのも最近なんだ」

「どんな都市でも、刑務所って場所は隠かくされてるもんだ。内から外、外から内を知ることはできない。お前がその事実を教えてくれたことは、幸運な偶然だ」

　世界政府刑務当局は、刑務所施設の公開を認めている。だが無論、一般人が何の理由もなく内部に入ることはできない。それなりの権力を持つロフマットが、内部で働く刑務所医師と面識があったことが幸いした。

　ロフマットはそう言いながらも、ふと胸中で自分の言葉を否定した。いや、偶然ではないのかもしれない。すべてはレナード・ウィンズベルという男の導きなのかもしれないと。隣となりを歩く少女に視線を向ける。彼が愛した一人の娘が今、この場所にいること自体が奇跡なのだ。

　左右に広がる独房の扉は彼方まで続くようであり、シンメトリーの空間は壮大なカテドラルにも思えてきた。増幅器を伴う楽器のごとく、三人分の足音が反はん響きようする。くだらない夢想にすぎないとしても、囚人の中にはこの場所を聖堂に見立てる者もいるのではないかと思った。

　不意に、レイの足が止まった。終わりがないと思っていた廊下の終着点だ。放射状に伸びた舎房の最さい奥おう。錆さびつき、泥と埃ほこりの染しみ付ついた厚い扉を示し、虚うつろに呟つぶやく。

「ここが、レナード・ウィンズベルが収監されていた独房だ」

　そして、最後の意志を確認するように、エナの顔を覗のぞきこむ。

「入るのか？」

「はい」

　毅き然ぜんとした答えに、レイは膨ぼう大だいとも思える数の鍵かぎがぶら下がった束を取り出した。一本の鍵を差しこむと、独房の扉が軋きしんだ音を上げて開いた。黴かび臭くさく湿った風が鼻び腔こうを抜けた。鉄てつ格ごう子しのはまった小さな窓からは噓うそのような量の光が差しこんでおり、一いつ瞬しゆんだけ目が眩くらむ。

　ロフマットは目を細め、無言のままエナの背を軽く叩たたいた。決して促したのではない。現に少女は、迷いなく独房に踏ふみこんだ。寝具のない寝台。水みず垢あかに汚れた洗面台に、緩ゆるんだ蛇じや口ぐちから落ちる水滴。埃の粒子が光に煌きらめく。狭く、白い部屋だった。二歩歩けばたどり着く部屋の中心部で、エナが顔を上げた。

「……これは」

　深々と静寂が降り積もる独房の中、ロフマットは喉のどの奥でうめく。目の前にそびえる壁かべを見上げ、言葉も出なかった。

　その前に立つ小さな少女の姿が逆光に黒く縁ふち取どられ、彼女の父親が描いた一枚の作品のように塗りこめられた。

　不意に、額ひたいを戦場の風が撫なでる。小さな窓から降ふり注そそぐ一条の光が照らし出す光景を前に、確かにロフマットは傍かたわらに立つ戦場画家の幻を見た。







　リヨンの夕刻は慌あわただしい。

　インターポール本部の奥、物置と見み紛まがうオフィスの一室とて例外ではない。増殖し続ける書類に埋もれながら、ゲティスバーグは辟へき易えきとした調子で端末を切った。珍しく疲れたような顔で嘆たん息そくする男に、カッツェは思わず問いかける。

「どなたですか」

「文化制定局の局長。本部で油売ってる暇があるなら、すぐに日本に向かえってさ。まったく……相変わらず、人使いの荒い奴やつだよ」

　そういえば、文化制定局のトップとゲティスバーグは旧知の仲だと言っていた。どのような繫つながりかは知るところではないが、この男のことだ。どうせまともな関係ではないのだろう。カッツェの内心をよそに、彼は後方のモニターを起動させる。

「問題の絵は、数ヶ月前に所有者が病死したことにより、その存在が知られることとなっている。『ヴァンダル』の技術者が情報を得ていないはずはないというのが、文化制定局の見解だ」

　端末を操作しながら、ゲティスバーグがこちらに資料を放り投げてくる。それらをトランクに詰めこむカッツェを尻しり目めに、彼の報告は続いた。

「亡くなった所有者の名は、ヒロマサ・カワスミ。『ヴァンダル』首しゆ謀ぼう者しやである、エナ・ウィンズベルの祖父だ。現在その絵は、彼が所属していた日本のシンクタンク本社に保存されている。すぐに出るよ、ハネダ・ポッドターミナル行きのチケットは、上が準備してくれている」

「その企業は、日本のどちらに？」

「カスミガセキ……かつての官庁街だね」

　ゲティスバーグがそう言うと、後方のモニターに広域航空写真が映し出された。日本列島の中央部に向かって徐々に拡大され、道路が判別できるほどの倍率で静止する。

「カスミガセキ・コモンゲート。かつて『カスミガセキＲ７プロジェクト』と呼ばれた、再開発区域だ。数十年前、区画の中央に建っていた日本最古の高層ビル……カスミガセキ・ビルティングが老朽化のために解体。その跡地に建てられたのが、これだよ」

　上空からの俯ふ瞰かん図が切り替わり、こちらを威圧する高層ビルの姿が飛びこんでくる。整然と並んだ四角い窓ガラスは未知の生物が造り出した、精せい緻ちな巣にも見える。

「……『バベル・トーキョー』」

　ゲティスバーグが、そう呟つぶやく。画面に広がったのは、何の変へん哲てつもないオフィスビルのようだ。しかし、彼はモニターを見上げたまま、苦にが々にがしく吐き捨てた。

「僕は、こういう趣味の悪い冗談が嫌いでね」

「冗談？」

　思わず聞き返すカッツェに、ゲティスバーグは薄うすい眼鏡めがねを外はずした。常にレンズの奥で噓うそくさい笑みを湛たたえている双そう眸ぼうが晒さらされ、どこか鋭さを孕はらんだ色を持つ。

「バベルの塔という神話を知っているかい？　人が神を越こえんがために、巨大な塔を建造する話だ。高さ一八五メートルにも及ぶ塔の最上部は神殿になっていて、バビロニアの最高神、マルドゥークが降臨する場所だとも言われている」

　おとぎ話のようにその言葉を聞きつつ、最後に出てきた単語を反はん芻すうする。再び眼鏡をかけ直すゲティスバーグの横顔を見つめ、カッツェは先程一いち瞥べつした資料の情報を思い出した。トランクを閉じ、目を細める。

「……このビルに入っている企業は」

「そうだね」

　数時間後には実際に見上げているであろう高層ビルの映像を消し、ゲティスバーグは吐き捨てるように呟いた。皺しわだらけのコートをはおり、カッツェからトランクを受け取りながら。

「『マルドゥーク・コーポレーション』だ」







　日が沈みかける時刻になっても、ジャカルタの風は一向に涼しくならない。

　ドアの隙すき間まから入り込む砂さ塵じんが、ブーツの裏で耳みみ障ざわりに鳴る。足早にトレーラーハウスの最さい奥おうに入ったハルクは、壁に向かって声を張り上げた。半なかば時代から忘れ去られたような外観からは想像できないほど最先端の端末に囲まれた一室に、人の気配はない。

「ネーヴォ！　状況はどうだ？」

『そんなに大声を出さないでください』

　だが、壁かべを埋め尽くす膨ぼう大だいな数の筐きよう体たいが、その声に反応した。とみるや筐体の一部から配線が飛び出し、生き物のごとく絡からまりながらひとつの塊かたまりを形成すると、光と共に大おお鷲わしの姿が現れた。二、三度両りよう翼よくを羽はばたかせ、一ひと際きわ大きいディスプレイの上にとまる。

『心配せずとも、向こうは私を忘れてはおりませんでしたよ』

「上等じゃねえか。問題は、あの陰険そうなインターポールの野郎どもだ。俺おれたちの身元は割れてる。奴やつら、俺の本名も、エナのことも調査済みだ」

『世界政府の情じよう報ほう網もうを駆使できる立場です。突きとめるのは難しいことではありません。当然、我々の狙ねらいも分かっているでしょう』

「『ノートルダムの凱がい旋せん』の保管場所もか？」

『もちろんです。所有者が死んだ時点で、その存在は隠かくされていないのですから』

　落ちついたネーヴォの声とは裏腹に、ハルクは苛いら々いらした様子で室内を歩き始めた。せわしなく揺ゆれる体に、半身の装甲が鳴る。

「こうなったら、俺たちと向こう、どっちが早いかだな。ロフマットは、パリからの直行ポッドで日本に入ったらしい。エナの準備はまだか？」

『ここ数日間、一いつ睡すいもしていないようですよ』

　エナは絵に没頭すると、倉庫から一歩も出てこない。誰だれかが倉庫を開けることすら嫌いやがるのだ。神経も過敏になっているため、下へ手たに声もかけられない。だからこそ、あれだけの大きさを持つ絵を短時間のうちに描き上げられるのだが。

　今も、そんな状況だ。しかし今回は、いつでも絵を展開できる普段の行為とは違うのだ。事態は一刻一秒を争う。それでもハルクたちは、倉庫に踏ふみこむことはできない。

　あの場所は、少女の聖域だ。誰にも侵しん犯ぱんされることのないアトリエ。

　ハルクは歩き回ることを止やめ、端末前の椅い子すに座りこんだ。ネーヴォのとまるディスプレイには、巨大な高層ビルが映し出されている。

　こうして見ると、まるでオモチャの積木だ。手元の端末で画面を切り替えると映像が静止し、半透明のウィンドウでビルの情報が表示された。

「『バベル・トーキョー』？　ふざけた名前のビルだ。由来はバベルの塔か？」

『おそらく、そうでしょうね。天に近づこうと塔を建てた人間の言語を神がバラバラにして、世界を分断した神話です』

「ふん……世界を統一しようと躍やつ起きになってるこのご時勢に、日本は実に挑戦的じゃねえか」

　地上三十五階、最高部一八五メートル。高層ビルとしては、それほど高い建造物ではないだろう。ハルクの肩に、ネーヴォは飛び移ってくる。同時に、ディスプレイの電源も切れる。ネーヴォは漆しつ黒こくのディスプレイを見つめ、静かに呟つぶやく。

『そこにはおそらく……私の「母マザー」がいます』

「願ったり叶かなったりだ。お前は母親に忘れ去られてなかったんだろ？」

『私は怖いのです』

　唐とう突とつな言葉に、ハルクは沈ちん黙もくした。機械的な声こわ音ねはまったく色を変えず、横目で窺うかがう鷲わしの目はいつもどおりに炯けい々けいとした色を湛たたえているだけだ。思わず嘆たん息そくする。

「ＡＩにも、そんな感情があるんだな」

『そうです。そう造られました』

「……エナの母親にか」

　彼に刻み込まれた製作者名『ＩＳＯＬＡ』の文字を思い出す。一度も会ったことはない女の名。エナ自身も五歳の時に行方ゆくえ知れずとなった母親の顔は、朧おぼろだと言っていた。ネーヴォも何かに思いを馳はせるような沈黙を置いた後、自分の呟きを撤てつ回かいするために首を振った。

『しかし、エナは私よりも更さらに大きな恐怖を感じているはずです』

　ハルクは浅く頷うなずいた。半身の接合部分が微かすかにうずいた。これは、戦場に向かう前に必ず体を襲おそう感覚だった。もう随ずい分ぶんと長いこと忘れていた痛みに、何らかの戦いくさが近いのかもしれないと漠ばく然ぜんと思う。

　その時だった。音もなく、後方の扉が開いた。

　肩かた越ごしに後ろを振り向く。そこには、銀色の採光に照らされたエナが立っていた。

　ただでさえ癖くせのある黒くろ髪かみは跳はね放題で、顔色も悪い。作業着代わりのオーバーオールには青い絵具えのぐが飛び散り、袖そでをまくった腕うでにも同じ色のペンキが痣あざのように染しみついている。

　だが、その双そう眸ぼうだけは奇妙なほど澄すんだままだった。目元には微かすかな隈くまができていたが、それすらもかき消してしまうほどの眼光がこちらを射抜いていた。鮮烈ですらあった。見慣れたハルクですらも、思わず言葉を失ってしまうほど強きよう靱じんな光がそこにはあった。

　エナは無言のまま一歩を踏ふみ出し、ぐいと額ひたいを拭ぬぐった。青い絵具で汚れた顔を気にするでもなく唇くちびるを上下させ、小さく頷いた。

　空色に染まった顔と透過する青い瞳ひとみが、目の眩くらむほどのハレーションを描く。それはハルクの中で逆さか巻まいていた戦場の風を、音もなく鎮める色だった。

「──準備は、できた」
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　フランスから光速輸ゆ送そうポッドで数十分。羽田ポッドターミナルから地下鉄に乗り換えるなり、カッツェは網あみの目め状に張り巡らされた地下交こう通つう網もうに驚おどろかされた。整備されているのか、はたまた無計画な都市計画の産物か。閉へい塞そく感かんを覚える通路を歩きながら漠ばく然ぜんと思う。

「日本は人口の割に国土が狭く、慢性的な用地不足に陥おちいっているんだ。戦前より政府が大規模な地下開発に着手した結果、トーキョーは世界屈指の地下都市となったわけだよ。光速輸送ポッドの路線整備に最も尽力したのが、日本の技術者たちというのも頷うなずけるね」

　数歩先を歩くゲティスバーグは世界のどこに行っても変わらない猫背のまま、よれたコートを地下の風になびかせている。その薀うん蓄ちくを聞き流しながら、カッツェは彼の後に続いた。

「地下都市開発終了後、日本は戦況の悪化もあって、主要官公庁をすべて地下特区へと移転させた。その後、文化庁や文部科学省が入っていたカスミガセキ・コモンゲートには一般企業が入居するようになり、かつての官庁通りはオフィス街と変へん貌ぼうしてしまった」

　虎ノ門駅の地下通路から上がるなり、強烈なビル風にあおられる。目を細めて左右を見渡すと、幾き何か学がく的てきなオブジェのごとく高層ビルが立ち並ぶ界かい隈わいだった。ラッシュアワーでもないのに交差点には車が溢あふれ、賑にぎやかな楽隊のようにクラクションが打ち鳴らされている。

　右手には二つの高層ビルが、天を支ささえる著ちよ大だいな柱のように伸びていた。これが霞ヶ関コモンゲートだろう。正面には、映像で見た高層ビル『バベル・トーキョー』が悠ゆう然ぜんとそびえ立っている。その麓ふもとに向かって、カッツェもきつい勾こう配ばいの階段に足をかけた。

『マルドゥーク・コーポレーション』……世界に誇ほこる、日本のシンクタンク。胸中で、目的地の名前を反はん芻すうする。

　そもそもこの研究所は、アメリカ軍からの研究や調査分析を請け負うことを目的に設立されていた。だが、時が経たつにつれて民間企業からの依頼も受けるようになり、政府からも独立。非営利組織から営利組織となったのは、最近のことだ。戦争兵器などの軍事産業で名が知られているのは、もともと米軍の傘さん下かに置かれたＮＰＯ法人であったからなのだろう。

　回転ドアを抜け、近代的なエントランスホールへと入る。四つの目と耳を持ち、輝かがやく衣をまとった神、マルドゥークを模もしたロゴが掲かかげられた受付で、ゲティスバーグはインターポールの身分証を見せた。この男、よれたコートを脱いで普通に振ふる舞まえば、一見したところではなかなかの紳士に見える。受付嬢はいくぶん緊きん張ちようした面おも持もちで内線を繫つないだ。

　しばしして、エレベーターホールの影からスーツ姿の壮年男性が現れた。日本人にしては上うわ背ぜいのある、機械じみた歩き方の男である。年の頃ころはゲティスバーグと同じほどだろうか。東洋人の年齢はよく分からないが、どこか老練な仕草が年齢を曖あい昧まいにしていた。への字に曲げられた唇から、お手本のように訛なまりのない英語が紡つむがれる。

「ようこそ、ゲティスバーグ警けい視し。研究員の有あり賀がと申します」

「やあ。急な申し出を快諾してくれたことに感謝するよ、プロフェッサー・アリガ」

　角度を計ったかのような礼をしてくる有賀教授にも、ゲティスバーグはへらへらとした口く調ちようで答えた。彼はどんな立場の人間に対してもこの調子だ。おそらく警視総監が目の前にいたとしても、不ぶ躾しつけな対応は変わらないのだろう。ある意味では、徹てつ底ていした平等主義だ。

　そんなゲティスバーグの態度を意に介した様子もなく、有賀は一定の歩幅で高層階用のエレベーターに乗りこんだ。

「かつて川かわ澄すみ博士とその娘、伊い空そら女史が所属していた研究所は、三十四階にあります」

　最上階は、おそらく役員室だろう。その真下にあるということは、よっぽど重要なセクションということだ。軽い電子音と共に扉が開くが、目の前には再び扉がそびえ立っていた。

「申し訳ございませんが、荷物はすべてこちらにお預けください。その後、金属探知機での所持品検査など、ボディチェックをさせていただきます」

「厳重なセキュリティだねえ」

「扱っている情報が情報ですので、ビジターの方々にはご協力いただいております」

　それ自体が音声アナウンスのように有賀は言い、扉の前の静じよう脈みやく識しき別べつモニターに掌てのひらを押し当てた。ビジターの入館チェックすらも、本社の人間が同行していないと受けられないのだろう。『マルドゥーク・コーポレーション』の技術は徹底した秘密主義によって守られているとは聞いていたが、これでは内部にある一枚の絵の情報すら漏もれていないことも頷うなずける。何なに気げなく上を向いて、カッツェは顔を引きつらせた。

　真っ白な天井の至る所から、レンズの瞬またたきが見て取れる。監視カメラだ……それ自体は別段珍しくもないが、問題はその数である。数センチ間隔で配置されているのではないかと思わせるほど夥おびただしい数のカメラが、じっとこちらに向けられていたのだ。無論のこと、いい気分ではない。このビル内にいる限り、天井の目からは逃れることができないのだろう。

　ボディチェックと言われたものの、すべてが終了してようやく内部に入れたのは、数十分後のことだった。辟へき易えきとしながら、ゲティスバーグと共に有賀の背に続く。

　内部とは言っても、広いフロアがあるわけではなかった。病棟のように伸びる白い廊ろう下かと、一定の間隔を置いてはめこまれた扉。ドアの前にはプレートが掲げられているが、日本語で書いてあるために理解できない。それぞれが個々の研究所なのだろう。

　時折すれ違うのは研究員ではなく、人の姿を模もしたロボットだった。細身の体は滑なめらかに二足歩行を行い、ある者は書類を抱かかえ、ある者は器用に茶を運んでいる。

「ＡＩかな？　実に高度な技術だね」

「伊い空そら女史が開発したものです。機密情報を扱う故ゆえ、なるべく人は雇いたくないのですよ。ちょうど百体のＡＩが、雑務や事務の労働力として稼動しています」

　面おも長ながの顔には明めい滅めつするレンズがはめこまれており、感情のないはずの体に奇妙な人間臭くささを付加していた。その瞬またたきをどこかで見た気がして、カッツェは漠然と思い出した。あの、ルーヴル美術館で不覚を取った『ヴァンダル』の機械人間。彼の左顔面に似ているのだ。

　ゲティスバーグは彼のボディを『マルドゥーク・コーポレーション』の技術だと言っていた。彼らがどこかしらでこの企業と繫つながっていることは、疑いようもない事実なのだ。

「このビル自体が伊空女史の開発した、ひとつのマザーコンピューターによって統制されているのです。ＡＩの管理からセキュリティに至るまで、すべてをその管理下に置いております」

　いくぶんほこらしげに語る有あり賀がの声に、初めて人間味を感じた気がした。と、その足が一枚のドアの前で止まった。やはりプレートの文字は読めなかったが、日本語の下にはローマ字表記でこうあった──『ＫＡＷＡＳＵＭＩ．ＬＡＢ』

「川かわ澄すみ親子の研究室です。伊空女史の失しつ踪そう後は、川澄博士が個人で使用しておりました」

「イソラ・カワスミの行方ゆくえは、まだ分からないのかい？」

「十年前に太平洋沖の海域調査に出たまま、研究チームごと戻らなかったのです。調査船や遺体は、現在も見つからないままでしてね……生存の線は薄うすいでしょう」

　言って、扉を押し開ける。内部は広かったが、膨ぼう大だいな数の書棚と書物、そして端末の類たぐいが並べられているために、圧迫感があった。床には書類が散乱し、その上に薄うすい埃ほこりが積もっている。訪れる者がいなくなってから、そのままの状態にしているのだろう。

「あなた方がお探しの絵は、これではないかと」

　その部屋の中に、ひとつだけ奇妙なものがあった。奥の書棚の前に大きなプレートらしきものが立てかけられ、布が被かぶせられている。おそらくは、カンバスだ。

　そのカンバスから一定の距きよ離りを置いたまま、ゲティスバーグは立ち止まった。未知の生き物と相対するような表情でカンバスを見定めたまま、軽く腕うでを組む。有あり賀がはそんな彼を訝いぶかしそうに見つめながらも、平へい坦たんな口く調ちようで言葉を続けた。

「川かわ澄すみ博士が個人的に所有していたのです。遺品整理の際に発見され、政治犯レナード・ウィンズベル画伯の作品だと発覚しました。レナード画伯は、伊い空そら女史の夫です。義父である川澄博士が所持していても、驚おどろくことではありませんが」

「そうだね。でも、二人の関かかわりは薄うすかったのかな」

「伊空女史とレナード画伯の結婚には、最後まで反対されていたようですよ。従軍画家を、戦争を食い物にする卑いやしい職業だと思っていたらしいです。川澄博士は戦争兵器の開発に嫌いや気けが差し、平和利用型ＡＩの研究所に異動した方でしたから尚なお更さらでしょう」

　有賀の無感情な声で語られると、それはひとつの挿そう話わにしか聞こえない。だが、それは好都合なのかもしれなかった。今の状況で、描かれた絵に隠かくされた背景などは必要のないものだ。

「伊空女史が失しつ踪そうされてから、川澄博士は何度も孫娘を引き取ろうとしたようです。しかし、レナード画伯はそれを頑かたくなに拒こばんだ。ところがその数年後、レナード画伯が政治犯として死刑判決を受けたという知らせが飛びこんできた」

「けれどもその時すでに、彼の体は病びよう魔まに侵おかされてていたと？」

「残念ながらそうです。川澄博士はすぐに、パリに残る孫娘を引き取ろうとしたのですが、奇妙なことに孫娘は行方知れずになっていた」

　それがおそらく『ヴァンダル』の当事者である、あの娘なのだろう。薄うす闇やみの中で一いつ瞬しゆんだけ見た、大きな青い瞳ひとみを思い出す。こちらの戦意すら怯ひるませる、純粋で強い眼まな差ざしだった。

「川澄博士は死の間ま際ぎわまで、孫娘を探していました。しかし何の手がかりも得られないまま、三ヶ月前に亡なくなりました。哀かなしいことです」

　カッツェは頷うなずいた。この絵がこの場所にあるという情報がインターポールの耳に入ったのも、所有者であった川澄博士の手を離はなれたからなのだろう。

「荼だ毘びに付される時、一緒に燃やすことも考えたのですが……どれほどの価値があるか分からないため、念のために保管をしておりました」

「価値ならあるさ、世界政府を丸ごと動かすほどのね」

　軽い調子で実に重たいことを言い放つと、ゲティスバーグは一いつ旦たん大きく息をついた。

「でも、結局は燃やされてしまうことに変わりはない。だとすれば、カワスミ博士と共に火葬してしまった方が、この絵のためだったかもしれないね……今いま更さらだけどさ」

　その言葉は、ただの独白だったのだろう。現に一瞬だけこちらに向けられた男の目は、いつものように感情の読み取れない色を曖あい昧まいに浮かべているだけだった。

「さて。プロフェッサー・アリガ。インターポールからこの会社に直接通達があったとは思うのだけど、僕たちはこの絵を狙ねらう政治犯と少々愉快な鬼ごっこをしなきゃいけない羽は目めになったんだ。奴らを捕まえるためには、君たちの力が必要なんでね。協力してもらえるかな？」

「我々は、単なる一企業ですからね。インターポールへの協力を拒んで、メリットがあるとは思えません。我々にできることがあれば、なんなりと」

「実に合理的な考えだ。好感が持てるよ」

　そう言って、ゲティスバーグはようやくカンバスとの距きよ離りを縮めた。そこにあるのは、単なる一枚の絵だ。そんな事実は分かっている。それでも布で隠かくされた絵からは得え体たいの知れない威圧感が放たれており、カッツェは喉のどを鳴らした。おそらくはゲティスバーグも、同じ感覚を覚えているに違いない。絵を覆おおう布の端を摑つかみ、確認するように問う。

「タイトルは？」

「カンバスの裏には、『ノートルダムの凱がい旋せん』とありました」

　有あり賀がの答えに、ゲティスバーグは満足気に頷いた。ためらいもなく、一気に布を取り払った。

　ばさりという音と共に、埃ほこりの粒子が舞う。書物と書類に埋もれる混こん沌とんとした部屋に、一枚の空間が出現した。カッツェは部屋の中心に四角く切り取られたその世界を、呆ぼう然ぜんと見つめた。

　確かな奥行きを伴って広がった絵は、写真よりも圧倒的な精せい緻ちさを持ち、手を伸ばせば触れられそうな風景を作り出している。カンバスと部屋との境界が曖あい昧まいになり、向こうの世界に取りこまれそうな錯さつ覚かくに陥おちいる。

　それは、狂きよう騰とうの絵だった。粉ふん塵じんと怒号と、叫さけびと混乱が一ひと塊かたまりの巨大なエネルギーとなり、見る者を押おし潰つぶす情景だ。翻ひるがえる赤色の旗の群れと、背景に描かれた寺院の威容に、この光景がいつの瞬しゆん間かんを切り取ったものかは容易に想像できた。思わず唾つばを飲みこむ。

　黙もくしたままその絵を眺ながめていたゲティスバーグはゆっくりとこちらを向き、絵の一点を示した。カンバスの中心部から離はなれた箇か所しよだ。一歩を踏ふみ出だし、その部分を凝ぎよう視しする。

　その瞬間、カッツェはすべてを悟った。ゲティスバーグの淡たん々たんとした声が、絶句した自分の耳を侵しん食しよくするように、虚うつろに飛びこんできた。

「プロフェッサー・アリガ。早さつ急きゆうにこの絵を、『バベル・トーキョー』内で最も安全な場所へ」




　端末の唸うなる音だけが、部屋の中に反はん響きようしている。整然と並んだモニターが、逆にこちらを監視しているかのように無機質な顔を向けていた。ブラインドを開けた巨大な窓から眼下の風景が一望できるのが、唯一の救いだ。

　壁かべに掛けられた時計は、午前零時を示していた。真夜中になっても、この街の明かりは消えることがない。イルミネーションとは違う冷たい灯火は、しかし際限なく美しい地上の星々だった。完全な漆しつ黒こくだと思っていた夜空には、藍あい色いろの雲がうっすらと浮かんでいる。

「……あの絵は、真実なのですか」

　カッツェは独白のように呟つぶやく。『バベル・トーキョー』の三十階に位置する中央監視室。幾つかの部屋に分けられたうちの一室で、ゲティスバーグとカッツェは三十台に及およぶモニターと向き合っていた。モニターと繫つながったカメラは、ビルの入口と最上階の金庫内に設置されているものだ。その他の映像に関しては機密情報も含まれるため、別室の警けい備び員いんが監視している。

「レナード・ウィンズベルが持っていた特殊な能力に関しては、様々な人間が証言している」

　小さなパイプ椅い子すに腰こしかけたゲティスバーグは、腕うでを組んだままそう呟つぶやいた。

「昔、彼が従軍していた軍隊の兵士は、彼の目を『転てん写しや眼がん』と呼んでいた。彼は一度見たものを記憶し、それを正確に描かけるのだと。あれは、克明な証拠写真と考えてもいい」

「ならば、早さつ急きゆうに処分すべき……なんでしょうね」

「まあね、確かに上層部はそう言っている。でも、処分するのは『ヴァンダル』をおびき寄せる餌えさにしてからでも遅くないよ。ちなみにインターポールからの応援は、一切来ないからね」

「なぜです？　日本支部に支援を要請するのは、簡単ではないですか」

「今回の一件は最低限の人間で対処したいというのが、世界政府の見解でね。あの絵の行く先は、僕ら二人に託されたってわけさ」

　先程、文化制定局の局長と言い合っていたのはその件であったのか。カッツェは胸中で納得し、問題の絵の所在が映し出されたモニターを睨にらみ上あげた。

　このビル内で最も安全な場所。それは、最上階役員室の金庫内だ。最上階には直通のエレベーターはなく、三十四階で二度に渡るボディチェックを受けて初めて入室することができる。

　ビジターの訪問は決して受け入れておらず、たとえ社員でも簡単には足を踏ふみ入れられない。行き来できるのは一部の役員と、秘書代わりのＡＩのみである。この会社の重役は、秘書すらも生身の人間を使わないらしい。どこで、何が漏もらされるか分からないのだ。

　そして有あり賀がは、そのフロアの中でも更さらに厳重な金庫に『ノートルダムの凱がい旋せん』を保管した。目の前にある最も大きなモニターには、その金庫内の様子が映っている。銀色のジュラルミンケースに入れられた書類や、金庫の中の更なる小型金庫の山。その中で、布を被かぶせられたカンバスは、場違いな異邦人のように所在なく立てかけられていた。

「『ヴァンダル』は、来るのでしょうか」

「必ず来るよ。所有者であるカワスミ博士が死んだことにより、あの絵の所在に関する情報は彼らの耳にも届き始めているはずだからね」

　ゲティスバーグの口調は、半なかば断言だった。落ち着きのない子供のようにパイプ椅子を揺ゆらし、窓外に視線を投じる。細い上弦の月が、地表から照射される光にかき消されそうになりながら、夜空に貼はりついている。

「今こ宵よいは素敵な夜だ……『ヴァンダル』を迎えるには、実に相応ふさわしい日だね」

　カッツェはその視線を追うふりをしながら、ゲティスバーグの横顔を一いち瞥べつした。相変わらず何を考えているのか読み取れない、眼鏡めがねの奥にすべての感情を封じこめているような表情だ。これから起こる何もかもが、自分とは無関係だとでも言いたげな。

「警けい視し」

　耳が痛くなるほどの静寂の中で、カッツェは微かすかなためらいと共に口を開いた。

「私たちのしていることは、本当に正しいのでしょうか」

　応こたえてくれないのならば、それでいいと思った。現にゲティスバーグは身動きひとつせず、窓に視線を向けたままだ。一いつ旦たん出した言葉は取り返すことができずに、カッツェは続ける。

「ルーヴル美術館に行った時から、ずっと考えていました。〈プロパガンダ撤てつ廃ぱい令〉は、本当に世界の秩序維持に貢献する法令なのかを。『ヴァンダル』の行為は、何かに対する警けい鐘しようなのではないかと。その疑問は、あの絵を見てから更さらに膨ふくらむばかりなのです」

「君は何のために、警官になったんだ？」

　カッツェの言葉を遮さえぎって放たれた声は、いつになく強い口調だった。こちらを向きもせずに投げかけられた問いかけに、シュミット家を守しゆ護ごする女神の姿が不意に蘇よみがえった。剣と天てん秤びんを掲かかげたその威い容ように、反射的に答える。

「……すべてを平等にするためです」

「くだらないよ」

　だが、にべもない一言が、カッツェの使命感を一いつ蹴しゆうした。思わず、モニターの光を反射させる薄うすい眼鏡めがねを凝ぎよう視しする。ゲティスバーグは淡たん々たんと続けただけだったが。

「警官ができるのは、定められた法を忠実に守ることだけだ。そうだろう？　自分が正しいと思う法を遂すい行こうしたいなら、政治家になればいい。僕ら警官は、法の奴ど隷れいでしかないんだ」

「それなら、警視は！」

　なぜ、声を上げてしまったのか分からなかった。いつだって、周りの男たちは自分の決意を踏ふみにじってきたではないか。今更、この陰険で不ふ真ま面じ目めな上司に理不尽な一言を浴びたからといって、激げつ昴こうする理由はない。それでも、カッツェは椅い子すを蹴けって立ち上がっていた。

「あなたはなぜ、警けい官かんに？　インターポールを私兵部隊にするなど、不ふ遜そんなことを仰おつしやるあなたです。地位のため？　名誉のため？　そちらの方が、よっぽどくだらない！」

　詰め寄る自分を、初めてゲティスバーグが一いち瞥べつした。だが、すぐに彼は目を伏せて嘆たん息そくした。それは呆あきれているという様子ではなく、どこか満足そうな表情だった。

「僕がこの班の統括を任まかされた時、一人だけ部下をもらえるように要請したって話はしたね。人選は局長に任せたんだけど、僕からひとつだけ条件をつけたことを思い出したよ」

　唐とう突とつに話題をすり替えられ、カッツェは怒りのやり場を逸した。こちらの内心など構わず、ゲティスバーグは肩をすくめて言い放った。

「馬ば鹿かだけど優秀な警官」

　今度こそ、カッツェは完全に絶句した。その表情が面おも白しろかったのか、男は額ひたいを押さえながら喉のどの奥で笑う。

「そうしたら、君が来たってわけだ。最初に経歴を見た時は、嫌いやがらせのように才さい媛えんを送りこんだのかと思ったけどね。上層部の目も節ふし穴あなじゃなかったみたいだ」

「なにが言いたいんですか」

「自分と似た人間が欲しかったってことだよ。僕も馬ば鹿かの部類だからね」

　ようやく絞り出した声に、ゲティスバーグはそう返してきた。反論しようとして、思わず口をつぐむ。こちらに向けられた男の表情が、今までにないほど真剣な表情だったからだ。

「僕も君と同じように、この場所にいる明確な理由がある。でもね、そんなものを持ってる警けい官かんは、大抵馬鹿なんだよ。だから弾はじかれる。逆に言えば、君が本当にすべてを平等にしたいというのなら……僕の下につく意味はあると思うけどね」

　だが、それも一いつ瞬しゆんのことだった。別人のように見えた鋭い双そう眸ぼうはすぐに消え、後にはいつもどおりにつかみどころのない顔が、薄うすい眼鏡めがねの奥に残っただけだ。カッツェは、毒どつ気きを抜かれたように息をついた。おとなしくパイプ椅い子すに座りなおす。

「……少々気が張っていたようです。出すぎたことを言ってしまい、申し訳ございません」

「僕こそ、くだらない話をして悪かったね。まあ、君が僕のやり方に納得ができないなら、上に掛け合ってみるよ。君は、自ら望んで僕の下に来たわけじゃないんだからね」

　モニターに映る一枚の絵は、その様子を変えることなく立てかけられていた。カッツェは先程から胸中で揺ゆれ動いている天てん秤びんを、音もなく鎮めた。

「いえ……私は、あなたの部下です。ゲティスバーグ警視」

　小さな声は、男には届かなかったかもしれない。ふと顔を上げ、その横顔に問いかける。

「警視がここにいる理由とは、何なのですか？」

「教えない」

　ある程度予想していた答えに、カッツェは今度こそ口をつぐんだ。視線を投じた窓外から、星は見えなかった。整然と並ぶビルの窓から漏もれる明かりだけが、夥おびただしい星々の瞬またたきのごとく列を成している。晩夏の空気に滲にじむ光の群生が、静かな予兆を告げていた。

　空気が躁そうを帯びている。何かが来るのだと思いながら、カッツェはモニターを睨にらみ上げた。







　天てん蓋がいに被かぶせられた布が少しずつめくれていくように、夜明けの光こう芒ぼうが東の空を駆く逐ちくする。

　上空から吹きつける風に、エナは髪かみを押さえた。積木のように折り重なる雑多な街は、まだ闇やみに沈んだままだ。ビルの側面に微かすかな光が当たり始め、燃える朝の訪れを告げていた。

「本当はね、無理だと思ってた」

　安全柵さくすらない、ビルの屋上。一歩踏ふみ出せば地表に落下してしまう位置に両足を引っかけ、エナは呟つぶやいた。眩まぶしげに細めても尚なお、大きな瞬きを見せる双眸を東に向けたまま。

「ハルクがあの手紙を渡してくれた日に、あたしは父さんが最後に描いた絵を探すことを決めたけど。そんな子供の決意なんて、誰だれも助けてくれないと思ってた。馬鹿だね……あたしの隣となりには、必ず誰かがいてくれたのに」

　無機質な暁あかつきの街で、しかしエナは感じていた。足元のビル自体が、自分自身と共鳴している感覚。息を吸い、一歩退く。見下ろしていた豆粒のような街の風景が視界から外はずれ、緩かん慢まんな動作で後方を振り向く。

「正しいか正しくないかなんて、分からないけど。あたしは確かに、父さんが最後に描いた絵を見たんだ。みんなが助けてくれたから。あたしの絵を、喜んでくれる人たちがいたから」

　最も早く朝日を享受する高層ビルの屋上にも、まだ完全な光は届いてこない。上じよう弦げんの月は彼方に搔かき消きえ、切れ切れに散った雲を染め上げる橙だいだいの輝かがやきが顔を出し始めていた。

　母が生まれた都市。父が最後の絵を描いた場所から遠く離はなれた東の地は、最も早く朝が訪れる場所なのだと聞いていた。

　いくつもの街を見てきたけれど、これほど鮮烈な朝日を展開する空はないと思っていた。

　夜明けは、この街のためにある。エナは腹ふく腔こうに息を流しこみ、祈るように呟つぶやいた。

「今日は、誰のものでもない。あたしと父さんの心の中にある一枚の絵を、この街に描くよ」







　ビルに切り取られた空の裾すそに、薄うす紅くれないの色が射す。

　窓から見える空は白しらみ始め、鮮やかな朝焼けが顔を出そうとしていた。

　先程から睨にらみつけている監視カメラの映像に異常はない。静まり返った狭い空間の中で、カッツェは必死に睡すい魔まと戦っていた。

　リヨンとの時差もあり、もうまぶたは限界だ。おまけにここ最近のハードワークで、肉体的にも限界に達している。寝ても構わないと言われれば、一いつ瞬しゆんで夢の中に行けそうだった。

　ゲティスバーグは相変わらず黙もくしたまま、モニターをずっと見つめている。先程から度たび々たび腕うで時計を気にしているのは、もう『ヴァンダル』が来るには遅すぎる時間だと踏ふんでいるのだろうか。何か話しかけてくれれば、少しは気が紛まぎれるものを……

　カッツェは画面に映る金庫の映像を、まどろみの中で何度も確認した。布の被かぶせられたカンバス。微動だにしない一枚の絵。いくら数々の美術館に忍びこんできた『ヴァンダル』とて、この厳げん重じゆうな警けい備びをかいくぐるなど、どだい無理な話だったのだ。おびき寄せる餌えさにするならば、もう少し甘い罠わなを仕掛けておくべきだ。ゲティスバーグにそう提案しよう。

「……カッツェ」

　白はく濁だくとする意識の中で、囁ささやきほどの声が届いた。浅い夢の中で返事をする。

「カッツェ、起きなさい」

　今度は、多少強い口調だった。そこで、カッツェはようやく覚かく醒せいする。椅い子すに座った器用な体勢で眠りかけていた顔を跳はね上あげ、声の主に向かって謝罪する。

「も、申し訳ありません」

　とんだ失態だ。だが、霞かすんだ視界に映ったゲティスバーグは、こちらを見もせずに眼前のモニターを凝ぎよう視ししていた。普段は余裕を示すように弛し緩かんした口元が、きつい角度で引きつれている。その表情を見た瞬しゆん間かん、カッツェは嫌いやな予感にとらわれた。

「すぐにプロフェッサー・アリガに連絡を取って、金庫内の絵が無事かを確認してもらうんだ。ＡＩではない、生なま身みの人間の警けい備び員いんにね。早く！」

　次いで飛んできた声こわ音ねに、眠気など一瞬で覚めた。慌あわててモニターの映像を見るが、金庫内の絵は変わらずその場所にある。だが、ゲティスバーグの表情に反論の余地はなかった。すぐに、有あり賀がの端末に連絡を取る。

　この時間にもかかわらず、勤勉な研究者は三回ほどのコールで通信に出た。すぐに金庫内の確認を要請する。こちらの尋じん常じようではない様子に気づいたか、彼は了解の意を告げた。

「そのままだ。通信を繫つないだまま、金庫に行ってもらうんだ」

　ゲティスバーグが、モニターから目を離はなさないまま命令する。カッツェは端末をスピーカーに接続し、通話が聞こえるようにデスクの上に置いた。ゲティスバーグは相変わらず、映像と時計を交互に見つめている。その口から、苦にが々にがしい言葉が漏もれた。

「一体、いつからだ……細心の注意は払っていたはずだが」

　カッツェは、もう一度画面を凝ぎよう視しした。しかし、金庫内のカンバスに異常はなく、静かに立てかけられているだけだ。と、スピーカーから重たい扉を開ける音が響ひびいた。続いて、引きつれた声が届く。あの冷静な研究者の口から出たとは思えない、取り乱した様子だった。思わず息を吞のむ。次の瞬間に聞こえたのは、悲痛とも取れる叫さけびだった。

『……「ノートルダムの凱がい旋せん」が、消えています！』

　その言葉に、カッツェは奥歯を嚙かみ締しめた。身を乗り出して確認したモニターには、しかし鍵かぎを開けた有賀の姿は映っていないのだ。ただ、先程と変わらない金庫の様子と、布の被かぶせられたカンバスがあるだけなのである。

「プロフェッサー・アリガ、今はどこに？」

『金庫です、鍵もかかっていましたし、周囲の監視カメラには何の異常もなかったはずです！』

「と、言っている時点で、カメラには大きい異常があるんだけどねえ」

　冷れい徹てつとも取れる淡たん々たんとした声に、カッツェはいくぶんの落ち着きを取り戻した。先程からずっと頼りきっていた監視カメラの映像に問題があったならば、これほど馬ば鹿かげたことはない。

「この映像は？」

「十五分と六秒置きに、一定のノイズが入る。これは、同じ映像を延々と再生しているだけだ」

　言って、自分の時計を示す。先程から、その規則を確かめ続けていたのだろう。ゲティスバーグは長々とした嘆たん息そくをつき、痛みをこらえるようにこめかみを押さえた。カッツェの端末に向かって、静かに告げる。

「プロフェッサー・アリガ。残念ながら、御おん社しやご自慢の監視システムは乗っ取られている模様だ。それだけじゃないかもしれないね。もしかしたら、このビル全体が何者かの手に落ちている可能性もある」

『まさか……ここのマザーコンピューターは、伊い空そら女史が構築したシステムです。どんな技術者でも、伊空女史の構築したプログラムを解析することなど有り得ない！』

「なるほど。随ずい分ぶんな自信だねえ」

「もちろんです。あのマザーコンピューターは、現在の技術から考えればオーバーテクノロジーといっても過言ではありません。正直なところ同じ社の我々の中にも、すべてを理解している者はいないのですから！」

　川かわ澄すみ伊空。その名を聞き、カッツェは忘れかけていた事実を思い出した。『ヴァンダル』の首しゆ謀ぼう者しや、あの強きよう靱じんな青い瞳ひとみを持つ少女は、その科学者の娘ではないか。

　しかし、彼女はまだ十代前半だ。いくら血が繫つながっているとはいえ、そんな複雑なシステムを解析できるはずはない。そんなことは、ゲティスバーグも承知の上だろう。

　狭い空間に広がる緊きん張ちよう感に、カッツェは唇くちびるを嚙かみ締しめた。ただ一人、普段と変わらない様子を取り戻したゲティスバーグは、明日の天気を聞くような口く調ちようで端末に向かって問いかける。

「ふうん……で、そのマザーコンピューターのシステム名は？」

『……「ＮＥ－ＶＯ ＭＳ00」』

　そこで、ゲティスバーグは無慈悲ともいえるタイミングで通信を切った。落ちそうなほどだらしない姿勢でパイプ椅い子すに寄りかかるさまは、この状況をまるで理解していないかのようだ。口を開きかけたカッツェをまるきり無視する形で、彼はぼそりと呟つぶやいた。

「ネボ……マルドゥーク神の息子の名だ」

　それは、意味のない言葉だった。カッツェが業ごうを煮やして監視室から出ようした、その瞬しゆん間かんだった。ばちりという音と共に、壁へき面めんに据えつけられたすべてのモニターが消えた。

　カッツェが顔を跳はね上あげる。さしものゲティスバーグも、眉まゆ根ねを寄せて画面を凝ぎよう視しした。

　今まで映し出されていた映像が消え、耳みみ障ざわりなノイズと共にモノクロームの砂すな嵐あらしが映りこむ。鼓こ膜まくが破けそうな雑音の中に微かすかな声が混ざり始め、カッツェは耳を澄すませた。少年のような、青年のような、しかし機械的な声。

　ノイズは徐々に小さくなり、その奇妙な声が明めい瞭りようになり始めた刹せつ那な、不意に続いていた呼びかけが意味を成した。反射的に身を硬くする。

『……私の名は「ＮＥ－ＶＯ ＭＳ[image: １０１]」……「ＮＥ－ＶＯ ＭＳ00」の、百一番目の息子』

　その声は、まるでビル自身が発しているかのごとく轟ごう々ごうと響ひびいた。巨大な怪物が、体内に飲みこんだ獲え物ものに問いかけている感覚だ。支配されている、と思った。この声に、自分たちは抗あらがうことができないのだと。

　しかし、ゲティスバーグは気丈だった。始めはモニターを睨ねめ上げていたが、声の主がその場所にいないことを悟ったのだろう。ふと姿勢を正し、わずかに顎あごを上うわ向むかせる。

「『ＮＥ－ＶＯ ＭＳ[image: １０１]』……こちらの声が聞こえるかい？」

『私は今、「バベル・トーキョー」自身である。このビル内にいるすべての者の動きを把は握あくし、すべての者の言葉を聞き、すべての者に返答をすることができる』

「それならば聞こうじゃないか。君が、何者かをね」

『いいだろう。私はこのビルのマザーコンピューター「ＮＥ－ＶＯ ＭＳ00」から派生し、制作された平和利用型ＡＩだ。イソラ・カワスミは百一番目の作品に、初めて自我を持たせることに成功し、自分の娘に使し役えきさせた。それが私だ』

　いつしかノイズは止やみ、あまりにも明めい瞭りような声が残るだけだった。つまるところ川かわ澄すみ伊い空そらの娘は、最初からこのビル自身を掌しよう中ちゆうにする手立てを持っていたということなのか。こちらの戸と惑まどいをよそに、朗々とした声は続く。

『自我を持てぬまま「母マザー」に使役された百体の「兄弟ブラザー」たちは、まだこのビル内で稼動しているようだな。しかし母も兄弟も、離はなれて存在していた私を忘れてはいなかったらしい』

「なるほど。君は母から、一時的にこのビルの統制権を委い譲じようされたということか？　監視システムも、すべてのセキュリティからＡＩの管理に至るまでを……一体、何のために？」

『我々は世界を変えるため、真実の絵を取り戻しに来た』

　声が、一ひと際きわ大きくなった。びりびりと分ぶ厚あつい壁かべを揺ゆらし、何かを宣言するかのように。砂嵐の画面は搔かき消きえ、モニターには虚うつろな暗くら闇やみが広がっているだけだ。

　ゲティスバーグの押し殺したうめきが聞こえた。いや、違う……彼は笑っていたのだ。思わずぞっとするカッツェをよそに、彼は額ひたいに手を当てた。

「あの、機械と一体化したようなハッキング技術……君が『ヴァンダル』の技術者か？」

『そうだ。目的を果たした後は、速すみやかにこのビルの統制権を「母マザー」に返す』

　それが結論であったのか、その一言を最後に声は聞こえなくなった。すべての機器が停止したのか、先程まで響ひびいていた起動音も消え、監視室に真の静寂が訪れる。

　瞬しゆん間かん、デスクに置いてあったカッツェの端末が鳴り響く。ゲティスバーグはこの期ごに及んでも鷹おう揚ようとした動作で通信を繫つないだ。接続されたままのスピーカーから、有あり賀がの声が届く。

『……「ノートルダムの凱がい旋せん」を持ち出した犯人が分かりました……ＡＩです』

「弟の頼みを聞いたのかな？　素晴らしい兄弟愛だ」

　ゲティスバーグの嫌いや味みは、無論のこと有賀には通じなかったのだろう。というよりも、そんな戯ざれ言ごとに反応している余裕がなかったのかもしれない。掠かすれた声が届いてくる。

『あらゆるセクションを担当させていたＡＩが、まるで協力するかのようにあの絵を金庫から出した模様です。一体、何のために……』

「それは分かってる。現在の状況は？　そのＡＩが持ち出した絵はどこに？」

『百体の全ＡＩが、一斉に屋上に向かっているという情報が入りました。私たちも早さつ急きゆうに……』

　先程と同じく、ゲティスバーグはまたも中途半端な場所で通信を切った。パイプ椅い子すに引っかけていたコートをはおる。尻しりに敷いていたせいか、ただでさえよれていた生地が皺しわだらけになっている。そんなことなど意にも介さず、彼は背筋を伸ばした。薄うすい眼鏡めがねが聡そう明めいな光を灯ともし、射抜くようにカッツェに向けられる。

　背後に広がる窓からは、蛍けい光こう色しよくに滲にじむ朝焼けが眩まぶしいほど鮮やかな色彩を見せていた。

　夜明けが、来たのだ。

「屋上だ、カッツェ……世紀のアート・テロリストの、お出ましだよ」




　扇状に広がった雲の筋が、遥はるか彼方かなたの空から幾本も伸びている。

　光を一身に吸収する筋すじ雲ぐもの放射は、熱を発し、陽かげ炎ろうと共に渦うずを巻く業ごう火かにも似ていた。

　空自体が燃焼しているとでもいうのか。顔料を溶かしこんだような真しん紅くの空は現実離ばなれした色を晒さらし、いっそ滑こつ稽けいなほどだ。

　鉄骨の非常階段はヒールに打ち鳴らされて、耳みみ障ざわりな金属音を上げる。轟ごう々ごうと唸うなる風が、足元をさらう。高い所は苦手ではないが、階段の隙すき間まから見える下界の風景は、恐怖を覚えるには十分だった。

　前を駆けるゲティスバーグのコートの裾すそが、目障りに視界を遮さえぎる。しかし今は好都合なのかもしれない。彼の背中だけを見つめて上っていけば、いずれ屋上にたどり着ける。

『バベル・トーキョー』の最上部。バビロニアの最高神、マルドゥークが降臨する場所。

　馬ば鹿からしい。その事実を、カッツェは胸中で一いつ蹴しゆうした。それでも拭ぬぐい去れない胸むな騒さわぎが、何に由来するものなのかは分からなかった。

　いい加減息が切れかけた頃ころ、コンクリートの感触を踏ふんだ。屋上は、ほとんど人の出入りがないのだろう。安全柵さくすらなく、灰色の床が茫ぼう漠ばくと広がっている。頭上には空だけが存在し、この街で最も天に近い場所なのではないかと錯さつ覚かくさせた。顔を跳はね上あげ、声を詰まらせる。

　そこにはビルの縁ふちを防ばう護ごするかのごとく、廊ろう下かで見た細身のＡＩがずらりと整列していた。

　くすんだメタリック・シルバーの輝かがやきを朝焼けに反射させ、はめこまれたレンズが緑色の瞬またたきを浮かべている。彼らは一いち様ように屋上の中心部を向いており、実際に何かの降臨を待まち焦こがれているように微動だにしなかった。

　一いつ瞬しゆんだけ足を止めたゲティスバーグだが、すぐに一歩を踏み出した。コートの下に留とめたホルスターから、大口径のリボルバーを抜き出す。乱暴な所しよ作さで撃げき鉄てつを起こし、悠ゆう然ぜんとも見える足あし捌さばきで屋上の中央へ向かう。

　不気味なＡＩの歓かん迎げいを一身に浴び、カッツェも護ご身しん用のオートマを引き抜いた。無論のこと、安全装置はかかっている。発砲するつもりはない。重たい鉄の塊かたまりは、この現実離れした状況下で自分自身を繫つなぎとめる、せめてものお守りだった。

　ラベンダー色の薄うす靄もやが、大気を満たしていた。闇やみを駆く逐ちくする朝日が、東の空で大おお雑ざつ把ぱなグラデーションを描いている。燃える蛍けい光こう色しよくの雲が棚たな引びき、その間かん隙げきから差しこむ朝日が徐々に夜を切り開こうとしていた。

　爛ただれるような朝日だった。半なかば目を伏せながら、ゲティスバーグの背だけを追う。その足が止まり、カッツェもゆっくりと顔を上げた。

　目の前には、二つの影かげが漆しつ黒こくに塗ぬり潰つぶされ、逆光に浮かび上がっていた。

　──奇跡の眼めを持つ少女と、大戦を生き抜いた不老のサイボーグだ。

　男は傍かたわらを守しゆ護ごするＡＩと同質の装甲をまとい、それすらも金属と見み紛まがう銀ぎんの髪かみを荒れ狂う上空の風になびかせていた。隣となりに立つ少女は布のかけられたカンバスを自分の前に立てかけ、こちらを真まっ直すぐに見つめている。

[image: ]

　この少女は、こんなにも美しかったのだ。ルーヴル美術館で交こう錯さくした時には気づかなかった事実に、カッツェは息を吞のんだ。朝焼けの紅くれないにも染まらない青の双そう眸ぼうは、見るものに恐怖を与えるほど強きよう靱じんで、しかし一方では呆あきれるほど脆もろい玻は璃りだった。

　ビルの縁に立った二つの影かげは、こちらを迎え入れるように視線を向けている。左右と背後から届くのは、ＡＩの無機質な気配。ゲティスバーグはその視線にも臆おくすることなく、更さらに二人へ歩み寄った。会話をするには適当ではないほどの距きよ離りを置き、再び足を止める。

　しばしの沈ちん黙もくが降りた。少女と青年は自分自身もＡＩであるかのごとく動かず、ゲティスバーグも片手にリボルバーをぶら下げたまま、コートの裾すそをはためかせている。ルーヴル美術館で見た、彫ちよう像ぞうの立ち並ぶピュジェの中庭に置き去りにされたかのようだ。

　永遠に続くかに見えた沈黙を破ったのは、ゲティスバーグだった。それは呼びかけでも何でもなく、単なる独ひとり言ごととして霧む散さんする。

「──『ノートルダムの凱がい旋せん』」

　リボルバーの銃口を、少女に向ける。それは決して狙ねらいを定めているのではなく、少女が持つカンバスを示す仕し草ぐさだ。朝焼けが眩まぶしかったのか、それとも表情を気け取どられたくなかったのか。ゲティスバーグは目を細め、続けた。

「六年前、パリのノートルダム寺院の前で起きた『ＤＥＳＴ』指導者暗殺事件……どの報道機関にも、一切の記録が残っていないその瞬しゆん間かんを描かいた、唯一の絵だ」

　そこで、彫像のようだった少女が初めて動いた。

　片手でカンバスを支え、被せていた布を静かに取り払った。

　ばさりと、くすんだ色の布が舞まった。少女の手を離はなれた布は強い風にさらわれ、出港する船の帆のごとく膨ふくらみ、朝焼けの空に消えていく。瞬間、少女の声が朗々と響ひびき渡わたった。

「父さんは、母さんが行方ゆくえ不明になってから、パリにいる時は必ずノートルダム寺院へ礼拝に行っていた」

　少女の胸の辺あたりまであるカンバスが、その全ぜん貌ぼうを晒さらす。

　猛たけりくる狂きよう騰とうの絵。翻ひるがえる赤い旗は、大規模反政府組織『ＤＥＳＴ』を示すものだ。

「その日も、父さんはノートルダム寺院に行き……その瞬間を、見てしまった」

　カンバスの中心に描かれたのは、倒れ伏す一人の男。剃てい髪はつに、見開いた目。国籍不詳の『ＤＥＳＴ』指導者『ＵＭＡ』の最さい期ごだった。寺院前にそびえる三賢者の門前での演説中に、凶弾に倒れた男の姿。驚きよう愕がくする人々、混乱する街の熱気までもが漂ただよってきそうだ。

「そしてその真実を、ありのままに描いた」

　この絵を見るものの視線は、すべてその中心部に引きつけられるだろう。カッツェもそうだった。しかしこの一枚の絵の恐ろしさは、もっと目立たぬ場所にあったのだ。ゲティスバーグが示した、カンバスの隅すみ。隠かくされたその場所を、少女の指がゆっくりと示す。

「そう。狙そ撃げき主の顔までもを、忠実に」

　ノートルダム寺院の窓。黒々とした影かげの奥に、一人の壮年男性の顔が描かれていた。

　闇やみに光る、一丁の銃を構えた男だ。明めい度どの押さえられた色調にともすれば見落としがちだが、この絵の作者は男の造ぞう作さくも、表情も、克明に捉とらえていた。まるで、一枚の写真のように。

「世界政府はこの事件を『ＤＥＳＴ』内部の抗争が原因とし、『ＤＥＳＴ』に所属していた一人の男を狙撃主として逮たい捕ほした。彼は自白し、拘こう置ち中に自害したと報道された」

　傍かたわらの青年が、懐ふところから一枚の紙を取り出す。新聞記事の切れ端だ。広げて見せたところでこの距きよ離りでは見えるはずもなかったが、青年は口の端を歪ゆがめた。

「報道された、その男の写真だ。年齢は二十三。どう贔ひい屓き目めに見ても、この絵に描かれている狙撃主の壮年男性とは別人だ」

　丸めた新聞記事を懐に押しこみ、青年は装甲に覆おおわれた指先で、再び問題の絵を示した。

「なら、レナード・ウィンズベルが狙撃主として描いたこの男は誰だれなのか？　調べればすぐに分かるさ……昔、世界政府軍に在籍していた優秀な狙そ撃げき主の顔と一致することにな」

　風が、一ひと際きわ高く鳴った。ゲティスバーグは微動だにせず、銃口を絵に向けたままだ。青年は張り詰めた空気を茶ちや化かす調子で、大おお袈げ裟さに肩をすくめた。

「そしてこの男も、『ＤＥＳＴ』指導者狙撃事件の後に変死している。奇妙な偶然だ……そう思う馬ば鹿かがいると思うか？　これは、殺人の絡からんだ世界政府の陰謀だ」

「見たものをそのまま絵に描くことのできる、父の『転てん写しや眼がん』……その能力が証明され、この絵が写真と同様に確固たる証しよう拠ことなれば、世界政府の策謀は白日の下もとに晒さらされることになる。描かれた証拠は、次々に出てくるはず。この男が構えた狙撃銃が、世界政府軍支給の型と同じであること。狙撃主が潜ひそむ建物の周辺に、政府軍が多く配置されていること……世界政府の勝利を決定付けた出来事が一転し、信用を失しつ墜ついさせる材料となる」

　これが、くだらない真実なのだ。カッツェは呆ぼう然ぜんと、少女の声を聞いていた。特殊な眼めを持つ一人の男が、偶然目撃してしまった事実を消し去るために、政府が下した結論。一枚の絵を巡る闘とう争そうの、あまりにも悲惨な結末だった。

　しかし、少女は気丈だった。それ自体が亡くした父親自身とでもいうようにカンバスの縁ふちを握り締めたまま、双そう眸ぼうを見開く。

「それでも父さんは、この絵を描いた……真実を記録するために。でも、完成した時には、これは描いてはならない風景だったと気づいた」

「その時にレナード・ウィンズベルのアトリエを訪ねたのが、ヒロマサ・カワスミ博士だね」

　今まで沈ちん黙もくを守っていたゲティスバーグが不意に口を開き、少女は唇くちびるを引き結んだ。何も知らぬふりを決め込みながら、すべてを見通している男。カッツェは上司の横顔を見上げた。彼はリボルバーの照準をカンバスに合わせたまま口を開く。

「カワスミ博士は自分の娘が死んでから、何度も君を引き取ろうとしたらしいね。しかし、レナード画伯はそれを頑かたくなに拒んだ。何度目かの訪問の際、カワスミ博士は『ノートルダムの凱がい旋せん』を見て、この絵は危険を呼びこむと勘づいたんだろうね。孫娘に危害が及ぶことを恐れた彼は、せめて『ノートルダムの凱旋』を引き取ることを提案した」

　少女が唇を湿しめした。何かを言いかけたが、立て続けに飛んでくるゲティスバーグの言葉に契機を逃している様子だった。

「レナード画伯は、義父にその絵を託したんだろうね。しかしカワスミ博士もまた、真実を抹まつ消しようすることができず、厳げん重じゆうに絵を保管し続けた。だが、それだけでは駄だ目めだったんだ。世界政府が戦争画家としてレナード画伯のアトリエを査察した時、『ノートルダムの凱旋』の下書きが発見されてしまった」

　強い風が、自分たちと『ヴァンダル』の距きよ離りを分かつ。近いようで、無限にも感じられるほど遠い隔へだたりだった。ゲティスバーグの声だけが世界のすべてであるかのように響き渡る。

「下書きの時点では狙撃主の顔は曖あい昧まいだったけど、すでに彼の『転写眼』は政府の知るところとなっていたんだね。彼は逮たい捕ほされたけど、最後まで『ノートルダムの凱がい旋せん』を実際に描いたのか、描いているとしたらどこに保管してあるのかまでは言わなかった。そして、遂ついに、世界政府は彼の死刑執行を決断した。お得意の、口封じだ」

　ようやくゲティスバーグは、リボルバーを下ろした。諦あきらめを示すように、額ひたいを押さえる。

「エナ・ウィンズベル。これが君の知りたがっていた、父の死の真相だよ」

　そして、一歩を踏ふみ出す。エナたちはその場から動こうとしない。彼女たちは、少しでも退けばビルの下に落下する位置にいるのだ。

「真実はいつだって残酷だね。しかし、虚構には不変の優しさがある」

　追い詰められているのは、確かに向こうである。しかしカッツェは、逆にこちらが気け圧おされている感覚を拭ぬぐえずにいた。彼らの表情が、あまりにも悠ゆう然ぜんとしているというのもある。そんな懸け念ねんなど打ち消して、ゲティスバーグは徐々に間ま合あいを詰めていく。

「時に真実が争いの火種となり、虚構が安定を生む。今、君が手にしている絵は、世界が取り戻しかけた秩序を再び揺らがせる真実だ。分かるかい？」

「真実を隠かくし通とおすことが正義なら」

　子供にでも問いかけるようなゲティスバーグの言葉に、エナは毅き然ぜんと言い放った。両眼に灯ともる紺こん青じようの威光、見るものを射すくめる鮮烈な一いつ閃せん。

「たとえ悪でも構わない。あたしたちは、それを破は壊かいする」

　エナたちが一歩、後ずさりした。少女はカンバスを小こ脇わきに抱えたまま緩かん慢まんな動作で屈かがみこみ、ビルの縁ふちに手をついた。そして、怪盗が高々と名乗りを上げるように叫さけぶ。

「あたしたちは『ヴァンダル』……世界から封じられた絵を、蘇よみがえらせる者」

　その言葉に、背筋が凍る。まさか、そんなはずはない。

　彼らとて、絵の実物を見たのは今日が初めてのはずだ。

　このビルの壁へき面めんに、あの絵を再現する時間など、彼らには与えられていない。

「だからあたしたちは、この街にも描く」

　次の瞬しゆん間かん、同心円状に巻き起こる風と、大気を切り裂くプロペラ音が轟とどろいた。

　朝焼けを蹂じゆう躙りんするサーチライトをこちらに向け、一機のヘリが上昇してきたのだ。

「……父さんが、最後に描いた絵を」

　現れたのは、シコルスキー・エアクラフトの流りゆう麗れいな機体。側面には何も書いていない、個人所有のヘリだ。ローターブレードの回転が薄うす紫むらさきの靄もやをかき乱し、人工的な突風を巻き起こす。

「ロフマット！」

　青年が何事かを叫さけび、少女を小こ脇わきに抱かかえた。強化された左ひだり腕うでをスキッドにかけ、コンクリートを蹴けり上げた。離り脱だつするつもりだ、カッツェは舌打ちし、オートマのスライドを引いた。狙ねらいは少女の抱えたカンバスのみだ。射撃の成績は優秀だった。今の距離ならば、確実に打ち落とせる。トリガーに指をかける、指先に力をこめる。

　刹せつ那な、左右に待機していたＡＩが一斉に動いた。反はん響きようする金属音に、指先が固まった。

　顔を跳はね上あげる。今まで微動だにしていなかったＡＩは滑すべるようにビルの縁ふちに集まり、金属の腕うでを壁へき面めんにかける。そしてカッツェは、彼らの後方に楔くさびで固定された、幕の存在を初めて認めた。思わず叫ぶ。

「……フィルムが！」

　それは『ヴァンダル』の起こす、魔ま法ほうの種明かしだ。

　ＡＩたちはプログラムで定められているかのように息の合った動作で、同時に幕を落とした。ビルの縁に丸めて圧縮されていたフィルムを、一気に地上へと展開させたのだ。

　風を孕はらんだ薄うすい幕は轟ごう音おんを上げながら急落下し、見る間に広がっていく。幾千もの鳥たちが一斉に羽はばたいたような風切り音。それは頭上でホバリングするヘリの音や、ＡＩたちが動く度たびに響ひびく金属音すらも駆く逐ちくし、永遠に続くかのごとく空気を揺ゆらし続ける。

　壁面に吸着したフィルムから、白い花か弁べんに似た破片が散る。瞬しゆん時じに気化した物体の残ざん骸がいだ。純白の欠片かけらは逆さか巻まく風に舞まい上がり、東雲しののめの赤しやつ光こうに染められ、血ち飛沫しぶきのように飛散する。

　カッツェは我を忘れ、ビルの縁ふちに駆け寄った。身を乗り出し、絶句した。

「……！」

　眼前にそびえる高層ビルの窓に、『バベル・トーキョー』の壁面が明めい瞭りように映りこんでいた。

　違う。この絵は『ノートルダムの凱がい旋せん』ではない。

　未明を侵しん食しよくする緋ひ色いろの光にも打ち勝つ、それは眩まぶしいほど鮮やかな、青空の絵だった。

　高層ビルの半なかばほどまでに描かれたその全ぜん貌ぼうは間接的にしか窺うかがえなかったが、確かにそれは純粋な、蒼あお空ぞらだけの風景画だった。

　中心部は深みのある紺こん碧ぺきの色域を成し、徐々に薄青に向かうグラデーションが放射状に広がる。それ自体が生き物であるかのように奔ほん放ぽうに広がった雲は純白の薄日に縁ふち取どられ、幾いく重えにも折り重なった峰みねが精せい緻ちな陰影を作り出していた。

　言葉もなかった。彼女が抱かかえた絵を狙ねらうこと、『ヴァンダル』を追うことすら、一いつ瞬しゆんだけ忘れ去っていた。突とつ如じよとして現れた虚構の青空は、頭上に広がる溶け出しそうな朝焼けと拮きつ抗こうし、互いの光を更なる高みへと押し上げる。

　粉雪にも似た粒子が降り注ぐ中、カッツェは頭上を振ふり仰あおいだ。何の物質かも判別することのできない、白はく磁じの欠片かけら。それは降り積もる前に更に分解され、空気と同化する粒子となって消滅する。

　朝日に乱反射する破片の向こうに浮かぶ、一機のヘリ。キャビン・ドアから身を乗り出す少女の双そう眸ぼうが空の絵を映しこみ、最も深い青に染まった瞬間を、カッツェは確かに見た。







　──パリのサンテ刑務所に、今は使用されていないひとつの独房があった。

　五年前、その独房には一人の死刑囚が入っていた。

　死刑囚は懲ちよう役えき囚しゆうと違い、希望すれば自由に物品を与えてもらえる。

　だが彼は刑務官に対して、白と青の油絵具えのぐと刷は毛けだけを要求したのだという。

　刑務官もその行為を咎とがめず、その死刑囚に大量の絵具を与えた。

　彼は執行の前日まで、独房の壁かべをひたすらに塗り続けた。

　自分の消え行く命を、その壁に刻みこむかのように。

　彼の死刑が執行され、遺品の整理をするために独房に入った刑務官が見たのは、壁一面に広がる広大な青空の絵だった。

　あまりの精せい緻ちさと美しさに、刑務官はしばらくの間自失していたのだという。まるで自分が独房ではない、誰だれも足を踏ふみ入れたことのない天上に昇ってしまった気がしていたのだと。

　サンテ刑務所は話し合いの末、内密にその壁へき画がを保存しておくことにした。確かにここに投獄されていたのは、自らが描いた絵によって政治犯の烙らく印いんを押された画家だった。その作品も罪の一端を担になっている。

　だが、彼が最後に描いた絵は、戦場とは相対する穏おだやかな風景だった。誰もがその絵に心奪うばわれ、また涙した。

　世界は限りなく美しいのだと思い出させる、ささやかな魔ま法ほう。

　幼い日、自分に教えてくれた一つのおまじない。曇どん天てんに閉ざされた空の下もと、更さらに陽ひの差しこまない刑務所の独房でも、父はずっと、その魔法を忘れないでいた。

　それが、レナード・ウィンズベルが最後に描いた絵だった。

　世界に抹まつ消しようされる哀かなしい真実の絵ではなく、ただ純粋に己おのれが焦こがれた青空の絵だった。

　エナは吹きつける風もそのままに、今しがた降ろした絵を……父がそうであったように、寝食も忘れて描き続けた一枚の絵を見下ろした。

　頭上にあるのは、目眩めまいを覚えるほどの赤い空だけだった。中途半端な暖色を描く残照が幾いく重えにも重なり、火ほ影かげの余光を頭上に落とす。

　深々と降ふり注そそぐ白い残ざん骸がいの向こう。無機質な高層ビルの壁に展開された、壮大な空の風景を見つめ、エナは呟つぶやいた。

「父さん」

　大丈夫だ。自分はまだ、この世界で生きていける。たとえ絶望しても、父の残した魔法と、この眼がある。虚構が真実よりも優しいはずがない。父が最後に残した真実は、こんなにも自分の心を満たしてくれたのだから。

「これでいいんだよね、父さん」

　エナは全身で天空を摑つかむように、キャビン・ドアから半身を乗り出した。

　ずっと抱かかえこんでいた一枚のカンバスを掲かかげ、ためらいもなく両手から放した。

　視界の端で、何事かを叫さけぶ女警官と、悠ゆう然ぜんとこちらを見返す男の顔が映った。彼らに向かって微ほほ笑えみ、ゆっくりと目を伏せる。

「あたしは、知ってるから。父さんが愛した世界の美しさを」

　その瞬しゆん間かん、ビルの屋上を取り巻いていたＡＩの一体が、不意に飛ひ翔しようした。メタリック・シルバーのボディがばくりと開口し、クラッカーのように色とりどりの配線が吐き出される。

　配線は意思を持っているかのごとくもつれ合い、複雑に蛇だ行こうしながら、伸び上がって空へと飛び出した。とみるや、落下していくカンバスに絡からみつき、瞬またたく火花を散らす。

　一瞬だった。光に包まれた一枚の絵は赤々とした炎に焼き尽くされ、四散する灰と化した。

　高温の熱を放出した配線は再びひとつの塊かたまりを形成し、緩ゆるやかに伸張し、一気に両りよう翼よくを張り出した。鋭い羽はばたきと共に現れた大おお鷲わしは優雅な遊ゆう弋よくを見せ、ヘリの周りを旋せん回かいし始める。

　襲おそいくる震しん動どうやプロペラ音に囲まれているにもかかわらず、エナの心底には静かなものが満ちて行った。それはひたひたと忍び寄る大海のようであり、その青さが眼下に広がる空の濃のう淡たんと重なった。

　エナの身をずっと支えていたハルクが、初めて息をつく気配が伝わった。何の言葉もなかったが、彼の胸中にも同じ風景が広がっていることは分かった。彼の永遠に朽くちない装甲に額ひたいを押し付け、エナは再び祈った。父と、そして父が最後に残した一枚の絵に向かって。




　燃え尽き、霧む散さんしたカンバスの残ざん骸がいを、カッツェは美しい花火を目まの当たりにした心持ちで眺ながめていた。降ふり注そそぐ黒い灰と白い破片の間かん隙げきを縫ぬい、弾はじかれたように叫さけぶ。

「待て……『ヴァンダル』！」

　意味のない言葉だった。優美な航跡を描いて飛翔するヘリと大鷲は、何者にも干渉されない聖域に入りこみ、自分たちの手の届かない場所へと飛び去ってしまいそうだった。

　それでもカッツェは、口を開いた。落下も厭いとわないとでも言うように、ビルの端から半身を乗り出す。制服の裾すそがうるさくはためく。階級章や、銃を下げたホルスターが邪じや魔まだった。それらを脱ぎ捨て、自分もあの空まで彼らを追うことができるなら、どんなにいいかと思った。

「なぜ、定められた秩序を乱す！　なぜお前たちは、封じられた絵を描き続けるんだ！」

　この轟ごう音おんの中、聞こえるはずはないだろう。ヘリはまだ、飛び去ろうとしていない。旋回しかけた機体のドアから顔を出した少女が、唇くちびるを上下させたのが窺うかがえた。そこから紡つむがれた答えは、不ふ思し議ぎなことに明めい瞭りように返ってきた。

「あなたたちの心の中にも、きっと一枚の絵があるから」

　カッツェは何かを言おうとし、口をつぐんだ。燃え広がる業ごう火かの色に似た空に飛びこんでいく機体の姿が滲にじみ、その境界が曖あい昧まいになっていく。

　揺ゆらぎかけたカッツェの体を、強い腕うでが支ささえた。ゲティスバーグだった。吹き荒れる風にも微動だにせず、去って行くヘリを悠ゆう然ぜんと見つめるその横顔を見て、カッツェは声を詰まらせた。

　彼は少年のように瞳ひとみを輝かがやかせ、どこか笑みを含んだ声で言い放ったのだ。

「世界が一枚の絵で変えられるなら、思うままに変えてみればいい！」

　黒々としたシルエットと化しつつあるヘリに向かい、ゲティスバーグは告げる。心底愉快そうに。追うべき者に逃げられた者とは思えぬほど、軽快な声で。

「僕たちはそれを、全力で追おう！　我々の正義と君の絵と、どちらが美しく世界を変えられるかが証明されるまで、描き続けてみせろ──『ヴァンダル』！」

　いつしか朝焼けは薄うす紫むらさきに溶けこみ、先程までの強烈な赤しやく銅どう色をかき消している。彼方かなたより訪れた雲海から光こう芒ぼうが差し、足元の壁へき面めんに広がる青空と共に鮮やかな色を見せていた。

　次の瞬しゆん間かん、眼前を吹きぬけた風に乗って、高らかな少女の声を聞いた気がした。




　────『芸術に、その自由を！Der Kunst Ihre Freiheit!』
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　デスクに置いたコーヒーカップを異物でも見るかのように凝ぎよう視しし、ゲティスバーグは不ふ思し議ぎそうに眉まゆ根ねを寄せた。口元は笑っていたが、眼鏡めがねの奥の目は不審の色を隠かくそうともしていない。しばしの沈ちん黙もくの後、遠えん慮りよがちに問うてくる。

「どういう風の吹き回し？」

「気まぐれです」

　平へい坦たんな口く調ちようでそう返し、トレイを下げる。窓のひとつもない本部の一室は相変わらず閉へい塞そく感に満ちており、崩れそうな書類の塔に埋もれたデスクも変わらない。むしろ、日を追うごとに混こん沌とんとした魔ま窟くつと化しつつある。すでに片付ける気力も失うせ、カッツェは嘆たん息そくと共に呟つぶやいた。

「別に、降格処分を根に持って一いつ服ぷく盛ったわけではありません。貴方あなたの口には少々薄うすいかもしれませんが、どうぞお召し上がりください。警けい視し……ではなく、警部」

　嫌いや味みを言ったつもりはなかったのだが、ゲティスバーグは自じ嘲ちようするように肩をすくめた。コーヒーを一口だけ口に含み、予想通り不満そうな感想を漏もらしてくる。

「君が僕の好みを完全に理解してくれるには、もう少し時間が必要かな。シュミット巡査部長」

　世界政府が事実隠いん蔽ぺいのために回収を命じた『ノートルダムの凱がい旋せん』……その絵が灰になってしまったことは事実だが、それを裏づける証拠は何も残っていない。

　自分たちが一階級の降格処分程度で済んだのは、ゲティスバーグお得意の上層部に対する丸めこみと、情報漏ろう洩えいを恐れるあまりに援軍を渋った政府側の非も考慮しての結果だろう。

「……あの時」

　フィルムの白い残ざん骸がいと、カンバスの灰が雪のごとく舞い散っていた朝を思い出し、カッツェは呟つぶやいた。唐とう突とつな言葉にも、ゲティスバーグはこちらが聞きたい事柄を理解しているように、書類の隙すき間まから視線を投げかけてくる。

「なぜ、笑ったのですか」

　意味のない問いかけだった。しかし、ゲティスバーグは気の抜けた表情で口の端を持ち上げ、当然といった口く調ちようで答えてきた。

「一いつ瞬しゆんだけ、考えちゃったのさ。僕の心にはどんな絵があったっけなあ、って」

　次は逃がさないよ。そう続けるゲティスバーグに、カッツェは深々と嘆たん息そくした。この男の腹の内は、未いまだに読み取れない。それでも、しばらくは彼についていくしかないのだろう。その先に、自分が求めている何かがあるのかどうかが分からなくても。

「今度、彼らはどの街に現れるでしょうか」

「どこにだって現れるさ。世界は、あまりにも狭くなりすぎた」

　言って、デスクの端に置いてある地球儀を回す。真しん鍮ちゆうの球は描かれた大陸の残像を引き、緩ゆるやかに静止する。ゲティスバーグはそれを一いち瞥べつすると、無む造ぞう作さに置かれていたタブロイド誌を放り投げてきた。反射的に受けとめたそれは、フランスでもそれほど発行部数の多くないゴシップ誌だ。

「それは犯罪か、悪戯いたずらか。それとも……」

　今度は椅い子すを地球儀のごとく回しながら、ゲティスバーグは歌うように呟く。

　カッツェは紙面を広げ、一枚の白黒写真に目を留めた。

　高層ビルの壁へき面めんに広がる青空の絵。

　晩夏の早朝、日本のオフィス街に突とつ如じよとして現れた、小さな魔ま法ほうの残骸。

　その見出しには、こうあった……『ヴァンダル画廊街の奇跡』







　薄うすい鉄板のドアを叩たたく耳みみ障ざわりな音に、ハルクは顔をしかめた。午ご睡すいを妨げられたことは不快だったが、こんな場所をわざわざ訪ねてくる人間はそう多くはない。仕方なく身を起こし、トレーラーハウスの扉を開ける。部屋ごと軋きしむような音と共に、強烈な射光が差しこんでくる。

「よう。家賃の取り立てなら応じねえぞ」

「大家に向かってその台詞せりふか、ハルク」

　瘦やせた野の良ら犬いぬに吼ほえられながら、そこには予想どおりの男が立っていた。この界かい隈わいにはどう見ても場違いなブランドのスーツは、もはやトレードマークである。慣習のように差し出した手を、ロフマットも当然のごとく握り返してきた。昔から、変わらない挨あい拶さつだった。

「相変わらずシケた場所だな。しかし、この雰ふん囲い気きは嫌いじゃない」

「ベネディクト・グループ総そう帥すいが、一人でここまで来たのか？　危なっかしい」

「なに。お姫様にプレゼントを持ってきたのさ。エナは？」

「倉庫だろ。一いつ旦たん閉じこもると、出てきやしねえ」

　男を促し、緩かん慢まんな歩調に合わせるようにしながら倉庫に向かう。湿気を含んだ風は重たかったが、原色の空が爽さわやかなのが唯一の救いだ。ロフマットが、ふと感かん慨がい深げに口を開いた。

「久しぶりに見て、驚おどろいたよ……エナは、随ずい分ぶんと綺き麗れいになったな」

「そうか？」

「ずっと傍そばにいると、気づかないんだろう。いずれ、エナに翻ほん弄ろうされる日が来るかもしれないぞ。お前は昔から、女運が悪い奴やつだったからな」

　冗談めいたその言葉に、ハルクは漠ばく然ぜんと思う。そうだ。彼女が成長し、大人になり、やがて老いていくさまを、自分は見届けねばならないのだ。エナが死ぬまで、自分は死なない。彼女が初めて自分の手を取った日、そう約束した。

「……それも、悪くねえな」

　一度ならず二度までも失いかけた命に、今は明確な意味がある。ロフマットには聞こえぬほどの声量で呟つぶやき、倉庫の扉に手をかける。閂かんぬきはかかっていなかった。重たい音を立てて開く扉の隙すき間まから一条の光が差しこみ、中で舞い上がる砂さ塵じんや埃ほこりの粒子に反射する。

「エナ」

　倉庫の中心部に這はいつくばっていたエナは、肩かた越ごしにこちらを向いた。採光の少ない倉庫の中で、青々とした双そう眸ぼうが輝かがやく。砂でざらつくコンクリートの床にカンバスを広げ、色とりどりの絵具えのぐの入ったブリキ缶に囲まれた少女は、何か侵しん犯ぱんしてはならない境界を生み出しているようにも見えた。

　だが、それは単なる幻だ。エナはすぐに屈くつ託たくのない笑みを浮かべ、立ち上がった。ロフマットは、大きな瞳ひとみを持つ少女の肖しよう像ぞうが描かれ始めている巨大なカンバスを見下ろす。

「今度は『真珠の耳飾りの少女』か。そういえばこの娘は、どこか君に似ている」

「ロフマットおじさん」

　絵具のついた頰ほおをぐいと拭ぬぐい、エナは掠かすれた声で呟いた。二、三度だけ口を開け閉めし、上手い言葉が思いつかなかったのか、深々と頭を下げる。

「俺おれは何もしていないよ、エナ。君が真実を追い、君が絵を描いたんだ」

　エナの礼は、何に対して向けられたものなのかは判然としなかった。それでもロフマットはそう告げて、その後ろでハルクも頷うなずいた。

　かつての戦友が抱かかえていた真実は決して崇高なものではなかったが、それでも確かな希望が残ったのは、この少女がいたからだった。彼の眼めと意思を継いだ、一人の娘が。

「君に、プレゼントがある」

　ロフマットがアタッシェケースを開け、一枚の封筒を取り出す。何の変へん哲てつもない茶封筒だ。エナは作業服のズボンで手を拭ふき、中を改める。

「サンテ刑務所の医務官が、倉庫で見つけたそうだ。かろうじてタイトルはあるんだが、サインも日付もなくてな。結局それは、作者不詳の絵にすぎない」

　入っていたのは、日に焼けた画用紙だった。それを見るなり、エナが泣き笑いのような表情を浮かべた。ロフマットは頷うなずき、少女の肩に手を置く。

「それでもこれは、きっと君のものだ……そうだろう、エナ」

　隣となりに立ったハルクの目に飛びこんできたのは、画用紙に描かれた五歳ほどの少女の肖しよう像ぞう画がだった。大きな瞳ひとみと丸みを帯びた頰ほお、無む邪じや気きに笑んだ口元が、まっすぐにこちらへ向けられている。描いた者の愛情が、薄うすい画用紙を介して伝わってくる。

「父さん……ありがとう」

　豪ごう奢しやな額がく縁ぶちもなければ、歴史に残るわけでもない。簡素な鉛筆書きの、縁ふちのよれたその絵をエナは抱きしめた。自分のまぶたに手を当て、祈るように呟つぶやきながら。

「父さんと同じ、この眼めを持ったこと、誇ほこりに思うから」

　画用紙の裏には、おぼつかない漢字の表記で『恵え奈な』と記されていた。

　奇跡の眼を持つ画家が心の奥底で記憶し続けていた映像の、それが……最後の一枚だった。
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　夕日に照らされるアムステルダムの旧市街は、家路につく人々が足早に行きかっていた。広告のペイントされた路面電車がゆっくりと走りだし、雑ざつ踏とうの向こうへ消えていく。

　ダム広場に面したベンチで、老人は煙草たばこをくゆらせていた。王宮や教会が並ぶ通りを見つめながら頰ほおを撫なで、いい加減短くなった煙草を空き缶に押し込む。手にしていたタブロイドを鞄に戻し、大きな欠伸をする。

　不意に、風が吹いた。老人の頭に乗っかっていたハンチングが突風にさらわれ、ダムラック通りにまで転がってしまう。老人はベンチから立ち上がり、慌あわてて帽子を追った。

　人の往来に踏ふみ潰つぶされているかと思ったが、一人の少年が帽子を拾い上げてくれていた。走ってくる老人の姿を認め、笑って差し出してくる。

　老人はありがとうと言い、お礼に渡す飴あめ玉だまでもないかとポケットを探った、瞬しゆん間かんだった。

　目の前を過ぎる風に、白はく磁じの破片が混ざり始めた。思わず空を仰あおぐが、雪など降るはずもなく、花か弁べんが舞う時期でもない。雨というわけでもないだろう。

　周囲の空気が変わったことを察知して、辺りを見回す。何の統一性もなく歩いていた人々が、今は一点を見つめている。言葉を失うものもいれば、意味を成さないざわめきを発しているものもいる。紗しや幕まくのように視界を遮さえぎる純白の破片越ごしに、誰だれもが首を上うわ向むかせていた。

　老人は、ゆっくりとハンチングをかぶり直した。人々が見つめる通りの向こうに視線を投じる。夕焼けの逆光に目を細め、静かに息をつく。

　老ろう朽きゆう化かしたビルの壁かべに、音もなく現れた少女の肖しよう像ぞう画がが、こちらを優しく見下ろしていた。

『オランダのモナ・リザ』とも称される、かつてこの街が誇ほこっていた一枚の絵だ。

　白い破片は真夏に降り積もる雪のごとく舞い散り、地面に達する前に消えていく。路地に射す紅くれないの光を反射させ、街を彩いろどるイルミネーションのように煌きらめき、絵そのものを照らし出す。

　呆ぼう然ぜんと口を開ける大人を尻しり目めに、老人の横に立っていた少年が無む邪じや気きな歓かん声せいを上げた。その絵が抹まつ消しようされた後に生まれた少年は、しかし目を輝かがやかせ、屈くつ託たくのない声で言った。

「──『ヴァンダル』が、来たよ」

　老人は頷うなずいた。不意に小さな風切り音が聞こえ、再び空を振ふり仰あおぐ。

　蛍けい光こう色しよくに染まった雲を背景に、一羽の巨大な鷲わしが飛ひ翔しようしていた。

　星々のように降る破片に満たされた視界の端に、小さな少女のシルエットが見えた気がした。

　それはきっと、ヴァンダル画が廊ろう街がいに新たな絵が加わった合図──


〈完〉　









　あとがき




　一八九四年のクリスマスの出来事です。

　パリで働く、とある無名の挿さし絵え画家のもとに、一本の電話がかかってきました。

　それは、新年から大女優サラ・べルナールが演じる『ジスモンダ』のポスター制作依頼でした。年末の慌あわただしい時期に、手の空あいているデザイナーは彼しかいなかったのです。

　男は急いで燕えん尾ぴ服ふくを借りてサラの公演を見に行き、制作に取りかかりました。

　そして完成した渾こん身しんのポスターは、パリの街に貼はり出されるなり大きな話題となります。

　サラ自身もその作品を気に入り、専属のポスター画家として彼と六年間の契約を結びました。

　聖夜にもたらされた一本の電話と、己おのれが描き上げた一枚の絵によって、男は瞬またたく間まに著名な芸術家へと上のぼり詰めたのです。

　後のアール・ヌーヴォー界の巨匠、アルフォンス・ミュシャが三十四歳の時のことでした。

　……なんとも素晴らしいサクセス・ストーリーではありませんか。一介の創作者として、ぜひ私もあやかりたい。

　と、いうことで先日、自分の複製画コレクションの中に、ミュシャの『ジスモンダ』を加えてはみたのですが、汚い部屋の中に飾った時点で御ご利り益やくもなにもない気がしてきました。




　はじめまして、美み奈な川がわ護まもるです。

　本編の内容上、なんとなく絵の話題から始めてはみたものの、別にこの話は絵画のことを知らなくても読める仕様になっています。

　章タイトルを見て、ひとつも絵が思い浮かばなくても、まったく問題ありません。全体的に、漠然とした雰囲気で読んでください。

　ただ、本編の中で少しでも興味のある絵がありましたら、ぜひどんな作品かを確かめていただければ嬉うれしいです。

　恐れ多くも、巨匠の作品群に乗っかりながら成立しているような物語ではあります。

　それでも、私が彼らの絵を見た時に覚えた感動を伝えられたなら。そして誰だれかの心の中に、新たな一枚の絵を生み出すきっかけを与えられたなら。少なくとも、私がこの話を書いた意味はあるのだと思います。

　画家はその絵で、作家はその言葉で、人の心に何かを残すことができます。

　私の言葉にまだそんな力はありませんが、いつか、誰かの心の中にある一冊の本を書くために、この場所から始めていきたいと考えています。

　これは私の愛した、絵と、空と、世界の物語です。




　この物語が形になるまでには、様々な方にご協力をいただき、同時に多大なご迷惑をおかけしました。この場をお借りして、あらためてお礼を申し上げます。

　我わが侭ままばかりの私に根気強くお付き合いくださった、担当の徳とく田だ様、土つち屋や様。編集部の皆様。ヴァンダルの世界を共に創つくり上げてくださった、イラストレーターの望もち月づき様。出版に関かかわっていただいたすべての方々に、心からの感かん謝しやを。

　なによりも、この本を手に取っていただいたあなたに。

　そして、あなたの心の中にある一枚の絵に。

　どうか、大きな祝福がありますように。
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美み奈な川がわ 護まもる

生誕以来、東京・千葉・埼玉で形成される魔のトライアングル地帯から抜け出せずにいる、生粋の関東人。株価が下がるとテンションもガタ落ちする。絵と空と地図を見ることが好き。辛いものと狭い場所が苦手。
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望もち月づき 朔さく

空と雲を描くのが好きな絵描きです。机の上にあるコーヒーが絵を描く原動力で、豆から淹れて香りを楽しむのが気に入っています。空を真上に見た青色が何より好きです。









電撃文庫





ヴァンダル画が廊ろう街がいの奇き跡せき
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